
このコードは、視覚に障害のある方のための
音声コード（Uni-Voice）です。
専用の読上装置やスマートフォンアプリなどで
読み取ると、記載内容を音声で聞くことができます。
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※各マークの色については実際の色とは一致しない場合があります。

　障害に関するマークは、国際的に定められたものや法律に基づいているもののほか、障害者団体が独自に提唱してい
るものもあります。そのうち、代表的なものを紹介します。
　各マークの詳細・使用方法などは、各関係団体にお問い合わせください。

義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または妊娠初期の方など、援助や配慮
を必要としていることが外見から分からない方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知
らせることで、援助を得やすくなるよう、東京都が作成したマークです。
東京都福祉局障害者施策推進部企画課　電話  03-5320-4147　FAX  03-5388-1413

各警察署

身体内部に障害のある方を表しています。内部障害・内部疾患は外見から分かりにくいため、様々な誤解を
受けることがあります。そのような方の存在を視覚的に示し、理解と協力を広げるために作られたマークです。
特定非営利活動法人ハート・プラスの会　https://www.normanet.ne.jp/̃h-plus/

視覚障害者の安全やバリアフリーを考慮した建物・設備・機器などにつけられている世界共通のマークです。
信号機や音声案内装置、国際点字郵便物、書籍、印刷物などに設置・添付されています。
社会福祉法人日本盲人福祉委員会　電話  03-5291-7885　FAX  03-5291-7886

聞こえが不自由なことを表すと同時に、聞こえない人・聞こえにくい人への配慮を表すマークです。また、
自治体、病院、銀行などが、聴覚障害者に援助をすることを示すマークとしても使用されています。
一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会　FAX  03-3354-0046

肢体不自由であることを理由に運転免許に条件を付されている方が運転する車に表示するマークです。（努力
義務）このマークをつけた車に幅寄せや割り込みを行った場合には、道路交通法違反となります。
各警察署

身体障害者補助犬法の啓発のためのマークです。身体障害者補助犬とは盲導犬、介助犬、聴導犬のことを言
います。身体障害者補助犬法に基づき、不特定多数の方が利用する施設（デパートや飲食店など）では、補
助犬の受け入れが義務づけられています。
東京都福祉局障害者施策推進部企画課　電話  03-5320-4147　FAX  03-5388-1413

ヘルプマーク

ハート ･ プラスマーク

オストメイトマーク
オストメイト（人工肛門・人工ぼうこうを造設した方）を示すシンボルマークです。
オストメイト対応のトイレなどの設備があることを示す場合などに使用されています。
公益社団法人日本オストミー協会　電話  03-5670-7681　FAX  03-5670-7682

聴覚障害者標識（聴覚障害者マーク）

盲人のための国際シンボルマーク

耳マーク

身体障害者標識（身体障害者マーク）

ほじょ犬マーク

障害者のための国際シンボルマーク
障害のある人々が利用できる建築物や公共輸送機関であることを示す、世界共通のマークです。
車いすを利用する方だけでなく、障害のあるすべての方のためのマークです。
公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　電話  03-5273-0601　FAX  03-5273-1523

聴覚障害であることを理由に運転免許に条件を付されている方が運転する車に表示するマークです。（義務）
このマークをつけた車に幅寄せや割り込みを行った場合には、道路交通法違反となります。

障害に関するシンボルマークについて
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「障害者福祉のしおり」のご利用にあたって

また、各ページに視覚障害のある方向けに Uni-Voice コードがあり、位置がわかる
ように冊子に切り込みがあります。なお、記載内容が多いなどの理由で、事業名と問い
合わせ先のみの場合があります。

この冊子で問い合わせ先を見つけられないときは、次の方法をご利用ください。
●区役所の代表番号に電話し、交換手にご用件などをお伝えください。問い合わせ先

をお探しします。
区役所代表番号 1120）3453（ 話電　

●区のホームページで検索すると問い合わせ先が見つかることがあります。
アドレス　https://www.city.chuo.lg.jp/

※メールで問い合わせたい場合は、区のホームページの「組織と業務案内」に各担当
窓口のアドレスが記載されています。

障害のある方が周囲に手助けを求める
「ヘルプカード」をご活用ください。

１　ヘルプカードとは
表紙に掲載しているヘルプカードは、障害のある方が日常生活や緊急時、災害時に

周囲に手助けを求める手段として活用されるカードです。緊急時などに必要となる情
報を記入して持ち歩けるようになっています。これにより、外出時にはヘルプカード
を携帯し、手助けを求める際には提示することで周囲の人に支援を求めることができ
ます。

ヘルプカードは、障害のある方やご家族・支援者にとっての不安を和らげ、手助け
が必要な人と手助けができる人をつなげます。

２　配布場所
障害者福祉課、福祉センター、保健所・保健センター、日本橋特別出張所、月島特

別出張所

　この「障害者福祉のしおり」は、中央区内にお住まいの障害のある方が利用できる
各種サービスの内容や利用方法などをまとめ、紹介するものです。
　各サービスの内容は、原則として令和5年4月1日現在を基準としています。できる
だけ新しい内容を掲載していますが、今後、制度・事業の見直しなどにより記載内容
が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
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●区役所の代表番号に電話し、交換手にご用件などをお伝えください。問い合わせ先

をお探しします。
区役所代表番号 1120）3453（ 話電　

●区のホームページで検索すると問い合わせ先が見つかることがあります。
アドレス　https://www.city.chuo.lg.jp/

※メールで問い合わせたい場合は、区のホームページの「組織と業務案内」に各担当
窓口のアドレスが記載されています。

障害のある方が周囲に手助けを求める
「ヘルプカード」をご活用ください。

１　ヘルプカードとは
表紙に掲載しているヘルプカードは、障害のある方が日常生活や緊急時、災害時に

周囲に手助けを求める手段として活用されるカードです。緊急時などに必要となる情
報を記入して持ち歩けるようになっています。これにより、外出時にはヘルプカード
を携帯し、手助けを求める際には提示することで周囲の人に支援を求めることができ
ます。

ヘルプカードは、障害のある方やご家族・支援者にとっての不安を和らげ、手助け
が必要な人と手助けができる人をつなげます。

２　配布場所
障害者福祉課、福祉センター、保健所・保健センター、日本橋特別出張所、月島特

別出張所

　この「障害者福祉のしおり」は、中央区内にお住まいの障害のある方が利用できる
各種サービスの内容や利用方法などをまとめ、紹介するものです。
　各サービスの内容は、原則として令和5年4月1日現在を基準としています。できる
だけ新しい内容を掲載していますが、今後、制度・事業の見直しなどにより記載内容
が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
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身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ●

２級 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ● 　 ● ▲ ● ●

３級 ● ● ▲ ● ▲ ● ●

４級 ● ●

５級 ● ●

６級 ● ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ● ● ● ▲ ● ●

３級 ● ● ▲ ● ▲ ● ●

４級 ● ●

５級 ● ●

６級 ● ●

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ▲ ● ▲ ● ●

４級 ● ●

由
自
不
体
肢

１級 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ● ▲ ● ●

３級 ● ● ▲ ▲ ● ▲ ● ●

４級 ▲ ● ●

５級 ● ●

６級 ● ●

害
障
部
内

１級 ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ● ● ● ▲ ● ●

３級 ● ● ▲ ● ● ▲ ● ●

４級 ● ●

脳性麻痺 ● ● ▲

進行性筋萎縮症 ● ● ▲

帳
手
の
愛

１度 ● ▲ ● ● ● ● ● ●

２度 ● ▲ ▲ ● ● ● ● ●

３度 ● ● ● ●

４度 ● ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲  ● ▲

２級 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

３級 ▲ ▲ ▲

難　病 ● ▲

。
す
ま
り
な
に
級
等
害
障
る
め
定
で
令
行
施
法
金
年
民
国

障害程度別対象事業一覧

　

。
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ま
り
な
に
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障
る
め
定
で
令
行
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法
険
保
金
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厚

。
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ま
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等
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障
る
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定
で
令
行
施
法
金
年
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国

この表は、 本文に掲載してある事業の一部を一覧表にしたものです。
●印はおおむね対象となるものを示します。 ただし、 ●印があっても、 障害の程度 ・ 年齢および所得制限などで該当しな
い場合がありますので、 必ず各ページの項目をご覧ください。▲印は一部対象です（詳しくはお問い合わせください）。
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等　
級

害
障
覚
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１級 ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ●

４級 ● ▲

５級 ●

６級 ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ●

４級 ●

５級 ●

６級 ● 　

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ●

４級 ● ●

由
自
不
体
肢

１級 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ▲ ● ● ●

５級 ● ●

６級 ●

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ●

４級 ● ● ●

脳性麻痺 ▲ ● ● ●

進行性筋萎縮症 ● ● ●

帳
手
の
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１度 ● ▲ ● ● ● ●

２度 ● ▲ ● ● ● ●

３度 ●

４度 ●
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神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ●  ●

２級 ● ● ●

３級 ● ●

難　病 ● ● ●
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身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ●

２級 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ● 　 ● ▲ ● ●

３級 ● ● ▲ ● ▲ ● ●

４級 ● ●

５級 ● ●

６級 ● ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ● ● ● ▲ ● ●

３級 ● ● ▲ ● ▲ ● ●

４級 ● ●

５級 ● ●

６級 ● ●

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ▲ ● ▲ ● ●

４級 ● ●

由
自
不
体
肢

１級 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ● ▲ ● ●

３級 ● ● ▲ ▲ ● ▲ ● ●

４級 ▲ ● ●

５級 ● ●

６級 ● ●

害
障
部
内

１級 ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ● ● ● ● ▲ ● ●

３級 ● ● ▲ ● ● ▲ ● ●

４級 ● ●

脳性麻痺 ● ● ▲

進行性筋萎縮症 ● ● ▲

帳
手
の
愛

１度 ● ▲ ● ● ● ● ● ●

２度 ● ▲ ▲ ● ● ● ● ●

３度 ● ● ● ●

４度 ● ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲  ● ▲

２級 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

３級 ▲ ▲ ▲

難　病 ● ▲

。
す
ま
り
な
に
級
等
害
障
る
め
定
で
令
行
施
法
金
年
民
国

障害程度別対象事業一覧

　

。
す
ま
り
な
に
級
等
害
障
る
め
定
で
令
行
施
法
険
保
金
年
生
厚

。
す
ま
り
な
に
級
等
害
障
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金
年
民
国

この表は、 本文に掲載してある事業の一部を一覧表にしたものです。
●印はおおむね対象となるものを示します。 ただし、 ●印があっても、 障害の程度 ・ 年齢および所得制限などで該当しな
い場合がありますので、 必ず各ページの項目をご覧ください。▲印は一部対象です（詳しくはお問い合わせください）。
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害　
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手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ●

４級 ● ▲

５級 ●

６級 ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ●
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６級 ● 　

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ●

４級 ● ●

由
自
不
体
肢

１級 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ▲ ● ● ●

５級 ● ●

６級 ●

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ●

４級 ● ● ●

脳性麻痺 ▲ ● ● ●

進行性筋萎縮症 ● ● ●
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手
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愛
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より快適なくらしのために 視覚障害のある方のために
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身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● 　 ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ●

●

●

●

● ● ● ● ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ● ▲ ●

３級 ● ●

４級 ●

５級 ●

６級 　 ●

語
言
・
声
音 ３級 ●

４級

由
自
不
体
肢

１級 ● ● ● ● ● ● ● ▲

２級 ● ● ● ● ● ● ▲

３級 ●

４級 ●

５級

６級

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ▲

２級 ● ● ● ● ● ▲

３級

４級

脳性麻痺

進行性筋萎縮症

帳
手
の
愛

１度 ● ● ● ● ● ● ▲

２度 ● ● ● ● ● ▲

３度 ● ●

４度 ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ●

２級 ● ● ● ●

３級

難　病 ▲
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し
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・
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票
投
等
便
郵聴

覚
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
講
習
な
ど

字
幕・手
話
付
き
ビ
デ
オ・Ｄ
Ｖ
Ｄ・

映
画
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し

し
出
し
貸
の
書
図
音
録

し
出
し
貸
送
郵
の
館
書
図

度
制
付
貸
金
資
祉
福
活
生

ン 成
助
用
利
度
制
住
居
ん
し
ん
あ

成
助
用
利
度
制
証
保
務
債
賃
家

除
控
別
特
の
集
募
宅
住
営
区
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身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

２級 ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

３級 ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

４級 ● ● ● ▲ ● ● ▲ ●

５級 ● ● ● ▲ ● ▲ ●

６級 ● ● ● ▲ ● ▲ ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ▲ ●

５級 ● ● ● ● ● ● ▲ ●

６級 ● ● ● ● ● ● ▲ ●

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ● ● ● ▲ ●

４級 ● ● ● ● ▲ ●

由
自
不
体
肢

１級 　 ● ● ● ● ● ▲ ●

２級 ● ● ● ● ● ▲ ●

３級 ● ● ● ● ▲ ●

４級 ● ● ● ▲ ●

５級 ● ● ▲ ●

６級 ● ● ▲ ●

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ▲ ●

２級 ● ● ● ● ▲ ●

３級 ● ● ● ● ● ▲ ●

４級 ●

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ● ● ▲ ●

脳性麻痺 ▲ ●

進行性筋萎縮症 ▲ ●

帳
手
の
愛

１度 ▲ ● ● ● ▲ ●

２度 ▲ ● ● ● ▲ ●

３度 ▲ ● ● ▲ ●

４度 ▲ ● ● ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級  ▲ ● ● ● ▲ ●

２級 ▲ ● ● ● ▲ ●

３級  ▲ ● ▲ ●

難　病

は
く
し
詳86

覧
ご
を
目
項

。
い
さ
だ
く

この表は、 本文に掲載してある事業の一部を一覧表にしたものです。
●印はおおむね対象となるものを示します。 ただし、 ●印があっても、 障害の程度 ・ 年齢および所得制限などで該当し
ない場合がありますので、 必ず各ページの項目をご覧ください。▲印は一部対象です（詳しくはお問い合わせください）。
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より快適なくらしのために 視覚障害のある方のために

事　業

成
助
・
給
支
の
等
つ
む
お
紙

ム
テ
ス
シ
報
通
急
緊

付
取
の
具
器
止
防
倒
転
類
具
家

者
害
障
的
知

労
慰
者
護
介
の
者
害
障
度
重
宅
在

）
者
（
児
害
障
身
心
症
重

ト
イ
パ
ス
レ
宅
在

読
朗
面
対
の
館
書
図

付
給
の
書
図
字
点

・
訳
通
け
向
者
う
ろ
盲

業
事
遣
派
者
助
介

者
害
障
覚
視

ページ 68 69 69 70 70 71 72 72 73 73 78 78 79 80 80 80 81

 

身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● 　 ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ●

●

●

●

● ● ● ● ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ● ▲ ●

３級 ● ●

４級 ●

５級 ●

６級 　 ●

語
言
・
声
音 ３級 ●

４級

由
自
不
体
肢

１級 ● ● ● ● ● ● ● ▲

２級 ● ● ● ● ● ● ▲

３級 ●

４級 ●

５級

６級

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ▲

２級 ● ● ● ● ● ▲

３級

４級

脳性麻痺

進行性筋萎縮症

帳
手
の
愛

１度 ● ● ● ● ● ● ▲

２度 ● ● ● ● ● ▲

３度 ● ●

４度 ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ●

２級 ● ● ● ●

３級

難　病 ▲

は
く
し
詳
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74
・

　

聴覚障害のある方 精神障害のある方 社会参加 レクリエーション すまい
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要
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健
保
神
精

会
習
講
健
保
神
精

報
広
字
点
・
報
広
の
声

度
制
票
投
等
便
郵聴

覚
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
講
習
な
ど

字
幕・手
話
付
き
ビ
デ
オ・Ｄ
Ｖ
Ｄ・

映
画
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し

し
出
し
貸
の
書
図
音
録

し
出
し
貸
送
郵
の
館
書
図

度
制
付
貸
金
資
祉
福
活
生

ン 成
助
用
利
度
制
住
居
ん
し
ん
あ

成
助
用
利
度
制
証
保
務
債
賃
家

除
控
別
特
の
集
募
宅
住
営
区

ページ 82 83 83 83 86 86 86 87 89 90 90 92 93 96 104 104 104

 

身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

２級 ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

３級 ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

４級 ● ● ● ▲ ● ● ▲ ●

５級 ● ● ● ▲ ● ▲ ●

６級 ● ● ● ▲ ● ▲ ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ▲ ●

５級 ● ● ● ● ● ● ▲ ●

６級 ● ● ● ● ● ● ▲ ●

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ● ● ● ▲ ●

４級 ● ● ● ● ▲ ●

由
自
不
体
肢

１級 　 ● ● ● ● ● ▲ ●

２級 ● ● ● ● ● ▲ ●

３級 ● ● ● ● ▲ ●

４級 ● ● ● ▲ ●

５級 ● ● ▲ ●

６級 ● ● ▲ ●

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ▲ ●

２級 ● ● ● ● ▲ ●

３級 ● ● ● ● ● ▲ ●

４級 ●

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ● ● ▲ ●

脳性麻痺 ▲ ●

進行性筋萎縮症 ▲ ●

帳
手
の
愛

１度 ▲ ● ● ● ▲ ●

２度 ▲ ● ● ● ▲ ●

３度 ▲ ● ● ▲ ●

４度 ▲ ● ● ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級  ▲ ● ● ● ▲ ●

２級 ▲ ● ● ● ▲ ●

３級  ▲ ● ▲ ●

難　病

は
く
し
詳86

覧
ご
を
目
項

。
い
さ
だ
く

この表は、 本文に掲載してある事業の一部を一覧表にしたものです。
●印はおおむね対象となるものを示します。 ただし、 ●印があっても、 障害の程度 ・ 年齢および所得制限などで該当し
ない場合がありますので、 必ず各ページの項目をご覧ください。▲印は一部対象です（詳しくはお問い合わせください）。
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「
新
築
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
」の

抽
選
優
遇
制
度

105

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

詳
し
く
は
105
ペ
ー
ジ
の

項
目
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

証
車
乗
通
交
営
都
者
害
障
神
精

すまい しごと 税の軽減など 交通機関

事　業

せ
ん
制
度

抽
遇
優
集
募
宅
住
営
都

額
減
別
特
の
料
用
使
宅
住
営
都

宅
住
営
都
け
向
者
身
単

宅
住
営
都
け
向
帯
世
者
用
使
す
い
車

用
者
身
単

 

け
向
者
用
使
す
い
車

宅
住
営
都

可
許
の
業
売
販
売
小
の
こ
ば
た
造
製

減
軽
の
税
得
所

減
軽
の
税
民
住心

身
障
害
者
世
帯
向
け
都
営
住
宅

免
減
の）
割
別
種
（税
車
動
自
軽

・）
割
能
性
境
環
・
割
別
種
（税
車
動
自

免
減
の）
割
能
性
境
環
（税
車
動
自
軽

免
減
の
税
業
事
人
個

減
軽
の
税
続
相

度
制
優
ル
マ

引
割
と
券
車
乗
料
無
の
通
交
営
都

ページ 105 106 106 106 107 107 113 130 130 131 132 134 134 136 137 138

 

身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ●

５級 ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ●

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ●

由
自
不
体
肢

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ● ● ●

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

脳性麻痺

進行性筋萎縮症

帳
手
の
愛

１度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４度 ● ● ● ● ● ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

難　病 ● ●
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は
く
し
詳

139

交通機関 公共料金など

事　業
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客
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割
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旅
空
航

金

引
割
の
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料
有

除
免
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料
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テ
Ｋ
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Ｎ

除
免
の
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料
道
水
下
・
道
水

布
配
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無
の
き
が
は

）
き
が
は
鳥
い
青
（

用
利
料
無
の
内
案
号
番
話
電 総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
月
島

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
・
築
地
社
会
教

育
会
館
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無
料

入
場

）
内
案
い
あ
れ
ふ
（

島
月
・
校
学
小
橋
本
日
・
校
学
小
央
中

場
入
料
無
の
ど
な
園
公
立
都

用
利
料
無
の
場
車
駐
園
公
立
都

ページ 139 140 140 140 140 141 143 143 145 145 146 147 148 148

 

身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ● ● ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ● ●

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ●

●

●

●

●

●

● ● ● ●

由
自
不
体
肢

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ● ●

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ●

脳性麻痺

進行性筋萎縮症

帳
手
の
愛

１度 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２度 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３度 ● ● ● ● ● ● ●

４度 ● ● ● ● ● ● ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ●

３級

引
割
の
金
料
ス
バ
営
民
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●

●

●

●

●

●
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ●

難　病

は
く
し
詳

143
は
く
し
詳

143

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
に
社
会
各
鉄
私
は
く
し
詳

この表は、 本文に掲載してある事業の一部を一覧表にしたものです。
●印はおおむね対象となるものを示します。 ただし、 ●印があっても、 障害の程度 ・ 年齢および所得制限などで該当しな
い場合がありますので、 必ず各ページの項目をご覧ください。▲印は一部対象です（詳しくはお問い合わせください）。
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く
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「
新
築
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
」の

抽
選
優
遇
制
度

105

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

詳
し
く
は
105
ペ
ー
ジ
の

項
目
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

証
車
乗
通
交
営
都
者
害
障
神
精

すまい しごと 税の軽減など 交通機関

事　業

せ
ん
制
度

抽
遇
優
集
募
宅
住
営
都

額
減
別
特
の
料
用
使
宅
住
営
都

宅
住
営
都
け
向
者
身
単

宅
住
営
都
け
向
帯
世
者
用
使
す
い
車

用
者
身
単

 

け
向
者
用
使
す
い
車

宅
住
営
都

可
許
の
業
売
販
売
小
の
こ
ば
た
造
製

減
軽
の
税
得
所

減
軽
の
税
民
住心

身
障
害
者
世
帯
向
け
都
営
住
宅

免
減
の）
割
別
種
（税
車
動
自
軽

・）
割
能
性
境
環
・
割
別
種
（税
車
動
自

免
減
の）
割
能
性
境
環
（税
車
動
自
軽

免
減
の
税
業
事
人
個

減
軽
の
税
続
相

度
制
優
ル
マ

引
割
と
券
車
乗
料
無
の
通
交
営
都

ページ 105 106 106 106 107 107 113 130 130 131 132 134 134 136 137 138

 

身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ●

５級 ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ●

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ●

由
自
不
体
肢

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ● ● ●

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

脳性麻痺

進行性筋萎縮症

帳
手
の
愛

１度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４度 ● ● ● ● ● ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

難　病 ● ●
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は
く
し
詳

139

交通機関 公共料金など

事　業

引
割
の
賃
運
客
旅
鉄
私

引
割
の
賃
運
客
旅
空
航

金

引
割
の

料
路
道
料
有

除
免
の
料
信
受
ビ
レ
テ
Ｋ
Ｈ
Ｎ

除
免
の
金
料
道
水
下
・
道
水

布
配
料
無
の
き
が
は

）
き
が
は
鳥
い
青
（

用
利
料
無
の
内
案
号
番
話
電 総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
月
島

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
・
築
地
社
会
教

育
会
館
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無
料

入
場

）
内
案
い
あ
れ
ふ
（

島
月
・
校
学
小
橋
本
日
・
校
学
小
央
中

場
入
料
無
の
ど
な
園
公
立
都

用
利
料
無
の
場
車
駐
園
公
立
都

ページ 139 140 140 140 140 141 143 143 145 145 146 147 148 148

 

身　
体　
障　
害　
者　
手　
帳　
等　
級

害
障
覚
視

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ● ● ●

害
障
能
機
衡
平
・
覚
聴 ２級 ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ● ●

語
言
・
声
音 ３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ●

●

●

●

●

●

● ● ● ●

由
自
不
体
肢

１級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ●

５級 ● ● ● ● ● ● ●

６級 ● ● ● ● ● ● ●

害
障
部
内

１級 ● ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ● ●

３級 ● ● ● ● ● ● ●

４級 ● ● ● ● ● ● ●

脳性麻痺

進行性筋萎縮症

帳
手
の
愛

１度 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２度 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３度 ● ● ● ● ● ● ●

４度 ● ● ● ● ● ● ●

者
害
障
神
精

帳
手
祉
福
健
保 １級 ● ● ● ● ● ● ●

２級 ● ● ● ● ● ● ●

３級

引
割
の
金
料
ス
バ
営
民
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難　病

は
く
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詳

143
は
く
し
詳

143

。
い
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だ
く
せ
わ
合
い
問
お
に
社
会
各
鉄
私
は
く
し
詳

この表は、 本文に掲載してある事業の一部を一覧表にしたものです。
●印はおおむね対象となるものを示します。 ただし、 ●印があっても、 障害の程度 ・ 年齢および所得制限などで該当しな
い場合がありますので、 必ず各ページの項目をご覧ください。▲印は一部対象です（詳しくはお問い合わせください）。
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係名 内容 電話番号 FAX 番号 場所

障害者福祉係
心身障害者福祉手当など､ 心身障害者
の医療費助成、障害福祉計画や障害児
福祉計画に関することなど

（3546）
5389・
5268

（3248）
1322

区役所
本庁舎
4 階

相談支援係

知的障害者、身体障害者、精神障害者
福祉に関する相談および個別援護、愛
の手帳、身体障害者手帳、精神障害者
保健福祉手帳の交付、障害のある方の
自立支援

（3546）
6032・
5602・
6753・
5717

給付指導係
自立支援給付費等の支払、相談支援事
業者や障害児相談支援事業者の指定、
障害福祉サービスなどを行う事業者の
指導に関すること

（3546）
5697・
5744

障害のある方に関する事業や相談を行っています。詳しくは、115 ・ 116 ページをご
覧ください。

区
年

内の障害者（児）とその家族に対する相談支援の中核的な役割を担い、障害の種別や
年齢にかかわらず、さまざまな相談に対応しています。 

障害者虐待の未然の防止 ・早期発見、 緊急時の相談のため通報窓口を設けています。
（通報・相談窓口）　障害者福祉課　相談支援係

付受間時42　休無中年〉間時付受〈　4365）6453（ 話電　　　

時６後午～時９前午　日曜金～日曜月〉間時付受〈
　7593）4626（ 話電

障害福祉についての相談および各種の事業を行っています。

地域福祉コーディネーターは、年齢を問わず、身近な地域で「人々のつながりづくり」
を進めます。日常生活上の困りごとやどこに相談すればいいかわからない悩みごとの
相談・訪問支援を始め、住民の皆さんが行う地域での活動に関する相談もお受けします。 

身体障害者手帳や愛の手帳の交付・判定業務や補装具の判定などを行い、援護の実施者
である区市町村に対する専門的支援を行う施設として都が設置しています。
　（業務内容）　身体障害者手帳の交付、補装具等の判定、愛の手帳（18 歳以上）など

の判定、愛の手帳の交付・高次脳機能障害のある方への相談・支援など
　（利用方法）　福祉事務所を通して相談する日時を予約します。ただし、愛の手帳の判

定予約と高次脳機能障害専用電話相談は、直接電話してください。
　（受付時間）　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　午前９時～正午・午後１時～午後５時 
　　　　　　　（高次脳機能障害専用電話相談は午後４時まで） 

区内在住の障害のある方とその保護者の方からの各種相談に応じ、助言や指導を行っ
ています。各相談員の連絡先などは、171ページの一覧表をご覧ください。

民生・児童委員は、地域における身近な相談相手として福祉に関するさまざまな相談
に応じています。民生・児童委員の担当区域については、172～175ページの一覧表を
ご覧ください。

障害や日常生活に関する相談窓口

相談窓口1

（1）障害者福祉課

（５） 障害者相談員

（６） 民生・児童委員

（７）地域福祉コーディネーター

（８） 東京都心身障害者福祉センター

（３） 基幹相談支援センター

（４） 障害者虐待防止の通報・相談窓口

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

く な い しょうがいしゃ じ か ぞ く たい そうだんしえん ちゅうかくてき やくわり にな しょうがい しゅべつ

ねんれい そうだん たいおう

しょうがいしゃぎゃくたい み ぜ ん ぼ う し そうきはっけん きんきゅうじ そうだん つうほうまどぐち もう

つうほう そうだんまどぐち

　（通報窓口）　基幹相談支援センター
つうほうまどぐち

そ う だ ん ま ど ぐ ち

し ょ う が い に ち じ ょ う せ い か つ そ う だ ん ま ど ぐ ちか ん

し ょ う が い し ゃ ふ く し か

しょうがいしゃそうだんいん

み ん せ い

ち い き ふ く し

とうきょうとしんしんしょうがいしゃふくし

じ ど う い い ん

き か ん そ う だ ん し え ん

（２） 福祉センター
ふ く し

しょうがいしゃぎゃくたいぼうし つ う ほ う そ う だ ん ま ど ぐ ち

しょうがいしゃふくしかかり

そうだんしえんかかり

きゅうふしどうかかり

しょうがい　　　　　 かた

しょうがいふくし そうだん かくしゅ じぎょう おこな

かん じぎょう そうだん おこな くわ

らん

ち い き ふ く し ねんれい と み ぢ か ち い き ひとびと

すす にちじょうせいかつじょう こま そうだん

くないざいじゅう　　しょうがい　　　　　　かた　　　　　　　　ほごしゃ　　  かた　　　　　 　かくしゅそうだん　 　おう　          じょげん     　しどう　    おこな

かくそうだんいん　    れんらくさき　                                                 　　 いちらんひょう        　らん

みんせい        　じどういいん              　ちいき　                          みぢか       　そうだんあいて　                   ふくし　     かん　                                          そうだん

おう　                                 みんせい　       じどういいん　        たんとうくいき                                                                                        　いちらんひょう

らん

なや

そうだん ほうもんしえん はじ じゅうみん みな おこな ち い き かつどう かん そうだん う

しんたいしょうがいしゃてちょう あい てちょう こ う ふ はんていぎょうむ ほ そ う ぐ はんてい おこな え ん ご じ っ し し ゃ

くしちょうそん たい せんもんてきしえん おこな し せ つ と せ っ ち

ぎょうむないよう

りようほうほう

うけつけじかん〒104-0044　明石町 12-1　福祉センター内
電話（6264）3957 　FAX（6264）3958

問合わせ問合わせ
と い あ  

管理課　地域福祉推進係
電話（3546）5393　FAX（3544）0505

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央区社会福祉協議会　管理部地域ささえあい課
〒104-0032　八丁堀 4-1-5　2 階
電話（3523）9295　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

〒162-0823　新宿区神楽河岸 1-1　東京都飯田橋庁舎
（セントラルプラザ）12 階～ 15 階
　電話（3235）2946 ㈹　FAX（3235）2968
※愛の手帳判定予約
　電話（3235）2961
※高次脳機能障害専用電話相談
　電話（3235）2955
　（電話での相談が難しい場合は FAX 番号（3235）2957 まで）

問合わせ問合わせ
と い あ  
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だ
ん
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ち
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係名 内容 電話番号 FAX 番号 場所

障害者福祉係
心身障害者福祉手当など､ 心身障害者
の医療費助成、障害福祉計画や障害児
福祉計画に関することなど

（3546）
5389・
5268

（3248）
1322

区役所
本庁舎
4 階

相談支援係

知的障害者、身体障害者、精神障害者
福祉に関する相談および個別援護、愛
の手帳、身体障害者手帳、精神障害者
保健福祉手帳の交付、障害のある方の
自立支援

（3546）
6032・
5602・
6753・
5717

給付指導係
自立支援給付費等の支払、相談支援事
業者や障害児相談支援事業者の指定、
障害福祉サービスなどを行う事業者の
指導に関すること

（3546）
5697・
5744

障害のある方に関する事業や相談を行っています。詳しくは、115 ・ 116 ページをご
覧ください。

区
年

内の障害者（児）とその家族に対する相談支援の中核的な役割を担い、障害の種別や
年齢にかかわらず、さまざまな相談に対応しています。 

障害者虐待の未然の防止 ・早期発見、 緊急時の相談のため通報窓口を設けています。
（通報・相談窓口）　障害者福祉課　相談支援係

付受間時42　休無中年〉間時付受〈　4365）6453（ 話電　　　

時６後午～時９前午　日曜金～日曜月〉間時付受〈
　7593）4626（ 話電

障害福祉についての相談および各種の事業を行っています。

地域福祉コーディネーターは、年齢を問わず、身近な地域で「人々のつながりづくり」
を進めます。日常生活上の困りごとやどこに相談すればいいかわからない悩みごとの
相談・訪問支援を始め、住民の皆さんが行う地域での活動に関する相談もお受けします。 

身体障害者手帳や愛の手帳の交付・判定業務や補装具の判定などを行い、援護の実施者
である区市町村に対する専門的支援を行う施設として都が設置しています。
　（業務内容）　身体障害者手帳の交付、補装具等の判定、愛の手帳（18 歳以上）など

の判定、愛の手帳の交付・高次脳機能障害のある方への相談・支援など
　（利用方法）　福祉事務所を通して相談する日時を予約します。ただし、愛の手帳の判

定予約と高次脳機能障害専用電話相談は、直接電話してください。
　（受付時間）　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　午前９時～正午・午後１時～午後５時 
　　　　　　　（高次脳機能障害専用電話相談は午後４時まで） 

区内在住の障害のある方とその保護者の方からの各種相談に応じ、助言や指導を行っ
ています。各相談員の連絡先などは、171ページの一覧表をご覧ください。

民生・児童委員は、地域における身近な相談相手として福祉に関するさまざまな相談
に応じています。民生・児童委員の担当区域については、172～175ページの一覧表を
ご覧ください。

障害や日常生活に関する相談窓口

相談窓口1

（1）障害者福祉課

（５） 障害者相談員

（６） 民生・児童委員

（７）地域福祉コーディネーター

（８） 東京都心身障害者福祉センター

（３） 基幹相談支援センター

（４） 障害者虐待防止の通報・相談窓口

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

く な い しょうがいしゃ じ か ぞ く たい そうだんしえん ちゅうかくてき やくわり にな しょうがい しゅべつ

ねんれい そうだん たいおう

しょうがいしゃぎゃくたい み ぜ ん ぼ う し そうきはっけん きんきゅうじ そうだん つうほうまどぐち もう

つうほう そうだんまどぐち

　（通報窓口）　基幹相談支援センター
つうほうまどぐち

そ う だ ん ま ど ぐ ち

し ょ う が い に ち じ ょ う せ い か つ そ う だ ん ま ど ぐ ちか ん

し ょ う が い し ゃ ふ く し か

しょうがいしゃそうだんいん

み ん せ い

ち い き ふ く し

とうきょうとしんしんしょうがいしゃふくし

じ ど う い い ん

き か ん そ う だ ん し え ん

（２） 福祉センター
ふ く し

しょうがいしゃぎゃくたいぼうし つ う ほ う そ う だ ん ま ど ぐ ち

しょうがいしゃふくしかかり

そうだんしえんかかり

きゅうふしどうかかり

しょうがい　　　　　 かた

しょうがいふくし そうだん かくしゅ じぎょう おこな

かん じぎょう そうだん おこな くわ

らん

ち い き ふ く し ねんれい と み ぢ か ち い き ひとびと

すす にちじょうせいかつじょう こま そうだん

くないざいじゅう　　しょうがい　　　　　　かた　　　　　　　　ほごしゃ　　  かた　　　　　 　かくしゅそうだん　 　おう　          じょげん     　しどう　    おこな

かくそうだんいん　    れんらくさき　                                                 　　 いちらんひょう        　らん

みんせい        　じどういいん              　ちいき　                          みぢか       　そうだんあいて　                   ふくし　     かん　                                          そうだん

おう　                                 みんせい　       じどういいん　        たんとうくいき                                                                                        　いちらんひょう

らん

なや

そうだん ほうもんしえん はじ じゅうみん みな おこな ち い き かつどう かん そうだん う

しんたいしょうがいしゃてちょう あい てちょう こ う ふ はんていぎょうむ ほ そ う ぐ はんてい おこな え ん ご じ っ し し ゃ

くしちょうそん たい せんもんてきしえん おこな し せ つ と せ っ ち

ぎょうむないよう

りようほうほう

うけつけじかん〒104-0044　明石町 12-1　福祉センター内
電話（6264）3957 　FAX（6264）3958

問合わせ問合わせ
と い あ  

管理課　地域福祉推進係
電話（3546）5393　FAX（3544）0505

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央区社会福祉協議会　管理部地域ささえあい課
〒104-0032　八丁堀 4-1-5　2 階
電話（3523）9295　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

〒162-0823　新宿区神楽河岸 1-1　東京都飯田橋庁舎
（セントラルプラザ）12 階～ 15 階
　電話（3235）2946 ㈹　FAX（3235）2968
※愛の手帳判定予約
　電話（3235）2961
※高次脳機能障害専用電話相談
　電話（3235）2955
　（電話での相談が難しい場合は FAX 番号（3235）2957 まで）

問合わせ問合わせ
と い あ  

そ
う
だ
ん
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ぐ
ち
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次の事業について、申請の受付や相談を行っています。 
①難病医療費助成　　　　　　　　　②母子の健康指導 
③訪問保健指導　　　　　　　　　　④精神障害者保健福祉手帳の交付 
⑤精神障害者通院医療費公費負担　　⑥精神保健講習会 
⑦精神保健相談　　　　　　　　　　⑧保健・福祉に関する相談 
⑨保健・福祉に関する各種サービスの申請手続の援助

精神に障害のある方やその家族を対象に、日常生活や福祉サービスに関わる相談を行っ
ています。詳しくは、117ページをご覧ください。

発達障害のあるなしにかかわらず、子どもの発達や育ちの相談を行っています。詳しく
は 118・119ページをご覧ください。

18 歳未満の児童の障害を含むあらゆる相談について、児童福祉司、児童心理司などが
応じ、各種の診断・判定・指導を行っています。
①児童についての相談　　　　　　　②児童福祉施設への入所 
③児童とその家族についての必要な調査、社会的・心理的・ 医学的な
　判定、診断と指導など
④里親などへの委託の措置　　　　　⑤緊急を要する児童の一時保護 
⑥ 18 歳未満の方の愛の手帳の交付 

　（受付時間）　月曜日～木曜日　午前 10 時～午後 5 時 

教育に関する相談や、心身の発達に課題のあるお子さんの就学に関する相談を行って
います。詳しくは100ページをご覧ください。

知的障害のある方の日常生活、地域でのくらし、進路、就労、対人関係などの相談に
応じ、必要な助言などを行います。相談対象の年代は問いません。

都内在住の発達障害のある本人とその家族、関係機関・施設からの発達障害に関わる
さまざまな相談を受けています。必要に応じて、情報提供や他機関との連携、関係機
関コンサルテーションなども行っています。
【おとなTOSCA】（対象年齢　１８歳以上）
　（電話相談）月曜日～金曜日　午前９時～午後５時（年末年始・祝日を除く）
※電話相談の予約は必要なし。無料。
※諸事情で電話相談が困難な方は、「おとなTOSCA」ホームページをご覧く
　ださい。

（９） 東京都盲ろう者支援センター

精神障害や難病に関する相談窓口

中央区保健所　健康推進課　予防係
　〒104-0044　明石町 12-1
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　〒103-0012　日本橋堀留町 1-1-1
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　〒104-0052　月島 2-10-3
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 保健所・保健センター

（11） 障害者地域活動支援センター　「ポケット中央」

子どもや発達に関する相談窓口

（12） 子ども発達支援センター ゆりのき

（13）教育センター

（14） 東京都児童相談センター

（15） 東京都手をつなぐ育成会 手をつなぐあんしん相談

（16） 東京都発達障害者支援センター（TOSCA）

視覚と聴覚の両方に障害のある盲ろう者が、地域で自立した生活を送り、社会参加を促
進するための総合的なサービスを提供しています。
盲ろう者やその家族、関係者などからの相談を受け、情報提供や問題解決の支援を提供
します。
生活に必要な技術や知識を学ぶための訓練を実施します。
社会参加の支援として、交流会や学習会を開催しています。

つぎ

しかく　   ちょうかく   りょうほう　しょうがい             　もう　         しゃ　           ちいき　      じりつ　          せいかつ　   おく　           しゃかいさんか　     そく

しん　                           そうごうてき　                               ていきょう

もう　         しゃ　                かぞく　     かんけいしゃ　                           そうだん    　う　        じょうほうていきょう　もんだいかいけつ　    しえん　  ていきょう

せいかつ　   ひつよう   　ぎじゅつ　    ちしき　    まな　                     くんれん    　じっし

しゃかいさんか　      しえん　                    こうりゅうかい　がくしゅうかい　  かいさい

じぎょう しんせい うけつけ そうだん おこな

せいしん しょうがい かた か ぞ く  たいしょう にちじょうせいかつ ふ く し  かか そうだん おこな

くわ らん

〒111-0053　台東区浅草橋 1-32-6　コスモス浅草橋酒井ビル 2 階
電話（3864）7003　FAX（3864）7004
E メール　tokyo-db@tokyo-db.or.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

〒169-0074　新宿区北新宿 4-6-1
　電話（5937）2317　（中央区担当ダイヤルイン）
　FAX（3366）6036

問合わせ問合わせ
と い あ  

〒160-0023　新宿区西新宿 7-8-10　オークラヤビル 2 階
　電話（5389）2614　FAX（5389）4090

問合わせ問合わせ
と い あ  

と う き ょ う と も う し ゃ し え ん

せ い し ん し ょ う が い な ん び ょ う か ん そ う だ ん ま ど ぐ ち

ほ け ん じ ょ ほ け ん

し ょ う が い し ゃ ち い き か つ ど う し え ん ち ゅ う お う

こ 　 　               は っ た つ     　  か ん         　    そ う だ ん ま ど ぐ ち

こ 　         は っ た つ し え ん

き ょ う い く

と う き ょ う と じ ど う そ う だ ん

と う き ょ う と て                　 い く せ い か い 　 て                                  　 そ う だ ん

とうきょうとはったつしょうがいしゃしえん

ちてきしょうがい　                かた  　にちじょうせいかつ    　ちいき                                     　しんろ   　しゅうろう　  たいじんかんけい                　そうだん

おう　         ひつよう  　じょげん　              おこな　                 そうだんたいしょう　   ねんだい    　と

こ

らん

はったつ そだはったつしょうがい

くわ　                                                         らん

きょういく　かん　          そうだん         　しんしん    　はったつ     　かだい                         　こ               　しゅうがく  　かん          　そうだん　  おこな

そうだん おこな くわ

さい み ま ん じ ど う しょうがい ふく そうだん じ ど う ふ く し し じ ど う し ん り し

おう かくしゅ しんだん はんてい し ど う おこな

うけつけじかん

とないざいじゅう　　はったつしょうがい　　　  　　ほんにん　　　　　　　かぞく　　 　かんけいきかん　　　しせつ　　　　　　　はったつしょうがい　  かか

　　　　　　　　　　 そうだん 　　う　　　　　　　　　　　　　ひつよう　 　おう　　　　　 じょうほうていきょう　　 た き か ん　　　　　れんけい　　  かんけいき

かん おこな

そ
う
だ
ん
ま
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ぐ
ち
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次の事業について、申請の受付や相談を行っています。 
①難病医療費助成　　　　　　　　　②母子の健康指導 
③訪問保健指導　　　　　　　　　　④精神障害者保健福祉手帳の交付 
⑤精神障害者通院医療費公費負担　　⑥精神保健講習会 
⑦精神保健相談　　　　　　　　　　⑧保健・福祉に関する相談 
⑨保健・福祉に関する各種サービスの申請手続の援助

精神に障害のある方やその家族を対象に、日常生活や福祉サービスに関わる相談を行っ
ています。詳しくは、117ページをご覧ください。

発達障害のあるなしにかかわらず、子どもの発達や育ちの相談を行っています。詳しく
は 118・119ページをご覧ください。

18 歳未満の児童の障害を含むあらゆる相談について、児童福祉司、児童心理司などが
応じ、各種の診断・判定・指導を行っています。
①児童についての相談　　　　　　　②児童福祉施設への入所 
③児童とその家族についての必要な調査、社会的・心理的・ 医学的な
　判定、診断と指導など
④里親などへの委託の措置　　　　　⑤緊急を要する児童の一時保護 
⑥ 18 歳未満の方の愛の手帳の交付 

　（受付時間）　月曜日～木曜日　午前 10 時～午後 5 時 

教育に関する相談や、心身の発達に課題のあるお子さんの就学に関する相談を行って
います。詳しくは100ページをご覧ください。

知的障害のある方の日常生活、地域でのくらし、進路、就労、対人関係などの相談に
応じ、必要な助言などを行います。相談対象の年代は問いません。

都内在住の発達障害のある本人とその家族、関係機関・施設からの発達障害に関わる
さまざまな相談を受けています。必要に応じて、情報提供や他機関との連携、関係機
関コンサルテーションなども行っています。
【おとなTOSCA】（対象年齢　１８歳以上）
　（電話相談）月曜日～金曜日　午前９時～午後５時（年末年始・祝日を除く）
※電話相談の予約は必要なし。無料。
※諸事情で電話相談が困難な方は、「おとなTOSCA」ホームページをご覧く
　ださい。

（９） 東京都盲ろう者支援センター

精神障害や難病に関する相談窓口

中央区保健所　健康推進課　予防係
　〒104-0044　明石町 12-1
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　〒103-0012　日本橋堀留町 1-1-1
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　〒104-0052　月島 2-10-3
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 保健所・保健センター

（11） 障害者地域活動支援センター　「ポケット中央」

子どもや発達に関する相談窓口

（12） 子ども発達支援センター ゆりのき

（13）教育センター

（14） 東京都児童相談センター

（15） 東京都手をつなぐ育成会 手をつなぐあんしん相談

（16） 東京都発達障害者支援センター（TOSCA）

視覚と聴覚の両方に障害のある盲ろう者が、地域で自立した生活を送り、社会参加を促
進するための総合的なサービスを提供しています。
盲ろう者やその家族、関係者などからの相談を受け、情報提供や問題解決の支援を提供
します。
生活に必要な技術や知識を学ぶための訓練を実施します。
社会参加の支援として、交流会や学習会を開催しています。

つぎ

しかく　   ちょうかく   りょうほう　しょうがい             　もう　         しゃ　           ちいき　      じりつ　          せいかつ　   おく　           しゃかいさんか　     そく

しん　                           そうごうてき　                               ていきょう

もう　         しゃ　                かぞく　     かんけいしゃ　                           そうだん    　う　        じょうほうていきょう　もんだいかいけつ　    しえん　  ていきょう

せいかつ　   ひつよう   　ぎじゅつ　    ちしき　    まな　                     くんれん    　じっし

しゃかいさんか　      しえん　                    こうりゅうかい　がくしゅうかい　  かいさい

じぎょう しんせい うけつけ そうだん おこな

せいしん しょうがい かた か ぞ く  たいしょう にちじょうせいかつ ふ く し  かか そうだん おこな

くわ らん

〒111-0053　台東区浅草橋 1-32-6　コスモス浅草橋酒井ビル 2 階
電話（3864）7003　FAX（3864）7004
E メール　tokyo-db@tokyo-db.or.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

〒169-0074　新宿区北新宿 4-6-1
　電話（5937）2317　（中央区担当ダイヤルイン）
　FAX（3366）6036

問合わせ問合わせ
と い あ  

〒160-0023　新宿区西新宿 7-8-10　オークラヤビル 2 階
　電話（5389）2614　FAX（5389）4090

問合わせ問合わせ
と い あ  

と う き ょ う と も う し ゃ し え ん

せ い し ん し ょ う が い な ん び ょ う か ん そ う だ ん ま ど ぐ ち

ほ け ん じ ょ ほ け ん

し ょ う が い し ゃ ち い き か つ ど う し え ん ち ゅ う お う

こ 　 　               は っ た つ     　  か ん         　    そ う だ ん ま ど ぐ ち

こ 　         は っ た つ し え ん

き ょ う い く

と う き ょ う と じ ど う そ う だ ん

と う き ょ う と て                　 い く せ い か い 　 て                                  　 そ う だ ん

とうきょうとはったつしょうがいしゃしえん

ちてきしょうがい　                かた  　にちじょうせいかつ    　ちいき                                     　しんろ   　しゅうろう　  たいじんかんけい                　そうだん

おう　         ひつよう  　じょげん　              おこな　                 そうだんたいしょう　   ねんだい    　と

こ

らん

はったつ そだはったつしょうがい

くわ　                                                         らん

きょういく　かん　          そうだん         　しんしん    　はったつ     　かだい                         　こ               　しゅうがく  　かん          　そうだん　  おこな

そうだん おこな くわ

さい み ま ん じ ど う しょうがい ふく そうだん じ ど う ふ く し し じ ど う し ん り し

おう かくしゅ しんだん はんてい し ど う おこな

うけつけじかん

とないざいじゅう　　はったつしょうがい　　　  　　ほんにん　　　　　　　かぞく　　 　かんけいきかん　　　しせつ　　　　　　　はったつしょうがい　  かか

　　　　　　　　　　 そうだん 　　う　　　　　　　　　　　　　ひつよう　 　おう　　　　　 じょうほうていきょう　　 た き か ん　　　　　れんけい　　  かんけいき

かん おこな
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聖路加国際病院

築地本願寺
あかつき
公園

はとば公園

国立がん
センター

JR京葉線

東京メトロ有楽町線
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京
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都
営
浅
草
線
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営
大
江
戸
線

線
谷
比
日
ロ
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メ
京
東

中央区社会福祉協議会

中央区役所

中央区保健所
障害者地域活動支援センター

「ポケット中央」

レインボーハウス明石

晴
海
通
り

昭
和
通
り

り
通
堀
外

り
通
成
平

銀座桜通り

首
都
高

都
心
環
状
線

路道
速高

京東

鍛冶橋通り

新
大
橋
通
り

中
央
通
り

銀座三局

銀座一局

新富区民館
桜川敬老館

男女平等センター
「ブーケ21」

中央小

歌舞伎座

京橋築地小

銀座ブロッサム
（中央会館）

築地警察署

銀座区民館

築地社会教育会館

明石小

京橋プラザ区民館
京橋休日応急診療所

宝橋

松幡橋

弾正橋

新金橋

新富橋

三吉橋

亀井橋

祝橋

万
年
橋

采
女
橋

千代橋

隅
田
川

八丁堀駅

八丁堀駅

新富町駅

東銀座駅

銀座一丁目駅

築地市場駅

宝町駅

築地駅

京橋駅

八丁堀（二）

入船（一）

入船（二）

新富（一）

新富（二）

築地（一）

築地（二）

築地（三）

築地（四）

築地（七）

築地（六）

明石町

入船（三）

八丁堀（三）

京橋（二）
京橋（三）

銀座（一）

銀座（二）

銀座（三）

銀座（四）

福祉センター
基幹相談支援
センター
子ども発達支援
センター ゆりのき
 教育センター

〒 104-0044　明石町 12-1
●交通
・東京メトロ日比谷線「築地」駅下車（3番出口）徒歩7分
・東京メトロ有楽町線「新富町」駅下車（6番出口）徒歩10分
・都バス　東 15（東京駅八重洲口－深川車庫前）
 　　　　　　　「聖路加病院前」下車徒歩 2 分

中央区役所
〒 104-8404　築地 1-1-1
電話（3543）0211　大代表
●交通

分1歩徒）口出番1（ 車下駅」町富新「線町楽有ロトメ京東・
・東京メトロ日比谷線「築地」駅下車（3・4番出口）徒歩5分

中央区保健所
電話（3541）5936（代表）　FAX（3546）9554

福祉センター
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

基幹相談支援センター
電話（6264）3957　FAX（6264）3958

子ども発達支援センター ゆりのき
電話（3545）9844　FAX（3545）9660

教育センター
電話（3545）9201　FAX（3545）9027

障害者地域活動支援センター
「ポケット中央」

電話（3541）1021　FAX（3541）1022
※入口は保健所側をご利用ください。

〒 104-0032　八丁堀 4-1-5
電話（3206）0506　FAX（3206）0601
●交通 

分3歩徒）口出1A（ 車下駅」町宝「線草浅営都・
 分7歩徒）口出3A（   　　　　　　　　　　　
・東京メトロ日比谷線･JR京葉線「八丁堀」駅下車

（A3 出口）徒歩 7 分

中央区社会福祉協議会

〒 104-0044　明石町 1-6　5 階
電話（6226）1099　FAX（3546）9082
●交通 
・東京メトロ有楽町線「新富町」駅下車（6番出口）徒歩2分
・東京メトロ日比谷線「築地」駅下車（3a出口）徒歩6分

レインボーハウス明石

【おとな TOSCA】
　〒112-0012　文京区大塚 4-45-16
　電話（6902）2082

【こども TOSCA】
　〒156-0055　世田谷区船橋 1-30-9
　電話（6413）0231　FAX（3706）7242

問合わせ問合わせ
と い あ  

【こどもTOSCA】（対象年齢　１８歳未満）
（受付）月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
（相談）月・火・木・金曜日　午前９時３０分～午後５時
※年末年始・祝日を除く
※ご利用にあたっては予約が必要。無料。
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聖路加国際病院

築地本願寺
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はとば公園
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東京メトロ有楽町線
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座
線
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浅
草
線
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営
大
江
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線

線
谷
比
日
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中央区社会福祉協議会

中央区役所

中央区保健所
障害者地域活動支援センター

「ポケット中央」

レインボーハウス明石

晴
海
通
り

昭
和
通
り

り
通
堀
外

り
通
成
平

銀座桜通り

首
都
高

都
心
環
状
線

路道
速高

京東

鍛冶橋通り

新
大
橋
通
り

中
央
通
り

銀座三局

銀座一局

新富区民館
桜川敬老館

男女平等センター
「ブーケ21」

中央小

歌舞伎座

京橋築地小

銀座ブロッサム
（中央会館）

築地警察署

銀座区民館

築地社会教育会館

明石小

京橋プラザ区民館
京橋休日応急診療所

宝橋

松幡橋

弾正橋

新金橋

新富橋

三吉橋

亀井橋

祝橋

万
年
橋

采
女
橋

千代橋
隅
田
川

八丁堀駅

八丁堀駅

新富町駅

東銀座駅

銀座一丁目駅

築地市場駅

宝町駅

築地駅

京橋駅

八丁堀（二）

入船（一）

入船（二）

新富（一）

新富（二）

築地（一）

築地（二）

築地（三）

築地（四）

築地（七）

築地（六）

明石町

入船（三）

八丁堀（三）

京橋（二）
京橋（三）

銀座（一）

銀座（二）

銀座（三）

銀座（四）

福祉センター
基幹相談支援
センター
子ども発達支援
センター ゆりのき
 教育センター

〒 104-0044　明石町 12-1
●交通
・東京メトロ日比谷線「築地」駅下車（3番出口）徒歩7分
・東京メトロ有楽町線「新富町」駅下車（6番出口）徒歩10分
・都バス　東 15（東京駅八重洲口－深川車庫前）
 　　　　　　　「聖路加病院前」下車徒歩 2 分

中央区役所
〒 104-8404　築地 1-1-1
電話（3543）0211　大代表
●交通

分1歩徒）口出番1（ 車下駅」町富新「線町楽有ロトメ京東・
・東京メトロ日比谷線「築地」駅下車（3・4番出口）徒歩5分

中央区保健所
電話（3541）5936（代表）　FAX（3546）9554

福祉センター
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

基幹相談支援センター
電話（6264）3957　FAX（6264）3958

子ども発達支援センター ゆりのき
電話（3545）9844　FAX（3545）9660

教育センター
電話（3545）9201　FAX（3545）9027

障害者地域活動支援センター
「ポケット中央」

電話（3541）1021　FAX（3541）1022
※入口は保健所側をご利用ください。

〒 104-0032　八丁堀 4-1-5
電話（3206）0506　FAX（3206）0601
●交通 

分3歩徒）口出1A（ 車下駅」町宝「線草浅営都・
 分7歩徒）口出3A（   　　　　　　　　　　　
・東京メトロ日比谷線･JR京葉線「八丁堀」駅下車

（A3 出口）徒歩 7 分

中央区社会福祉協議会

〒 104-0044　明石町 1-6　5 階
電話（6226）1099　FAX（3546）9082
●交通 
・東京メトロ有楽町線「新富町」駅下車（6番出口）徒歩2分
・東京メトロ日比谷線「築地」駅下車（3a出口）徒歩6分

レインボーハウス明石

【おとな TOSCA】
　〒112-0012　文京区大塚 4-45-16
　電話（6902）2082

【こども TOSCA】
　〒156-0055　世田谷区船橋 1-30-9
　電話（6413）0231　FAX（3706）7242

問合わせ問合わせ
と い あ  

【こどもTOSCA】（対象年齢　１８歳未満）
（受付）月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
（相談）月・火・木・金曜日　午前９時３０分～午後５時
※年末年始・祝日を除く
※ご利用にあたっては予約が必要。無料。
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中央区社会福祉協議会障害者就労促進部
さわやかワーク中央（就労継続支援Ｂ型事業所）
中央区障害者就労支援センター
〒 103-0004　東日本橋 2-27-12 両国郵便局合同建物 4 ～ 6 階
さわやかワーク中央
　電話（3865）3661　FAX（3865）3662
就労支援センター
　電話（3865）3889　FAX（3865）3662
●交通 ・JR 総武線「浅草橋」駅下車 （東口）徒歩 3 分
 ・JR 総武本線「馬喰町」駅下車
  （６番　Ｃ２出口）徒歩 1 分
 ・都営浅草線「浅草橋」駅下車 （Ａ１出口）徒歩 3 分
 ・都営浅草線「東日本橋」駅下車
  （Ｂ３・Ｂ４出口）徒歩 5 分

日本橋保健センター
〒 103-0012　日本橋堀留町 1-1-1
電話（3661）3515　FAX（3661）3503
●交通  ・東京メトロ日比谷線・都営浅草線
 　「 人形町」駅下車（Ａ５出口） 徒歩 5 分
 ・東京メトロ日比谷線「小伝馬町」駅下車
  （３番出口）徒歩 5 分
 ・東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」駅下車
  （Ａ４・Ａ５出口）徒歩 6 分

 

月島保健センター
〒 104-0052　月島 2-10-3
電話（5560）0765　FAX（5560）0747
●交通 ・東京メトロ有楽町線・都営大江戸線「月島」駅下車
 　　　　　　　　　　　　　　（９番出口）徒歩 1 分
 ・都バス
 ・前庫車川深─口洲重八駅京東（  61東　
　　　　　　　　東京ビックサイト行）
 　　　　「月島駅」下車徒歩 5 分
 ）行駅戸亀─頭埠産水洲豊（  33門　

　　　　「月島駅」下車徒歩 5 分
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柳

さわやかワーク中央
中央区障害者
就労支援センター開智日本橋学園

高校・中学

日本橋中

産業会館

馬喰町駅

馬喰横山駅 東日本橋駅

台東区

日本橋馬喰町（一）

東日本橋（二）

東日本橋（一）

浅草橋駅
柳橋桜北通り

柳橋桜南通り

日本橋保健センター
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江
戸
通り

人
形
町
通
り

り
通
和
昭

線
野
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都
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堀留町区民館
堀留町児童館
日本橋高齢者在宅
サービスセンター

堀留
児童公園

宝田恵比寿神社

椙森神社

小伝馬町駅

人形町駅

日本橋大伝馬町

日本橋堀留町（二）

日本橋
人形町（三）

日本橋小舟町

三越前駅

月島保健センター

ふれあい作業所
月島社会教育会館
晴海分館「アートはるみ」

晴
海
通
り

東
河
岸
通
り
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仲
通
り

西
仲
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り

西
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月島スポーツプラザ
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京
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ロ
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町
線

都営
大江
戸線

勝ちどき
サンスクエア

月島第一小

勝どき
区民館

晴海区民館

新月島公園
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月島道路事務所
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佃区民館
中央区休日応急診療所

月島図書館
月島社会教育会館

月島駅

勝どき駅

月島（三）

月島（四）

勝どき（二）
晴海（一）

晴海（二）

月島（二）

佃（三）

マイホーム
はるみ

晴海中

月島第三小

晴海総合高校

首都大東京
晴海キャンパス

月島（一）

福祉センター
ふれあい作業所
〒 104-0053　晴海 1-4-1
　　　　　　　月島第三小学校等複合施設地下 1 階
電話（3532）1577　FAX（3532）1568
●交通  ・東京メトロ有楽町線「月島」駅下車
  （10 番出口）徒歩 11 分
 ・都営大江戸線「月島」駅下車
  （10 番出口）徒歩 11 分
 ・都バス
 　業 10　新橋→築地→とうきょうスカイツリー駅前行
 　　　　「晴海一丁目」下車徒歩 2 分
 　東 15　東京駅八重洲口→聖路加病院前→深川車庫前行
 　　　　「晴海一丁目」下車徒歩 1 分
 　東 16　東京駅八重洲口→リバーシティ 21 →東京
 　　　　 ビッグサイト行
 　　　　「新月島公園前」下車徒歩 3 分

東京都心身障害者福祉センター
〒 162-0823　新宿区神楽河岸 1-1
　　　　　　　東京都飯田橋庁舎（セントラルプラザ）
　　　　　　　12 ～ 15 階
電話（3235）2946（代表）　FAX（3235）2968
●交通  ・東京メトロ有楽町線・南北線・東西線
 　　　　　　都営大江戸線「飯田橋」駅下車（B2b 出口）
 　　　　　　セントラルプラザ 1 階ロビー直結
  ・JR 総武線「飯田橋」駅（西口）徒歩 2 分
 分4歩徒）口東（  　　　　　　　　　　　　　　　　
  ・都バス
 　　　　　　飯 64（小滝橋車庫前～九段下）
 　　　　　　「飯田橋駅前」
 　　　　　　飯 62（小滝橋車庫前～都営飯田橋駅前）
 　　　　　　停留所下車徒歩 5 分
 　　　　　　「飯田橋」

東京都児童相談センター
〒 169-0074　新宿区北新宿 4-6-1
東京都子供家庭総合センター内
電話（5937）2317　FAX（3366）6036
●交通 ・JR 山手線・東京メトロ東西線 
 　「高田馬場」駅下車 徒歩 15 分
 ・JR 山手線「新大久保」駅下車 徒歩 15 分
 ・JR 総武線「東中野」駅下車 徒歩 15 分
 ・JR 総武線「大久保」駅下車 徒歩 13 分
 ・東京メトロ東西線「落合」駅下車 徒歩 10 分
 ・西武新宿線「下落合」駅下車 徒歩 12 分
 ・都営大江戸線・西武新宿線
 　「中井」駅下車 徒歩 16 分
 ・都バス「小滝橋」、「小滝橋車庫前」、
 　「新宿消防署」下車 徒歩 5 分
 ・関東バス「小滝橋」、「新宿消防署」　　徒歩 5 分

ふれあい作業所
月島社会教育会館
晴海分館「アートはるみ」
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中央区社会福祉協議会障害者就労促進部
さわやかワーク中央（就労継続支援Ｂ型事業所）
中央区障害者就労支援センター
〒 103-0004　東日本橋 2-27-12 両国郵便局合同建物 4 ～ 6 階
さわやかワーク中央
　電話（3865）3661　FAX（3865）3662
就労支援センター
　電話（3865）3889　FAX（3865）3662
●交通 ・JR 総武線「浅草橋」駅下車 （東口）徒歩 3 分
 ・JR 総武本線「馬喰町」駅下車
  （６番　Ｃ２出口）徒歩 1 分
 ・都営浅草線「浅草橋」駅下車 （Ａ１出口）徒歩 3 分
 ・都営浅草線「東日本橋」駅下車
  （Ｂ３・Ｂ４出口）徒歩 5 分

日本橋保健センター
〒 103-0012　日本橋堀留町 1-1-1
電話（3661）3515　FAX（3661）3503
●交通  ・東京メトロ日比谷線・都営浅草線
 　「 人形町」駅下車（Ａ５出口） 徒歩 5 分
 ・東京メトロ日比谷線「小伝馬町」駅下車
  （３番出口）徒歩 5 分
 ・東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」駅下車
  （Ａ４・Ａ５出口）徒歩 6 分

 

月島保健センター
〒 104-0052　月島 2-10-3
電話（5560）0765　FAX（5560）0747
●交通 ・東京メトロ有楽町線・都営大江戸線「月島」駅下車
 　　　　　　　　　　　　　　（９番出口）徒歩 1 分
 ・都バス
 ・前庫車川深─口洲重八駅京東（  61東　
　　　　　　　　東京ビックサイト行）
 　　　　「月島駅」下車徒歩 5 分
 ）行駅戸亀─頭埠産水洲豊（  33門　

　　　　「月島駅」下車徒歩 5 分
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月島図書館
月島社会教育会館

月島駅

勝どき駅

月島（三）

月島（四）

勝どき（二）
晴海（一）

晴海（二）

月島（二）

佃（三）

マイホーム
はるみ

晴海中

月島第三小

晴海総合高校

首都大東京
晴海キャンパス

月島（一）

福祉センター
ふれあい作業所
〒 104-0053　晴海 1-4-1
　　　　　　　月島第三小学校等複合施設地下 1 階
電話（3532）1577　FAX（3532）1568
●交通  ・東京メトロ有楽町線「月島」駅下車
  （10 番出口）徒歩 11 分
 ・都営大江戸線「月島」駅下車
  （10 番出口）徒歩 11 分
 ・都バス
 　業 10　新橋→築地→とうきょうスカイツリー駅前行
 　　　　「晴海一丁目」下車徒歩 2 分
 　東 15　東京駅八重洲口→聖路加病院前→深川車庫前行
 　　　　「晴海一丁目」下車徒歩 1 分
 　東 16　東京駅八重洲口→リバーシティ 21 →東京
 　　　　 ビッグサイト行
 　　　　「新月島公園前」下車徒歩 3 分

東京都心身障害者福祉センター
〒 162-0823　新宿区神楽河岸 1-1
　　　　　　　東京都飯田橋庁舎（セントラルプラザ）
　　　　　　　12 ～ 15 階
電話（3235）2946（代表）　FAX（3235）2968
●交通  ・東京メトロ有楽町線・南北線・東西線
 　　　　　　都営大江戸線「飯田橋」駅下車（B2b 出口）
 　　　　　　セントラルプラザ 1 階ロビー直結
  ・JR 総武線「飯田橋」駅（西口）徒歩 2 分
 分4歩徒）口東（  　　　　　　　　　　　　　　　　
  ・都バス
 　　　　　　飯 64（小滝橋車庫前～九段下）
 　　　　　　「飯田橋駅前」
 　　　　　　飯 62（小滝橋車庫前～都営飯田橋駅前）
 　　　　　　停留所下車徒歩 5 分
 　　　　　　「飯田橋」

東京都児童相談センター
〒 169-0074　新宿区北新宿 4-6-1
東京都子供家庭総合センター内
電話（5937）2317　FAX（3366）6036
●交通 ・JR 山手線・東京メトロ東西線 
 　「高田馬場」駅下車 徒歩 15 分
 ・JR 山手線「新大久保」駅下車 徒歩 15 分
 ・JR 総武線「東中野」駅下車 徒歩 15 分
 ・JR 総武線「大久保」駅下車 徒歩 13 分
 ・東京メトロ東西線「落合」駅下車 徒歩 10 分
 ・西武新宿線「下落合」駅下車 徒歩 12 分
 ・都営大江戸線・西武新宿線
 　「中井」駅下車 徒歩 16 分
 ・都バス「小滝橋」、「小滝橋車庫前」、
 　「新宿消防署」下車 徒歩 5 分
 ・関東バス「小滝橋」、「新宿消防署」　　徒歩 5 分

ふれあい作業所
月島社会教育会館
晴海分館「アートはるみ」
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●内 容 身体障害のある方が、各種の福祉サービスや援護を受けるために必要な身
分証明となるものです。
東京都で判定した結果、障害の程度が１級～６級と認定された方に交付さ
れます。 

●対 象 視覚、聴覚、平衡機能、音声・言語・そしゃく機能、肢体不自由、心臓、
じん臓、肝臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能

●申請方法 申請には次の書類などが必要です。
①診断書・意見書
　※所定の用紙（障害者福祉課にあります）に指定医が記入済みのもの
　※指定医の確認は障害者福祉課でできます
②写真１枚（縦 4cm ×横 3cm）
　※脱帽で正面から上半身を写し、１年以内に撮影したもの
③マイナンバーを証明する書類
※本人以外が申請する場合は、そのほかに委任状が必要な場合があります。

　（手帳の交付）　申請の約１カ月後に障害者福祉課でお渡しします。
　（住所変更・再交付など）　手帳の記載事項に変更があったときなどは、障害者福祉課

に届けてください。届け出には次のものが必要です。
〇住所・氏名を変更したとき、死亡のとき
　・手帳
〇障害の程度が変わったとき、障害を追加するとき
　・手帳、診断書、写真１枚、マイナンバーを証明する
　　書類
〇手帳を失くしたとき
　・写真１枚、身分証明書
〇手帳を破損したとき
　・手帳、写真１枚

●内 容 知的障害のある方が、各種の福祉サービスや援護を受けるために必要な
手帳です。
東京都が知的障害のある方に発行する手帳で、障害の程度により１度～４
度に区分されます。
国の制度の療育手帳に相当するものです。 

●申請方法 申請には次の書類などが必要です。
①写真１枚（縦 4cm ×横 3cm）
　※脱帽で正面から上半身を写し、１年以内に撮影したもの
②マイナンバーを証明する書類
③住所確認書類　など

　（手
東京都児童相談センターまたは東京都心身障害者福祉センターにお問い合わせください。

障害者福祉課に届けてください。届け出には次のものが必要です。

帳の新規申請・更新・都外からの転入など）

　（都内での住所変更・氏名変更・再交付・返還）

〇住所・氏名を変更したとき、死亡のとき
　・手帳
〇手帳を失くしたとき
　・写真１枚、身分証明書
〇手帳を破損したとき
　・手帳、写真１枚

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

手　帳２
（１） 身体障害者手帳

（18 歳未満の方）
東京都児童相談センター
〒169-0074　新宿区北新宿 4-6-1　東京都子ども家庭総合センター内
中央区担当
　電話（5937）2317　FAX（3366）6036

（18 歳以上の方）
東京都心身障害者福祉センター
　〒162-0823　新宿区神楽河岸 1-1
　東京都飯田橋庁舎（セントラルプラザ）
　電話（3235）2961　FAX（3235）2968

（都内での住所変更・氏名変更・再交付・返還）
障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 愛の手帳

な い よ う しんたいしょうがい かた かくしゅ ふ く し  え ん ご  う ひつよう み

ぶんしょうめい 

とうきょうと はんてい け っ か  しょうがい て い ど  きゅう きゅう にんてい かた こ う ふ  

た い し ょ う

しんせいほうほう

てちょう こ う ふ  

じゅうしょへんこう さいこうふ 

 

 

な い よ う ちてきしょうがい かた かくしゅ ふ く し  え ん ご  う ひつよう

てちょう

とうきょうと ちてきしょうがい かた はっこう てちょう しょうがい て い ど  ど

ど く ぶ ん  

くに せ い ど  りょういくてちょう そうとう 

しんせいほうほう

てちょう        しんきしんせい    　こうしん     　とがい　              てんにゅう

とない         　じゅうしょへんこう　  しめいへんこう　       さいこうふ　    へんかん

て     ち ょ う

しんたいしょうがいしゃてちょう

あ い 　   て ち ょ う

て
ち
ょ
う

て
ち
ょ
う
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●内 容 身体障害のある方が、各種の福祉サービスや援護を受けるために必要な身
分証明となるものです。
東京都で判定した結果、障害の程度が１級～６級と認定された方に交付さ
れます。 

●対 象 視覚、聴覚、平衡機能、音声・言語・そしゃく機能、肢体不自由、心臓、
じん臓、肝臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能

●申請方法 申請には次の書類などが必要です。
①診断書・意見書
　※所定の用紙（障害者福祉課にあります）に指定医が記入済みのもの
　※指定医の確認は障害者福祉課でできます
②写真１枚（縦 4cm ×横 3cm）
　※脱帽で正面から上半身を写し、１年以内に撮影したもの
③マイナンバーを証明する書類
※本人以外が申請する場合は、そのほかに委任状が必要な場合があります。

　（手帳の交付）　申請の約１カ月後に障害者福祉課でお渡しします。
　（住所変更・再交付など）　手帳の記載事項に変更があったときなどは、障害者福祉課

に届けてください。届け出には次のものが必要です。
〇住所・氏名を変更したとき、死亡のとき
　・手帳
〇障害の程度が変わったとき、障害を追加するとき
　・手帳、診断書、写真１枚、マイナンバーを証明する
　　書類
〇手帳を失くしたとき
　・写真１枚、身分証明書
〇手帳を破損したとき
　・手帳、写真１枚

●内 容 知的障害のある方が、各種の福祉サービスや援護を受けるために必要な
手帳です。
東京都が知的障害のある方に発行する手帳で、障害の程度により１度～４
度に区分されます。
国の制度の療育手帳に相当するものです。 

●申請方法 申請には次の書類などが必要です。
①写真１枚（縦 4cm ×横 3cm）
　※脱帽で正面から上半身を写し、１年以内に撮影したもの
②マイナンバーを証明する書類
③住所確認書類　など

　（手
東京都児童相談センターまたは東京都心身障害者福祉センターにお問い合わせください。

障害者福祉課に届けてください。届け出には次のものが必要です。

帳の新規申請・更新・都外からの転入など）

　（都内での住所変更・氏名変更・再交付・返還）

〇住所・氏名を変更したとき、死亡のとき
　・手帳
〇手帳を失くしたとき
　・写真１枚、身分証明書
〇手帳を破損したとき
　・手帳、写真１枚

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

手　帳２
（１） 身体障害者手帳

（18 歳未満の方）
東京都児童相談センター
〒169-0074　新宿区北新宿 4-6-1　東京都子ども家庭総合センター内
中央区担当
　電話（5937）2317　FAX（3366）6036

（18 歳以上の方）
東京都心身障害者福祉センター
　〒162-0823　新宿区神楽河岸 1-1
　東京都飯田橋庁舎（セントラルプラザ）
　電話（3235）2961　FAX（3235）2968

（都内での住所変更・氏名変更・再交付・返還）
障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 愛の手帳

な い よ う しんたいしょうがい かた かくしゅ ふ く し  え ん ご  う ひつよう み

ぶんしょうめい 

とうきょうと はんてい け っ か  しょうがい て い ど  きゅう きゅう にんてい かた こ う ふ  

た い し ょ う

しんせいほうほう

てちょう こ う ふ  

じゅうしょへんこう さいこうふ 

 

 

な い よ う ちてきしょうがい かた かくしゅ ふ く し  え ん ご  う ひつよう

てちょう

とうきょうと ちてきしょうがい かた はっこう てちょう しょうがい て い ど  ど

ど く ぶ ん  

くに せ い ど  りょういくてちょう そうとう 

しんせいほうほう

てちょう        しんきしんせい    　こうしん     　とがい　              てんにゅう

とない         　じゅうしょへんこう　  しめいへんこう　       さいこうふ　    へんかん

て     ち ょ う

しんたいしょうがいしゃてちょう

あ い 　   て ち ょ う
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●内 容 

●申請方法 申請には次の書類などが必要です。

②写真１枚（縦 4cm ×横 3cm）
※脱帽で正面から上半身を写し、１年以内に撮影したもの

③マイナンバーを証明する書類
　※本人以外が申請するときには、そのほかに委任状が必要な場合があり
　　ます。

　（手
 

帳の交

 

付）　申請の約３カ月後に申請した窓口（下記問合わせ先のいずれか）でお
渡しします。

　（住
 

所変更・再
 

交付など）　手帳の記載事項に変更があったときなどは、下記問い合わ
せ先に届けてください。届け出には次のものが必要です。
〇住所・氏名を変更したとき、死亡のとき
　・手帳
〇障害の程度が変わったとき
　・手帳、診断書または障害年金の年金証書の写し、
　　写真１枚、マイナンバーを証明する書類
〇手帳を失くしたとき
　・写真１枚、身分証明書
〇手帳を破損したとき
　・手帳、写真１枚

精神疾患のある方のうち、精神障害のために長期にわたり日常生活または
社会生活へ制約のある方へ１級～３級の手帳が交付されます。
この手帳をお持ちの方は、都営交通乗車証の発行や税金の控除などの支援
が受けられます。

①診断書（所定のもの）または障害年金の年金証書の写し
※診断書は、精神障害に係る初診日から６カ月を経過した日以降に作成さ

れ、かつ申請日時点で３カ月以内に発行されたもの

●内 容 心身に障害のある方を対象として支給する手当です。
●対 象 原則、申請時 65 歳未満で、次のいずれかの手帳をお持ちの方

①身体障害者手帳 1・2 級
②愛の手帳 1 ～ 3 度
③脳性麻痺または進行性筋萎縮症
④身体障害者手帳 3 級
⑤愛の手帳 4 度
⑥精神障害者保健福祉手帳 1 級

　（支給制限）　次のいずれかにあたる方は、受給できません。
①施設に入所している方
②保護者が、児童育成手当（障害手当）を受給している場合の、対象と

なる障害児
③本人または扶養義務者の所得が、別表 5（168 ページ）の基準額を

超える方
④難病患者福祉手当を受給中の方

●手当額
対　　　象 金　額

●対象の④～⑥の方
●対象の①～③の方で、おとしより介護応援手当を受給している方 10,200 円

●対象の①～③の方で、おとしより応援介護手当を受給していない方 15,500 円

●支給方法 4 月・8 月・12 月の末日までに障害のある方本人の預金口座に前月ま
での4カ月分を振り込みます。

●申請方法 次のものを持参してください。
①身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳
②障害者手帳をお持ちの方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
③マイナンバーを証明する書類（本人が 20 歳未満の場合は、扶養義務者

のマイナンバーを証明する書類も必要です）
※上記以外の書類が必要な場合があります。

●対 象 難病医療費を受給されている方 
※ただし、次のいずれかにあたる方は受給できません。
①心身障害者福祉手当受給者

しんしん しょうがい かた たいしょう しきゅう て あ てな い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

た い し ょ う

な い よ う せいしんしっかん               　かた　                    せいしんしょうがい                   　ちょうき                   　にちじょうせいかつ

しゃかいせいかつ　    せいやく               　かた　       きゅう　      きゅう　  てちょう　    こうふ

てちょう　           も           　かた　        とえいこうつうじょうしゃしょう 　はっこう　   ぜいきん    　こうじょ                　しえん

う

しんせいほうほう

てちょう こ う ふ

じゅうしょへんこう さいこうふ

障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6753　FAX（3248）1322
中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 精神障害者保健福祉手帳
せ い し ん し ょ う が い し ゃ ほ け ん ふ く し て ち ょ う

手当・年金３ て あ て 　     ね ん き ん

（１） 心身障害者福祉手当（区の制度）
し ん し ん し ょ う が い し ゃ ふ く し て あ て 　     く 　    せ い ど

（２） 難病患者福祉手当（区の制度）
な ん び ょ う か ん じ ゃ ふ く し て あ て 　     く 　    せ い ど

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

3
て
あ
て

　

      

ね
ん
き
ん

手
当
・
年
金

て
ち
ょ
う

2
手
帳

22障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



●内 容 

●申請方法 申請には次の書類などが必要です。

②写真１枚（縦 4cm ×横 3cm）
※脱帽で正面から上半身を写し、１年以内に撮影したもの

③マイナンバーを証明する書類
　※本人以外が申請するときには、そのほかに委任状が必要な場合があり
　　ます。

　（手
 

帳の交

 

付）　申請の約３カ月後に申請した窓口（下記問合わせ先のいずれか）でお
渡しします。

　（住
 

所変更・再
 

交付など）　手帳の記載事項に変更があったときなどは、下記問い合わ
せ先に届けてください。届け出には次のものが必要です。
〇住所・氏名を変更したとき、死亡のとき
　・手帳
〇障害の程度が変わったとき
　・手帳、診断書または障害年金の年金証書の写し、
　　写真１枚、マイナンバーを証明する書類
〇手帳を失くしたとき
　・写真１枚、身分証明書
〇手帳を破損したとき
　・手帳、写真１枚

精神疾患のある方のうち、精神障害のために長期にわたり日常生活または
社会生活へ制約のある方へ１級～３級の手帳が交付されます。
この手帳をお持ちの方は、都営交通乗車証の発行や税金の控除などの支援
が受けられます。

①診断書（所定のもの）または障害年金の年金証書の写し
※診断書は、精神障害に係る初診日から６カ月を経過した日以降に作成さ

れ、かつ申請日時点で３カ月以内に発行されたもの

●内 容 心身に障害のある方を対象として支給する手当です。
●対 象 原則、申請時 65 歳未満で、次のいずれかの手帳をお持ちの方

①身体障害者手帳 1・2 級
②愛の手帳 1 ～ 3 度
③脳性麻痺または進行性筋萎縮症
④身体障害者手帳 3 級
⑤愛の手帳 4 度
⑥精神障害者保健福祉手帳 1 級

　（支給制限）　次のいずれかにあたる方は、受給できません。
①施設に入所している方
②保護者が、児童育成手当（障害手当）を受給している場合の、対象と

なる障害児
③本人または扶養義務者の所得が、別表 5（168 ページ）の基準額を

超える方
④難病患者福祉手当を受給中の方

●手当額
対　　　象 金　額

●対象の④～⑥の方
●対象の①～③の方で、おとしより介護応援手当を受給している方 10,200 円

●対象の①～③の方で、おとしより応援介護手当を受給していない方 15,500 円

●支給方法 4 月・8 月・12 月の末日までに障害のある方本人の預金口座に前月ま
での4カ月分を振り込みます。

●申請方法 次のものを持参してください。
①身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳
②障害者手帳をお持ちの方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
③マイナンバーを証明する書類（本人が 20 歳未満の場合は、扶養義務者

のマイナンバーを証明する書類も必要です）
※上記以外の書類が必要な場合があります。

●対 象 難病医療費を受給されている方 
※ただし、次のいずれかにあたる方は受給できません。
①心身障害者福祉手当受給者

しんしん しょうがい かた たいしょう しきゅう て あ てな い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

た い し ょ う

な い よ う せいしんしっかん               　かた　                    せいしんしょうがい                   　ちょうき                   　にちじょうせいかつ

しゃかいせいかつ　    せいやく               　かた　       きゅう　      きゅう　  てちょう　    こうふ

てちょう　           も           　かた　        とえいこうつうじょうしゃしょう 　はっこう　   ぜいきん    　こうじょ                　しえん

う

しんせいほうほう

てちょう こ う ふ

じゅうしょへんこう さいこうふ

障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6753　FAX（3248）1322
中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 精神障害者保健福祉手帳
せ い し ん し ょ う が い し ゃ ほ け ん ふ く し て ち ょ う

手当・年金３ て あ て 　     ね ん き ん

（１） 心身障害者福祉手当（区の制度）
し ん し ん し ょ う が い し ゃ ふ く し て あ て 　     く 　    せ い ど

（２） 難病患者福祉手当（区の制度）
な ん び ょ う か ん じ ゃ ふ く し て あ て 　     く 　    せ い ど

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  
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②おとしより介護応援手当受給者 
③保護者が、児童育成手当（障害手当）を受給している場合の、対象とな

る障害児
④区の定める施設に入所している方
⑤本人または扶養義務者の所得が、別表 5（168 ページ）の基準額以上

の方
●手 当 額 月 15,500 円 
●支給方法 4 月・8 月・12 月の末日までに受給者の預金口座に前月までの 4 カ月分

を振り込みます。 
●申請方法 次のものを持参してください。 

①東京都から交付を受けた医療受給者証（申請中の方は、医療費助成申請
時の申請書の写し）

②請求者の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
③区外から転入された方は、前住地の住民税課税証明書（所得額および控

除対象額が記載されたもの）
④マイナンバーを証明する書類（本人が 20 歳未満の場合は、扶養義務者

のマイナンバーを証明する書類も必要です）

●内 容 心身に重度の障害があるため、常時複雑な介護を必要とする方に支給する
手当です。

●対 象 申請時 65 歳未満で、次のいずれかの障害のある方
①重度の知的障害で、日常生活について常時複雑な配慮を必要とする程度

の著しい精神症状を有する方。
②重度の知的障害と重度の身体障害が重複している方。
③重度の肢体不自由であって、両上肢および両下肢の機能が失われ、かつ、

座っていることが困難な程度以上の身体障害を有する方。

　（支給制限）　次のいずれかにあたる方は､ 受給できません。
※障害者手帳を取得していなくても申請可

①施設に入所している方
②病院・診療所に 3 カ月を超えて入院している方
③本人または扶養義務者の所得が、別表 5（168 ページ）の基準額を超

える方
●手 当 額　月 60,000 円 
●支給方法　東京都が毎月、障害のある方本人の預金口座に振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。 

①身体障害者手帳または愛の手帳（お持ちの方）
②印鑑

③マイナンバーを証明する書類（本人が 20 歳未満の場合は、扶養義務者
のマイナンバーを証明する書類も必要です。）

※上記以外の書類が必要な場合があります。
※申請後、東京都心身障害者福祉センターの診断を受けていただき、後日、

東京都が受給資格の有無を決定します。

●内 容 20 歳以上で精神または身体に著しく重度の障害があるため、日常生活に
おいて常時特別の介護を必要とする方に支給する手当です。

●対 象 20歳以上で、おおむね次の①～③程度の障害を有する方。
①身体障害者手帳1・2級
②愛の手帳1・2度
③　①・②と同等の疾病・精神障害
※上記は資格に該当する障害の目安です。診断書の判定により、却下とな
　る場合があります。
※障害者手帳を取得していなくても申請可

　（支給制限）　次のいずれかにあたる方は､ 受給できません。
①施設に入所している方
②病院・診療所に 3 カ月を超えて入院している方
③本人または扶養義務者等の所得が別表 5（168 ページ）の基準額以

上の方（所得基準額以上となった場合は、認定されている方も手当の
支給が停止となります）

●手 当 額　月 27,980円　（令和 5 年 4 月 1 日時点）
●支給方法　2 月・5 月・8 月 ･11 月の 10 日までに障害のある方本人の預金口座に､

前月までの 3 カ月分を振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。 

①身体障害者手帳または愛の手帳（お持ちの方） 
②所定の診断書（障害者福祉課にあります） 
③障害者手帳をお持ちの方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
④年金証書（お持ちの方） 
⑤マイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要な場合があります。

な い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

さいいじょう せいしん しんたい いちじる じゅうど しょうがい にちじょうせいかつ 

じょうじとくべつ か い ご  ひつよう かた しきゅう て あ て  

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

（３） 重度心身障害者手当（都の制度）
じゅうどしんしんしょうがいしゃてあて　    と 　     せ い ど

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） 特別障害者手当（国の制度）
とくべつしょうがいしゃてあて　   く に      せ い ど

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

な い よ う

て あ て

しんしん じゅうど しょうがい じょうじふくざつ か い ご ひつよう かた しきゅう
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②おとしより介護応援手当受給者 
③保護者が、児童育成手当（障害手当）を受給している場合の、対象とな

る障害児
④区の定める施設に入所している方
⑤本人または扶養義務者の所得が、別表 5（168 ページ）の基準額以上

の方
●手 当 額 月 15,500 円 
●支給方法 4 月・8 月・12 月の末日までに受給者の預金口座に前月までの 4 カ月分

を振り込みます。 
●申請方法 次のものを持参してください。 

①東京都から交付を受けた医療受給者証（申請中の方は、医療費助成申請
時の申請書の写し）

②請求者の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
③区外から転入された方は、前住地の住民税課税証明書（所得額および控

除対象額が記載されたもの）
④マイナンバーを証明する書類（本人が 20 歳未満の場合は、扶養義務者

のマイナンバーを証明する書類も必要です）

●内 容 心身に重度の障害があるため、常時複雑な介護を必要とする方に支給する
手当です。

●対 象 申請時 65 歳未満で、次のいずれかの障害のある方
①重度の知的障害で、日常生活について常時複雑な配慮を必要とする程度

の著しい精神症状を有する方。
②重度の知的障害と重度の身体障害が重複している方。
③重度の肢体不自由であって、両上肢および両下肢の機能が失われ、かつ、

座っていることが困難な程度以上の身体障害を有する方。

　（支給制限）　次のいずれかにあたる方は､ 受給できません。
※障害者手帳を取得していなくても申請可

①施設に入所している方
②病院・診療所に 3 カ月を超えて入院している方
③本人または扶養義務者の所得が、別表 5（168 ページ）の基準額を超

える方
●手 当 額　月 60,000 円 
●支給方法　東京都が毎月、障害のある方本人の預金口座に振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。 

①身体障害者手帳または愛の手帳（お持ちの方）
②印鑑

③マイナンバーを証明する書類（本人が 20 歳未満の場合は、扶養義務者
のマイナンバーを証明する書類も必要です。）

※上記以外の書類が必要な場合があります。
※申請後、東京都心身障害者福祉センターの診断を受けていただき、後日、

東京都が受給資格の有無を決定します。

●内 容 20 歳以上で精神または身体に著しく重度の障害があるため、日常生活に
おいて常時特別の介護を必要とする方に支給する手当です。

●対 象 20歳以上で、おおむね次の①～③程度の障害を有する方。
①身体障害者手帳1・2級
②愛の手帳1・2度
③　①・②と同等の疾病・精神障害
※上記は資格に該当する障害の目安です。診断書の判定により、却下とな
　る場合があります。
※障害者手帳を取得していなくても申請可

　（支給制限）　次のいずれかにあたる方は､ 受給できません。
①施設に入所している方
②病院・診療所に 3 カ月を超えて入院している方
③本人または扶養義務者等の所得が別表 5（168 ページ）の基準額以

上の方（所得基準額以上となった場合は、認定されている方も手当の
支給が停止となります）

●手 当 額　月 27,980円　（令和 5 年 4 月 1 日時点）
●支給方法　2 月・5 月・8 月 ･11 月の 10 日までに障害のある方本人の預金口座に､

前月までの 3 カ月分を振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。 

①身体障害者手帳または愛の手帳（お持ちの方） 
②所定の診断書（障害者福祉課にあります） 
③障害者手帳をお持ちの方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
④年金証書（お持ちの方） 
⑤マイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要な場合があります。

な い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

さいいじょう せいしん しんたい いちじる じゅうど しょうがい にちじょうせいかつ 

じょうじとくべつ か い ご  ひつよう かた しきゅう て あ て  

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

（３） 重度心身障害者手当（都の制度）
じゅうどしんしんしょうがいしゃてあて　    と 　     せ い ど

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） 特別障害者手当（国の制度）
とくべつしょうがいしゃてあて　   く に      せ い ど

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

な い よ う

て あ て

しんしん じゅうど しょうがい じょうじふくざつ か い ご ひつよう かた しきゅう
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②愛の手帳1・2度
③　①・②と同等の疾病、精神障害
※上記は資格に該当する障害の目安です。診断書の判定により、却下とな
　る場合があります。
※障害者手帳を取得していなくても申請可

　（支給制限）　次のいずれかにあたる方は､ 受給できません。
①施設に入所している方
②障害を理由とする公的年金を受けている方
③本人または扶養義務者等の所得が別表 5（168 ページ）の基準額以

上の方（所得基準額以上となった場合は、認定されている方も手当の
支給が停止となります。）

●手 当 額　月 15,220 円　（令和 5 年 4 月 1 日時点）
●支給方法　2 月・5 月・8 月･11 月の 10 日までに障害のある方本人の預金口座に､

前月までの 3 カ月分を振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。

①身体障害者手帳または愛の手帳（お持ちの方）
②所定の診断書（用紙は障害者福祉課にあります）
③障害者手帳をお持ちの方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
④本人および扶養義務者のマイナンバーを証明する書類
⑤戸籍謄本（必要な場合のみ）
※上記以外の書類が必要な場合があります。

●内 容 精神または身体に障害がある 20 歳未満の児童を監護する父母または養育
している方に支給する手当です。

●対 象 次のいずれかにあたる 20 歳未満の児童を監護する父母または養育者
①身体障害者手帳 1 ～ 3 級程度の児童（下肢障害については4 級の一部を
　含む） 
②愛の手帳 1 ～ 3 度程度の児童 
③精神障害または内部障害により、日常生活に著しい制限を受ける状態に

※複数の障害がある場合（上肢4級+下肢6級など）は、個々の障害の程度
　が上記より軽度な場合でも該当となることがあります。

ある児童

　（支給制限）　次のいずれかにあたるときは､ 受給できません。 
①児童が施設などに入所しているとき。 
②児童が障害を支給理由とする公的年金を受けているとき。 
③父、母または養育者の所得が、別表 5（168 ページ）の基準額以上

のとき。（所得基準額以上となった場合は、認定されている方も手当
の支給が停止となります）

●手 当 額　重度（１級）月 53,700 円 
中度（２級）月 35,760 円

●申
しんせいほうほう

請方法 次のものを持参してください。 
①請求者（父母または養育者）と児童の戸籍謄本（おおむね1カ月以内の
　もの）
②児童の身体障害者手帳または愛の手帳（お持ちの方のみ）
③所定の診断書（用紙は障害者福祉課にあります） 
④請求者名義の預金通帳またはキャッシュカード
⑤請求者・その配偶者・扶養義務者および対象児童のマイナンバーを証明
　する書類
※上記以外の書類が必要となる場合があります。

●内 容 ひとり親家庭または配偶者が重度の障害の場合で、18 歳までの児童を
養育している方に支給されます。

●対 象 次のいずれかにあたる 18 歳に達した年度の末日までの児童（身体障害者
手帳 1 ～ 3 級、愛の手帳 1・2 度および 3 度の一部程度の障害児は 20 歳
未満）を扶養している父、母または養育者
①父または母が重度の障害者（身体障害者手帳1・2級程度）
②父母が離婚
③父または母が生死不明または死亡
④父または母が法令により１年以上拘禁されている
⑤婚姻によらないで生まれたなど

　（支給制限）　本人または扶養義務者の所得が別表5（168ページ）の基準額を超える方
●手 当 額 令和 5 年 4 月現在

①児童１人の場合
　全部支給　月 44,140 円
　一部支給　月 44,130 円～ 10,410 円
②児童 2 人の場合
　全部支給　月 54,560 円
　一部支給　月 54,540 円～ 15,620 円
③児童 3 人以上の場合
　3 人目以降、1 人増すごとに

（令和 5 年 4 月 1 日時点）
●支 　4 月・8 月・11 月に受給者の預金口座に振り込まれます。

しきゅうほうほう

給方法

おやかてい はいぐうしゃ じゅうど しょうがい ば あ い  さい じ ど う  

よういく かた しきゅう 

な い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 児童扶養手当（国の制度）

しきゅうせいげん 

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

せいしん しんたい

かた　   しきゅう　          てあて

しょうがい さいみ ま ん  じ ど う  か ん ご 　         ふ ぼ 　           よ う い くな い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

●内 容 20 歳未満で精神または身体に重度の障害があるため、日常生活において
常時の介護を必要とする方に支給する手当です。

●対 象 20歳未満で、おおむね次の①～③程度の障害を有する方。
①身体障害者手帳1・2級

な い よ う さいみ ま ん  せいしん しんたい じゅうど しょうがい にちじょうせいかつ 

じょうじ か い ご  ひつよう かた しきゅう て あ て  

た い し ょ う

（５）障害児福祉手当（国の制度）
し ょ う が い じ ふ く し て あ て 　    く に 　    せ い ど

（６） 特別児童扶養手当（国の制度）
と く べ つ じ ど う ふ よ う て あ て 　     く に    　 せ い ど

じ ど う ふ よ う て あ て 　     く に    　 せ い ど

3
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②愛の手帳1・2度
③　①・②と同等の疾病、精神障害
※上記は資格に該当する障害の目安です。診断書の判定により、却下とな
　る場合があります。
※障害者手帳を取得していなくても申請可

　（支給制限）　次のいずれかにあたる方は､ 受給できません。
①施設に入所している方
②障害を理由とする公的年金を受けている方
③本人または扶養義務者等の所得が別表 5（168 ページ）の基準額以

上の方（所得基準額以上となった場合は、認定されている方も手当の
支給が停止となります。）

●手 当 額　月 15,220 円　（令和 5 年 4 月 1 日時点）
●支給方法　2 月・5 月・8 月･11 月の 10 日までに障害のある方本人の預金口座に､

前月までの 3 カ月分を振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。

①身体障害者手帳または愛の手帳（お持ちの方）
②所定の診断書（用紙は障害者福祉課にあります）
③障害者手帳をお持ちの方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
④本人および扶養義務者のマイナンバーを証明する書類
⑤戸籍謄本（必要な場合のみ）
※上記以外の書類が必要な場合があります。

●内 容 精神または身体に障害がある 20 歳未満の児童を監護する父母または養育
している方に支給する手当です。

●対 象 次のいずれかにあたる 20 歳未満の児童を監護する父母または養育者
①身体障害者手帳 1 ～ 3 級程度の児童（下肢障害については4 級の一部を
　含む） 
②愛の手帳 1 ～ 3 度程度の児童 
③精神障害または内部障害により、日常生活に著しい制限を受ける状態に

※複数の障害がある場合（上肢4級+下肢6級など）は、個々の障害の程度
　が上記より軽度な場合でも該当となることがあります。

ある児童

　（支給制限）　次のいずれかにあたるときは､ 受給できません。 
①児童が施設などに入所しているとき。 
②児童が障害を支給理由とする公的年金を受けているとき。 
③父、母または養育者の所得が、別表 5（168 ページ）の基準額以上

のとき。（所得基準額以上となった場合は、認定されている方も手当
の支給が停止となります）

●手 当 額　重度（１級）月 53,700 円 
中度（２級）月 35,760 円

●申
しんせいほうほう

請方法 次のものを持参してください。 
①請求者（父母または養育者）と児童の戸籍謄本（おおむね1カ月以内の
　もの）
②児童の身体障害者手帳または愛の手帳（お持ちの方のみ）
③所定の診断書（用紙は障害者福祉課にあります） 
④請求者名義の預金通帳またはキャッシュカード
⑤請求者・その配偶者・扶養義務者および対象児童のマイナンバーを証明
　する書類
※上記以外の書類が必要となる場合があります。

●内 容 ひとり親家庭または配偶者が重度の障害の場合で、18 歳までの児童を
養育している方に支給されます。

●対 象 次のいずれかにあたる 18 歳に達した年度の末日までの児童（身体障害者
手帳 1 ～ 3 級、愛の手帳 1・2 度および 3 度の一部程度の障害児は 20 歳
未満）を扶養している父、母または養育者
①父または母が重度の障害者（身体障害者手帳1・2級程度）
②父母が離婚
③父または母が生死不明または死亡
④父または母が法令により１年以上拘禁されている
⑤婚姻によらないで生まれたなど

　（支給制限）　本人または扶養義務者の所得が別表5（168ページ）の基準額を超える方
●手 当 額 令和 5 年 4 月現在

①児童１人の場合
　全部支給　月 44,140 円
　一部支給　月 44,130 円～ 10,410 円
②児童 2 人の場合
　全部支給　月 54,560 円
　一部支給　月 54,540 円～ 15,620 円
③児童 3 人以上の場合
　3 人目以降、1 人増すごとに

（令和 5 年 4 月 1 日時点）
●支 　4 月・8 月・11 月に受給者の預金口座に振り込まれます。

しきゅうほうほう

給方法

おやかてい はいぐうしゃ じゅうど しょうがい ば あ い  さい じ ど う  

よういく かた しきゅう 

な い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 児童扶養手当（国の制度）

しきゅうせいげん 

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

せいしん しんたい

かた　   しきゅう　          てあて

しょうがい さいみ ま ん  じ ど う  か ん ご 　         ふ ぼ 　           よ う い くな い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

●内 容 20 歳未満で精神または身体に重度の障害があるため、日常生活において
常時の介護を必要とする方に支給する手当です。

●対 象 20歳未満で、おおむね次の①～③程度の障害を有する方。
①身体障害者手帳1・2級

な い よ う さいみ ま ん  せいしん しんたい じゅうど しょうがい にちじょうせいかつ 

じょうじ か い ご  ひつよう かた しきゅう て あ て  

た い し ょ う

（５）障害児福祉手当（国の制度）
し ょ う が い じ ふ く し て あ て 　    く に 　    せ い ど

（６） 特別児童扶養手当（国の制度）
と く べ つ じ ど う ふ よ う て あ て 　     く に    　 せ い ど

じ ど う ふ よ う て あ て 　     く に    　 せ い ど
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④マイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要となる場合がありますので、事前にお問い合わせ
　ください。

●内 容 心身に障害のある20歳未満の児童を養育している方に支給する手当です。
●対 象 次のいずれかにあたる 20 歳未満の児童を扶養している父母または養育者 

①身体障害者手帳 1・2 級程度 
②愛の手帳 1 ～ 3 度程度 
③脳性麻痺または進行性筋萎縮症

　（支給制限）　次のいずれかにあたるときは､ 受給できません。 
①児童が施設に入所している。 
②児童が心身障害者福祉手当を受給している。 
③父、母または養育者の所得が、別表 5（168ページ）の基準額以上

●手 当 額　月 15,500 円 
●支給方法　2 月・6 月・10 月に受給者の預金口座に前月までの 4 カ月分を振り込み

ます。
●申請方法 次のものを持参してください。 

①児童の身体障害者手帳または愛の手帳 
②請求者の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
③請求者・その配偶者および対象児童のマイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要となる場合があります。

●内 容 ひとり親家庭または配偶者が重度の障害の場合で、18 歳までの児童を
養育している方に支給されます。

●対 象 次のいずれかにあたる 18 歳に達した年度の末日までの児童を扶
養している父母または養育者
①父または母が重度の障害者（身体障害者手帳 1・2 級程度）
②父母が離婚

●支給方法　2、6、10 月に受給者の預金口座に振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。

①請求者（父母または養育者）と児童の戸籍謄本
②身体障害者手帳（手帳がない方は所定の診断書）
③請求者の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
④マイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要となる場合がありますので、事前にお問い合わせ
　ください。

●内 容 

なお、東京都から転出した場合でも、転出先の道府県の制度に加入するこ
とで加入期間が通算される、全国共通の制度です。

●対 象 次の全ての要件を満たしている方
①障害のある方の保護者であること
②都内に住所があること 
③特別な疾病や障害がなく、生命保険契約の対象となる健康状態であること
④年度初日（4 月 1 日）の年齢が 65 歳未満であること 

　（障害者の範囲）　①身体障害のある方（身体障害者手帳 1 ～ 3 級） 
②知的障害のある方 
③精神または身体に永続的な障害があり、その程度が上記①または

②と同程度の方（統合失調症、脳性まひ、進行性筋萎縮症、自閉症、
血友病など） 

障害のある方を扶養している保護者の方々の相互扶助の精神に基づいた、
任意加入の制度です。保護者が生存中に毎月一定の掛金を納めることによ
り、保護者が死亡または重度障害と認められたときは、障害のある方に終
身一定額の年金を支給します。

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

しょうがいしゃ は ん い  

しんしん しょうがい さいみ ま ん  じ ど う  よういく かた しきゅう て あ て  

しょうがい　            かた　     ふよう                          　ほごしゃ     　かたがた       　そうごふじょ     　せいしん   　もと

かにゅうきかん　    つうさん　                   ぜんこくきょうつう　   せいど

とうきょうと　        てんしゅつ　         ばあい　              てんしゅつさき　    どうふけん      　せいど　    かにゅう

しんいっていがく　   ねんきん   　しきゅう

ほごしゃ　       しぼう　               じゅうどしょうがい　  みと　                                            しょうがい                かた　しゅう

にんいかにゅう　      せいど                    　ほごしゃ    　せいぞんちゅう　 まいつきいってい    　かけきん   　おさ

な い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

おやかてい はいぐうしゃ じゅうど しょうがい ば あ い  さい じ ど う  

よういく かた しきゅう 

な い よ う

た い し ょ う

③父または母が生死不明または死亡
④父または母が法令により１年以上拘禁されている
⑤婚姻によらないで生まれたなど

  （支給制限）　父母または養育者の所得が、別表5（168ページ）の基準額以上の場合
は支給できません。

●手 当 額　月 13,500 円

しきゅうせいげん 

て あ て が く

　全部支給　月 6,250 円加算
　一部支給　月 6,240円～ 3,130円
※父、母または養育者の所得により、全部支給と一部支給に区分します。

●支給方法　奇数月に受給者の預金口座に振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。

①請求者（父、母または養育者）と児童の戸籍謄本
②身体障害者手帳（手帳がない方は所定の診断書）
③請求者の口座番号がわかるもの（預金通帳など）

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

子育て支援課　子育て支援係
電話（3546）5350・5351　FAX（3546）2129

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 児童育成手当（障害手当）（区の制度）
じ ど う い く せ い て あ て 　    し ょ う が い て あ て      　 く 　     せ い ど 子育て支援課　子育て支援係

電話（3546）5350・5351　FAX（3546）2129
問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） 児童育成手当（育成手当）（区の制度）
じ ど う い く せ い て あ て 　     い く せ い て あ て 　       く     　 せ い ど

（制度に関して）
東京都扶養共済事務センター
〒163-0719　新宿区西新宿 2-7-1　小田急第一生命ビル 16 階
　電話（3344）8633　FAX（3344）8596
（申し込み先）
障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 心身障害者扶養共済制度（都の制度）
し ん し ん し ょ う が い し ゃ ふ よ う き ょ う さ い せ い ど 　    と     　 せ い ど
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④マイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要となる場合がありますので、事前にお問い合わせ
　ください。

●内 容 心身に障害のある20歳未満の児童を養育している方に支給する手当です。
●対 象 次のいずれかにあたる 20 歳未満の児童を扶養している父母または養育者 

①身体障害者手帳 1・2 級程度 
②愛の手帳 1 ～ 3 度程度 
③脳性麻痺または進行性筋萎縮症

　（支給制限）　次のいずれかにあたるときは､ 受給できません。 
①児童が施設に入所している。 
②児童が心身障害者福祉手当を受給している。 
③父、母または養育者の所得が、別表 5（168ページ）の基準額以上

●手 当 額　月 15,500 円 
●支給方法　2 月・6 月・10 月に受給者の預金口座に前月までの 4 カ月分を振り込み

ます。
●申請方法 次のものを持参してください。 

①児童の身体障害者手帳または愛の手帳 
②請求者の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
③請求者・その配偶者および対象児童のマイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要となる場合があります。

●内 容 ひとり親家庭または配偶者が重度の障害の場合で、18 歳までの児童を
養育している方に支給されます。

●対 象 次のいずれかにあたる 18 歳に達した年度の末日までの児童を扶
養している父母または養育者
①父または母が重度の障害者（身体障害者手帳 1・2 級程度）
②父母が離婚

●支給方法　2、6、10 月に受給者の預金口座に振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。

①請求者（父母または養育者）と児童の戸籍謄本
②身体障害者手帳（手帳がない方は所定の診断書）
③請求者の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
④マイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要となる場合がありますので、事前にお問い合わせ
　ください。

●内 容 

なお、東京都から転出した場合でも、転出先の道府県の制度に加入するこ
とで加入期間が通算される、全国共通の制度です。

●対 象 次の全ての要件を満たしている方
①障害のある方の保護者であること
②都内に住所があること 
③特別な疾病や障害がなく、生命保険契約の対象となる健康状態であること
④年度初日（4 月 1 日）の年齢が 65 歳未満であること 

　（障害者の範囲）　①身体障害のある方（身体障害者手帳 1 ～ 3 級） 
②知的障害のある方 
③精神または身体に永続的な障害があり、その程度が上記①または

②と同程度の方（統合失調症、脳性まひ、進行性筋萎縮症、自閉症、
血友病など） 

障害のある方を扶養している保護者の方々の相互扶助の精神に基づいた、
任意加入の制度です。保護者が生存中に毎月一定の掛金を納めることによ
り、保護者が死亡または重度障害と認められたときは、障害のある方に終
身一定額の年金を支給します。

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

しょうがいしゃ は ん い  

しんしん しょうがい さいみ ま ん  じ ど う  よういく かた しきゅう て あ て  

しょうがい　            かた　     ふよう                          　ほごしゃ     　かたがた       　そうごふじょ     　せいしん   　もと

かにゅうきかん　    つうさん　                   ぜんこくきょうつう　   せいど

とうきょうと　        てんしゅつ　         ばあい　              てんしゅつさき　    どうふけん      　せいど　    かにゅう

しんいっていがく　   ねんきん   　しきゅう

ほごしゃ　       しぼう　               じゅうどしょうがい　  みと　                                            しょうがい                かた　しゅう

にんいかにゅう　      せいど                    　ほごしゃ    　せいぞんちゅう　 まいつきいってい    　かけきん   　おさ

な い よ う

た い し ょ う

しきゅうせいげん 

て あ て が く

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

おやかてい はいぐうしゃ じゅうど しょうがい ば あ い  さい じ ど う  

よういく かた しきゅう 

な い よ う

た い し ょ う

③父または母が生死不明または死亡
④父または母が法令により１年以上拘禁されている
⑤婚姻によらないで生まれたなど

  （支給制限）　父母または養育者の所得が、別表5（168ページ）の基準額以上の場合
は支給できません。

●手 当 額　月 13,500 円

しきゅうせいげん 

て あ て が く

　全部支給　月 6,250 円加算
　一部支給　月 6,240円～ 3,130円
※父、母または養育者の所得により、全部支給と一部支給に区分します。

●支給方法　奇数月に受給者の預金口座に振り込みます。
●申請方法 次のものを持参してください。

①請求者（父、母または養育者）と児童の戸籍謄本
②身体障害者手帳（手帳がない方は所定の診断書）
③請求者の口座番号がわかるもの（預金通帳など）

しきゅうほうほう

しんせいほうほう

子育て支援課　子育て支援係
電話（3546）5350・5351　FAX（3546）2129

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 児童育成手当（障害手当）（区の制度）
じ ど う い く せ い て あ て 　    し ょ う が い て あ て      　 く 　     せ い ど 子育て支援課　子育て支援係

電話（3546）5350・5351　FAX（3546）2129
問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） 児童育成手当（育成手当）（区の制度）
じ ど う い く せ い て あ て 　     い く せ い て あ て 　       く     　 せ い ど

（制度に関して）
東京都扶養共済事務センター
〒163-0719　新宿区西新宿 2-7-1　小田急第一生命ビル 16 階
　電話（3344）8633　FAX（3344）8596
（申し込み先）
障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 心身障害者扶養共済制度（都の制度）
し ん し ん し ょ う が い し ゃ ふ よ う き ょ う さ い せ い ど 　    と     　 せ い ど
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②20歳になる前に初診日がある病気やけがで国民年金法施行令で定める
障害となったとき。

※障害認定日とは、初診日から 1 年 6 カ月を経過した日、または 1 年
6 カ月以内に症状が固定した日です。ただし、1 年 6 カ月を経過した日
が 20 歳前の場合は、20 歳に達した日が障害認定日となります。 

●支給制限 次の方は、支給停止になります。 
対象②の方で、別表 6（169 ページ）の一定の所得がある場合 

●障害の程度　国民年金法施行令で定められています。
① 1 級　身体の機能の障害または長期にわたる安静を必要とする症状

により、日常生活が自分だけでは全くできない程度。
② 2 級　身体の機能の障害または長期にわたる安静を必要とする症状

により、日常生活に著しい制限を受けるか、日常生活に著し
い制限を加えることを必要とする程度。

※この障害の程度は、身体障害者手帳の等級とは異なります。
●年 金 額 令和 5 年 4 月現在 

①障害等級　1 級
　67歳以下の方　993,750円（月82,812円）
　（昭和31年４月２日以後生まれ）
　68歳以上の方　990,750円（月82,562円）
　（昭和31年４月１日以前生まれ）
②障害等級　２級
　67歳以下の方　795,000円（月66,250円）
　（昭和31年４月２日以後生まれ）
　68歳以上の方　792,600円（月66,050円）
　（昭和31年４月１日以前生まれ）
※ 18 歳未満の子（または障害等級が 1 級・2 級の障害の状態にある 20

歳未満の子）の生計を維持している場合は次の加算があります。
　２人目まで 1 人につき 228,700 円
　３人目以降 1 人につき 76,200 円

●支 月 偶数月の 15 日にそれぞれ前 2 カ月分を支給します。

※障害基礎年金、障害厚生（共済）年金を受給することができる方は対象
になりません。 

●支給制限 次の方は、支給停止になります。 
別表 6（169ページ）の一定の所得がある場合  

●障害の程度　国民年金法施行令で定められている障害基礎年金 1 級相当または 2 級
相当 
※この障害の程度は、身体障害者手帳の等級とは異なります。

●給付金額 令和 5 年 4 月現在 
①障害基礎年金　1 級相当 
　月額 53,650 円
②障害基礎年金　2 級相当 
　月額 42,920 円 

●支 給 月 偶数月の 15 日にそれぞれ前 2 カ月分を支給します。

●内 容 障害認定日に病気やけがで厚生年金保険法施行令で定める障害状態になっ
場た 合に支給されます。

●対 象 次のすべてにあたる方 
①厚生年金保険に加入中の病気やけがについて初診日があること。

●内 容 国民年金に任意加入していなかったため、障害基礎年金などを受給してい
ない障害のある方に支給されます。

●対 象 下記①または②に該当する方で、当時、任意加入していなかった期間内に
初診日があり、現在、障害基礎年金の 1 級、2 級相当の障害の状態にある方。
①平成 3 年 3 月以前に国民年金任意加入対象であった学生
②昭和 61 年 3 月以前に国民年金任意加入対象であった被用者等の配偶者
※ 65 歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当された方に限られま
　す。

しきゅうせいげん 

しょうがい 

きゅうふきんがく 

し き ゅ う づ き  

な い よ う

た い し ょ う

て い ど  

な い よ う

た い し ょ う

こくみんねんきん にんいかにゅう しょうがいきそねんきん じゅきゅう 

しょうがい かた しきゅう

しょうがいにんていび びょうき こうせいねんきんほけんほうせこうれい さだ しょうがいじょうたい 

ば あ い  しきゅう 

②障害認定日において、下記の障害の程度に該当していること。
ただし、認定日において障害の程度に該当しない場合でも、そ
の後障害が重くなり、65歳の誕生日の前々日までに該当した
ときを含みます。

しきゅうせいげん 

しょうがい て い ど  

ね ん き ん が く  

し き ゅ う づ き  

給

●内 容 障害認定日に病気やけがで国民年金法施行令で定める障害状態になった
場合に支給されます。

●対 象 

な い よ う

た い し ょ う

しょうがいにんていび びょうき こくみんねんきんほうせこうれい さだ しょうがいじょうたい 

ば あ い  しきゅう

保険年金課　年金係
　電話（3546）5371　FAX（3248）1322
中央年金事務所　お客様相談室
　〒104-8175　明石町 8-1　聖路加タワー 1 階
　電話（3543）1411 ㈹

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） 障害基礎年金（国民年金）
し ょ う が い き そ ね ん き ん 　   こ く み ん ね ん き ん

①初診日において、国民年金に加入している方、または国内に住所を有
し、国民年金に加入したことがある 60 歳以上 65 歳未満の方が、障害
認定日に病気やけがで国民年金法施行令で定める障害等級の 1 級また
は 2 級の状態となったとき。

　なお､初診日の前々月までに保険料を納めた期間（保険料免除期間を含
む）が加入期間の3分の2以上あることが必要です（令和８年3月までに
初診日のある人は、初診日の前々月までの直近の1年間に保険料の納め
忘れがなければ、受けられます）。 

保険年金課　年金係
　電話（3546）5371　FAX（3248）1322
中央年金事務所　お客様相談室
　〒104-8175　明石町 8-1　聖路加タワー 1 階
　電話（3543）1411 ㈹

問合わせ問合わせ
と い あ  

（12） 特別障害給付金（国民年金）
とくべつしょうがいきゅうふきん　   こ く み ん ね ん き ん

（13） 障害厚生年金（厚生年金）
しょうがいこうせいねんきん　   こ う せ い ね ん き ん
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②20歳になる前に初診日がある病気やけがで国民年金法施行令で定める
障害となったとき。

※障害認定日とは、初診日から 1 年 6 カ月を経過した日、または 1 年
6 カ月以内に症状が固定した日です。ただし、1 年 6 カ月を経過した日
が 20 歳前の場合は、20 歳に達した日が障害認定日となります。 

●支給制限 次の方は、支給停止になります。 
対象②の方で、別表 6（169 ページ）の一定の所得がある場合 

●障害の程度　国民年金法施行令で定められています。
① 1 級　身体の機能の障害または長期にわたる安静を必要とする症状

により、日常生活が自分だけでは全くできない程度。
② 2 級　身体の機能の障害または長期にわたる安静を必要とする症状

により、日常生活に著しい制限を受けるか、日常生活に著し
い制限を加えることを必要とする程度。

※この障害の程度は、身体障害者手帳の等級とは異なります。
●年 金 額 令和 5 年 4 月現在 

①障害等級　1 級
　67歳以下の方　993,750円（月82,812円）
　（昭和31年４月２日以後生まれ）
　68歳以上の方　990,750円（月82,562円）
　（昭和31年４月１日以前生まれ）
②障害等級　２級
　67歳以下の方　795,000円（月66,250円）
　（昭和31年４月２日以後生まれ）
　68歳以上の方　792,600円（月66,050円）
　（昭和31年４月１日以前生まれ）
※ 18 歳未満の子（または障害等級が 1 級・2 級の障害の状態にある 20

歳未満の子）の生計を維持している場合は次の加算があります。
　２人目まで 1 人につき 228,700 円
　３人目以降 1 人につき 76,200 円

●支 月 偶数月の 15 日にそれぞれ前 2 カ月分を支給します。

※障害基礎年金、障害厚生（共済）年金を受給することができる方は対象
になりません。 

●支給制限 次の方は、支給停止になります。 
別表 6（169ページ）の一定の所得がある場合  

●障害の程度　国民年金法施行令で定められている障害基礎年金 1 級相当または 2 級
相当 
※この障害の程度は、身体障害者手帳の等級とは異なります。

●給付金額 令和 5 年 4 月現在 
①障害基礎年金　1 級相当 
　月額 53,650 円
②障害基礎年金　2 級相当 
　月額 42,920 円 

●支 給 月 偶数月の 15 日にそれぞれ前 2 カ月分を支給します。

●内 容 障害認定日に病気やけがで厚生年金保険法施行令で定める障害状態になっ
場た 合に支給されます。

●対 象 次のすべてにあたる方 
①厚生年金保険に加入中の病気やけがについて初診日があること。

●内 容 国民年金に任意加入していなかったため、障害基礎年金などを受給してい
ない障害のある方に支給されます。

●対 象 下記①または②に該当する方で、当時、任意加入していなかった期間内に
初診日があり、現在、障害基礎年金の 1 級、2 級相当の障害の状態にある方。
①平成 3 年 3 月以前に国民年金任意加入対象であった学生
②昭和 61 年 3 月以前に国民年金任意加入対象であった被用者等の配偶者
※ 65 歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当された方に限られま
　す。
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しょうがい かた しきゅう

しょうがいにんていび びょうき こうせいねんきんほけんほうせこうれい さだ しょうがいじょうたい 

ば あ い  しきゅう 

②障害認定日において、下記の障害の程度に該当していること。
ただし、認定日において障害の程度に該当しない場合でも、そ
の後障害が重くなり、65歳の誕生日の前々日までに該当した
ときを含みます。

しきゅうせいげん 

しょうがい て い ど  

ね ん き ん が く  

し き ゅ う づ き  

給

●内 容 障害認定日に病気やけがで国民年金法施行令で定める障害状態になった
場合に支給されます。

●対 象 

な い よ う

た い し ょ う

しょうがいにんていび びょうき こくみんねんきんほうせこうれい さだ しょうがいじょうたい 

ば あ い  しきゅう

保険年金課　年金係
　電話（3546）5371　FAX（3248）1322
中央年金事務所　お客様相談室
　〒104-8175　明石町 8-1　聖路加タワー 1 階
　電話（3543）1411 ㈹

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） 障害基礎年金（国民年金）
し ょ う が い き そ ね ん き ん 　   こ く み ん ね ん き ん

①初診日において、国民年金に加入している方、または国内に住所を有
し、国民年金に加入したことがある 60 歳以上 65 歳未満の方が、障害
認定日に病気やけがで国民年金法施行令で定める障害等級の 1 級また
は 2 級の状態となったとき。

　なお､初診日の前々月までに保険料を納めた期間（保険料免除期間を含
む）が加入期間の3分の2以上あることが必要です（令和８年3月までに
初診日のある人は、初診日の前々月までの直近の1年間に保険料の納め
忘れがなければ、受けられます）。 

保険年金課　年金係
　電話（3546）5371　FAX（3248）1322
中央年金事務所　お客様相談室
　〒104-8175　明石町 8-1　聖路加タワー 1 階
　電話（3543）1411 ㈹

問合わせ問合わせ
と い あ  

（12） 特別障害給付金（国民年金）
とくべつしょうがいきゅうふきん　   こ く み ん ね ん き ん

（13） 障害厚生年金（厚生年金）
しょうがいこうせいねんきん　   こ う せ い ね ん き ん
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①支給制限
他の公的年金等を受けているか、受ける権利がある場合、または労災
などの障害給付を受ける場合は支給されません。

②手当額（一時金）
　被保険者であった期間などにより算出します。

　（最低保証額　1,192,600 円　令和 5 年 4 月現在）

により、日常生活に著しい制限を受けるかまたは日常生活に
著しい制限を加えることを必要とする程度。

③ 3 級　労働が著しい制限を受けるか、労働に著しい制限を加えるこ
とを必要とする程度。

※この障害程度は、身体障害者手帳の等級とは異なります。
●年 金 額 障害の程度により、1 級から 3 級まで分かれていて、被保険者であった期

間などにより算出します。
●障害手当金 3 級の障害よりやや軽い程度の障害が残ったとき、傷病が初診日から 5

年以内に治った場合一時金として支給されます。ただし、障害年金を
受けるために必要な保険料納付要件を満たしていることを要します。

② 2 級　身体の機能の障害または長期にわたる安静を必要とする症状 ●内 容 重度心身障害者の福祉の増進を図るために、東京都が医療費の一部を助成
するものです。各種医療保険の自己負担から一部負担金を差し引いた金額
が助成されます。
※ただし、入院時食事療養・生活療養標準負担額は助成の対象となりませ

ん。
●対 象 都内在住で次のいずれかにあたる方 

①身体障害者手帳 1・2 級の方（内部障害は、1 ～ 3 級の方）
②愛の手帳 1・2 度の方
③精神障害者保健福祉手帳 1 級の方

　（助成制限）　次のいずれかにあたる方は助成されません。
①医療保険未加入の方

③生活保護や中国残留邦人等支援給付を受けている方

②障害のある方が 20 歳以上の場合は本人、20 歳未満の場合は国民健
　康保険の世帯主または社会保険の被保険者などの扶養義務者の所得
　が別表 6（169ページ）の限度額を超える方

④ 65 歳以上で新規に手帳を取得した方

⑥公費により医療費が賄われている施設に入所している方

⑤後期高齢者医療制度に加入していて、なおかつ住民税が課税されてい
る方

●助成方法 ①この制度を取り扱っている病院などで診療を受けるときに健康保険証と
「 障 受給者証」を提示すると、所得に応じて保険診療の自己負担分の一
部が助成されます。

②コルセット代など療養費払（後払い）になるとき、またはこの制度を取
り扱っていない病院で診療を受けたときは自己負担分を全額支払い、区
の窓口で領収書を添付した申請書を提出してください。後日、助成額を
振り込みます。

●申請方法 次のものを持参して「 障 受給者証」の申請をしてください。
①身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳
②健康保険証

※詳しくは、事前にお問い合わせください

な い よ う

た い し ょ う

じょせいせいげん 

じょせいほうほう

しんせいほうほう

じゅうどしんしんしょうがいしゃ ふ く し  ぞうしん はか とうきょうと いりょうひ い ち ぶ  じょせい 

かくしゅいりょうほけん じ こ ふ た ん  い ち ぶ ふ た ん き ん  さ ひ きんがく 

じょせい 

にゅういんじしょくじりょうよう せいかつりょうようひょうじゅんふたんがく じょせい たいしょう 

③初診日の前日において、障害基礎年金の保険料納付要件を満たしている
こと。

●障害の程度　厚生年金保険法施行令で定められています。 
① 1 級　身体の機能の障害または長期にわたる安静を必要とす

る病状により、日常生活が自分だけでは全くできない
程度。

しょうがい て い ど  

中央年金事務所　お客様相談室
　〒104-8175　明石町 8-1　聖路加タワー 1 階
　電話（3543）1411 ㈹

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 心身障害者医療費助成 　（マル障）
しんしんしょうがいしゃいりょうひじょせい　　　　　　　 しょう

医　療４ い     り ょ う

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

③転入された方で、障害のある方が20歳以上の場合は、本人の住民税課
税（非課税）証明書（所得額および控除対象額等が記載されたもの）､20
歳未満の場合は､扶養義務者の住民税課税（非課税）証明書（所得額およ
び控除対象額等が記載されたもの）

障

ね ん き ん が く

しょうがいてあてきん 
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①支給制限
他の公的年金等を受けているか、受ける権利がある場合、または労災
などの障害給付を受ける場合は支給されません。

②手当額（一時金）
　被保険者であった期間などにより算出します。

　（最低保証額　1,192,600 円　令和 5 年 4 月現在）

により、日常生活に著しい制限を受けるかまたは日常生活に
著しい制限を加えることを必要とする程度。

③ 3 級　労働が著しい制限を受けるか、労働に著しい制限を加えるこ
とを必要とする程度。

※この障害程度は、身体障害者手帳の等級とは異なります。
●年 金 額 障害の程度により、1 級から 3 級まで分かれていて、被保険者であった期

間などにより算出します。
●障害手当金 3 級の障害よりやや軽い程度の障害が残ったとき、傷病が初診日から 5

年以内に治った場合一時金として支給されます。ただし、障害年金を
受けるために必要な保険料納付要件を満たしていることを要します。

② 2 級　身体の機能の障害または長期にわたる安静を必要とする症状 ●内 容 重度心身障害者の福祉の増進を図るために、東京都が医療費の一部を助成
するものです。各種医療保険の自己負担から一部負担金を差し引いた金額
が助成されます。
※ただし、入院時食事療養・生活療養標準負担額は助成の対象となりませ

ん。
●対 象 都内在住で次のいずれかにあたる方 

①身体障害者手帳 1・2 級の方（内部障害は、1 ～ 3 級の方）
②愛の手帳 1・2 度の方
③精神障害者保健福祉手帳 1 級の方

　（助成制限）　次のいずれかにあたる方は助成されません。
①医療保険未加入の方

③生活保護や中国残留邦人等支援給付を受けている方

②障害のある方が 20 歳以上の場合は本人、20 歳未満の場合は国民健
　康保険の世帯主または社会保険の被保険者などの扶養義務者の所得
　が別表 6（169ページ）の限度額を超える方

④ 65 歳以上で新規に手帳を取得した方

⑥公費により医療費が賄われている施設に入所している方

⑤後期高齢者医療制度に加入していて、なおかつ住民税が課税されてい
る方

●助成方法 ①この制度を取り扱っている病院などで診療を受けるときに健康保険証と
「 障 受給者証」を提示すると、所得に応じて保険診療の自己負担分の一
部が助成されます。

②コルセット代など療養費払（後払い）になるとき、またはこの制度を取
り扱っていない病院で診療を受けたときは自己負担分を全額支払い、区
の窓口で領収書を添付した申請書を提出してください。後日、助成額を
振り込みます。

●申請方法 次のものを持参して「 障 受給者証」の申請をしてください。
①身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳
②健康保険証

※詳しくは、事前にお問い合わせください

な い よ う

た い し ょ う

じょせいせいげん 

じょせいほうほう

しんせいほうほう

じゅうどしんしんしょうがいしゃ ふ く し  ぞうしん はか とうきょうと いりょうひ い ち ぶ  じょせい 

かくしゅいりょうほけん じ こ ふ た ん  い ち ぶ ふ た ん き ん  さ ひ きんがく 

じょせい 

にゅういんじしょくじりょうよう せいかつりょうようひょうじゅんふたんがく じょせい たいしょう 

③初診日の前日において、障害基礎年金の保険料納付要件を満たしている
こと。

●障害の程度　厚生年金保険法施行令で定められています。 
① 1 級　身体の機能の障害または長期にわたる安静を必要とす

る病状により、日常生活が自分だけでは全くできない
程度。

しょうがい て い ど  

中央年金事務所　お客様相談室
　〒104-8175　明石町 8-1　聖路加タワー 1 階
　電話（3543）1411 ㈹

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 心身障害者医療費助成 　（マル障）
しんしんしょうがいしゃいりょうひじょせい　　　　　　　 しょう

医　療４ い     り ょ う

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

③転入された方で、障害のある方が20歳以上の場合は、本人の住民税課
税（非課税）証明書（所得額および控除対象額等が記載されたもの）､20
歳未満の場合は､扶養義務者の住民税課税（非課税）証明書（所得額およ
び控除対象額等が記載されたもの）
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●内 容 ひとり親家庭などの方が病気やケガなどをしたとき、安心して病院などを
受診できるように医療費の自己負担分の一部を助成しています。

●対 象 次のいずれかにあたる 18 歳に達した年度の末日までの児童（中度以上の
障害がある場合は 20 歳未満）を扶養している父母または養育者
①父または母が重度の障害者 ( 身体障害者手帳 1・2 級程度）
②父母が離婚
③父または母が生死不明または死亡など

　（助成制限）　次のいずれかにあたる場合は、助成を受けることができません。
　①生活保護を受けている方
　②心身障害者医療費助成（　 ）を受けている方
　③施設に入所している方
　④里親に委託されている方
　⑤所得が別表 6（169 ページ）の制限額以上の方

●助
 

成範囲 健康保険証と 親 医療証を病院に提示することにより、健康保険の範囲内の
自己負担分が助成されます。

●申請方法 次のものを持参してください。
①児童扶養手当証書または請求者および児童の戸籍謄本
②請求者および児童の健康保険証
③マイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要となる場合がありますので、事前にお問い合わせ

ください。

●内 容 障害の程度を軽くしたり、取り除いて、日常生活の便宜や職業能力を
回復、増進させるために医療が必要な場合、その医療費の一部を給付しま
す。　

●対 象 身体障害者手帳をお持ちの 18 歳以上の方で、①視覚障害、②聴覚・平衡
機能障害、③音声機能・言語機能またはそしゃく機能障害、④肢体不自由、
⑤心臓機能障害、⑥じん臓機能障害、⑦小腸機能障害、⑧ヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫機能障害、⑨肝臓機能障害のうち、東京都心身障害者福
祉センターの判定などで必要と認められた方。一部所得制限があります。

●費 用 原則、給付対象医療費の 1 割。ただし、世帯の所得状況により、負担上
限額が設定されます。

●対
た い し ょ う

象 18 歳未満で、次の障害があるか、将来同程度の障害を発生させると認め
られる状況にある方で、確実に治療効果が期待できる場合
①じん臓障害
　血液透析および腹膜灌流による透析治療を必要とする腎不全、腎移植
②心臓障害
　先天・後天性の手術適応病
③身体障害
　肢体不自由、聴覚 ･ 平衡機能障害、音声 ･ 言語 ･ そしゃく機能障害、
　視覚障害
④その他の内臓障害
⑤免疫機能障害
⑥小腸機能障害

●助
じょせいはんい 

成範囲 医療保険適用後の自己負担分を助成します（世帯の所得に応じた月額自己
負担額が設定されています）。

●申
しんせいほうほう

請方法 保健所・保健センターへ申請し、受給者証の交付を受け、指定医療機関で
診療を受けてください。受給者証の申請には、指定医療機関の意見書が必
要ですのであらかじめお問い合わせください。

●内
な い よ う

容 小
しょうにまんせいしっかん

児慢性疾患の対
たいしょうしっぺい

象疾病にかかっている 18 歳
さ い み ま ん  

未満の児
じ ど う  

童に対
たい

し、
当
とうがいしっぺい

該疾病に対
たい

する医
いりょう

療に係
かか

る費
ひ よ う

用について自
じ こ ふ た ん ぶ ん

己負担分を助
じょせい

成します。
●対

た い し ょ う

象 次の病気にかかっている 18 歳未満の方
①悪性新生物（小児がん）　  ②慢性腎疾患　　　③慢性呼吸器疾患
④慢性心疾患　　　　　　　⑤内分泌疾患　　　⑥膠原病
⑦糖尿病　　　　　　　　　⑧先天性代謝異常　⑨血液疾患
⑩免疫疾患　　　　　　　　⑪神経・筋疾患　　⑫慢性消化器疾患
⑬染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群
⑭皮膚疾患群　　　　　　　⑮骨系統疾患　　　⑯脈管系疾患
⑰成長ホルモン治療

●助
じょせいはんい 

成範囲 医療保険適用後の自己負担分を助成します（世帯の所得の課税状況に応じ、
月額自己負担額が設定されています）。

（２） ひとり親家庭等医療費助成 　（マル親）
お や か て い と う い り ょ う ひ じ ょ せ い 　 　 　 　 　 　 　   お や

子育て支援課　子育て支援係
電話（3546）5350・5351　FAX（3546）2129

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 自立支援医療（更生医療）
じ り つ し え ん い り ょ う 　    こ う せ い い り ょ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） 自立支援医療（育成医療）
じ り つ し え ん い り ょ う 　    い く せ い い り ょ う

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 小児慢性疾患の医療費助成
し ょ う に ま ん せ い し っ か ん 　   い り ょ う ひ じ ょ せ い

親

障

な い よ う

た い し ょ う

じょせいせいげん

じょせいはんい

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

おやかてい かた びょうき あんしん びょういん 

じゅしん いりょうひ じ こ ふ た ん ぶ ん  い ち ぶ  じょせい 

しょうがい て い ど  かる と のぞ にちじょうせいかつ べ ん ぎ  しょくぎょうのうりょく 

かいふく ぞうしん いりょう ひつよう ば あ い  いりょうひ い ち ぶ  きゅうふ 
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●内 容 ひとり親家庭などの方が病気やケガなどをしたとき、安心して病院などを
受診できるように医療費の自己負担分の一部を助成しています。

●対 象 次のいずれかにあたる 18 歳に達した年度の末日までの児童（中度以上の
障害がある場合は 20 歳未満）を扶養している父母または養育者
①父または母が重度の障害者 ( 身体障害者手帳 1・2 級程度）
②父母が離婚
③父または母が生死不明または死亡など

　（助成制限）　次のいずれかにあたる場合は、助成を受けることができません。
　①生活保護を受けている方
　②心身障害者医療費助成（　 ）を受けている方
　③施設に入所している方
　④里親に委託されている方
　⑤所得が別表 6（169 ページ）の制限額以上の方

●助
 

成範囲 健康保険証と 親 医療証を病院に提示することにより、健康保険の範囲内の
自己負担分が助成されます。

●申請方法 次のものを持参してください。
①児童扶養手当証書または請求者および児童の戸籍謄本
②請求者および児童の健康保険証
③マイナンバーを証明する書類
※上記以外の書類が必要となる場合がありますので、事前にお問い合わせ

ください。

●内 容 障害の程度を軽くしたり、取り除いて、日常生活の便宜や職業能力を
回復、増進させるために医療が必要な場合、その医療費の一部を給付しま
す。　

●対 象 身体障害者手帳をお持ちの 18 歳以上の方で、①視覚障害、②聴覚・平衡
機能障害、③音声機能・言語機能またはそしゃく機能障害、④肢体不自由、
⑤心臓機能障害、⑥じん臓機能障害、⑦小腸機能障害、⑧ヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫機能障害、⑨肝臓機能障害のうち、東京都心身障害者福
祉センターの判定などで必要と認められた方。一部所得制限があります。

●費 用 原則、給付対象医療費の 1 割。ただし、世帯の所得状況により、負担上
限額が設定されます。

●対
た い し ょ う

象 18 歳未満で、次の障害があるか、将来同程度の障害を発生させると認め
られる状況にある方で、確実に治療効果が期待できる場合
①じん臓障害
　血液透析および腹膜灌流による透析治療を必要とする腎不全、腎移植
②心臓障害
　先天・後天性の手術適応病
③身体障害
　肢体不自由、聴覚 ･ 平衡機能障害、音声 ･ 言語 ･ そしゃく機能障害、
　視覚障害
④その他の内臓障害
⑤免疫機能障害
⑥小腸機能障害

●助
じょせいはんい 

成範囲 医療保険適用後の自己負担分を助成します（世帯の所得に応じた月額自己
負担額が設定されています）。

●申
しんせいほうほう

請方法 保健所・保健センターへ申請し、受給者証の交付を受け、指定医療機関で
診療を受けてください。受給者証の申請には、指定医療機関の意見書が必
要ですのであらかじめお問い合わせください。

●内
な い よ う

容 小
しょうにまんせいしっかん

児慢性疾患の対
たいしょうしっぺい

象疾病にかかっている 18 歳
さ い み ま ん  

未満の児
じ ど う  

童に対
たい

し、
当
とうがいしっぺい

該疾病に対
たい

する医
いりょう

療に係
かか

る費
ひ よ う

用について自
じ こ ふ た ん ぶ ん

己負担分を助
じょせい

成します。
●対

た い し ょ う

象 次の病気にかかっている 18 歳未満の方
①悪性新生物（小児がん）　  ②慢性腎疾患　　　③慢性呼吸器疾患
④慢性心疾患　　　　　　　⑤内分泌疾患　　　⑥膠原病
⑦糖尿病　　　　　　　　　⑧先天性代謝異常　⑨血液疾患
⑩免疫疾患　　　　　　　　⑪神経・筋疾患　　⑫慢性消化器疾患
⑬染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群
⑭皮膚疾患群　　　　　　　⑮骨系統疾患　　　⑯脈管系疾患
⑰成長ホルモン治療

●助
じょせいはんい 

成範囲 医療保険適用後の自己負担分を助成します（世帯の所得の課税状況に応じ、
月額自己負担額が設定されています）。

（２） ひとり親家庭等医療費助成 　（マル親）
お や か て い と う い り ょ う ひ じ ょ せ い 　 　 　 　 　 　 　   お や

子育て支援課　子育て支援係
電話（3546）5350・5351　FAX（3546）2129

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 自立支援医療（更生医療）
じ り つ し え ん い り ょ う 　    こ う せ い い り ょ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） 自立支援医療（育成医療）
じ り つ し え ん い り ょ う 　    い く せ い い り ょ う

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 小児慢性疾患の医療費助成
し ょ う に ま ん せ い し っ か ん 　   い り ょ う ひ じ ょ せ い

親

障

な い よ う

た い し ょ う

じょせいせいげん

じょせいはんい

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

おやかてい かた びょうき あんしん びょういん 

じゅしん いりょうひ じ こ ふ た ん ぶ ん  い ち ぶ  じょせい 

しょうがい て い ど  かる と のぞ にちじょうせいかつ べ ん ぎ  しょくぎょうのうりょく 

かいふく ぞうしん いりょう ひつよう ば あ い  いりょうひ い ち ぶ  きゅうふ 
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●内 容 対象疾病と診断され、当該疾病に対する医療に係る費用について自己
負担分を助成します。

●対 象 対象疾患と診断され治療を受けている方 
（令和３年 1 1 月 1 日現在　対象疾病 352）

球脊髄性筋委縮症
筋委縮性側索硬化症
脊髄性筋委縮症
原発性側索硬化症
進行性核上性麻痺
パーキンソン病
大脳皮質基底核変性症
ハンチントン病
神経有棘赤血球症
シャルコー・マリー・トウー
ス病
重症筋無力症
先天性筋無力症候群
多発性硬化症 / 視神経脊髄炎
慢性炎症性脱髄性多発神経炎
/ 多巣性運動ニューロパチー
封入体筋炎
クロウ・深瀬症候群
多系統委縮症
脊髄小脳変性症（多系統委縮
症を除く。）
ライソゾーム病
副腎白質ジストロフィー
ミトコンドリア病
もやもや病
プリオン病
亜急性硬化性全脳炎
進行性多巣性白質脳炎
HTLV-1 関連脊髄症
特発性基底核石炭化症
全身性アミロイドーシス
ウルリッヒ病
遠位型ミオパチー
ベスレムミオパチー
自己貧食空砲性ミオパチー
シュワルツ・ヤンペル症候群
神経線維腫症
天胞瘡
表皮水泡症
膿疱性乾癬（汎発型）
スティーヴンス・ジョンソン
症候群

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14

15
16
17
18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

中毒性表皮壊死症
高安動脈炎
巨細胞性動脈炎
結節性多発動脈炎
顕微鏡的多発血管炎
多発血管炎性肉芽腫症
好酸球性多発血管炎性肉芽腫
症

39
40
41
42
43
44
45

悪性関節リウマチ
バージャー病
原発性抗リン脂質抗体症候群
全身性エリテマトーデス
皮膚筋炎 / 多発性筋炎
全身性強皮症
混合性結合組織病
シェーグレン症候群
成人スチル病
再発性多発軟骨炎
ベーチェット病
特発性拡張型心筋症
肥大型心筋症
拘束型心筋症
再生不良性貧血
自己免疫性溶血性貧血
発作性夜間ヘモグロビン尿症
特発性血小板減少性紫斑病
血栓性血小板減少性紫斑病
原発性免疫不全症候群
IgA 腎症
多発性嚢胞腎
黄色靭帯骨化症
後縦靭帯骨化症
広範脊柱菅狭窄症
特発性大腿骨頭壊死症
下垂体性 ADH 分泌異常症
下垂体性 TSH 分泌亢進症
下垂体性 PRL 分泌亢進症
クッシング病
下垂体性ゴナドトロピン分泌
亢進症
下垂体性成長ホルモン分泌亢
進症
下垂体前葉機能低下症
家族性高コレステロール血症

（ホモ接合体）
甲状腺ホルモン不応症
先天性副腎皮質酵素欠損症
先天性副腎低形成症

46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76

77

78
79

80
81
82

アジソン病83

サルコイドーシス
特発性間質性肺炎
肺動脈性肺高血圧症
肺静脈閉塞症 / 肺毛細血管腫
症
慢性血栓塞栓性肺高血圧症
リンパ脈管筋腫症
網膜色素変性症
バッド・ギアリ症候群
特発性門脈圧亢進症
原発性胆汁性胆管炎
原発性硬化性胆管炎
自己免疫性肝炎
クローン病
潰瘍性大腸炎

84
85
86
87

88
89
90
91
92
93
94
95
96
97

好酸球性消化菅疾患
慢性特発性偽性腸閉塞症
巨大膀胱短小結腸腸菅蠕動不
全症
腸管神経節細胞僅少症
ルビンシュタイン・テイビ症
候群
CFC 症候群
コステロ症候群
チャージ症候群
クリオピリン関連周期熱症候
群
若年性特発性関節炎
TNF 受容体関連周期性症候群
非典型溶血性尿毒症症候群
ブラウ症候群
先天性ミオパチー
マリネスコ・シェーグレン症
候群
筋ジストロフィー
非ジストロフィー性ミオト
ニー症候群
遺伝性周期性四肢麻痺
アトピー性脊髄炎
脊髄空洞症
脊髄髄膜瘤
アイザックス症候群
遺伝性ジストニア
神経フェリチン症
脳表ヘモジデリン沈着症
禿頭と変形性脊椎症を伴う常
染色体劣性白質脳症
皮質下梗塞と白質脳症を伴う
常染色体優性脳動脈症

98
99

100

101
102

103
104
105
106

107
108
109
110
111
112

113
114

115
116
117
118
119
120
121
122
123

124

神経軸索スフェロイド形成を
伴う遺伝性びまん性白質脳症
ペリー症候群
前頭側頭葉変性症
ビッカースタッフ脳幹脳炎
痙攣重積型（二相性）急性脳
症
先天性無痛無汗症
アレキサンダー病
先天性核上性球麻痺
メビウス症候群
中隔視神経形成異常症／ドモ
ルシア症候群
アイカルディ症候群
片側巨脳症
限局性皮質異形成
神経細胞移動異常症
先天性大脳白質形成不全症
ドラベ症候群
海馬硬化を伴う内側側頭葉て
んかん
ミオクロニー欠神てんかん

125

126
127
128
129

130
131
132
133
134

135
136
137
138
139
140
141

142
難病医療費助成の対象となる疾病 ミオクロニー脱力発作を伴う

てんかん
レノックス・ガストー症候群
ウエスト症候群
大田原症候群
早期ミオクロニー脳症
遊走性焦点発作を伴う乳児て
んかん
片側痙攣・片麻痺・てんかん
症候群
環状 20 番染色体症候群
ラスムッセン脳炎
PCDH19 関連症候群
難治頻回部分発作重積型急性
脳炎
徐波睡眠期持続性棘徐波を示
すてんかん性脳症
ランドウ・クレフナー症候群
レット症候群
スタージ・ウェーバー症候群
結節性硬化症
色素性乾皮症
先天性魚鱗癬
家族性良性慢性天疱瘡
類天疱瘡（後天性表皮水疱症
を含む。）
特発性後天性全身性無汗症
眼皮膚白皮症
肥厚性皮膚骨膜症
弾性線維性仮性黄色腫
マルファン症候群
エーラス・ダンロス症候群
メンケス病
オクシピタル・ホーン症候群
ウィルソン病
低ホスファターゼ症
VATER 症候群
那須・ハコラ病
ウィーバー症候群
コフィン・ローリー症候群
ジュベール症候群関連疾患
モワット・ウィルソン症候群
ウィリアムズ症候群
ATR － X 症候群
クルーゾン症候群
アペール症候群
ファイファー症候群
アントレー・ビクスラー症候
群
コフィン・シリス症候群
ロスムンド・トムソン症候群

143

144
145
146
147
148

149

150
151
152
153

154

155
156
157
158
159
160
161
162

163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184

185
186

歌舞伎症候群
多脾症候群
無脾症候群
鰓耳腎症候群
ウェルナー症候群
コケイン症候群
プラダー・ウィリ症候群
ソトス症候群
ヌーナン症候群
ヤング・シンプソン症候群
１ｐ３６欠失症候群
４ｐ欠失症候群
５ｐ欠失症候群
第 14 番染色体父親性ダイソ
ミー症候群
アンジェルマン症候群
スミス・マギニス症候群
２２ｑ１１．２欠失症候群
エマヌエル症候群
脆弱 X 症候群関連疾患
脆弱 X 症候群
総動脈幹遺残症

187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200

201
202
203
204
205
206
207

抗糸球体基底膜腎炎
一次性ネフローゼ症候群
一次性膜性増殖性糸球体腎炎
紫斑病性腎炎
先天性腎炎尿崩症
間質性膀胱炎（ハンナ型）
オスラー病
閉塞性細気管支炎
肺胞蛋白症（自己免疫性又は
先天性）
肺胞低換気症候群
α１－アンチトリプシン欠乏
症
カーニー複合
ウォルフラム症候群
ペルオキシソーム病　（副腎白
質ジストロフィーを除く。）
副甲状腺機能低下症
偽性副甲状腺機能低下症
副腎皮質刺激ホルモン不応症
ビタミン D 抵抗性くる病／骨
軟化症
ビタミン D 依存性くる病／骨
軟化症
フェニルケトン尿症
高チロシン血症１型
高チロシン血症２型
高チロシン血症３型
メープルシロップ尿症
プロピオン酸血症
メチルマロン酸血症
イソ吉草酸血症
グルコーストランスポーター
１欠損症
グルタル酸血症１型
グルタル酸血症２型

修正大血管転位症
完全大血管転位症
単心室症
左心低形成症候群
左尖弁閉鎖症
心室中隔欠損を伴わない肺動
脈閉鎖症
心室中隔欠損を伴う肺動脈閉
鎖症
ファロー四微症
両大血管右室起始症
エプスタイン病
アルポート症候群
ギャロウェイ・モワト症候群
急速進行性糸球体腎炎

208
209
210
211
212
213

214

215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229

230
231

232
233
234

235
236
237
238

239

240
241
242
243
244
245
246
247
248

249
250

尿素サイクル異常症
リジン尿性蛋白不耐症
先天性葉酸吸収不全
ポルフィリン症
複合カルボキシラーゼ欠損症
筋型糖原病
肝型糖原病
ガラクトースー 1―リン酸ウ
リジルトランスフェラーゼ欠
損症
レシチンコレステロールアシ
ルトランスフェラーゼ欠損症
シトステロール血症
タンジール病
原発性高カイロミクロン血症
脳腱黄色腫症
無βリポタンパク血症
脂肪萎縮症
家族性地中海熱
高 I ｇ D 症候群
中條・西村症候群

251
252
253
254
255
256
257
258

259

260
261
262
263
264
265
266
267
268

化膿性無菌性関節炎・壊疽性
膿皮症・アクネ症候群
慢性再発性多発性骨髄炎
強直性脊椎炎
進行性骨化性線維異形成症
肋骨異常を伴う先天性側弯症
骨形成不全症
タナトフォリック骨異形成症
軟骨無形成症
リンパ管腫症／ゴーハム病
巨大リンパ管奇形（頸部顔面
病変）
巨大静脈奇形（頸部口腔咽頭
びまん性病変）
巨大動静脈奇形（頸部顔面又
は四肢病変）
ク リ ッ ペ ル・ ト レ ノ ネ ー・
ウェーバー症候群
先天性赤血球形成異常性貧血
後天性赤芽球癆
ダイアモンド・ブラックファ
ン貧血
ファンコニ貧血
遺伝性鉄芽球性貧血
エプスタイン症候群
自己免疫性後天性凝固因子欠
乏症
クロンカイト・カナダ症候群
非特異性多発性小腸潰瘍症
ヒルシュスプルング病（全結
腸型又は小腸型）
総排泄腔外反症
総排泄腔遺症
先天性横隔膜ヘルニア
乳幼児肝巨大血管腫
胆道閉鎖症
アラジール症候群
遺伝性膵炎
嚢胞性線維症
I ｇ G ４関連疾患
黄斑ジストロフィー
レーベル遺伝性視神経症
アッシャー症候群
若年発症型両側性感音難聴
遅発性内リンパ水腫
好酸球性副鼻腔炎

269

270
271
272
273
274
275
276
277
278

279

280

281

282
283
284

285
286
287
288

289
290
291

292
293
294
295
296
297
298
299
300
301
302
303
304
305
306

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 難病医療費助成
なんびょういりょうひじょせい

たいしょうしっぺい しんだん とうがいしっぺい たい いりょう かか ひ よ う じ こな い よ う

ふ た ん ぶ ん じょせい

た い し ょ う
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●内 容 対象疾病と診断され、当該疾病に対する医療に係る費用について自己
負担分を助成します。

●対 象 対象疾患と診断され治療を受けている方 
（令和３年 1 1 月 1 日現在　対象疾病 352）

球脊髄性筋委縮症
筋委縮性側索硬化症
脊髄性筋委縮症
原発性側索硬化症
進行性核上性麻痺
パーキンソン病
大脳皮質基底核変性症
ハンチントン病
神経有棘赤血球症
シャルコー・マリー・トウー
ス病
重症筋無力症
先天性筋無力症候群
多発性硬化症 / 視神経脊髄炎
慢性炎症性脱髄性多発神経炎
/ 多巣性運動ニューロパチー
封入体筋炎
クロウ・深瀬症候群
多系統委縮症
脊髄小脳変性症（多系統委縮
症を除く。）
ライソゾーム病
副腎白質ジストロフィー
ミトコンドリア病
もやもや病
プリオン病
亜急性硬化性全脳炎
進行性多巣性白質脳炎
HTLV-1 関連脊髄症
特発性基底核石炭化症
全身性アミロイドーシス
ウルリッヒ病
遠位型ミオパチー
ベスレムミオパチー
自己貧食空砲性ミオパチー
シュワルツ・ヤンペル症候群
神経線維腫症
天胞瘡
表皮水泡症
膿疱性乾癬（汎発型）
スティーヴンス・ジョンソン
症候群

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14

15
16
17
18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

中毒性表皮壊死症
高安動脈炎
巨細胞性動脈炎
結節性多発動脈炎
顕微鏡的多発血管炎
多発血管炎性肉芽腫症
好酸球性多発血管炎性肉芽腫
症

39
40
41
42
43
44
45

悪性関節リウマチ
バージャー病
原発性抗リン脂質抗体症候群
全身性エリテマトーデス
皮膚筋炎 / 多発性筋炎
全身性強皮症
混合性結合組織病
シェーグレン症候群
成人スチル病
再発性多発軟骨炎
ベーチェット病
特発性拡張型心筋症
肥大型心筋症
拘束型心筋症
再生不良性貧血
自己免疫性溶血性貧血
発作性夜間ヘモグロビン尿症
特発性血小板減少性紫斑病
血栓性血小板減少性紫斑病
原発性免疫不全症候群
IgA 腎症
多発性嚢胞腎
黄色靭帯骨化症
後縦靭帯骨化症
広範脊柱菅狭窄症
特発性大腿骨頭壊死症
下垂体性 ADH 分泌異常症
下垂体性 TSH 分泌亢進症
下垂体性 PRL 分泌亢進症
クッシング病
下垂体性ゴナドトロピン分泌
亢進症
下垂体性成長ホルモン分泌亢
進症
下垂体前葉機能低下症
家族性高コレステロール血症

（ホモ接合体）
甲状腺ホルモン不応症
先天性副腎皮質酵素欠損症
先天性副腎低形成症

46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76

77

78
79

80
81
82

アジソン病83

サルコイドーシス
特発性間質性肺炎
肺動脈性肺高血圧症
肺静脈閉塞症 / 肺毛細血管腫
症
慢性血栓塞栓性肺高血圧症
リンパ脈管筋腫症
網膜色素変性症
バッド・ギアリ症候群
特発性門脈圧亢進症
原発性胆汁性胆管炎
原発性硬化性胆管炎
自己免疫性肝炎
クローン病
潰瘍性大腸炎

84
85
86
87

88
89
90
91
92
93
94
95
96
97

好酸球性消化菅疾患
慢性特発性偽性腸閉塞症
巨大膀胱短小結腸腸菅蠕動不
全症
腸管神経節細胞僅少症
ルビンシュタイン・テイビ症
候群
CFC 症候群
コステロ症候群
チャージ症候群
クリオピリン関連周期熱症候
群
若年性特発性関節炎
TNF 受容体関連周期性症候群
非典型溶血性尿毒症症候群
ブラウ症候群
先天性ミオパチー
マリネスコ・シェーグレン症
候群
筋ジストロフィー
非ジストロフィー性ミオト
ニー症候群
遺伝性周期性四肢麻痺
アトピー性脊髄炎
脊髄空洞症
脊髄髄膜瘤
アイザックス症候群
遺伝性ジストニア
神経フェリチン症
脳表ヘモジデリン沈着症
禿頭と変形性脊椎症を伴う常
染色体劣性白質脳症
皮質下梗塞と白質脳症を伴う
常染色体優性脳動脈症

98
99

100

101
102

103
104
105
106

107
108
109
110
111
112

113
114

115
116
117
118
119
120
121
122
123

124

神経軸索スフェロイド形成を
伴う遺伝性びまん性白質脳症
ペリー症候群
前頭側頭葉変性症
ビッカースタッフ脳幹脳炎
痙攣重積型（二相性）急性脳
症
先天性無痛無汗症
アレキサンダー病
先天性核上性球麻痺
メビウス症候群
中隔視神経形成異常症／ドモ
ルシア症候群
アイカルディ症候群
片側巨脳症
限局性皮質異形成
神経細胞移動異常症
先天性大脳白質形成不全症
ドラベ症候群
海馬硬化を伴う内側側頭葉て
んかん
ミオクロニー欠神てんかん

125

126
127
128
129

130
131
132
133
134

135
136
137
138
139
140
141

142
難病医療費助成の対象となる疾病 ミオクロニー脱力発作を伴う

てんかん
レノックス・ガストー症候群
ウエスト症候群
大田原症候群
早期ミオクロニー脳症
遊走性焦点発作を伴う乳児て
んかん
片側痙攣・片麻痺・てんかん
症候群
環状 20 番染色体症候群
ラスムッセン脳炎
PCDH19 関連症候群
難治頻回部分発作重積型急性
脳炎
徐波睡眠期持続性棘徐波を示
すてんかん性脳症
ランドウ・クレフナー症候群
レット症候群
スタージ・ウェーバー症候群
結節性硬化症
色素性乾皮症
先天性魚鱗癬
家族性良性慢性天疱瘡
類天疱瘡（後天性表皮水疱症
を含む。）
特発性後天性全身性無汗症
眼皮膚白皮症
肥厚性皮膚骨膜症
弾性線維性仮性黄色腫
マルファン症候群
エーラス・ダンロス症候群
メンケス病
オクシピタル・ホーン症候群
ウィルソン病
低ホスファターゼ症
VATER 症候群
那須・ハコラ病
ウィーバー症候群
コフィン・ローリー症候群
ジュベール症候群関連疾患
モワット・ウィルソン症候群
ウィリアムズ症候群
ATR － X 症候群
クルーゾン症候群
アペール症候群
ファイファー症候群
アントレー・ビクスラー症候
群
コフィン・シリス症候群
ロスムンド・トムソン症候群

143

144
145
146
147
148

149

150
151
152
153

154

155
156
157
158
159
160
161
162

163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184

185
186

歌舞伎症候群
多脾症候群
無脾症候群
鰓耳腎症候群
ウェルナー症候群
コケイン症候群
プラダー・ウィリ症候群
ソトス症候群
ヌーナン症候群
ヤング・シンプソン症候群
１ｐ３６欠失症候群
４ｐ欠失症候群
５ｐ欠失症候群
第 14 番染色体父親性ダイソ
ミー症候群
アンジェルマン症候群
スミス・マギニス症候群
２２ｑ１１．２欠失症候群
エマヌエル症候群
脆弱 X 症候群関連疾患
脆弱 X 症候群
総動脈幹遺残症

187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200

201
202
203
204
205
206
207

抗糸球体基底膜腎炎
一次性ネフローゼ症候群
一次性膜性増殖性糸球体腎炎
紫斑病性腎炎
先天性腎炎尿崩症
間質性膀胱炎（ハンナ型）
オスラー病
閉塞性細気管支炎
肺胞蛋白症（自己免疫性又は
先天性）
肺胞低換気症候群
α１－アンチトリプシン欠乏
症
カーニー複合
ウォルフラム症候群
ペルオキシソーム病　（副腎白
質ジストロフィーを除く。）
副甲状腺機能低下症
偽性副甲状腺機能低下症
副腎皮質刺激ホルモン不応症
ビタミン D 抵抗性くる病／骨
軟化症
ビタミン D 依存性くる病／骨
軟化症
フェニルケトン尿症
高チロシン血症１型
高チロシン血症２型
高チロシン血症３型
メープルシロップ尿症
プロピオン酸血症
メチルマロン酸血症
イソ吉草酸血症
グルコーストランスポーター
１欠損症
グルタル酸血症１型
グルタル酸血症２型

修正大血管転位症
完全大血管転位症
単心室症
左心低形成症候群
左尖弁閉鎖症
心室中隔欠損を伴わない肺動
脈閉鎖症
心室中隔欠損を伴う肺動脈閉
鎖症
ファロー四微症
両大血管右室起始症
エプスタイン病
アルポート症候群
ギャロウェイ・モワト症候群
急速進行性糸球体腎炎

208
209
210
211
212
213

214

215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229

230
231

232
233
234

235
236
237
238

239

240
241
242
243
244
245
246
247
248

249
250

尿素サイクル異常症
リジン尿性蛋白不耐症
先天性葉酸吸収不全
ポルフィリン症
複合カルボキシラーゼ欠損症
筋型糖原病
肝型糖原病
ガラクトースー 1―リン酸ウ
リジルトランスフェラーゼ欠
損症
レシチンコレステロールアシ
ルトランスフェラーゼ欠損症
シトステロール血症
タンジール病
原発性高カイロミクロン血症
脳腱黄色腫症
無βリポタンパク血症
脂肪萎縮症
家族性地中海熱
高 I ｇ D 症候群
中條・西村症候群

251
252
253
254
255
256
257
258

259

260
261
262
263
264
265
266
267
268

化膿性無菌性関節炎・壊疽性
膿皮症・アクネ症候群
慢性再発性多発性骨髄炎
強直性脊椎炎
進行性骨化性線維異形成症
肋骨異常を伴う先天性側弯症
骨形成不全症
タナトフォリック骨異形成症
軟骨無形成症
リンパ管腫症／ゴーハム病
巨大リンパ管奇形（頸部顔面
病変）
巨大静脈奇形（頸部口腔咽頭
びまん性病変）
巨大動静脈奇形（頸部顔面又
は四肢病変）
ク リ ッ ペ ル・ ト レ ノ ネ ー・
ウェーバー症候群
先天性赤血球形成異常性貧血
後天性赤芽球癆
ダイアモンド・ブラックファ
ン貧血
ファンコニ貧血
遺伝性鉄芽球性貧血
エプスタイン症候群
自己免疫性後天性凝固因子欠
乏症
クロンカイト・カナダ症候群
非特異性多発性小腸潰瘍症
ヒルシュスプルング病（全結
腸型又は小腸型）
総排泄腔外反症
総排泄腔遺症
先天性横隔膜ヘルニア
乳幼児肝巨大血管腫
胆道閉鎖症
アラジール症候群
遺伝性膵炎
嚢胞性線維症
I ｇ G ４関連疾患
黄斑ジストロフィー
レーベル遺伝性視神経症
アッシャー症候群
若年発症型両側性感音難聴
遅発性内リンパ水腫
好酸球性副鼻腔炎

269

270
271
272
273
274
275
276
277
278

279

280

281

282
283
284

285
286
287
288

289
290
291

292
293
294
295
296
297
298
299
300
301
302
303
304
305
306

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 難病医療費助成
なんびょういりょうひじょせい
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●助
 

成範囲 医療保険適用後の自己負担額から「月額自己負担上限額」を控除した額を
助成します（世帯の所得の課税状況に応じ、月額自己負担額が設定されて
います）。

●申請方法 保健所・保健センターへお問い合わせください。
※上記の難病医療費を受給されている方は「難病患者福祉手当」の対象と

なる場合があります（23・24ページを参照してください）。

●内 容 申請により広域連合が一定の障害があると認めた方は、後期高齢者医療
制度に加入することができます。

●対 象 65 歳以上 75 歳未満で、次のいずれかをお持ちの方
①国民年金証書（障害年金 1・2 級）
②身体障害者手帳 1 ～ 3 級・4 級の一部
　　< 身体障害者手帳 4 級の一部とは >
　　・下肢障害 4 級 1 号（両下肢の全ての指を欠くもの）
　　・下肢障害 4 級 3 号（一下肢を下腿の 2 分の 1 以上で欠くもの）
　　・下肢障害 4 級 4 号（一下肢の機能の著しい障害）
　　・音声・言語機能障害
③愛の手帳 1・2 度
④精神障害者保健福祉手帳 1・2 級

●申請方法 次のものを持参してください。
①国民年金証書または身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保
　健福祉手帳
②マイナンバーを証明する書類

β－ケトチオラーゼ欠損症
芳香族Ｌ－アミノ酸脱炭酸酵
素欠損症
メチルグルタコン酸尿症
遺伝性自己炎症疾患
大理石骨病
突発性血栓症（遺伝性血栓症
素因によるものに限る。）
前眼部形成異常
無虹彩症
先天性気管狭窄症／先天性声
門下狭窄症
特発性多中心性キャッスルマ
ン病

322
323

324
325
326
327

328
329
330

331

膠様滴状角膜ジストロフィー
ハッチンソン・ギルフォード
症候群
脳クレアチン欠乏症候群
ネフロン癆
家族性低βリポタンパク血症1
（ホモ接合体）

332
333

334
335
336

ホモシスチン尿症
進行性家族性肝内胆汁うっ滞
症
悪性高血圧
原発性骨髄繊維症
母斑症（指定難病のぞく）
肝内結石症

337
338

339
340
341
342

古典的特発性好酸球増多症候
群
びまん性汎細気管支炎

343

344
遺伝性 QT 延長症候群
網膜脈絡膜委縮症
スモン
劇症肝炎
重症急性膵炎
プリオン病（ヒト由来乾燥硬
膜移植によるクロイツフェル
ト・ヤコブ病に限る。）
人工透析を必要とする腎不全
先天性血液凝固因子欠乏症等

345
346
347
348
349
350

351
352

●内 容 在宅で精神疾患のために通院している場合に、保険と公費で医療費の９割
を負担し、通院にかかる医療費の自己負担が１割になる制度です。

●対 象 精神疾患（てんかん・認知症を含む）による通院治療を継続的に受けてい
る方。往診、デイケア、訪問看護、薬代も対象となります。

●申請方法 申請には次の書類などが必要です。
①診断書（所定のもの）※申請日時点で３カ月以内に発行されたもの
②医療保険の加入関係を示す書類
（１）国民健康保険（組合国保含む）、後期高齢者医療保険加入者

　受診者と同一の加入関係にある世帯全員の保険証の写し
（２）健康保険（被用者保険）加入者

　→ア 受診者の保険証の写しとイ 被保険者本人保険証の写し
　※アで被保険者本人が確認できる場合は、アのみで可。

③マイナンバーを証明する書類
④同意書または課税（非課税）証明書
※マイナンバーを使用して住民税情報を確認することについての同意書で

す。受診者と同一の保険に加入する方全員分の署名が必要になります。
マイナンバーを証明する書類または同意書をご用意できない方は課税

（非課税）証明書の提出が必要です。
⑤身元確認書類
診断書用紙は障害者福祉課、保健所、保健センターにあります。いずれの
窓口でもご申請いただけます。

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう

ざいたく せいしんしっかん つういん ば あ い ほ け ん こ う ひ い り ょ う ひ わり

ふ た ん つういん い り ょ う ひ じ こ ふ た ん わり せ い ど

カナバン病
進行性白質脳症
進行性ミオクローヌてんかん
先天異常症候群
先天性三尖弁狭窄症
先天性僧帽弁狭窄症
先天性肺静脈狭窄症
左肺動脈右肺動脈起始症
ネイルパテラ症候群　（爪膝蓋
骨症候群 / ＬＭＸ１Ｂ関連腎
症）
カルニチン回路異常症
三頭酵素欠損症
シトリン欠損症
セピアプテリン還元酵素（SR）
欠損症
先天性グリコシルホスファチ
ジルイノシトール　（ＧＰＩ）
欠損症
非ケトーシス型高グリシン血
症

307
308
309
310
311
312
313
314
315

316
317
318
319

320

321

じょせいはんい

しんせいほうほう

しんせい こういきれんごう いってい しょうがい みと かた こうきこうれいしゃいりょう 

せ い ど  かにゅう 

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 後期高齢者医療制度
こ う き こ う れ い し ゃ い り ょ う せ い ど

保険年金課　資格係
電話（3546）5362　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6753　FAX（3248）1322
中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 自立支援医療（精神通院）
じ り つ し え ん い り ょ う 　    せ い し ん つ う い ん

4
医
療

い
り
ょ
う

4
い
り
ょ
う

医
療
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●助
 

成範囲 医療保険適用後の自己負担額から「月額自己負担上限額」を控除した額を
助成します（世帯の所得の課税状況に応じ、月額自己負担額が設定されて
います）。

●申請方法 保健所・保健センターへお問い合わせください。
※上記の難病医療費を受給されている方は「難病患者福祉手当」の対象と

なる場合があります（23・24ページを参照してください）。

●内 容 申請により広域連合が一定の障害があると認めた方は、後期高齢者医療
制度に加入することができます。

●対 象 65 歳以上 75 歳未満で、次のいずれかをお持ちの方
①国民年金証書（障害年金 1・2 級）
②身体障害者手帳 1 ～ 3 級・4 級の一部
　　< 身体障害者手帳 4 級の一部とは >
　　・下肢障害 4 級 1 号（両下肢の全ての指を欠くもの）
　　・下肢障害 4 級 3 号（一下肢を下腿の 2 分の 1 以上で欠くもの）
　　・下肢障害 4 級 4 号（一下肢の機能の著しい障害）
　　・音声・言語機能障害
③愛の手帳 1・2 度
④精神障害者保健福祉手帳 1・2 級

●申請方法 次のものを持参してください。
①国民年金証書または身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保
　健福祉手帳
②マイナンバーを証明する書類

β－ケトチオラーゼ欠損症
芳香族Ｌ－アミノ酸脱炭酸酵
素欠損症
メチルグルタコン酸尿症
遺伝性自己炎症疾患
大理石骨病
突発性血栓症（遺伝性血栓症
素因によるものに限る。）
前眼部形成異常
無虹彩症
先天性気管狭窄症／先天性声
門下狭窄症
特発性多中心性キャッスルマ
ン病

322
323

324
325
326
327

328
329
330

331

膠様滴状角膜ジストロフィー
ハッチンソン・ギルフォード
症候群
脳クレアチン欠乏症候群
ネフロン癆
家族性低βリポタンパク血症1
（ホモ接合体）

332
333

334
335
336

ホモシスチン尿症
進行性家族性肝内胆汁うっ滞
症
悪性高血圧
原発性骨髄繊維症
母斑症（指定難病のぞく）
肝内結石症

337
338

339
340
341
342

古典的特発性好酸球増多症候
群
びまん性汎細気管支炎

343

344
遺伝性 QT 延長症候群
網膜脈絡膜委縮症
スモン
劇症肝炎
重症急性膵炎
プリオン病（ヒト由来乾燥硬
膜移植によるクロイツフェル
ト・ヤコブ病に限る。）
人工透析を必要とする腎不全
先天性血液凝固因子欠乏症等

345
346
347
348
349
350

351
352

●内 容 在宅で精神疾患のために通院している場合に、保険と公費で医療費の９割
を負担し、通院にかかる医療費の自己負担が１割になる制度です。

●対 象 精神疾患（てんかん・認知症を含む）による通院治療を継続的に受けてい
る方。往診、デイケア、訪問看護、薬代も対象となります。

●申請方法 申請には次の書類などが必要です。
①診断書（所定のもの）※申請日時点で３カ月以内に発行されたもの
②医療保険の加入関係を示す書類
（１）国民健康保険（組合国保含む）、後期高齢者医療保険加入者

　受診者と同一の加入関係にある世帯全員の保険証の写し
（２）健康保険（被用者保険）加入者

　→ア 受診者の保険証の写しとイ 被保険者本人保険証の写し
　※アで被保険者本人が確認できる場合は、アのみで可。

③マイナンバーを証明する書類
④同意書または課税（非課税）証明書
※マイナンバーを使用して住民税情報を確認することについての同意書で

す。受診者と同一の保険に加入する方全員分の署名が必要になります。
マイナンバーを証明する書類または同意書をご用意できない方は課税

（非課税）証明書の提出が必要です。
⑤身元確認書類
診断書用紙は障害者福祉課、保健所、保健センターにあります。いずれの
窓口でもご申請いただけます。

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう

ざいたく せいしんしっかん つういん ば あ い ほ け ん こ う ひ い り ょ う ひ わり

ふ た ん つういん い り ょ う ひ じ こ ふ た ん わり せ い ど

カナバン病
進行性白質脳症
進行性ミオクローヌてんかん
先天異常症候群
先天性三尖弁狭窄症
先天性僧帽弁狭窄症
先天性肺静脈狭窄症
左肺動脈右肺動脈起始症
ネイルパテラ症候群　（爪膝蓋
骨症候群 / ＬＭＸ１Ｂ関連腎
症）
カルニチン回路異常症
三頭酵素欠損症
シトリン欠損症
セピアプテリン還元酵素（SR）
欠損症
先天性グリコシルホスファチ
ジルイノシトール　（ＧＰＩ）
欠損症
非ケトーシス型高グリシン血
症

307
308
309
310
311
312
313
314
315

316
317
318
319

320

321

じょせいはんい

しんせいほうほう

しんせい こういきれんごう いってい しょうがい みと かた こうきこうれいしゃいりょう 

せ い ど  かにゅう 

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 後期高齢者医療制度
こ う き こ う れ い し ゃ い り ょ う せ い ど

保険年金課　資格係
電話（3546）5362　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6753　FAX（3248）1322
中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 自立支援医療（精神通院）
じ り つ し え ん い り ょ う 　    せ い し ん つ う い ん

4
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療
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4
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●内
な い よ う

容 看
か ん ご し

護師が家
か て い

庭を訪
ほうもん

問し、重
じゅうしょうしんしんしょうがいじ

症心身障害児（者
しゃ

）に対
たい

して医
いりょうてき

療的ケアや発
はったつ

達
療
りょういくしえん

育支援を行
おこな

います。また、家
か ぞ く

族に対
たい

して看
か ん ご ぎ じ ゅ つ し ど う

護技術指導や相
そうだん

談、助
じょげん

言を
行
おこな

います。
●対

た い し ょ う

象 都内在住の在宅の重症心身障害児（者）（重度の知的障害と重度の肢体不
自由が重複し、かつ 18 歳未満でその状態になった方）

●回
か い す う

数 訪問看護　週 1 回 
訪問健康診査　必要な場合のみ年 1 回  

●内
な い よ う

容 障
しょうがい

害のある方
かた

や要
ようかいごじょうたい

介護状態の方
かた

などで、自
じ ぶ ん

分でかかりつけ歯
し か い

科医を見
み

つけ
ることが困

こんなん

難な方
かた

に、身
み ぢ か

近な地
ち い き

域で適
てきせつ

切な歯
し か い り ょ う

科医療を受
う

けられるように「か
かりつけ歯

し か い

科医」の紹
しょうかい

介をします。

　障害のある方が地域で安心して暮らせる社会の実現のために平成 18 年４月から障害
者自立支援法が施行されました。その後、発達障害を同法の対象とすることや利用者負
担の見直し、相談支援体制の強化を図ること、障害児通所サービスについて児童福祉法
に一本化するなどの制度改正が行われてきました。
　平成 24 年には、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講
ずるための関係法律の整備に関する法律が公布され、平成 25 年 4 月から、法律名を「障
害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下「障害者総合支援法」
といいます。）と改正するとともに、サービスの対象者に難病患者等（一覧は 165 ～
167 ページ「対象疾病一覧」のとおり）を加えるなどの改正が行われました。
　さらに、平成 30 年 4 月 1 日、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する
ための法律及び児童福祉法の一部を改正する法律」が施行されました。
　これにより、障害のある方が自らの望む地域生活を営むことができるよう、「生活」
と「就労」に対する支援の一層の充実や高齢障害者による介護保険サービスの円滑な利
用を促進するための見直しが行われるとともに、障害児支援のニーズの多様化にきめ細
かく対応するための支援の拡充などの改正が行われました。
1  サービスの体系
　自立支援システムの全体像は、自立支援給付と地域生活支援事業で構成されています。

市町村

障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6753　FAX（3248）1322
中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 在宅重症心身障害児（者）訪問事業
ざいたくじゅうしょうしんしんしょうがいじ    　 し ゃ  　 ほ う も ん じ ぎ ょ う

管理課　保健係
電話（3546）5397　FAX（3544）0505

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） かかりつけ歯科医相談窓口
し か い そ う だ ん ま ど ぐ ち

介　護
か　　い　　ご

（１） 障害者総合支援法などについて
しょうがいしゃそうごうしえんほう

日常生活の援助５ に ち じ ょ う せ い か つ 　 　 え ん じ ょ

●内 容 精神障害のため精神科病室で入院治療を必要としている子どもに対し、
入院医療費から、各種保険を適用した後の自己負担額を公費助成します。
なお、入院時の食事標準負担額は自己負担です。

●対 象

な い よ う

た い し ょ う

せいしんしょうがい せいしんかびょうしつ にゅういんちりょう ひつよう こ たい

にゅういんいりょうひ かくしゅほけん てきよう あと じ こ ふ た ん が く  こうひじょせい 

にゅういんじ しょくじひょうじゅんふたんがく じ こ ふ た ん

（９） 小児精神病の医療費助成
しょうにせいしんびょう　    い り ょ う ひ じ ょ せ い

精神障害のため精神科病室に入院治療を必要としている満 18 歳未満の
子ども。ただし、入院治療を継続して行う場合は、満 20 歳の誕生月の
末日まで対象とする。
なお、病名が「てんかん」または「精神発達遅滞」のみの場合は対象外で
す。

介護給付 地域相談支援

自立支援医療

補装具

自立支援給付

児
・
者
害
障

●地域移行支援
●地域定着支援

訓練等給付
●自立訓練
●就労移行支援
●就労継続支援
●共同生活援助（グループホーム）
●就労定着支援
●自立生活援助

●更生医療
●育成医療※

●精神通院医療※

※実施主体は都道府県など

●居宅介護（ホームヘルプ）
●重度訪問介護
●同行援護（重度視覚障害者）
●行動援護
●療養介護
●生活介護
●短期入所（ショートステイ）
●重度障害者等包括支援
●施設入所支援

地域生活支援事業

●日常生活用具の給付又は貸与
●移動支援
●その他の日常生活または社会生活支援
（日中一時支援等）

●相談支援（関係機関との連絡調整、権利擁護）
●地域活動支援センター
（創作的活動、生産活動の機会提供、社会との交流促進など）

●意思疎通支援（手話通訳派遣など）

●専門性の高い相談支援　●広域的な対応が必要な事業　●人材育成 など
都道府県

支援

5
に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

日
常
生
活
の
援
助

4
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●内
な い よ う

容 看
か ん ご し

護師が家
か て い

庭を訪
ほうもん

問し、重
じゅうしょうしんしんしょうがいじ

症心身障害児（者
しゃ

）に対
たい

して医
いりょうてき

療的ケアや発
はったつ

達
療
りょういくしえん

育支援を行
おこな

います。また、家
か ぞ く

族に対
たい

して看
か ん ご ぎ じ ゅ つ し ど う

護技術指導や相
そうだん

談、助
じょげん

言を
行
おこな

います。
●対

た い し ょ う

象 都内在住の在宅の重症心身障害児（者）（重度の知的障害と重度の肢体不
自由が重複し、かつ 18 歳未満でその状態になった方）

●回
か い す う

数 訪問看護　週 1 回 
訪問健康診査　必要な場合のみ年 1 回  

●内
な い よ う

容 障
しょうがい

害のある方
かた

や要
ようかいごじょうたい

介護状態の方
かた

などで、自
じ ぶ ん

分でかかりつけ歯
し か い

科医を見
み

つけ
ることが困

こんなん

難な方
かた

に、身
み ぢ か

近な地
ち い き

域で適
てきせつ

切な歯
し か い り ょ う

科医療を受
う

けられるように「か
かりつけ歯
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　障害のある方が地域で安心して暮らせる社会の実現のために平成 18 年４月から障害
者自立支援法が施行されました。その後、発達障害を同法の対象とすることや利用者負
担の見直し、相談支援体制の強化を図ること、障害児通所サービスについて児童福祉法
に一本化するなどの制度改正が行われてきました。
　平成 24 年には、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講
ずるための関係法律の整備に関する法律が公布され、平成 25 年 4 月から、法律名を「障
害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下「障害者総合支援法」
といいます。）と改正するとともに、サービスの対象者に難病患者等（一覧は 165 ～
167 ページ「対象疾病一覧」のとおり）を加えるなどの改正が行われました。
　さらに、平成 30 年 4 月 1 日、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する
ための法律及び児童福祉法の一部を改正する法律」が施行されました。
　これにより、障害のある方が自らの望む地域生活を営むことができるよう、「生活」
と「就労」に対する支援の一層の充実や高齢障害者による介護保険サービスの円滑な利
用を促進するための見直しが行われるとともに、障害児支援のニーズの多様化にきめ細
かく対応するための支援の拡充などの改正が行われました。
1  サービスの体系
　自立支援システムの全体像は、自立支援給付と地域生活支援事業で構成されています。

市町村

障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6753　FAX（3248）1322
中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 在宅重症心身障害児（者）訪問事業
ざいたくじゅうしょうしんしんしょうがいじ    　 し ゃ  　 ほ う も ん じ ぎ ょ う

管理課　保健係
電話（3546）5397　FAX（3544）0505

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） かかりつけ歯科医相談窓口
し か い そ う だ ん ま ど ぐ ち

介　護
か　　い　　ご

（１） 障害者総合支援法などについて
しょうがいしゃそうごうしえんほう

日常生活の援助５ に ち じ ょ う せ い か つ 　 　 え ん じ ょ

●内 容 精神障害のため精神科病室で入院治療を必要としている子どもに対し、
入院医療費から、各種保険を適用した後の自己負担額を公費助成します。
なお、入院時の食事標準負担額は自己負担です。

●対 象

な い よ う

た い し ょ う

せいしんしょうがい せいしんかびょうしつ にゅういんちりょう ひつよう こ たい

にゅういんいりょうひ かくしゅほけん てきよう あと じ こ ふ た ん が く  こうひじょせい 

にゅういんじ しょくじひょうじゅんふたんがく じ こ ふ た ん

（９） 小児精神病の医療費助成
しょうにせいしんびょう　    い り ょ う ひ じ ょ せ い

精神障害のため精神科病室に入院治療を必要としている満 18 歳未満の
子ども。ただし、入院治療を継続して行う場合は、満 20 歳の誕生月の
末日まで対象とする。
なお、病名が「てんかん」または「精神発達遅滞」のみの場合は対象外で
す。

介護給付 地域相談支援

自立支援医療

補装具

自立支援給付

児
・
者
害
障

●地域移行支援
●地域定着支援

訓練等給付
●自立訓練
●就労移行支援
●就労継続支援
●共同生活援助（グループホーム）
●就労定着支援
●自立生活援助

●更生医療
●育成医療※

●精神通院医療※

※実施主体は都道府県など

●居宅介護（ホームヘルプ）
●重度訪問介護
●同行援護（重度視覚障害者）
●行動援護
●療養介護
●生活介護
●短期入所（ショートステイ）
●重度障害者等包括支援
●施設入所支援

地域生活支援事業

●日常生活用具の給付又は貸与
●移動支援
●その他の日常生活または社会生活支援
（日中一時支援等）

●相談支援（関係機関との連絡調整、権利擁護）
●地域活動支援センター
（創作的活動、生産活動の機会提供、社会との交流促進など）

●意思疎通支援（手話通訳派遣など）

●専門性の高い相談支援　●広域的な対応が必要な事業　●人材育成 など
都道府県

支援
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２　対象となるサービス
〔自立支援給付〕
○介護給付
　障害のある方が日常生活を営む上で必要となる介護支援を提供します。
○訓練等給付
　障害のある方が地域で生活を行うために、一定期間訓練的支援を提供します。

介　護　給　付　費

居宅介護

内　
容

（１）身体介護　自宅で、入浴、排せつ、食事の介助および身体
介護を伴う通院介助を行います。

（２）家事援助　居宅の掃除、洗濯などの介助および身体介護を
伴わない通院介助を行います。

対　
象

身体障害者・知的障害者・精神障害者（発達障害を含む）・障害児・
障害者総合支援法の対象となる難病患者で、障害支援区分が１以
上の方
ただし身体介護を伴う通院介助の場合は障害支援区分が２以上の方

重度訪問介護

内　
容

自宅または居宅に相当する場所として厚生労働省令で定める場所
で、食事や排せつなどの身体介護、調理や洗濯などの家事援助、
外出時の移動支援、コミュニケーション支援を行います。

対　
象

重度の障害があり常時介護を要する方で、次のいずれかに該当する方
（１）障害支援区分が４以上で、以下のどちらにも該当する方 
①二肢以上に麻痺等があること②障害支援区分の認定調査項目の
うち「歩行」「移乗」「排尿」「排便」が全て「支援が不要」以外
と認定されていること

（２）障害支援区分が４以上で、障害支援区分の認定調査項目の
うち行動関連項目等（12 項目）の合計点数が 10 点以上の方

同行援護
容
内 外出に同行し、移動に必要な情報の提供（代筆・代読を含む）お

よび移動の援護などの外出支援を行います。

象
対 移動が著しく困難な視覚障害のある方で、同行援護アセスメント

票の項目中、「１～３」のいずれかが１点以上であり、かつ「４」
の点数が１点以上の方

行動援護

容
内 自己判断能力が制限されている方が行動するときに、危険を回避

するために必要な支援を行います。

対　
象

知的障害者・精神障害者・障害児で常時介護を要する方のうち、
次の全てに該当する方

（１）障害支援区分が３以上の方
（２）障害支援区分の認定調査項目のうち、行動関連項目等（12
項目）の合計点数が 10 点以上の方

重度障害者等
包括支援

容
内 介護の必要性がとても高い方に、居宅介護等複数のサービスを包

括的に行います。

対　
象

常時介護を要し、その介護の程度が著しく高く、障害支援区分６
（要介護５程度）に該当する方のうち意思疎通に著しい困難を有
する方かつ以下のいずれかに該当する方

（１）重度訪問介護の対象者で、四肢全てに麻痺があり、寝たき
りの状態にある方（ALS など気管切開を伴う人工呼吸器による呼
吸管理を行っている身体障害者または最重度知的障害者）

（２）障害支援区分の認定調査項目のうち、行動関連項目等（12
項目）の合計点数が 10 点以上の方

介　護　給　付　費

短期入所
（ショートス
テイ）

容
内 自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含めて、

施設で入浴・排せつ・食事の介護などを行います。

象
対 身体障害者・知的障害者・精神障害者（発達障害を含む）・障害児・

障害者総合支援法の対象となる難病患者で、障害支援区分が１以
上の方

療養介護
容
内 医療と常時介護を必要とする方に、医療機関で機能訓練、療養上

の管理・看護・介護、および日常生活の世話を行います。

象
対 医療的ケアを必要とする障害のある方または障害者総合支援法の

対象となる難病患者で、障害支援区分が１以上の方

生活介護
容
内 常に介護を必要とする方に、昼間、入浴・排せつ・食事の介護など

を行うとともに、創作活動または生産活動の機会を提供します。

象
対 身体障害者・知的障害者・精神障害者（発達障害を含む）・障害者

総合支援法の対象となる難病患者で、障害支援区分が１以上の方

施設入所支援
容
内 施設に入所する方に、夜間や休日、入浴・排せつ・食事の介護な

どを行います。

象
対 身体障害者・知的障害者・精神障害者（発達障害を含む）・障害者

総合支援法の対象となる難病患者で、障害支援区分が１以上の方
訓　練　等　給　付　費

自立訓練
（機能訓練・
生活訓練）

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機
能または生活能力の向上のために必要な訓練を行います。

就労移行支援 一般企業などへの就労を希望する方に、一定期間、就労に必要な知
識および能力の向上のために必要な訓練を行います。

就労継続支援 
A 型（雇用型） 
B 型
　（非雇用型）

一般企業などへの就労が困難な方に、働く場を提供するとともに、
知識および能力の向上のために必要な訓練を行います。

就労定着支援
容
内 一般企業などへの就労に伴い、生活面の課題に対応できるよう、

事業所や家族との連絡調整などの支援を行います。

象
対 就労移行支援などの利用を経て一般企業などへ就労して６カ月以

上経過し、就労に伴う環境変化により生活面の課題が生じている
方

共同生活援助
（グループ
ホーム）

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行
います。

自立生活援助
容
内 定期的な巡回訪問や随時の対応により、円滑な地域生活に向けた

相談・助言等を行います。

象
対 施設入所支援や共同生活援助を利用していた方で、地域生活を始

めた方
自　立　支　援　医　療

従来の更生医療、育成医療、精神通院医療が統合されたものです。
補　装　具

障害のある方の身体機能を補完、代替し、かつ、長時間継続して使用される
義肢、装具、車いすなどの購入費・修理費の給付を行います。
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２　対象となるサービス
〔自立支援給付〕
○介護給付
　障害のある方が日常生活を営む上で必要となる介護支援を提供します。
○訓練等給付
　障害のある方が地域で生活を行うために、一定期間訓練的支援を提供します。

介　護　給　付　費

居宅介護

内　
容

（１）身体介護　自宅で、入浴、排せつ、食事の介助および身体
介護を伴う通院介助を行います。

（２）家事援助　居宅の掃除、洗濯などの介助および身体介護を
伴わない通院介助を行います。

対　
象

身体障害者・知的障害者・精神障害者（発達障害を含む）・障害児・
障害者総合支援法の対象となる難病患者で、障害支援区分が１以
上の方
ただし身体介護を伴う通院介助の場合は障害支援区分が２以上の方

重度訪問介護

内　
容

自宅または居宅に相当する場所として厚生労働省令で定める場所
で、食事や排せつなどの身体介護、調理や洗濯などの家事援助、
外出時の移動支援、コミュニケーション支援を行います。

対　
象

重度の障害があり常時介護を要する方で、次のいずれかに該当する方
（１）障害支援区分が４以上で、以下のどちらにも該当する方 
①二肢以上に麻痺等があること②障害支援区分の認定調査項目の
うち「歩行」「移乗」「排尿」「排便」が全て「支援が不要」以外
と認定されていること

（２）障害支援区分が４以上で、障害支援区分の認定調査項目の
うち行動関連項目等（12 項目）の合計点数が 10 点以上の方

同行援護
容
内 外出に同行し、移動に必要な情報の提供（代筆・代読を含む）お

よび移動の援護などの外出支援を行います。

象
対 移動が著しく困難な視覚障害のある方で、同行援護アセスメント

票の項目中、「１～３」のいずれかが１点以上であり、かつ「４」
の点数が１点以上の方

行動援護

容
内 自己判断能力が制限されている方が行動するときに、危険を回避

するために必要な支援を行います。

対　
象

知的障害者・精神障害者・障害児で常時介護を要する方のうち、
次の全てに該当する方

（１）障害支援区分が３以上の方
（２）障害支援区分の認定調査項目のうち、行動関連項目等（12
項目）の合計点数が 10 点以上の方

重度障害者等
包括支援

容
内 介護の必要性がとても高い方に、居宅介護等複数のサービスを包

括的に行います。

対　
象

常時介護を要し、その介護の程度が著しく高く、障害支援区分６
（要介護５程度）に該当する方のうち意思疎通に著しい困難を有
する方かつ以下のいずれかに該当する方

（１）重度訪問介護の対象者で、四肢全てに麻痺があり、寝たき
りの状態にある方（ALS など気管切開を伴う人工呼吸器による呼
吸管理を行っている身体障害者または最重度知的障害者）

（２）障害支援区分の認定調査項目のうち、行動関連項目等（12
項目）の合計点数が 10 点以上の方

介　護　給　付　費

短期入所
（ショートス
テイ）

容
内 自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含めて、

施設で入浴・排せつ・食事の介護などを行います。

象
対 身体障害者・知的障害者・精神障害者（発達障害を含む）・障害児・

障害者総合支援法の対象となる難病患者で、障害支援区分が１以
上の方

療養介護
容
内 医療と常時介護を必要とする方に、医療機関で機能訓練、療養上

の管理・看護・介護、および日常生活の世話を行います。

象
対 医療的ケアを必要とする障害のある方または障害者総合支援法の

対象となる難病患者で、障害支援区分が１以上の方

生活介護
容
内 常に介護を必要とする方に、昼間、入浴・排せつ・食事の介護など

を行うとともに、創作活動または生産活動の機会を提供します。

象
対 身体障害者・知的障害者・精神障害者（発達障害を含む）・障害者

総合支援法の対象となる難病患者で、障害支援区分が１以上の方

施設入所支援
容
内 施設に入所する方に、夜間や休日、入浴・排せつ・食事の介護な

どを行います。

象
対 身体障害者・知的障害者・精神障害者（発達障害を含む）・障害者

総合支援法の対象となる難病患者で、障害支援区分が１以上の方
訓　練　等　給　付　費

自立訓練
（機能訓練・
生活訓練）

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機
能または生活能力の向上のために必要な訓練を行います。

就労移行支援 一般企業などへの就労を希望する方に、一定期間、就労に必要な知
識および能力の向上のために必要な訓練を行います。

就労継続支援 
A 型（雇用型） 
B 型
　（非雇用型）

一般企業などへの就労が困難な方に、働く場を提供するとともに、
知識および能力の向上のために必要な訓練を行います。

就労定着支援
容
内 一般企業などへの就労に伴い、生活面の課題に対応できるよう、

事業所や家族との連絡調整などの支援を行います。

象
対 就労移行支援などの利用を経て一般企業などへ就労して６カ月以

上経過し、就労に伴う環境変化により生活面の課題が生じている
方

共同生活援助
（グループ
ホーム）

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行
います。

自立生活援助
容
内 定期的な巡回訪問や随時の対応により、円滑な地域生活に向けた

相談・助言等を行います。

象
対 施設入所支援や共同生活援助を利用していた方で、地域生活を始

めた方
自　立　支　援　医　療

従来の更生医療、育成医療、精神通院医療が統合されたものです。
補　装　具

障害のある方の身体機能を補完、代替し、かつ、長時間継続して使用される
義肢、装具、車いすなどの購入費・修理費の給付を行います。

5
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活
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〔地域生活支援事業〕
地域生活支援事業は、区市町村が創意工夫し、地域の特性や利用者の状況に応じて柔軟
に実施することによって、障害者（児）の自立を支援する事業です。利用方法などにつ
いては、お問い合わせください。

サービス名 内　容
相談支援 総合的な相談、権利擁護のための支援などを行います。
意思疎通支援
（コミュニケーション支援） 手話通訳者・要約筆記者派遣などを行います。

日常生活用具給付 日常生活上の便宜を図るための用具費の支給を行います。
移動支援 外出時の移動を支援します。

地域活動支援センター 創作活動・生産活動の機会の提供、社会との交流などを
行う施設です。

日中一時支援 日常介護にあたる方の疾病や休養のため、日中の一時的
な保護を施設で行います。

訪問入浴サービス 家庭での入浴が困難な障害のある方に対し、巡回入浴車
による訪問入浴サービスを行います。

自動車運転教習費助成 障害のある方の自動車運転免許取得の費用の一部を助成します。
自動車改造費助成 自らが所有し運転する自動車の改造費の一部を助成します。

就職支度金給付 就労移行支援事業等利用者が就職などにより施設を退所
する場合に就職支度金の給付を行います。

３　障害児を対象としたサービス
　障害児を対象とした施設・事業は、平成 24年 4月から児童福祉法に一本化され、体
系も再編されました。また、通所支援については、実施主体が区市町村となりました。

※医療型児童発達支援は、令和６年４月から児童発達支援に一元化されます。

サービス名 内　容 対　象

援
支
所
通
児
害
障

児童発達支援
日常生活における基本的な動作の
指導、知識技能の付与および集団
生活への適応訓練を行います。

障害のある未就学児で、通所
による療育などの支援が必要
な方

医療型児童
発達支援　※

肢体不自由の障害児または重症心
身障害児を対象に、児童発達支援
および治療を行います。

障害のある未就学児で、通所
による療育などの支援が必要
な方

居宅訪問型
児童発達支援

障害児の居宅を訪問し、日常生活
における基本的な動作の指導、知
識技能の付与などの支援を行い
ます。

重症心身障害児などの重度の
障害児で、児童発達支援など
の障害児通所支援を受けるた
めに外出することが著しく困
難な方

放課後等デイ
サービス

日常生活における基本的な動作の
指導、知識技能の付与および集団
生活への適応訓練を行います。

障害のある就学児で、通所に
よる療育などの支援が必要な
方

保育所等
訪問支援

障害児が集団生活を営む施設を訪
問し、当該施設における障害児以
外の児童との集団生活への適応の
ための専門的な支援その他の便宜
を供与します。

幼稚園・学校などにおける障
害児以外の児童との集団生活
への適応のための専門的な支
援が必要な方

　前ページのサービスを利用するにあたり、利用について申請を行い、支給決定を受け
た後、利用する事業者と契約を結びます。
　障害者総合支援法の居宅サービスと通所支援サービスの一体的な提供も可能です。
　なお、18歳未満の障害児入所サービスについては、専門的な判断を行う必要がある
ため、引き続き東京都児童相談センター（15・19ページ）が窓口です。
４　相談支援
　障害福祉サービス・地域相談支援、または障害児通所支援を申請した場合は、サービ
ス等利用計画案または障害児支援利用計画案を提出していただきます。
　サービス等利用計画案とは、障害者の自立した地域生活の支援を効果的に行うため、
必要なサービスが継続的かつ計画的に提供されるよう作成されるものです。利用者の意
向をサービスなどに反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることができる
ほか、支援者が個別支援計画を立てるときや、サービスを提供する際に、共通の目標を
持つことができます（障害児支援利用計画案も同様です）。
　計画の作成は、指定特定相談支援事業者・指定障害児相談支援事業者（128ページ）
が行います。
　なお、計画の作成にあたって費用の利用者負担はありません。
　相談支援事業の内容および対象者は、次のとおりです。

名
業
事 内　容 対　象　者

援
支
談
相
画
計 サービス利用
支援

障害福祉サービスなどの利用を希望する
方について、心身の状況などを勘案し、
サービス等利用計画を作成します。 障害福祉サービスなど

の利用を希望する方
継続サービス
利用支援

計画の内容について一定期間ごとに検証
（モニタリング）を行い、必要に応じて
計画の変更などを行います。

援
支
談
相
域
地 地域移行支援

地域での生活に移行するための相談、外
出への同行支援、関係機関との調整など
の支援を行います。

地域定着支援
居宅において単身などで生活する障害の
ある方に対して、常時の連絡体制を確保
し、緊急時の相談などに対応します。

居宅において単身であ
るため、緊急時の支援
が見込めない状況にあ
る障害のある方

援
支
談
相
児
害
障 障害児支援
利用援助

障害児通所支援などの利用を希望する方
について、心身の状況などを勘案し、障
害児支援利用計画を作成します。 障害児通所支援などの

利用を希望する方
継続障害児
支援利用援助

計画の内容について一定期間ごとに検証
（モニタリング）を行い、必要に応じて
計画の変更などを行います。

施設や精神科病院に入
所・入院している方

5
日
常
生
活
の
援
助

に
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せ
い
か
つ
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〔地域生活支援事業〕
地域生活支援事業は、区市町村が創意工夫し、地域の特性や利用者の状況に応じて柔軟
に実施することによって、障害者（児）の自立を支援する事業です。利用方法などにつ
いては、お問い合わせください。

サービス名 内　容
相談支援 総合的な相談、権利擁護のための支援などを行います。
意思疎通支援
（コミュニケーション支援） 手話通訳者・要約筆記者派遣などを行います。

日常生活用具給付 日常生活上の便宜を図るための用具費の支給を行います。
移動支援 外出時の移動を支援します。

地域活動支援センター 創作活動・生産活動の機会の提供、社会との交流などを
行う施設です。

日中一時支援 日常介護にあたる方の疾病や休養のため、日中の一時的
な保護を施設で行います。

訪問入浴サービス 家庭での入浴が困難な障害のある方に対し、巡回入浴車
による訪問入浴サービスを行います。

自動車運転教習費助成 障害のある方の自動車運転免許取得の費用の一部を助成します。
自動車改造費助成 自らが所有し運転する自動車の改造費の一部を助成します。

就職支度金給付 就労移行支援事業等利用者が就職などにより施設を退所
する場合に就職支度金の給付を行います。

３　障害児を対象としたサービス
　障害児を対象とした施設・事業は、平成 24年 4月から児童福祉法に一本化され、体
系も再編されました。また、通所支援については、実施主体が区市町村となりました。

※医療型児童発達支援は、令和６年４月から児童発達支援に一元化されます。

サービス名 内　容 対　象

援
支
所
通
児
害
障

児童発達支援
日常生活における基本的な動作の
指導、知識技能の付与および集団
生活への適応訓練を行います。

障害のある未就学児で、通所
による療育などの支援が必要
な方

医療型児童
発達支援　※

肢体不自由の障害児または重症心
身障害児を対象に、児童発達支援
および治療を行います。

障害のある未就学児で、通所
による療育などの支援が必要
な方

居宅訪問型
児童発達支援

障害児の居宅を訪問し、日常生活
における基本的な動作の指導、知
識技能の付与などの支援を行い
ます。

重症心身障害児などの重度の
障害児で、児童発達支援など
の障害児通所支援を受けるた
めに外出することが著しく困
難な方

放課後等デイ
サービス

日常生活における基本的な動作の
指導、知識技能の付与および集団
生活への適応訓練を行います。

障害のある就学児で、通所に
よる療育などの支援が必要な
方

保育所等
訪問支援

障害児が集団生活を営む施設を訪
問し、当該施設における障害児以
外の児童との集団生活への適応の
ための専門的な支援その他の便宜
を供与します。

幼稚園・学校などにおける障
害児以外の児童との集団生活
への適応のための専門的な支
援が必要な方

　前ページのサービスを利用するにあたり、利用について申請を行い、支給決定を受け
た後、利用する事業者と契約を結びます。
　障害者総合支援法の居宅サービスと通所支援サービスの一体的な提供も可能です。
　なお、18歳未満の障害児入所サービスについては、専門的な判断を行う必要がある
ため、引き続き東京都児童相談センター（15・19ページ）が窓口です。
４　相談支援
　障害福祉サービス・地域相談支援、または障害児通所支援を申請した場合は、サービ
ス等利用計画案または障害児支援利用計画案を提出していただきます。
　サービス等利用計画案とは、障害者の自立した地域生活の支援を効果的に行うため、
必要なサービスが継続的かつ計画的に提供されるよう作成されるものです。利用者の意
向をサービスなどに反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることができる
ほか、支援者が個別支援計画を立てるときや、サービスを提供する際に、共通の目標を
持つことができます（障害児支援利用計画案も同様です）。
　計画の作成は、指定特定相談支援事業者・指定障害児相談支援事業者（128ページ）
が行います。
　なお、計画の作成にあたって費用の利用者負担はありません。
　相談支援事業の内容および対象者は、次のとおりです。

名
業
事 内　容 対　象　者

援
支
談
相
画
計 サービス利用
支援

障害福祉サービスなどの利用を希望する
方について、心身の状況などを勘案し、
サービス等利用計画を作成します。 障害福祉サービスなど

の利用を希望する方
継続サービス
利用支援

計画の内容について一定期間ごとに検証
（モニタリング）を行い、必要に応じて
計画の変更などを行います。

援
支
談
相
域
地 地域移行支援

地域での生活に移行するための相談、外
出への同行支援、関係機関との調整など
の支援を行います。

地域定着支援
居宅において単身などで生活する障害の
ある方に対して、常時の連絡体制を確保
し、緊急時の相談などに対応します。

居宅において単身であ
るため、緊急時の支援
が見込めない状況にあ
る障害のある方

援
支
談
相
児
害
障 障害児支援
利用援助

障害児通所支援などの利用を希望する方
について、心身の状況などを勘案し、障
害児支援利用計画を作成します。 障害児通所支援などの

利用を希望する方
継続障害児
支援利用援助

計画の内容について一定期間ごとに検証
（モニタリング）を行い、必要に応じて
計画の変更などを行います。

施設や精神科病院に入
所・入院している方

5
日
常
生
活
の
援
助

に
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じ
ょ
う
せ
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5  サービス等利用の手続き
　障害のある方の福祉サービスの必要性を総合的に判定するため、支給決定の各段階に
　おいて、下記①～④を把握した上で、支給決定を行います。

① 心身の状況（障害支援区分）
② 社会活動や介護者、居住等の状況
③ サービスの利用意向
④ 訓練・就労に関する評価

（障害支援区分）
　障害支援区分とは、障害のある方に対する介護給付の必要度を表す6段階の区分（区
分1～6：区分6の方が障害内容が重度）です。身体障害、知的障害、精神障害、難病等
の特性が反映できるよう配慮しつつ、共通の基準とするために平成26年4月に「障害程
度区分」から「障害支援区分」に変更されました。

相談
・

申し込み

障害支援
区分の

一次判定
〔区〕

児童福祉法による障害児通所支援等

勘案事項
調査

〔区〕

サービスの
利用意向の

聴取
〔区〕

障害支援
区分の認定

〔区〕
支給決定

〔区〕
暫定支給
決定
〔区〕

審査会の
意見聴取

議
会
者
当
担

成
作
画
計
用
利

グ
ン
リ
タ
ニ
モ

サービス等利　　　　　 用計画案作成

二次判定
〔中央区障害支
援区分審査会〕

医師意見書

介護給付を
希望する場合

訓練等給付を
希望する場合

請
申
用
利 地域生活

就 労
日中活動
介 護 者
居 住

等

相談支　　　　援事業者

勘案事項
調査

〔区〕

サービスの
利用意向の

聴取
〔区〕

障害児支援利　　　　　 用計画案作成

5 領域
11項目調査
医療機関
等

相談支　　　　援事業者

〈障害者の場合〉

〈障害児の場合〉

①障害者の心身の
状況を判定する
ため、80項目の
アセスメントを
行います

②審査会は、障害
保健福祉をよく
知る委員で構成
されます

③介 護 給 付 で は
区分 1～6 の認
定が行われます

〔   　〕相談支援
事業者
（区）

相談
・

申し込み

請
申
用
利

〔   　〕相談支援
事業者
（区）

者
業
事
援
支
談
相

者
業
事
援
支
談
相

支給決定
〔区〕

議
会
者
当
担

援
支
児
害
障

成
作
画
計
用
利

グ
ン
リ
タ
ニ
モ

者
業
事
援
支
談
相

者
業
事
援
支
談
相

訓練・就労
評価項目

個別支援
計画

一定期間、サービスを利用し、
①ご本人の利用意思の確認

②サービスが適切かどうかを確認
確認ができたら、評価項目にそった一人ひとりの個
別支援計画を作成し、その結果を踏まえ本支給決定
が行われます

　障害の多様な特性その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の度合い
を総合的に判定するために、80 項目の調査を行い、医師意見書からの 20 項目を加え
た 100 項目で 1 次判定を行い、中央区障害支援区分審査会での総合的な判定を踏まえ
て区が認定することになりました。
　訓練等給付を利用する方は原則として障害支援区分の認定は必要ありません。

６　利用者負担と軽減策
　①利用者負担額の負担上限月額の設定

利用者負担については、次ページの表のとおり所得に応じた負担上限月額が設定さ
れています。ただし、1 割負担のほうが低い場合には１割負担の額となります。
また、食費や水道光熱費については実費負担となります。

　②高額障害福祉サービス等給付費等
同じ世帯の中で障害福祉サービス等を利用する方が複数いる場合や同一人が介護
保険サービスを利用している場合など、利用者負担額が基準額まで軽減されます。
基準額を超えて負担額を支払った場合には、高額障害福祉サービス等給付費等が支
給されます。

相談
・

申し込み

障害支援
区分の

一次判定
〔区〕

児童福祉法による障害児通所支援等

勘案事項
調査

〔区〕

サービスの
利用意向の

聴取
〔区〕

障害支援
区分の認定

〔区〕
支給決定

〔区〕
暫定支給
決定
〔区〕

審査会の
意見聴取

議
会
者
当
担

成
作
画
計
用
利

グ
ン
リ
タ
ニ
モ

サービス等利　　　　　 用計画案作成

二次判定
〔中央区障害支
援区分審査会〕

医師意見書

介護給付を
希望する場合

訓練等給付を
希望する場合

請
申
用
利 地域生活

就 労
日中活動
介 護 者
居 住

等

相談支　　　　援事業者

勘案事項
調査

〔区〕

サービスの
利用意向の

聴取
〔区〕

障害児支援利　　　　　 用計画案作成

5 領域
11項目調査
医療機関
等

相談支　　　　援事業者

〈障害者の場合〉

〈障害児の場合〉

①障害者の心身の
状況を判定する
ため、80項目の
アセスメントを
行います

②審査会は、障害
保健福祉をよく
知る委員で構成
されます

③介 護 給 付 で は
区分 1～6 の認
定が行われます

〔   　〕相談支援
事業者
（区）

相談
・

申し込み
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申
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利

〔   　〕相談支援
事業者
（区）

者
業
事
援
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者
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援
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支給決定
〔区〕
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援
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者
業
事
援
支
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者
業
事
援
支
談
相

訓練・就労
評価項目

個別支援
計画

一定期間、サービスを利用し、
①ご本人の利用意思の確認

②サービスが適切かどうかを確認
確認ができたら、評価項目にそった一人ひとりの個
別支援計画を作成し、その結果を踏まえ本支給決定
が行われます

（基準額は、次ページの表にある区分別に、一般＝ 37,200 円、低所得＝ 0 円）
合算の対象とする利用者負担
・障害福祉サービス
・補装具（ただし、同一人が障害福祉サービス等を併用している場合に限る）
・介護保険サービス（ただし、同一人が障害福祉サービスを併用している場合に限る）
・障害児通所支援
・障害児入所支援

5
日
常
生
活
の
援
助

に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

5
に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

日
常
生
活
の
援
助

46障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



5  サービス等利用の手続き
　障害のある方の福祉サービスの必要性を総合的に判定するため、支給決定の各段階に
　おいて、下記①～④を把握した上で、支給決定を行います。

① 心身の状況（障害支援区分）
② 社会活動や介護者、居住等の状況
③ サービスの利用意向
④ 訓練・就労に関する評価

（障害支援区分）
　障害支援区分とは、障害のある方に対する介護給付の必要度を表す6段階の区分（区
分1～6：区分6の方が障害内容が重度）です。身体障害、知的障害、精神障害、難病等
の特性が反映できるよう配慮しつつ、共通の基準とするために平成26年4月に「障害程
度区分」から「障害支援区分」に変更されました。
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申し込み

障害支援
区分の

一次判定
〔区〕

児童福祉法による障害児通所支援等

勘案事項
調査

〔区〕

サービスの
利用意向の

聴取
〔区〕

障害支援
区分の認定

〔区〕
支給決定
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暫定支給
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〔区〕

審査会の
意見聴取
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サービス等利　　　　　 用計画案作成

二次判定
〔中央区障害支
援区分審査会〕

医師意見書

介護給付を
希望する場合

訓練等給付を
希望する場合

請
申
用
利 地域生活

就 労
日中活動
介 護 者
居 住

等

相談支　　　　援事業者

勘案事項
調査

〔区〕

サービスの
利用意向の

聴取
〔区〕

障害児支援利　　　　　 用計画案作成

5 領域
11項目調査
医療機関
等

相談支　　　　援事業者

〈障害者の場合〉

〈障害児の場合〉

①障害者の心身の
状況を判定する
ため、80項目の
アセスメントを
行います

②審査会は、障害
保健福祉をよく
知る委員で構成
されます

③介 護 給 付 で は
区分 1～6 の認
定が行われます

〔   　〕相談支援
事業者
（区）

相談
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申し込み
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利
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評価項目

個別支援
計画

一定期間、サービスを利用し、
①ご本人の利用意思の確認

②サービスが適切かどうかを確認
確認ができたら、評価項目にそった一人ひとりの個
別支援計画を作成し、その結果を踏まえ本支給決定
が行われます

　障害の多様な特性その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の度合い
を総合的に判定するために、80 項目の調査を行い、医師意見書からの 20 項目を加え
た 100 項目で 1 次判定を行い、中央区障害支援区分審査会での総合的な判定を踏まえ
て区が認定することになりました。
　訓練等給付を利用する方は原則として障害支援区分の認定は必要ありません。

６　利用者負担と軽減策
　①利用者負担額の負担上限月額の設定

利用者負担については、次ページの表のとおり所得に応じた負担上限月額が設定さ
れています。ただし、1 割負担のほうが低い場合には１割負担の額となります。
また、食費や水道光熱費については実費負担となります。

　②高額障害福祉サービス等給付費等
同じ世帯の中で障害福祉サービス等を利用する方が複数いる場合や同一人が介護
保険サービスを利用している場合など、利用者負担額が基準額まで軽減されます。
基準額を超えて負担額を支払った場合には、高額障害福祉サービス等給付費等が支
給されます。
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二次判定
〔中央区障害支
援区分審査会〕

医師意見書

介護給付を
希望する場合

訓練等給付を
希望する場合
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用
利 地域生活

就 労
日中活動
介 護 者
居 住

等

相談支　　　　援事業者

勘案事項
調査

〔区〕

サービスの
利用意向の

聴取
〔区〕

障害児支援利　　　　　 用計画案作成

5 領域
11項目調査
医療機関
等

相談支　　　　援事業者

〈障害者の場合〉

〈障害児の場合〉

①障害者の心身の
状況を判定する
ため、80項目の
アセスメントを
行います

②審査会は、障害
保健福祉をよく
知る委員で構成
されます

③介 護 給 付 で は
区分 1～6 の認
定が行われます

〔   　〕相談支援
事業者
（区）
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事業者
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評価項目

個別支援
計画

一定期間、サービスを利用し、
①ご本人の利用意思の確認

②サービスが適切かどうかを確認
確認ができたら、評価項目にそった一人ひとりの個
別支援計画を作成し、その結果を踏まえ本支給決定
が行われます

（基準額は、次ページの表にある区分別に、一般＝ 37,200 円、低所得＝ 0 円）
合算の対象とする利用者負担
・障害福祉サービス
・補装具（ただし、同一人が障害福祉サービス等を併用している場合に限る）
・介護保険サービス（ただし、同一人が障害福祉サービスを併用している場合に限る）
・障害児通所支援
・障害児入所支援
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　③食費実費負担の軽減
通所施設、短期入所利用者の場合、食費実費負担について、食材料費のみの負担と
なるように軽減されます。ただし、一般世帯のうち所得割額 16 万円（障害児の場
合は 28 万円）以上の方は、対象となりません。

　④補足給付
・20 歳以上の入所施設利用者（生活保護・低所得の方）
　一定収入額が手元に残るように、食費や光熱水費の負担が軽減されます。
・20 歳未満の入所施設利用者（全ての区分の方が対象です）
　地域で子どもを養育する世帯と同様の負担となるように、食費や光熱水費の負担

が軽減されます。
・グループホーム利用者（生活保護・低所得の方）
　家賃の実費負担が月 1 万円（家賃の額が 1 万円を下回る場合は、当該家賃の額）

軽減されます。
　⑤生活保護への移行防止策

さまざまな負担軽減をしても、生活保護の対象になる場合は、生活保護とならない
額まで負担額が引き下げられます。

利用者負担額の負担上限月額表

　区分
通所施設・在宅サービス
利用時における負担上限
月額

入所施設・グループホー
ム（障害者のみ）利用時
における負担上限月額

　生活保護世帯 0 円 0 円
　区市町村民税非課税世帯
　（低所得） 0 円 0 円

帯
世
税
課
税
民
村
町
市
区

　

）
般
一
（

者
害
障

区市町村民税所得
割額年 16 万円未満 9,300 円 37,200 円

区市町村民税所得
割額年 16 万円以上 37,200 円 37,200 円

児
害
障

区市町村民税所得
割額年 28 万円未満 4,600 円 9,300 円

区市町村民税所得
割額年 28 万円以上 37,200 円 37,200 円

※世帯の範囲
・18歳以上の障害者（施設入所の18・19歳を除く）の場合は、「本人」。配偶者のある方は「本人と配偶者」。
・障害児（施設入所の18・19歳を含む）の場合は、保護者の属する住民基本台帳での世帯
※区市町村民税の所得割額

上記の負担上限月額の区市町村民税の所得割額は、16 歳未満の扶養親族および 16 歳以上 19歳未満
の特定扶養親族に関する控除がなされたものとして算定します。

●内 容 20 歳以上の重度脳性麻痺者を、在宅で介護するための援助をしています。
●対 象 身体障害者手帳 1 級の重度脳性麻痺者で、単独で屋外活動することが困

難な方。ただし、障害者総合支援法または介護保険法によるサービスを受
けている方は、対象になりません。

●内 容 

　（活動の内容）　掃除、洗濯、買物、食事の支度、通院や散歩など外出の付添、見守り、
話相手、車いすの移動介助、薬の受け取りの代行や代筆など

●対 象 ①利用会員 
　区内在住で、 家事援助などを必要としている次の方 
　・身体障害のある方・知的障害のある方・精神障害のある方 
　・高齢の方 
　・産前産後の方 
②協力会員 
　この事業に理解と熱意のある 18 歳以上で家事援助などができる方

●費 用 利用料　１時間 800 円
年度会費　利用会員　年額 2,400 円

日常的な家事にお困りの知的障害のある方や身体障害のある方などに対し
て、協力会員が家事援助などのお手伝いを行う会員制の活動です。

な い よ う

た い し ょ う

な い よ う

かつどう ないよう

た い し ょ う

ひ よ う

じ ゅ う ど の う せ い ま ひ し ゃ ざいたく か い ご えんじょ

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 重度脳性麻痺者介護事業
じ ゅ う ど の う せ い ま ひ し ゃ か い ご じ ぎ ょ う

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部「 虹のサービス」
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３）「 虹のサービス」（区民どうしのたすけあい家事サポート）
に じ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 く み ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     か  じ

※障害児の通所サービスについては、中央区独自助成と国の無償化制度により利用者負担額を全額助成
　しています。詳しくは障害者福祉課給付指導係（（3546）5697）までお問い合わせください。

にちじょうてき　　　か  じ　           こま          　ちてきしょうがい　               かた　  しんたいしょうがい　             かた　               たい

きょうりょくかいいん　     かじえんじょ　                         てつだ　         おこな  　かいいんせい   　かつどう

さいいじょう
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　③食費実費負担の軽減
通所施設、短期入所利用者の場合、食費実費負担について、食材料費のみの負担と
なるように軽減されます。ただし、一般世帯のうち所得割額 16 万円（障害児の場
合は 28 万円）以上の方は、対象となりません。

　④補足給付
・20 歳以上の入所施設利用者（生活保護・低所得の方）
　一定収入額が手元に残るように、食費や光熱水費の負担が軽減されます。
・20 歳未満の入所施設利用者（全ての区分の方が対象です）
　地域で子どもを養育する世帯と同様の負担となるように、食費や光熱水費の負担

が軽減されます。
・グループホーム利用者（生活保護・低所得の方）
　家賃の実費負担が月 1 万円（家賃の額が 1 万円を下回る場合は、当該家賃の額）

軽減されます。
　⑤生活保護への移行防止策

さまざまな負担軽減をしても、生活保護の対象になる場合は、生活保護とならない
額まで負担額が引き下げられます。

利用者負担額の負担上限月額表

　区分
通所施設・在宅サービス
利用時における負担上限
月額

入所施設・グループホー
ム（障害者のみ）利用時
における負担上限月額

　生活保護世帯 0 円 0 円
　区市町村民税非課税世帯
　（低所得） 0 円 0 円

帯
世
税
課
税
民
村
町
市
区

　

）
般
一
（

者
害
障

区市町村民税所得
割額年 16 万円未満 9,300 円 37,200 円

区市町村民税所得
割額年 16 万円以上 37,200 円 37,200 円

児
害
障

区市町村民税所得
割額年 28 万円未満 4,600 円 9,300 円

区市町村民税所得
割額年 28 万円以上 37,200 円 37,200 円

※世帯の範囲
・18歳以上の障害者（施設入所の18・19歳を除く）の場合は、「本人」。配偶者のある方は「本人と配偶者」。
・障害児（施設入所の18・19歳を含む）の場合は、保護者の属する住民基本台帳での世帯
※区市町村民税の所得割額

上記の負担上限月額の区市町村民税の所得割額は、16 歳未満の扶養親族および 16 歳以上 19歳未満
の特定扶養親族に関する控除がなされたものとして算定します。

●内 容 20 歳以上の重度脳性麻痺者を、在宅で介護するための援助をしています。
●対 象 身体障害者手帳 1 級の重度脳性麻痺者で、単独で屋外活動することが困

難な方。ただし、障害者総合支援法または介護保険法によるサービスを受
けている方は、対象になりません。

●内 容 

　（活動の内容）　掃除、洗濯、買物、食事の支度、通院や散歩など外出の付添、見守り、
話相手、車いすの移動介助、薬の受け取りの代行や代筆など

●対 象 ①利用会員 
　区内在住で、 家事援助などを必要としている次の方 
　・身体障害のある方・知的障害のある方・精神障害のある方 
　・高齢の方 
　・産前産後の方 
②協力会員 
　この事業に理解と熱意のある 18 歳以上で家事援助などができる方

●費 用 利用料　１時間 800 円
年度会費　利用会員　年額 2,400 円

日常的な家事にお困りの知的障害のある方や身体障害のある方などに対し
て、協力会員が家事援助などのお手伝いを行う会員制の活動です。

な い よ う

た い し ょ う

な い よ う

かつどう ないよう

た い し ょ う

ひ よ う

じ ゅ う ど の う せ い ま ひ し ゃ ざいたく か い ご えんじょ

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 重度脳性麻痺者介護事業
じ ゅ う ど の う せ い ま ひ し ゃ か い ご じ ぎ ょ う

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部「 虹のサービス」
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３）「 虹のサービス」（区民どうしのたすけあい家事サポート）
に じ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 く み ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     か  じ

※障害児の通所サービスについては、中央区独自助成と国の無償化制度により利用者負担額を全額助成
　しています。詳しくは障害者福祉課給付指導係（（3546）5697）までお問い合わせください。

にちじょうてき　　　か  じ　           こま          　ちてきしょうがい　               かた　  しんたいしょうがい　             かた　               たい

きょうりょくかいいん　     かじえんじょ　                         てつだ　         おこな  　かいいんせい   　かつどう

さいいじょう

5
日
常
生
活
の
援
助

に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

5
に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

日
常
生
活
の
援
助

49 障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



●内 容 障害のある方に対して、アパートなどで共同生活をしながら食事の世話や
生活指導を行います。

●対 象 障害のある方で共同生活住居への入居を必要とする方
●費 用 食費および家賃（補助制度があります）などが自己負担となります。

●内 容 職業や日常生活を容易にするため、補装具の交付・修理に必要な支給券を
発行します。

●対 象 身体障害者手帳をお持ちの方
対象者 補装具の種類

視覚障害者（児） 視覚障害者安全つえ、義眼、矯正眼鏡、コンタクトレンズ、弱視
眼鏡、遮光眼鏡

聴覚障害者（児） 補聴器、人工内耳（修理のみ）

肢体不自由者
（児）

義手、義足、下肢装具、体幹装具、靴型装具、上肢装具、車いす、
電動車いす、歩行器、歩行補助つえ、座位保持装置、重度障害者
用意思伝達装置
※18 歳未満のみ、座位保持いす、頭部保持具、起立保持具、排

便補助具
内部障害者（児） 車いす

難病患者など 車いす、電動車いす、歩行器、重度障害者用意思伝達装置、整形
靴など

※障害ごとに受けられる補装具の種類が異なります。また、借受けの種類は限られます。
※東京都心身障害者福祉センターなどの判定が必要です（判定不要の場合もあります）。
※ 18 歳未満の児童には、医療機関の意見書の提出を求める場合もあります。

●費 用 原則１割負担。また、世帯の所得状況に応じて月額上限負担額が設定され
ます。ただし、所得状況によっては補装具の申請が行えない場合がありま
す。また、障害児の補装具については中央区独自助成により全額助成して
います。

●申請方法 次のものを持参して、申請してください。
①身体障害者手帳
②マイナンバーを証明する書類

内 容 在宅で重度障害のある方の日常生活を支援するため、次のものを給付して
います。希望する方は、事前にご相談ください。

な い よ う ざいたく じゅうどしょうがい かた にちじょうせいかつ し え ん つぎ きゅうふ

き ぼ う かた じ ぜ ん そうだん

生活援助（すまい）
せ い か つ え ん じ ょ

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） 共同生活援助（グループホーム）
きょうどうせいかつえんじょ

補装具 ・生活用具など
ほ そ う ぐ 　   せ い か つ よ う ぐ

（５） 補装具の交付と修理・借受け
ほ そ う ぐ 　     こ う ふ    　 し ゅ う り   　 か り う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 日常生活用具購入費の給付
にちじょうせいかつようぐこうにゅうひ　  き ゅ う ふ
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ひ よ う

しんせいほうほう

しょうがい かた たい きょうどうせいかつ しょくじ せ わ

せいかつしどう おこな
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●内 容 障害のある方に対して、アパートなどで共同生活をしながら食事の世話や
生活指導を行います。

●対 象 障害のある方で共同生活住居への入居を必要とする方
●費 用 食費および家賃（補助制度があります）などが自己負担となります。

●内 容 職業や日常生活を容易にするため、補装具の交付・修理に必要な支給券を
発行します。

●対 象 身体障害者手帳をお持ちの方
対象者 補装具の種類

視覚障害者（児） 視覚障害者安全つえ、義眼、矯正眼鏡、コンタクトレンズ、弱視
眼鏡、遮光眼鏡

聴覚障害者（児） 補聴器、人工内耳（修理のみ）

肢体不自由者
（児）

義手、義足、下肢装具、体幹装具、靴型装具、上肢装具、車いす、
電動車いす、歩行器、歩行補助つえ、座位保持装置、重度障害者
用意思伝達装置
※18 歳未満のみ、座位保持いす、頭部保持具、起立保持具、排

便補助具
内部障害者（児） 車いす

難病患者など 車いす、電動車いす、歩行器、重度障害者用意思伝達装置、整形
靴など

※障害ごとに受けられる補装具の種類が異なります。また、借受けの種類は限られます。
※東京都心身障害者福祉センターなどの判定が必要です（判定不要の場合もあります）。
※ 18 歳未満の児童には、医療機関の意見書の提出を求める場合もあります。

●費 用 原則１割負担。また、世帯の所得状況に応じて月額上限負担額が設定され
ます。ただし、所得状況によっては補装具の申請が行えない場合がありま
す。また、障害児の補装具については中央区独自助成により全額助成して
います。

●申請方法 次のものを持参して、申請してください。
①身体障害者手帳
②マイナンバーを証明する書類

内 容 在宅で重度障害のある方の日常生活を支援するため、次のものを給付して
います。希望する方は、事前にご相談ください。

な い よ う ざいたく じゅうどしょうがい かた にちじょうせいかつ し え ん つぎ きゅうふ

き ぼ う かた じ ぜ ん そうだん

生活援助（すまい）
せ い か つ え ん じ ょ

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） 共同生活援助（グループホーム）
きょうどうせいかつえんじょ

補装具 ・生活用具など
ほ そ う ぐ 　   せ い か つ よ う ぐ

（５） 補装具の交付と修理・借受け
ほ そ う ぐ 　     こ う ふ    　 し ゅ う り   　 か り う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 日常生活用具購入費の給付
にちじょうせいかつようぐこうにゅうひ　  き ゅ う ふ

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

しょうがい かた たい きょうどうせいかつ しょくじ せ わ

せいかつしどう おこな
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

火災警報
器 －

〇身１・２級
〇知１・２度
〇精１級

火災発生の感知およ
び避難が著しく困難
な障害のある方のみ
の世帯およびこれに
準ずる世帯に限る。

８
年 31,000

自動消火
器 －

〇身１・２級
〇知１・２度
〇精１級
〇難

火災発生の感知およ
び避難が著しく困難
な障害のある方のみ
の世帯およびこれに
準ずる世帯に限る。

８
年 28,700

特殊
マット

３歳
以上 〇知１・２度

褥
じょくそう

瘡を防止し、また
は失禁などによる汚
染もしくは損耗を防
止するためのマット

（寝具）にビニール
などを加工したもの

５
年 19,600

３歳以
上 18
歳未満

〇身下肢または体幹１・２
級

18 歳
以上

〇身 下 肢 ま た は 体 幹 １ 級
（常時介護を要する者に限
る。）

－ 〇難寝たきりの状態の方

特殊寝台 小学生
以上

〇身下肢または体幹１・２
級
〇難寝たきりの状態の方

原則として使用者の
頭部および脚部の傾
斜を個別に調整でき
る機能を有するもの

８
年 162,800

エ ア ー
パッド

18 歳
以上

〇身下肢または体幹１級（常
時介護を要する者に限る）

エアーマットと送風
装 置 か ら な る も の

（ウォーターマット
も可）

５
年 104,000

訓 練 用
ベッド

18 歳
未満

〇難下肢または体幹機能に
障害のある方

腕または脚の訓練が
できる器具を備えた
もの

８
年 159,200

訓練椅子
３歳以
上 18
歳未満

〇身下肢または体幹１・２
級

原 則 と し て 附 属 の
テーブルを付けるも
の

５
年 33,100

凡例　〇身＝身体障害者手帳、〇知＝愛の手帳、〇精＝精神障害者保健福祉手帳、〇難＝難病患者

日常生活用具一覧表
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

体位変換
器

小学生
以上

〇身下肢または体幹１・２
級（下着交換などの際、
介護を必要とする方に限
る）

５
年 15,000

－ 〇難寝たきりの状態の方

移動用
リフト

３歳以
上

〇身下肢または体幹１・２
級
〇難下肢または体幹機能に
障害のある方

天井走行型その他住
宅改修を伴うものを
除く。

４
年 257,500

入浴担架 ３歳以
上

〇身下肢または体幹１・２
級（入浴の際、介助を必
要とする者に限る）

障害のある方を担架
に乗せたままリフト
装置により入浴させ
るもの

５
年

洋式  
80,000
和式 
130,000

浴槽
（ 湯 沸 器
を含む）

小学生
以上

〇身下肢または体幹１・２
級

浴槽は実用水量 150
リ ッ ト ル 以 上 の も
の、 湯 沸 器 は 水 温
25℃上昇させたと
き毎分 10 リットル
以上給湯することが
でき、かつ、安全性
について配慮され、
浴槽の性能に応じた
もの。

８
年 141,200

入浴補助
用具

３歳以
上

〇身下肢または体幹（入浴
の際、介助を必要とする
方に限る） ８

年 90,000

－ 〇難入浴に介助を必要とす
る方

特殊尿器 小学生
以上

〇身下肢または体幹１級
〇難自力で排尿できない方

尿が自動的に吸引さ
れるもの

５
年 150,000

便　　器
小学生
以上

〇身下肢または体幹１・２
級

ポータブルトイレな
ど手すりのついた腰
かけ式のもの

８
年 16,500

－ 〇難常時介護を要する方

特殊便器
小学生
以上

〇身下肢または体幹１・２
級

温水洗浄式便座など
足踏ペダルで温水温
風を出すことができ
るものなど

８
年 144,000〇知１・２度

－ 〇難上肢に障害のある方
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

腰掛便座 小学生
以上

〇身下肢または体幹１・２
級（介護保険の要介護認
定者及び要支援認定者を
除く。）

①和式便座の上に置
いて腰掛式に変換す
るもの
②洋式便器の上に置
いて高さを補うもの
③電動式またはスプ
リング式で便座から
立ち上がる際に補助
できる機能を有して
いるもの
④便座、バケツなど
からなり、移動可能
であるもの（居室に
おいて利用可能なも
のに限る）

８
年 100,000

Ｔ字状・
棒状つえ －

〇身つえの使用により、歩
行機能を補うことが可能
な方

主体が木材のもの ３
年

2,200

主体が軽金属のもの 3,000

移動・移
乗支援用
具

３歳以
上 〇身平衡、下肢または体幹 転倒予防、立上り動

作補助、移乗動作の
補助、段差解消など
の性能を有する手す
り、スロープ、歩行
器などであって、必
要な強度および安定
性を有するもの

８
年 60,000

－ 〇難下肢に障害のある方

頭部保護
帽

－ 〇身転倒などにより頭部を
強打するおそれのある方

ヘルメット型でスポ
ンジまたは革を主材
料としたもの

３
年 15,200

－ 〇知転倒などにより頭部を
強打するおそれのある方

ヘルメット型でスポ
ンジ、革またはプラ
スチックを主材料と
したもの

３
年 36,750

ル ー ム
クーラー

小学生
以上

〇身頚髄損傷などにより体
温調節機能を喪失した方

（医師により、体温調節機
能を喪失したものと認め
られた方に限る）

障害のある方が容易
に使用することがで
きるもの

６
年 172,100

環境制御
装置

小学生
以上

〇身頚椎損傷など両上肢お
よび両下肢または体幹機
能が全廃状態の方

呼気、指先のわずか
な動作などで機器の
制御が行えるシステ
ムを有しているもの

10
年 500,000

53 障害者福祉のしおり　令和5年12月発行
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

電磁調理
器

18 歳
以上

〇身視覚１・２級
〇身下肢または体幹１級
〇身上肢１・２級
〇知１・２度
〇精１級

障害のある方のみの
世帯およびこれに準
ずる世帯に限る。
障害のある方が容易
に使用することがで
きるもの。

６
年 41,000

パーソ
ナルコ
ンピュー
ター

小学生
以上

〇身上肢１・２級で文字を
書くことが困難な方
〇身音声・言語および上肢
が総合１・２級で文字を
書くことが困難な方

かな、漢字および英
数字による文書作成
が可能で、編集、校
正および記憶機能を
有し、障害のある方
が容易に使用するこ
とができるもの（プ
ロテクター及びプリ
ンターを附帯するこ
とができる）

６
年 118,500

ガス安全
システム

18 歳
以上

〇身喉
こう

頭摘出などにより臭
覚機能を喪失した身体障
害のある方およびこれに
準ずる方のみの世帯
〇身下肢または体幹１級

警報機などの遮断信
号受信時、ガスの異
常使用時、地震発生
時などにガスを自動
的に遮断できるもの

８
年 42,200

携帯用
会話補助
装置

小学生
以上

〇身音声・言語
〇身音声言語に著しい障害
があり、かつ、上肢、下
肢または体幹に障害のあ
る方

携帯式で言葉を音声
または文章に変換す
る機能を有し、障害
のある方が容易に使
用することができる
もの

５
年 285,000

フ ラ ッ
シュベル

小学生
以上

〇身聴覚３級以上
〇身音声・言語３級以上

障害のある方が容易
に使用することがで
きるもの

10
年 25,890

聴覚障害
者用通信
装置

小学生
以上

〇身聴覚または音声・言語
（コミュニケーション、緊
急連絡などの手段として
必要と認められる方）

ファクスなど一般の
電話に接続すること
ができ、音声の代わ
りに文字などによる
通信が可能な機器で
あり、障害のある方
が容易に使用するこ
とができるもの

５
年 71,000
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

聴覚障害
者用情報
受信装置

－
〇身聴覚（この装置により
テレビの視聴が可能にな
る方）

字幕および手話通訳
付の聴覚障害者用番
組ならびにテレビ番
組に字幕および手話
通訳の映像を合成し
たものを画面に出力
する機能を有し、か
つ、災害時の聴覚障
害者向け緊急信号を
受信するもので、聴
覚障害のある方が容
易に使用することが
できるもの

６
年 88,900

屋内信号
装置

18 歳
以上

〇身聴覚１・２級以上（聴
覚障害のある方のみの世
帯およびこれに準ずる世
帯で日常生活上必要と認
められる世帯に限る）

音、音声などを視覚・
触覚などにより知覚
するもの

10
年 87,400

会議用
拡聴器

小学生
以上 〇身聴覚４級以上

字幕および手話通訳
付の聴覚障害者（児）
用番組ならびにテレ
ビ番組に字幕および
手話通訳の映像を合
成したものを画面に
出 力 す る 機 能 を 有
し、かつ、災害時の
聴覚障害者（児）向
け緊急信号を受信す
るもので、聴覚障害
者（児）が容易に使
用し得るもの

６
年 38,200

人
工
喉こ

う
頭

笛
式

小学生
以上 〇身音声・言語

呼気によりゴムなど
の膜を振動させ、ビ
ニールなどの管を通
じて音源を口腔

くう
内に

導き構音化するもの

４
年 5,000

電
動
式

顎下部などに当てた
電動板を駆動させ、
経皮的に音源を口腔

くう

内に導き構音化する
もの

５
年 70,100

55 障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



5
日
常
生
活
の
援
助

に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

5
に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

日
常
生
活
の
援
助

種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

人
工
喉こ

う
頭

人
工
鼻

－

〇身音声・言語（喉
こう

頭を摘
出したことにより音声機
能を喪失した方で、保険
適用外の常時埋込型の人
工喉

こう
頭を使用する方に限

る）

Ｈ Ｍ Ｅ カ セ ッ ト、
ベースプレート等常
時埋込型の人工喉

こう
頭

を使用して発声する
ために必要な消耗部
品

１
月 23,100

携帯用
信号装置

小学生
以上

〇身聴覚３級以上
〇身音声・言語３級以上

６
年 20,200

時計 18 歳
以上 〇身視覚１・２級

音声時計は、手指の
感覚の障害などがあ
るため、触読式時計
の使用が困難な方に
限る。

10
年

触読
10,000
音声　
13,000

音声式
体温計

小学生
以上

〇身視覚１・２級（視覚障
害のある方のみの世帯お
よびこれに準ずる世帯に
限る）

５
年 9,000

音声式
血圧計

18 歳
以上 〇身視覚１・２級

５
年 9,00018 歳

未満

〇身視覚１・２級（視覚障
害のある方のみの世帯お
よびこれに準ずる世帯に
限る）

音声式
体重計

18 歳
以上

〇身視覚１・２級（視覚障
害のある方のみの世帯お
よびこれに準ずる世帯に
限る）

５
年 18,000

視覚障害
者用拡大
読書器

小学生
以上

〇身 視覚障害のある方で、
この装置により文字など
を読むことが可能になる
方

画像入力装置を印刷
物などの読みたいも
のの上に置くことで
拡大された画像、文
字などを容易にモニ
ターに映し出せるも
の

８
年 198,000

点字ディ
スプレイ

小学生
以上 〇身視覚１・２級

文字などのコンピュー
ターの画面情報を点
字により示すことが
できるもの

６
年 383,500

活字文書
読上装置 小学生

以上 〇身視覚１・２級

文字情報と同一紙面
上に記載された当該
文字情報を暗号化し
た情報を読み取り、
音声信号に変換して
出力する機能を有す
るもの

６
年 115,000
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

視覚障害
者 用 情
報・通信
支援用具

小学生
以上 〇身視覚１・２級

視覚障害者向けのパ
ソコン周辺機器、ア
プリケーションソフ
トなど

５
年 42,000

音響案内
装置

小学生
以上

〇身視覚１・２級（２級は、
送信機のみに限る）

10
年

１級
51,000
２級
7,000

ポータブ
ルレコー
ダー

小学生
以上 〇身視覚１・２級

音声などにより操作
ボタンが知覚し、ま
たは認識することが
でき、かつ、ＤＡＩ
ＳＹ方式による録音
および当該方式によ
り記録された図書の
再生が可能な製品

６
年 89,800

点字タイ
プ ラ イ
ター

小学生
以上

〇身視覚１・２級（本人が
就労もしくは就学をして
いるか、または就労が見
込まれている方に限る）

５
年 63,100

点
字
器

標
準
型
Ａ

小学生
以上 〇身視覚１・２級

32 マス 18 行
両面書真鍮板製

７
年 10,400

標
準
型
Ｂ

32 マス 18 行
両面書プラスチック
製

７
年 6,600

携
帯
用
Ａ

32 マス４行
片面書アルミニウム
製

５
年 7,200

携
帯
用
Ｂ

32 マス 12 行
片面書プラスチック
製

５
年 1,650

音声読書
器

小学生
以上

〇身視覚以外の方法でしか
文字の認識ができない方

本 体 の 上 の 蓋 を 開
け、印刷物などの読
みたいものを乗せ、
ボタンを押すと文書
を読み取り印刷内容
を音声で読み上げる
もの

８
年 198,000
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

音声ＩＣ
タ グ レ
コーダー

小学生
以上

〇身視覚以外の方法でしか
文字の認識ができない方

物の名前および情報
の確認を音声で知ら
せるもの

６
年 59,800

色識別
装置

小学生
以上 〇身視覚１・２級 色の識別を音声で知

らせるもの
６
年 125,000

収
尿
器

男
性
用
Ａ

－ 〇身ぼうこう・直腸

普通型ラテックス製
またはゴム製

１
年 7,700

男
性
用
Ｂ

簡易型ラテックス製
またはゴム製

１
年 5,700

女
性
用
Ａ

普通型耐久性ゴム製
採尿袋を有するもの

１
年 8,500

女
性
用
Ｂ

簡易型ポリエチレン
製の採尿袋導尿ゴム
管付

１
年 5,900

ス
ト
マ
用
装
具

消
化
器
系

－

〇身ぼうこう・直腸（手帳
申請時から対象）

低刺激性の粘着剤を
使用した密封型また
は下部開放型の収納
袋で、ラテックス製
またはプラスチック
フィルム製のもの

１
月 8,858

尿
路
系

低刺激性の粘着剤を
使用した密封型かつ
尿処理用キャップ付
の収納袋で、ラテッ
クス製またはプラス
チックフィルム製の
もの

１
月 11,639

そ
の
他

〇身脳原性運動機能障害１・
２級
〇身肢体不自由（脳性麻痺
等かつ、全身性障害）

紙おむつ、洗腸用具、
サラシ、ガーゼその
他衛生用品

１
月 12,000

透析液加
温器 ３歳以

上
〇身人工透析の必要な方（自
己連続携行式腹膜灌流患
者に限る）

自己連続携行式腹膜
灌流患者による人工
透析に使用する加温
器で、透析液６本を
同時に、適温に加温
し、かつ、保温でき
るもの

５
年 70,000
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

空気清浄
機

小学生
以上 〇身呼吸器３級以上 ６

年 33,800

電気式た
ん吸引器 －

〇身呼吸器３級以上（医師
の診断書により、同程度
の障害があり、この装置
が必要と認められる方を
含む）
〇難 医師の診断書により、
呼吸器３級以上相当でこ
の装置が必要と認められ
る呼吸機能に障害がある
方
※上記に当てはまらない
者で自家発電装置の給付
を認められた方

５
年 100,000

ネブライ
ザー －

〇身呼吸器３級以上（医師
の診断書により、同程度
の障害があり、この装置
が必要と認められる方を
含む）
〇難 医師の診断書により、
呼吸器３級以上相当でこ
の装置が必要と認められ
る呼吸機能に障害がある
方

５
年 36,000

動脈血中
酸素飽和
度測定器

（パル
スオキ
シメー
ター）

－
〇身〇難在宅酸素療法を行っ
ている者などで医師によ
りこの装置が必要と認め
られる方

使用する方の呼吸状
態をモニタリングす
ることが可能なもの

５
年 157,000

自家発電
装置 －

人工呼吸器使用者のうち、
中央区災害時個別支援計
画で災害時等の停電が生
命の危険に直結すること
が明らかな方（指定難病
患者およびＣＰＡＰ使用
者を除く）

再交付は、耐用年数
経過後に故障したと
きに限る。

６
年

212,000

無停電
電源装置 －

自家発電装置の給付を認
められた方で、蓄電池の
給付を受けていない方

蓄電機能および電圧
を 安 定 さ せ る も の

（再交付は、耐用年
数経過後に故障した
ときに限る）

６
年 41,000
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備考　１　設置または取替えに当たり住宅改修を伴うものを除く。
　　　２　障害者（児）および介護者が容易に使用できるものとする。
　　　３　難病患者とは、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令（平
　　　　　成18年政令第10号）に定められた疾病に該当する者とし、医師の診断書などの提出または
　　　　　東京都難病医療費等助成制度の医療券に記載されている病名欄により対象の確認を行うも
　　　　　のとする。
　　　４　課税商品の場合、基準額は税抜き価格とする。

●費 用 原則１割負担。また、世帯の所得状況に応じて月額上限負担額が設定され
ます。

●申請方法 次のものを持参して、申請してください。
①身体障害者手帳または指定難病であることが分かるもの（診断書など）
②前年分の所得を証明する書類
③見積書

備考　１　住宅設備改善に係る種目については、原則として再支給することができない。

●内 容 在宅で重度障害のある方の日常生活を円滑なものにするため、住宅設備の
改善に要する費用を給付しています。希望する方は、事前にご相談くださ
い。

ざいたく じゅうどしょうがい かた にちじょうせいかつ えんかつ じゅうたくせつび

かいぜん よう ひ よ う きゅうふ き ぼ う かた じ ぜ ん そうだん

な い よ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 住宅設備改善費の給付
じ ゅ う た く せ つ び か い ぜ ん ひ   　 き ゅ う ふ

ひ よ う

しんせいほうほう
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種　目 対　象　者 備　考 耐用
年月

基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

蓄電池 －
自家発電装置の給付を認
められた方で、無停電電
源装置の給付を受けてい
ない方

蓄電機能を有し人工
呼吸器への安定した
電力供給が可能なも
の（再交付は、耐用
年数経過後に故障し
たときに限る）

６
年 104,000

酸素ボン
ベ運搬車

18 歳
以上

〇身呼吸器３級以上（医療
保険その他の制度による
在宅酸素療法を受けてい
る方）

10
年 17,000

酸素吸入
装置

18 歳
以上

〇身呼吸器３級以上（医療
保険その他の制度による
在宅酸素療法を受けてい
る方）

酸素ボンベ、スタン
ドおよび吸入マスク
を一体化とするもの

10
年 46,400

医療用詰
替酸素

18 歳
以上

〇身呼吸器３級以上（医療
保険その他の制度による
在宅酸素療法を受けてい
る方）

酸素吸入装置に使用
するための詰替用の
酸素

１
月 5,000 
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備考　１　設置または取替えに当たり住宅改修を伴うものを除く。
　　　２　障害者（児）および介護者が容易に使用できるものとする。
　　　３　難病患者とは、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令（平
　　　　　成18年政令第10号）に定められた疾病に該当する者とし、医師の診断書などの提出または
　　　　　東京都難病医療費等助成制度の医療券に記載されている病名欄により対象の確認を行うも
　　　　　のとする。
　　　４　課税商品の場合、基準額は税抜き価格とする。

●費 用 原則１割負担。また、世帯の所得状況に応じて月額上限負担額が設定され
ます。

●申請方法 次のものを持参して、申請してください。
①身体障害者手帳または指定難病であることが分かるもの（診断書など）
②前年分の所得を証明する書類
③見積書

備考　１　住宅設備改善に係る種目については、原則として再支給することができない。

●内 容 在宅で重度障害のある方の日常生活を円滑なものにするため、住宅設備の
改善に要する費用を給付しています。希望する方は、事前にご相談くださ
い。

ざいたく じゅうどしょうがい かた にちじょうせいかつ えんかつ じゅうたくせつび

かいぜん よう ひ よ う きゅうふ き ぼ う かた じ ぜ ん そうだん

な い よ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 住宅設備改善費の給付
じ ゅ う た く せ つ び か い ぜ ん ひ   　 き ゅ う ふ

ひ よ う

しんせいほうほう
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種　目 対　象　者 性 能 な ど 基準額（円）
（税抜）年　齢 等　級　な　ど

小規模
改修

65 歳
未満

〇身下肢または体幹３級以上
〇身補装具費で車いす費用の
給付を受けた内部障害のあ
る方
〇難下肢または体幹に障害が
ある方

⑴手すりの取付け
⑵段差の解消
⑶すべり防止、移動の
円滑化等のための床ま
たは通路面の材料の変
更
⑷引き戸などへの扉の
取替え
⑸洋式便器などへの便
器の取替え
⑹上記改修に附帯して
必要となるもの

200,000

中規模
改修

65 歳
未満

〇身下肢または体幹３級以上
〇身補装具費で車いす費用の
給付を受けた内部障害のあ
る方
〇難下肢または体幹に障害が
ある方

玄関などの住宅設備の
改修を伴うもの。住宅
設備改善費の支給に当
たっては、小規模改修
を優先的に支給し、な
お足りない場合に中規
模改修を適用する。

641,000

屋内移
動設備

原則学
齢児童
以上

〇身上肢、下肢または体幹１
級で歩行ができない方
〇身補装具費で車いす費用の
給付を受けた内部障害のあ
る方
〇難下肢または体幹に障害が
ある方

住宅内で容易に移動で
きるためのもの（家屋
の新築・改築時に備え
付ける場合も給付の対
象とする）

機器本体
および
付属器具
979,000
設置費
353,000

階段昇
降機

原則学
齢児童
以上

〇身下肢または体幹１・２級
〇身補装具費で車いす費用の
給付を受けた内部障害のあ
る方
〇難下肢または体幹に障害が
ある方

直線または曲線の階段
を椅子に座り、ボタン
の操作で自動的に階段
を昇降できるもの（家
屋の新築・改築時に備
え付ける場合も給付対
象）

直線
876,000
曲線
1,854,000

凡例　〇身＝身体障害者手帳、〇知＝愛の手帳、〇精＝精神障害者保健福祉手帳、〇難＝難病患者

住宅設備改修費一覧表
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●申請方法 次のものを持参して、申請してください。
①身体障害者手帳または指定難病であることが分かるもの（診断書など）
②前年分の所得を証明する書類

●内 容 身体障害者手帳の交付対象とならない中等度難聴児に対し、補聴器購入
費用の一部を助成します。

●対 象 次の要件全てに該当する方
①区内在住で 18 歳未満の児童であること
②聴覚障害に係る身体障害者手帳の交付対象となる聴力でないこと
③両耳の聴力レベルがおおむね 30 デシベル以上であり、補聴器の装用に

より、言語の習得など一定の効果が期待できると医師が判断できる方で
あること

ただし、次の場合は助成対象外です。
①世帯の所得が一定以上の場合（世帯に区民税所得割額が 46 万円以上の

方がいる場合）
②申請前に補聴器を購入した場合

●費 用 補聴器の購入費用と助成基準額（1 台 137,000 円、耐用年数 5 年）を比
較して少ない額の 9 割を助成します。ただし、生活保護世帯、区民税非
課税世帯は負担はありません。

●申請方法 事前にご相談のうえ、次の書類を持参して申請してください。
①補聴器購入費助成申請書
②医師の意見書（所定の用紙があります）
③見積書（補聴器販売業者が作成したもの）

●内 容 希望する対象者に盲導犬・介助犬・聴導犬のいずれかの補助犬を給付し
ます。

●対 象 次の要件全てに該当する方
① 18 歳以上で在宅生活を送っている方
②身体障害者手帳の等級が下記のいずれかに当てはまる方

・視覚障害１級（盲導犬が対象です）
・肢体不自由１級または２級（介助犬が対象です）
・聴覚障害２級（聴導犬が対象です）

③都内におおむね１年以上居住している方
④世帯の所得税額が平均月額 77,000 円未満の方

⑤借家・借間などに居住されている方は、家主または管理者の承諾が得ら
　れること
⑥所定の訓練を受け、盲導犬・介助犬・聴導犬を適切に管理できること
⑦社会活動への参加に効果があると認められること

●費 用 無料。ただし、飼育・管理・治療などに係る経費は自己負担です。

貸出窓口 住　所 電話番号
社会福祉協議会在宅福祉サービス部 八丁堀 4-1-5 （3206）0603
社会福祉協議会さわやかワーク中央 東日本橋 2-27-12 （3865）3661
日本橋特別出張所 区民係 日本橋蛎殻町 1-31-1 （3666）4253
月島特別出張所 区民係 月島 4-1-1 （3531）1153
シニアセンター 佃 1-11-1 （3531）7813

●対 象 中央区社会福祉協議会会員（申込時に会員加入可）およびその家族で、お
おむね 65 歳以上の高齢者もしくは身体に障害があるため、 一時的に車い
すを必要とする方。 
※会員以外の区民の方で、通院や退院、旅行、ケガなどで車いすが必要な

場合は 1 カ月以内で貸し出します。
●利用料および貸出期間　利用料は無料です（ただし、社会福祉協議会入会の必要あり。

年会費は 1 口 1,000 円以上）。貸出期間は 6 カ月以内、ご
事情により 1 回まで延長（最長 12 カ月）できます。

●車いす搬送サービス　民間のタクシー会社と提携し、車いすをお届け・返却する搬送
サービスを行っています。 
搬送料  770 円（片道料金）

ひ よ う

た い し ょ う

りようりょう かしだしきかん

くるま はんそう

●費 用 原則１割負担。また、世帯の所得状況に応じて月額上限負担額が設定され
ます。

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

しんたいしょうがいしゃてちょう こうふたいしょう ちゅうとうどなんちょうじ たい ほちょうきこうにゅう

ひ よ う い ち ぶ じょせい

き ぼ う たいしょうしゃ もうどうけん かいじょけん ちょうどうけん ほ じ ょ け んな い よ う

た い し ょ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 中等度難聴児発達支援事業
ち ゅ う と う ど な ん ち ょ う じ は っ た つ し え ん じ ぎ ょ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） 補助犬の給付
ほ じ ょ け ん 　    き ゅ う ふ

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 車いすの貸し出し
く る ま           　 か     　 だ

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  
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●申請方法 次のものを持参して、申請してください。
①身体障害者手帳または指定難病であることが分かるもの（診断書など）
②前年分の所得を証明する書類

●内 容 身体障害者手帳の交付対象とならない中等度難聴児に対し、補聴器購入
費用の一部を助成します。

●対 象 次の要件全てに該当する方
①区内在住で 18 歳未満の児童であること
②聴覚障害に係る身体障害者手帳の交付対象となる聴力でないこと
③両耳の聴力レベルがおおむね 30 デシベル以上であり、補聴器の装用に

より、言語の習得など一定の効果が期待できると医師が判断できる方で
あること

ただし、次の場合は助成対象外です。
①世帯の所得が一定以上の場合（世帯に区民税所得割額が 46 万円以上の

方がいる場合）
②申請前に補聴器を購入した場合

●費 用 補聴器の購入費用と助成基準額（1 台 137,000 円、耐用年数 5 年）を比
較して少ない額の 9 割を助成します。ただし、生活保護世帯、区民税非
課税世帯は負担はありません。

●申請方法 事前にご相談のうえ、次の書類を持参して申請してください。
①補聴器購入費助成申請書
②医師の意見書（所定の用紙があります）
③見積書（補聴器販売業者が作成したもの）

●内 容 希望する対象者に盲導犬・介助犬・聴導犬のいずれかの補助犬を給付し
ます。

●対 象 次の要件全てに該当する方
① 18 歳以上で在宅生活を送っている方
②身体障害者手帳の等級が下記のいずれかに当てはまる方

・視覚障害１級（盲導犬が対象です）
・肢体不自由１級または２級（介助犬が対象です）
・聴覚障害２級（聴導犬が対象です）

③都内におおむね１年以上居住している方
④世帯の所得税額が平均月額 77,000 円未満の方

⑤借家・借間などに居住されている方は、家主または管理者の承諾が得ら
　れること
⑥所定の訓練を受け、盲導犬・介助犬・聴導犬を適切に管理できること
⑦社会活動への参加に効果があると認められること

●費 用 無料。ただし、飼育・管理・治療などに係る経費は自己負担です。

貸出窓口 住　所 電話番号
社会福祉協議会在宅福祉サービス部 八丁堀 4-1-5 （3206）0603
社会福祉協議会さわやかワーク中央 東日本橋 2-27-12 （3865）3661
日本橋特別出張所 区民係 日本橋蛎殻町 1-31-1 （3666）4253
月島特別出張所 区民係 月島 4-1-1 （3531）1153
シニアセンター 佃 1-11-1 （3531）7813

●対 象 中央区社会福祉協議会会員（申込時に会員加入可）およびその家族で、お
おむね 65 歳以上の高齢者もしくは身体に障害があるため、 一時的に車い
すを必要とする方。 
※会員以外の区民の方で、通院や退院、旅行、ケガなどで車いすが必要な

場合は 1 カ月以内で貸し出します。
●利用料および貸出期間　利用料は無料です（ただし、社会福祉協議会入会の必要あり。

年会費は 1 口 1,000 円以上）。貸出期間は 6 カ月以内、ご
事情により 1 回まで延長（最長 12 カ月）できます。

●車いす搬送サービス　民間のタクシー会社と提携し、車いすをお届け・返却する搬送
サービスを行っています。 
搬送料  770 円（片道料金）

ひ よ う

た い し ょ う

りようりょう かしだしきかん

くるま はんそう

●費 用 原則１割負担。また、世帯の所得状況に応じて月額上限負担額が設定され
ます。

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

しんたいしょうがいしゃてちょう こうふたいしょう ちゅうとうどなんちょうじ たい ほちょうきこうにゅう

ひ よ う い ち ぶ じょせい

き ぼ う たいしょうしゃ もうどうけん かいじょけん ちょうどうけん ほ じ ょ け んな い よ う

た い し ょ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 中等度難聴児発達支援事業
ち ゅ う と う ど な ん ち ょ う じ は っ た つ し え ん じ ぎ ょ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） 補助犬の給付
ほ じ ょ け ん 　    き ゅ う ふ

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 車いすの貸し出し
く る ま           　 か     　 だ

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  
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●内 容 外出時の手助けとして、福祉タクシー利用券の給付（年 1 回）または、
燃料費（ガソリン代）の助成をしています。
福祉タクシー利用券は、券に印刷されている中央区と契約をしているタク
シー会社で利用できます。

申請月 給付（助成）額
4 ～ 6 月 40,000 円
7 ～ 9 月 30,000 円

10 ～ 12 月 20,000 円
1 ～ 3 月 10,000 円

●対 象 次のいずれかの手帳をお持ちの方 
①身体障害者手帳 1 ～ 3 級（下肢・体幹障害）
②身体障害者手帳 1・2 級（内部・視覚障害）
③身体障害者手帳（脳性麻痺・進行性筋萎縮症）
④愛の手帳 1・2 度
⑤精神障害者保健福祉手帳 1 級
※福祉施設に入所している方は利用できません（特別養護老人ホームな

ど）。
●申請方法 ①または②のいずれかを申請してください。

　①福祉タクシー利用券
　障害者手帳を持参して申請してください。
　※家族・代理の方も申請できます（別世帯の方が申請する場合は、委
　　任状が必要となります）。
　※４月～６月は、区役所本庁舎のほか、日本橋特別出張所、月島特別
　　出張所においても申請することができます。
　②自動車燃料費（ガソリン代）助成

　次のものを持参して申請してください。
　・障害者手帳
　・車検査証（同一世帯の所有者に限る・原本）
　・運転免許証
　・障害者手帳をお持ちの方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
　※家族・代理の方も申請できます（別世帯の方が申請する場合は、委
　　任状が必要となります）。
　※自動車燃料費（ガソリン代）助成は、区役所本庁舎でのみ申請する
　　ことができます。

●内 容 車いすや移動寝台（ストレッチャー）に乗ったまま乗車できるリフト付ハ
イヤーを運行しています。

　（運行時間）　午前 8 時～午後 8 時
　（定員）　7 名（車いす 2 台または寝台車 1 台程度、他に介護者 5 名まで）

●利用方法 ①利用の予約
利用したい日の 2 週間前から区が運行委託しているタクシー会社に直
接電話で予約してください。

②利用回数
月 4 回（人工透析による定期的通院のための利用など、特別な理由が
ある方は 10 回）まで。ただし利用日の 7 日前から当日までに予約して
利用する場合は、回数を超えて利用できる場合があります。

※病院の転院には利用できません。

●対 象 日常、外出時に車いすを利用しているか、または寝たきりの状態にあり、
かつ次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方

・下肢・体幹機能障害　1 ～ 3 級の方
・内部機能障害　　　　1 級の方
・視覚障害　　　　　　1 級の方
・脳性麻痺または進行性筋萎縮症の方

②愛の手帳をお持ちの方　1・2 度の方
③上記以外で、肢体が不自由または寝たきりの状態にある心身障害のある
　方または高齢者でリフト付ハイヤーでの移動を必要とする方
※福祉施設に入所している方は利用できません（特別養護老人ホームな

ど）。
●申請方法 本人・家族または代理の方が、窓口で利用券交付申請をしてください。

●内 容 自動車運転免許を取得する際に要する費用の一部を助成します。
●対 象 運転免許適性試験に合格した身体障害者手帳 1 級～ 3 級または愛の手帳

1 度～ 4 度の方。ただし、内部障害は 1 級～ 4 級、下肢・体幹障害は 1
級～ 5 級で歩行が困難な方。
次のいずれかにあたる方は、助成の対象となりません。
①運転免許試験の受験資格がない方
②自動車運転の適性試験に合格していない方
③引き続き 3 カ月以上、中央区に住所がない方
④前年度の所得税額が、400,000 円を超える方

●費 用 

な い よ う

うんこうじかん 

ていいん 

りようほうほう 

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

くるま いどうしんだい の じょうしゃ つき

うんこう

じどうしゃうんてんめんきょ しゅとく さい よう ひ よ う  い ち ぶ じょせい

生活圏を広げる
せ い か つ け ん 　  ひ ろ

（11） 福祉タクシー利用券の給付・自動車燃料費助成
ふ く し 　                  り よ う け ん   　 き ゅ う ふ   　 じ ど う し ゃ ね ん り ょ う ひ じ ょ せ い

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（12） リフト付ハイヤーの運行
つ き 　                    う ん こ う

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（13） 自動車運転教習費の助成
じどうしゃうんてんきょうしゅうひ　    じ ょ せ い

入所料、技能・学科教習料、教材費を助成します。限度額は、
164,800円以内の実費です。

がいしゅつじ て だ す ふ く し り よ う け ん きゅうふ ねん かい

ねんりょうひ じょせいだい

ふ く し り よ う け ん けん いんさつ ちゅうおうく　　けいやく

かいしゃ り よ う  

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう
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●内 容 外出時の手助けとして、福祉タクシー利用券の給付（年 1 回）または、
燃料費（ガソリン代）の助成をしています。
福祉タクシー利用券は、券に印刷されている中央区と契約をしているタク
シー会社で利用できます。

申請月 給付（助成）額
4 ～ 6 月 40,000 円
7 ～ 9 月 30,000 円

10 ～ 12 月 20,000 円
1 ～ 3 月 10,000 円

●対 象 次のいずれかの手帳をお持ちの方 
①身体障害者手帳 1 ～ 3 級（下肢・体幹障害）
②身体障害者手帳 1・2 級（内部・視覚障害）
③身体障害者手帳（脳性麻痺・進行性筋萎縮症）
④愛の手帳 1・2 度
⑤精神障害者保健福祉手帳 1 級
※福祉施設に入所している方は利用できません（特別養護老人ホームな

ど）。
●申請方法 ①または②のいずれかを申請してください。

　①福祉タクシー利用券
　障害者手帳を持参して申請してください。
　※家族・代理の方も申請できます（別世帯の方が申請する場合は、委
　　任状が必要となります）。
　※４月～６月は、区役所本庁舎のほか、日本橋特別出張所、月島特別
　　出張所においても申請することができます。
　②自動車燃料費（ガソリン代）助成

　次のものを持参して申請してください。
　・障害者手帳
　・車検査証（同一世帯の所有者に限る・原本）
　・運転免許証
　・障害者手帳をお持ちの方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
　※家族・代理の方も申請できます（別世帯の方が申請する場合は、委
　　任状が必要となります）。
　※自動車燃料費（ガソリン代）助成は、区役所本庁舎でのみ申請する
　　ことができます。

●内 容 車いすや移動寝台（ストレッチャー）に乗ったまま乗車できるリフト付ハ
イヤーを運行しています。

　（運行時間）　午前 8 時～午後 8 時
　（定員）　7 名（車いす 2 台または寝台車 1 台程度、他に介護者 5 名まで）

●利用方法 ①利用の予約
利用したい日の 2 週間前から区が運行委託しているタクシー会社に直
接電話で予約してください。

②利用回数
月 4 回（人工透析による定期的通院のための利用など、特別な理由が
ある方は 10 回）まで。ただし利用日の 7 日前から当日までに予約して
利用する場合は、回数を超えて利用できる場合があります。

※病院の転院には利用できません。

●対 象 日常、外出時に車いすを利用しているか、または寝たきりの状態にあり、
かつ次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方

・下肢・体幹機能障害　1 ～ 3 級の方
・内部機能障害　　　　1 級の方
・視覚障害　　　　　　1 級の方
・脳性麻痺または進行性筋萎縮症の方

②愛の手帳をお持ちの方　1・2 度の方
③上記以外で、肢体が不自由または寝たきりの状態にある心身障害のある
　方または高齢者でリフト付ハイヤーでの移動を必要とする方
※福祉施設に入所している方は利用できません（特別養護老人ホームな

ど）。
●申請方法 本人・家族または代理の方が、窓口で利用券交付申請をしてください。

●内 容 自動車運転免許を取得する際に要する費用の一部を助成します。
●対 象 運転免許適性試験に合格した身体障害者手帳 1 級～ 3 級または愛の手帳

1 度～ 4 度の方。ただし、内部障害は 1 級～ 4 級、下肢・体幹障害は 1
級～ 5 級で歩行が困難な方。
次のいずれかにあたる方は、助成の対象となりません。
①運転免許試験の受験資格がない方
②自動車運転の適性試験に合格していない方
③引き続き 3 カ月以上、中央区に住所がない方
④前年度の所得税額が、400,000 円を超える方

●費 用 

な い よ う

うんこうじかん 

ていいん 

りようほうほう 

た い し ょ う
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生活圏を広げる
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（11） 福祉タクシー利用券の給付・自動車燃料費助成
ふ く し 　                  り よ う け ん   　 き ゅ う ふ   　 じ ど う し ゃ ね ん り ょ う ひ じ ょ せ い

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（12） リフト付ハイヤーの運行
つ き 　                    う ん こ う

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（13） 自動車運転教習費の助成
じどうしゃうんてんきょうしゅうひ　    じ ょ せ い

入所料、技能・学科教習料、教材費を助成します。限度額は、
164,800円以内の実費です。
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●申請方法 教習所で手続きを行う前にご相談のうえ、次のものを持参して申請してく
ださい。
①運転免許試験所長の発行した身体適格審査の結果についての回答書
②自動車教習所などの発行する入所証明書
③前年分の所得税額を証明する書類

●内 容 就労などに伴い自動車を取得する場合、その自動車の改造に要する費用の
一部を助成します。

●対 象 自己所有の自動車を就労のため自ら運転する必要があり、次の全てにあた
る方
①下肢・上肢・体幹機能の重度障害のため身体障害者手帳の交付を受けて

いる方
②中央区に住所を有し、現に居住している方
③現に助成の対象となっている改造をした自動車を所有していない方

●申請方法 改造などを行う前にご相談のうえ、次のものを持参して申請してください。
①改造を行う業者の仕様書と見積書
②前年分の所得税額を証明する書類
③運転免許証

●内 容 車いすのまま乗降できる電動リフト・スロープ付きのハンディキャブの貸
し出しを行っています。

　（台数）　2 台
　（定員）　「1 号車」…車いす 1 人を含む 6 人乗り 

「2 号車」…車いす 1 人を含む 3 人乗り
　（運転者の確保）　原則として利用者が確保。ただし、確保できない方には、 運転ボラ

ンティアの紹介を行っていますので、10 開所日前までにお申し込
みください。

●対 象 社会福祉協議会会員（申込時に会員加入可）およびその家族などで区内在
住の、車いすを利用している方または歩行が不自由な方で介助を必要とす
る方

●費 用 走行に要する燃料費などの費用は、利用者負担となります。
●申請方法 

●内 容 

●対 象 
手帳の種別など 障害の区分 障害の級別

身体障害者
手帳

視覚障害 1級から3級までの各級または
4級の1

聴覚障害 2 級または 3 級
平衡機能障害 3 級

由
自
不
体
肢

上肢機能障害 1級・2級の1または2級の2
下肢機能障害 1 級から 4 級までの各級
体幹機能障害 1 級から 3 級までの各級

運動機能
障害

上肢機能 1 級または 2 級（一上肢のみに運
動機能障害がある場合を除く）

移動機能 1 級から 4 級までの各級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こうまたは直腸、小腸機能障
害

1 級または 3 級

免疫機能障害、肝臓機能障害 1 級から 3 級までの各級

戦傷病者
手帳

上肢､ 下肢機能障害､ 心臓、
じん臓、肝臓、呼吸器、ぼう
こうまたは直腸、小腸機能障
害

特別項症から第 3 項症までの各項
症

視覚、聴覚、平衡、体幹機能
障害

特別項症から第 4 項症までの各項
症

愛の手帳
（東京都療育
手帳）

1 度または 2 度

精神障害者
保健福祉手帳 1 級

小児慢性特定疾病医療支援で色素性乾皮症の認定を受けている方

※肢体不自由の上肢機能障害「1 級、2 級の 1 または 2 級の 2」に該当する方とは、
両上肢に著しい障害がある方です。一上肢のみに障害がある方は対象となりません。
なお他の道府県は、東京都と制度が異なる場合がありますので、ご注意ください。
●申請方法 都内全ての警察署（交通課）で申請することができます。

①申請書（警察署窓口にあります）　
　警視庁のホームページからダウンロードできます。

小児慢性特定疾
病医療受給者証

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（14） 自動車改造費の助成
じ ど う し ゃ か い ぞ う ひ 　     じ ょ せ い

利用を希望する方は、原則来所して利用登録手続きをしてください（登録
年会費2,000円・社会福祉協議会年会費1,000円以上）。利用登録後は、
利用日の1カ月前から前日の正午までに電話などで申し込んでください。

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（16） 駐車禁止の対象除外
ち ゅ う し ゃ き ん し 　  たいしょうじょがい

駐車禁止等除外標章の交付を受けた身体障害のある方本人が現に使用中で
あり、かつ、標章を掲出したものが、駐車禁止規制の対象から除外されま
す。対象となる方は、都内在住で、下記の区分、級別に該当する手帳をお
持ちの方です。

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう

しゅうろう ともな じ ど う し ゃ しゅとく ば あ い じ ど う し ゃ かいぞう よう ひ よ う

い ち ぶ じょせい

な い よ う

だいすう

ていいん 

うんてんしゃ か く ほ

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

くるま じょうこう でんどう つ か

だ  おこな

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（15） ハンディキャブ（リフト・スロープ付き自動車）の貸し出し
つ     　 じ ど う し ゃ         　 か     　 だ

ちゅうしゃきんしとうじょがいひょうしょう こ う ふ う しんたいしょうがい ほんにん げんかた しようちゅう

ひょうしょう けいしゅつ ちゅうしゃきんしきせい たいしょう じょがい

たいしょう かた とないざいじゅう か き  く ぶ ん きゅうべつ がいとう てちょう

も かた
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●申請方法 教習所で手続きを行う前にご相談のうえ、次のものを持参して申請してく
ださい。
①運転免許試験所長の発行した身体適格審査の結果についての回答書
②自動車教習所などの発行する入所証明書
③前年分の所得税額を証明する書類

●内 容 就労などに伴い自動車を取得する場合、その自動車の改造に要する費用の
一部を助成します。

●対 象 自己所有の自動車を就労のため自ら運転する必要があり、次の全てにあた
る方
①下肢・上肢・体幹機能の重度障害のため身体障害者手帳の交付を受けて

いる方
②中央区に住所を有し、現に居住している方
③現に助成の対象となっている改造をした自動車を所有していない方

●申請方法 改造などを行う前にご相談のうえ、次のものを持参して申請してください。
①改造を行う業者の仕様書と見積書
②前年分の所得税額を証明する書類
③運転免許証

●内 容 車いすのまま乗降できる電動リフト・スロープ付きのハンディキャブの貸
し出しを行っています。

　（台数）　2 台
　（定員）　「1 号車」…車いす 1 人を含む 6 人乗り 

「2 号車」…車いす 1 人を含む 3 人乗り
　（運転者の確保）　原則として利用者が確保。ただし、確保できない方には、 運転ボラ

ンティアの紹介を行っていますので、10 開所日前までにお申し込
みください。

●対 象 社会福祉協議会会員（申込時に会員加入可）およびその家族などで区内在
住の、車いすを利用している方または歩行が不自由な方で介助を必要とす
る方

●費 用 走行に要する燃料費などの費用は、利用者負担となります。
●申請方法 

●内 容 

●対 象 
手帳の種別など 障害の区分 障害の級別

身体障害者
手帳

視覚障害 1級から3級までの各級または
4級の1

聴覚障害 2 級または 3 級
平衡機能障害 3 級

由
自
不
体
肢

上肢機能障害 1級・2級の1または2級の2
下肢機能障害 1 級から 4 級までの各級
体幹機能障害 1 級から 3 級までの各級

運動機能
障害

上肢機能 1 級または 2 級（一上肢のみに運
動機能障害がある場合を除く）

移動機能 1 級から 4 級までの各級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こうまたは直腸、小腸機能障
害

1 級または 3 級

免疫機能障害、肝臓機能障害 1 級から 3 級までの各級

戦傷病者
手帳

上肢､ 下肢機能障害､ 心臓、
じん臓、肝臓、呼吸器、ぼう
こうまたは直腸、小腸機能障
害

特別項症から第 3 項症までの各項
症

視覚、聴覚、平衡、体幹機能
障害

特別項症から第 4 項症までの各項
症

愛の手帳
（東京都療育
手帳）

1 度または 2 度

精神障害者
保健福祉手帳 1 級

小児慢性特定疾病医療支援で色素性乾皮症の認定を受けている方

※肢体不自由の上肢機能障害「1 級、2 級の 1 または 2 級の 2」に該当する方とは、
両上肢に著しい障害がある方です。一上肢のみに障害がある方は対象となりません。
なお他の道府県は、東京都と制度が異なる場合がありますので、ご注意ください。
●申請方法 都内全ての警察署（交通課）で申請することができます。

①申請書（警察署窓口にあります）　
　警視庁のホームページからダウンロードできます。

小児慢性特定疾
病医療受給者証

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（14） 自動車改造費の助成
じ ど う し ゃ か い ぞ う ひ 　     じ ょ せ い

利用を希望する方は、原則来所して利用登録手続きをしてください（登録
年会費2,000円・社会福祉協議会年会費1,000円以上）。利用登録後は、
利用日の1カ月前から前日の正午までに電話などで申し込んでください。

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（16） 駐車禁止の対象除外
ち ゅ う し ゃ き ん し 　  たいしょうじょがい

駐車禁止等除外標章の交付を受けた身体障害のある方本人が現に使用中で
あり、かつ、標章を掲出したものが、駐車禁止規制の対象から除外されま
す。対象となる方は、都内在住で、下記の区分、級別に該当する手帳をお
持ちの方です。

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

しんせいほうほう

しゅうろう ともな じ ど う し ゃ しゅとく ば あ い じ ど う し ゃ かいぞう よう ひ よ う

い ち ぶ じょせい

な い よ う

だいすう

ていいん 

うんてんしゃ か く ほ

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

くるま じょうこう でんどう つ か

だ  おこな

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（15） ハンディキャブ（リフト・スロープ付き自動車）の貸し出し
つ     　 じ ど う し ゃ         　 か     　 だ

ちゅうしゃきんしとうじょがいひょうしょう こ う ふ う しんたいしょうがい ほんにん げんかた しようちゅう

ひょうしょう けいしゅつ ちゅうしゃきんしきせい たいしょう じょがい

たいしょう かた とないざいじゅう か き  く ぶ ん きゅうべつ がいとう てちょう

も かた
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②身体障害者手帳など
③認印
④住民票の写し（申請日から３カ月以内に発行されたもの）
⑤申請は原則として本人が行ってください。

ただし申請者が未成年者、知的障害のある方または精神障害のある方の
場合は、当該申請者の親権者、配偶者または三親等以内の血族もしくは
姻族の方を申請代理人として申請することができます。
代理人による申請の場合は、上記書類に加え、申請者との関係を証明で
きる書面（続柄が記載された住民票の写し、戸籍謄本など）と申請代理
人本人の確認ができる身分証明書（運転免許証、健康保険証など）を持
参してください。

●駐車する上での注意点　公安委員会が交付した駐車禁止等除外標章を車の前面に提
示することで、公安委員会指定の駐車禁止場所などの規制対
象から、原則として除外されます。
※申請方法と駐車する上での注意点は、都内の警察署でご確

認ください。

●内 容 長期にわたり入浴のできない在宅の重度心身障害のある方に対し、訪問
入浴車による入浴サービスを利用する場合の費用を助成します（※自室で
の入浴です）。年末年始を除いて、毎週１回（年 51 回）サービスを受け
ることができます。

●対 象 65 歳未満で、①、②いずれかの手帳をお持ちの方で、③～⑥の
要件をいずれも満たしている方
①身体障害者手帳１・２級

②愛の手帳１・２度
③ 40 歳以上 65 歳未満で高齢者の入浴サービスを受けていない方
④入浴に際し介助が必要な方
⑤医師から入浴を止められていない方
⑥入浴時に家族などの立ち会いや介助を得られない方

●費 用 サービス提供に必要な経費の 1 割を負担していただきます。住民税非課
税の方は無料です。

●申請方法 申請には所定の医師意見書が必要です。事前にお問い合わせください。

●内 容 寝具１組の乾燥　年 10 回
寝具の丸洗い　　年１回
寝具の水洗い　　年１回

●対 象 65 歳未満で①～③のいずれかにあたる方で寝たきりの状態にあり、④・
⑤の要件を全て満たしている方
①身体障害者手帳 1・2 級の方
②愛の手帳 1・2 度の方
③精神障害者保健福祉手帳 1・2 級の方
④特別区民税・都民税の所得割を課されていない方（住民税非課税世帯の

方）
⑤常時介護している親族などが近くに住んでいない方

●費 用 無料
●申請方法 家族や代理の方が、障害者福祉課で申請してください。

●内 容 理容師または美容師の訪問を受け、自宅で理容師による理髪・顔そり、
美容師によるカットと次のいずれかのサービス（ポイントメイクまたは眉
カットまたはカーラーセット）が受けられます。

●対 象 65 歳未満で、次のいずれかにあたる方
※ご利用の際は、ご親族などの立会いが必要です。

①身体障害者手帳（下肢または体幹障害）１級の方
②愛の手帳 1 度の方
③精神障害者保健福祉手帳 1・2 級で外出が困難な方 

●費 用 無料
●申請方法 家族や代理の方が、障害者福祉課で申請してください。

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う し ん ぐ くみ かんそう ねん かい

し ん ぐ まるあら ねん かい

し ん ぐ みずあら ねん かい

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

り よ う し

う

び よ う し ほうもん う じ た く り よ う し り は つ かお

び よ う し　　　　　　　　　　　　　　 つぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まゆ

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（18） ふとん乾燥・丸洗いサービス
か ん そ う   　 ま る あ ら

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（19） 理美容サービス
り び よ う

ちゅうしゃ うえ ちゅういてん

な い よ う

た い し ょ う

ちょうき にゅうよく ざいたく じゅうどしんしんしょうがい かた たい ほうもん 

にゅうよくしゃ にゅうよく り よ う ば あ い ひ よ う じょせい じ し つ  

にゅうよく ね ん ま つ ね ん し のぞ まいしゅう かい ねん かい う

別記様式第 4 の 3（身体障害者等用）

より快適なくらしのために
か い て き

（17） 訪問入浴サービス
ほうもんにゅうよく

警視庁交通部　駐車対策課
　〒100-8929　千代田区霞が関 2-1-1
　電話（3581）4321　内線 52615
中央警察署
　〒103-0026　日本橋兜町 14-2
　電話（5651）0110
久松警察署
　〒103-0005　日本橋久松町 8-1
　電話（3661）0110
築地警察署
　〒104-0045　築地 1-6-1
　電話（3543）0110
月島警察署
　〒104-0053　晴海 3-16-14
　電話（3534）0110

問合わせ問合わせ
と い あ  5
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②身体障害者手帳など
③認印
④住民票の写し（申請日から３カ月以内に発行されたもの）
⑤申請は原則として本人が行ってください。

ただし申請者が未成年者、知的障害のある方または精神障害のある方の
場合は、当該申請者の親権者、配偶者または三親等以内の血族もしくは
姻族の方を申請代理人として申請することができます。
代理人による申請の場合は、上記書類に加え、申請者との関係を証明で
きる書面（続柄が記載された住民票の写し、戸籍謄本など）と申請代理
人本人の確認ができる身分証明書（運転免許証、健康保険証など）を持
参してください。

●駐車する上での注意点　公安委員会が交付した駐車禁止等除外標章を車の前面に提
示することで、公安委員会指定の駐車禁止場所などの規制対
象から、原則として除外されます。
※申請方法と駐車する上での注意点は、都内の警察署でご確

認ください。

●内 容 長期にわたり入浴のできない在宅の重度心身障害のある方に対し、訪問
入浴車による入浴サービスを利用する場合の費用を助成します（※自室で
の入浴です）。年末年始を除いて、毎週１回（年 51 回）サービスを受け
ることができます。

●対 象 65 歳未満で、①、②いずれかの手帳をお持ちの方で、③～⑥の
要件をいずれも満たしている方
①身体障害者手帳１・２級

②愛の手帳１・２度
③ 40 歳以上 65 歳未満で高齢者の入浴サービスを受けていない方
④入浴に際し介助が必要な方
⑤医師から入浴を止められていない方
⑥入浴時に家族などの立ち会いや介助を得られない方

●費 用 サービス提供に必要な経費の 1 割を負担していただきます。住民税非課
税の方は無料です。

●申請方法 申請には所定の医師意見書が必要です。事前にお問い合わせください。

●内 容 寝具１組の乾燥　年 10 回
寝具の丸洗い　　年１回
寝具の水洗い　　年１回

●対 象 65 歳未満で①～③のいずれかにあたる方で寝たきりの状態にあり、④・
⑤の要件を全て満たしている方
①身体障害者手帳 1・2 級の方
②愛の手帳 1・2 度の方
③精神障害者保健福祉手帳 1・2 級の方
④特別区民税・都民税の所得割を課されていない方（住民税非課税世帯の

方）
⑤常時介護している親族などが近くに住んでいない方

●費 用 無料
●申請方法 家族や代理の方が、障害者福祉課で申請してください。

●内 容 理容師または美容師の訪問を受け、自宅で理容師による理髪・顔そり、
美容師によるカットと次のいずれかのサービス（ポイントメイクまたは眉
カットまたはカーラーセット）が受けられます。

●対 象 65 歳未満で、次のいずれかにあたる方
※ご利用の際は、ご親族などの立会いが必要です。

①身体障害者手帳（下肢または体幹障害）１級の方
②愛の手帳 1 度の方
③精神障害者保健福祉手帳 1・2 級で外出が困難な方 

●費 用 無料
●申請方法 家族や代理の方が、障害者福祉課で申請してください。

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う し ん ぐ くみ かんそう ねん かい

し ん ぐ まるあら ねん かい

し ん ぐ みずあら ねん かい

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

り よ う し

う

び よ う し ほうもん う じ た く り よ う し り は つ かお

び よ う し　　　　　　　　　　　　　　 つぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まゆ

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（18） ふとん乾燥・丸洗いサービス
か ん そ う   　 ま る あ ら

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（19） 理美容サービス
り び よ う

ちゅうしゃ うえ ちゅういてん

な い よ う

た い し ょ う

ちょうき にゅうよく ざいたく じゅうどしんしんしょうがい かた たい ほうもん 

にゅうよくしゃ にゅうよく り よ う ば あ い ひ よ う じょせい じ し つ  

にゅうよく ね ん ま つ ね ん し のぞ まいしゅう かい ねん かい う

別記様式第 4 の 3（身体障害者等用）

より快適なくらしのために
か い て き

（17） 訪問入浴サービス
ほうもんにゅうよく

警視庁交通部　駐車対策課
　〒100-8929　千代田区霞が関 2-1-1
　電話（3581）4321　内線 52615
中央警察署
　〒103-0026　日本橋兜町 14-2
　電話（5651）0110
久松警察署
　〒103-0005　日本橋久松町 8-1
　電話（3661）0110
築地警察署
　〒104-0045　築地 1-6-1
　電話（3543）0110
月島警察署
　〒104-0053　晴海 3-16-14
　電話（3534）0110

問合わせ問合わせ
と い あ  5
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●内 容 対象の方に紙おむつの支給、または、おむつ代の助成をしています。紙お
むつのタイプ、数量などについては、お問い合わせください。
入院のため、病院指定のおむつを使用する方は、月 7,000 円を限度とし
て助成金を支給します。

●対 象 以下のすべてにあてはまる方
①区内に住所のある在宅または入院中の方
②３歳以上６５歳未満の方
③以下のいずれかにあてはまる方
　・常時寝たきりまたはこれに準ずる状態の方
　・失禁状態の方
④以下のいずれかにあてはまる方
　・身体障害者手帳１・２級
　・愛の手帳１・２度
　・精神障害者保健福祉手帳１・２級
※次のいずれかにあたる方は、支給の対象になりません。
　①他の制度により紙おむつの支給またはおむつ代の助成を受けている方
　②障害者支援施設・特別養護老人ホームなどの施設に入所している方

●費 用 無料
●申請方法 家族や代理の方が、障害者福祉課で申請してください。

入院のためおむつ代の助成を受ける方は、病院指定のおむつを使用してい
る旨の証明書（区指定の様式）が必要ですので、事前にお問い合わせくだ
さい。

●内 容 助成は1世帯あたり1台で、基本料金と通話料を合わせて2,500円（消費税
を含む）までです。

●対 象 電話（携帯電話を含む）またはファクスを持っている、外出が困難な次の
いずれかにあたる方で、住民税が非課税の世帯の方
① 18 歳以上で身体障害者手帳 1・2 級（下肢・体幹・内部障害）をお持

ちの方
② 18 歳以上で身体障害者手帳 1 級（視覚障害）をお持ちの方
③ 6 歳以上で身体障害者手帳 3 級以上（聴覚・音声・言語障害）をお持

ちの方
※ファクスについては、③の方のみ対象

　（対象除外）　次にあたる方は､ 原則として対象となりません。
①高齢者福祉電話料金等助成事業を利用している方
②特別養護老人ホームなどの施設に入所している方

●申請方法 次のものを持参してください。 
①身体障害者手帳 

②障害のある方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
③区外から転入された方は、前住所地の住民税課税（非課税）証明書

●内 容 家庭内での急病などの緊急時に、ペンダント式無線発報器などのボタンを
押すだけで、区が委託した緊急通報業者のコールセンターに通報できる
機器をご自宅の固定電話回線に設置します。緊急時には、救護の講習を受
けた緊急通報出動員が自宅に駆けつけ、救急車の出動要請などの救助活動
を行います。

　（貸与する機器）　①緊急通報システム機器一式（ペンダント式無線発報器、専用通報
器など）

②見守りセンサー（希望により）
※見守りセンサーは、一定の時間人の動きを感知できないときに

自動で通報を行うセンサーです。
③火災センサー（希望により）

●対 象 18 歳以上の一人暮らしなどで、次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳 1・2 級をお持ちの方
②難病患者で、緊急時の援助を必要とする病状にある方

●費 用 無料。ただし、貸与された機器の使用電気および電話代は利用者の負担と
なります。

●申請方法 あらかじめ、障害者福祉課にお問い合わせください。
※聴覚障害および音声・言語機能障害のある方は、緊急ネット通報をご利

用ください。

●内 容 火事・救急・事故などの緊急時において、音声（肉声）による通報が困難
な状況にある聴覚または音声・言語機能に障害のある方が、携帯電話・
スマートフォンからウェブ機能を利用して東京消防庁に通報することがで
きるサービスです。

●対 象 東京消防庁管内（東京都のうち、稲城市および島しょ地区を除く地域）に
在住、または、在勤・在学している聴覚または言語・音声等に機能障害が
ある方

●費 用 無料。ただし、通信料は利用者の負担となります。
●申請方法 ご利用には事前登録が必要です。

詳しくは東京消防庁ホームページ
http://www.tfd.metro.tokyo.jpをご覧ください。

（20） 紙おむつの支給・おむつ代の助成
か み 　               し き ゅ う               　 だ い   　 じ ょ せ い

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（21） 電話・ファクス料金の助成
で ん わ 　                    り ょ う き ん 　 じ ょ せ い

（23） 緊急ネット通報（東京消防庁）
き ん き ゅ う          　 つ う ほ う 　 とうきょうしょうぼうちょう
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障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（22） 緊急通報システム
きんきゅうつうほう

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  
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●内 容 対象の方に紙おむつの支給、または、おむつ代の助成をしています。紙お
むつのタイプ、数量などについては、お問い合わせください。
入院のため、病院指定のおむつを使用する方は、月 7,000 円を限度とし
て助成金を支給します。

●対 象 以下のすべてにあてはまる方
①区内に住所のある在宅または入院中の方
②３歳以上６５歳未満の方
③以下のいずれかにあてはまる方
　・常時寝たきりまたはこれに準ずる状態の方
　・失禁状態の方
④以下のいずれかにあてはまる方
　・身体障害者手帳１・２級
　・愛の手帳１・２度
　・精神障害者保健福祉手帳１・２級
※次のいずれかにあたる方は、支給の対象になりません。
　①他の制度により紙おむつの支給またはおむつ代の助成を受けている方
　②障害者支援施設・特別養護老人ホームなどの施設に入所している方

●費 用 無料
●申請方法 家族や代理の方が、障害者福祉課で申請してください。

入院のためおむつ代の助成を受ける方は、病院指定のおむつを使用してい
る旨の証明書（区指定の様式）が必要ですので、事前にお問い合わせくだ
さい。

●内 容 助成は1世帯あたり1台で、基本料金と通話料を合わせて2,500円（消費税
を含む）までです。

●対 象 電話（携帯電話を含む）またはファクスを持っている、外出が困難な次の
いずれかにあたる方で、住民税が非課税の世帯の方
① 18 歳以上で身体障害者手帳 1・2 級（下肢・体幹・内部障害）をお持

ちの方
② 18 歳以上で身体障害者手帳 1 級（視覚障害）をお持ちの方
③ 6 歳以上で身体障害者手帳 3 級以上（聴覚・音声・言語障害）をお持

ちの方
※ファクスについては、③の方のみ対象

　（対象除外）　次にあたる方は､ 原則として対象となりません。
①高齢者福祉電話料金等助成事業を利用している方
②特別養護老人ホームなどの施設に入所している方

●申請方法 次のものを持参してください。 
①身体障害者手帳 

②障害のある方の口座番号がわかるもの（預金通帳など）
③区外から転入された方は、前住所地の住民税課税（非課税）証明書

●内 容 家庭内での急病などの緊急時に、ペンダント式無線発報器などのボタンを
押すだけで、区が委託した緊急通報業者のコールセンターに通報できる
機器をご自宅の固定電話回線に設置します。緊急時には、救護の講習を受
けた緊急通報出動員が自宅に駆けつけ、救急車の出動要請などの救助活動
を行います。

　（貸与する機器）　①緊急通報システム機器一式（ペンダント式無線発報器、専用通報
器など）

②見守りセンサー（希望により）
※見守りセンサーは、一定の時間人の動きを感知できないときに

自動で通報を行うセンサーです。
③火災センサー（希望により）

●対 象 18 歳以上の一人暮らしなどで、次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳 1・2 級をお持ちの方
②難病患者で、緊急時の援助を必要とする病状にある方

●費 用 無料。ただし、貸与された機器の使用電気および電話代は利用者の負担と
なります。

●申請方法 あらかじめ、障害者福祉課にお問い合わせください。
※聴覚障害および音声・言語機能障害のある方は、緊急ネット通報をご利

用ください。

●内 容 火事・救急・事故などの緊急時において、音声（肉声）による通報が困難
な状況にある聴覚または音声・言語機能に障害のある方が、携帯電話・
スマートフォンからウェブ機能を利用して東京消防庁に通報することがで
きるサービスです。

●対 象 東京消防庁管内（東京都のうち、稲城市および島しょ地区を除く地域）に
在住、または、在勤・在学している聴覚または言語・音声等に機能障害が
ある方

●費 用 無料。ただし、通信料は利用者の負担となります。
●申請方法 ご利用には事前登録が必要です。

詳しくは東京消防庁ホームページ
http://www.tfd.metro.tokyo.jpをご覧ください。

（20） 紙おむつの支給・おむつ代の助成
か み 　               し き ゅ う               　 だ い   　 じ ょ せ い

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（21） 電話・ファクス料金の助成
で ん わ 　                    り ょ う き ん 　 じ ょ せ い

（23） 緊急ネット通報（東京消防庁）
き ん き ゅ う          　 つ う ほ う 　 とうきょうしょうぼうちょう
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障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（22） 緊急通報システム
きんきゅうつうほう

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  
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●内 容 緊急時の対応が困難な障害のある方を対象として、区が委託した専門業者
が事前にご自宅を調査した上で最適な器具を選定し、4 個まで無料（5 個
目以上は自己負担）で取り付けを行います。

●対 象 次のいずれかにあたる方 
①身体障害者手帳をお持ちの視覚障害のある方、4 級以上の肢体不自由者

が属する世帯
②愛の手帳 3 度以上をお持ちの知的障害のある方が属する世帯
③精神障害者保健福祉手帳 2 級以上をお持ちの方が属する世帯
※申請は、一世帯 1 回限りです。

　（対象除外）　65 歳以上で次のいずれかにあたる方
①要介護２以上の寝たきりの方
②ひとり暮らしの方
③ 65 歳以上の方を含む 60 歳以上の方だけで構成される世帯の方
④家族が就労、就学などで日中などに不在となり、②または③と同様の

状態となる方
※上記に該当する方は、家具類転倒防止器具取付事業（高齢者福祉課）

の対象となります。
●申請方法 ご家族の方などが、対象となる方の身体障害者手帳、愛の手帳または精神

障害者保健福祉手帳を持参し、申請してください。

●内 容 位置情報端末機（スマートフォンなどを含む）で、現在地や移動経路を知
ることができる位置情報サービスの利用料の一部を助成しています。

●対 象 区内在住で、愛の手帳をお持ちのおおむね小学生以上の在宅の知的障害者
（児）の保護者

●費 用 利用料のうち、助成額を超える部分は自己負担です。 
●申請方法 次のものを持参し、申請してください。

①愛の手帳
②保護者名義の預金通帳（不要な場合もあります）

●内 容 重度障害者を在宅で介護している方の慰労のため、次のうち 1 種類 1 万
円を単位として合計 3 万円分を支給します（複数の組み合わせも可能）。
①食事・マッサージ共通券：区が指定するそば店・マッサージ店（※）で

利用できる券
②旅行券：旅行代理店発行の旅行券

●対 象 次のいずれかの手当を受給している方を在宅で日常介護している方 
①重度心身障害者手当（24・25 ページ） 
②特別障害者手当（25 ページ）

　（対象除外）　次にあたる方は､ 原則として対象となりません。 
　在宅寝たきり高齢者介護者慰労事業の対象となる方

●申請方法 毎年 4 月に対象者の方に直接お知らせします。

●内 容 家族などの介助で入浴できる浴室を提供しています（116 ページ）。
●対 象 家庭または公衆浴場での入浴が困難な障害のある方 

●内 容 重症心身障害児（者）などの健康の保持と在宅で介護する家族の介護負担
を軽減することを目的として、自宅または通学する特別支援学校に訪問看
護事業所から看護師を派遣し一定時間医療的ケアなどを代替します。
１年度の間に96時間以内で自由に利用できます。
１回あたり、２時間から４時間までで 30 分単位の利用です。

●対 象 次の要件すべてに当てはまる方
①以下の要件のいずれかに当てはまる方

・18 歳に達する日までの間に、愛の手帳１度または２度程度の知的障
害があり、かつ、身体障害の程度が１級または２級（自ら歩くことが
できない程度の肢体不自由）の身体障害者手帳をお持ちの方

福祉センター　管理係
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

問合わせ問合わせ
と い あ  

（27） 浴室の提供
よ く し つ 　 て い き ょ う

（28） 重症心身障害児（者）在宅レスパイト
じゅうしょうしんしんしょうがいじ   　 し ゃ 　   ざ い た く

※そば店・マッサージ店の一覧は、障害者福祉課、高齢者福祉課、日本
橋・月島特別出張所、おとしより相談センターおよび居宅介護支援事業
所で配布しています。また、区ホームページの「在宅寝たきり高齢者介
護者慰労事業」に掲載しています。

な い よ う

た い し ょ う

たいしょうじょがい 

しんせいほうほう

きんきゅうじ たいおう こんなん しょうがい かた たいしょう く い た く せんもんぎょうしゃ

じ ぜ ん じ た く ちょうさ うえ さいてき き ぐ せんてい こ むりょう こ

め いじょう じ こ ふ た ん と つ おこな

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

い ち じ ょ う ほ う た ん ま つ き ふく げんざいち い ど う け い ろ し

いちじょうほう りようりょう い ち ぶ じょせい

東京消防庁　防災部防災安全課　防災福祉係
電話（3212）2111　内線 4245・4246
FAX（3213）1478（防災安全課）
※消防車・救急車を要請する時は、「119 番」「緊急ネット通報」
　「119 番ファクシミリ通報」などをご利用ください。

問合わせ問合わせ
と い あ  

（24） 家具類転倒防止器具の取付
か   ぐ  る いて ん と うぼ う   し   き   ぐ    　 と り つ け

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（25） 知的障害者位置情報サービス費用助成
ち て き し ょ う が い し ゃ い ち じ ょ う ほ う 　                 ひ よ う じ ょ せ い

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（26） 在宅重度障害者の介護者慰労
ざいたくじゅうどしょうがいしゃ　     か い ご し ゃ い ろ う

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

な い よ う じゅうどしょうがいしゃ ざいたく か い ご かた い ろ う つぎ しゅるい まん

えん た ん い ごうけい まんえんぶん しきゅう ふくすう く あ か の う  
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てん てん いちらん しょうがいしゃふくしか こうれいしゃふくしか にほん

ば し つきしまとくべつしゅっちょうじょ そうだん きょたくかいごしえんじぎょう

しょ は い ふ く ざいたくね こうれいしゃかい

ごしゃいろう じぎょう けいさい

た い し ょ う

たいしょうじょがい

しんせいほうほう

な い よ う か ぞ く かいじょ にゅうよく よくしつ ていきょう

た い し ょ う
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●内 容 緊急時の対応が困難な障害のある方を対象として、区が委託した専門業者
が事前にご自宅を調査した上で最適な器具を選定し、4 個まで無料（5 個
目以上は自己負担）で取り付けを行います。

●対 象 次のいずれかにあたる方 
①身体障害者手帳をお持ちの視覚障害のある方、4 級以上の肢体不自由者

が属する世帯
②愛の手帳 3 度以上をお持ちの知的障害のある方が属する世帯
③精神障害者保健福祉手帳 2 級以上をお持ちの方が属する世帯
※申請は、一世帯 1 回限りです。

　（対象除外）　65 歳以上で次のいずれかにあたる方
①要介護２以上の寝たきりの方
②ひとり暮らしの方
③ 65 歳以上の方を含む 60 歳以上の方だけで構成される世帯の方
④家族が就労、就学などで日中などに不在となり、②または③と同様の

状態となる方
※上記に該当する方は、家具類転倒防止器具取付事業（高齢者福祉課）

の対象となります。
●申請方法 ご家族の方などが、対象となる方の身体障害者手帳、愛の手帳または精神

障害者保健福祉手帳を持参し、申請してください。

●内 容 位置情報端末機（スマートフォンなどを含む）で、現在地や移動経路を知
ることができる位置情報サービスの利用料の一部を助成しています。

●対 象 区内在住で、愛の手帳をお持ちのおおむね小学生以上の在宅の知的障害者
（児）の保護者

●費 用 利用料のうち、助成額を超える部分は自己負担です。 
●申請方法 次のものを持参し、申請してください。

①愛の手帳
②保護者名義の預金通帳（不要な場合もあります）

●内 容 重度障害者を在宅で介護している方の慰労のため、次のうち 1 種類 1 万
円を単位として合計 3 万円分を支給します（複数の組み合わせも可能）。
①食事・マッサージ共通券：区が指定するそば店・マッサージ店（※）で

利用できる券
②旅行券：旅行代理店発行の旅行券

●対 象 次のいずれかの手当を受給している方を在宅で日常介護している方 
①重度心身障害者手当（24・25 ページ） 
②特別障害者手当（25 ページ）

　（対象除外）　次にあたる方は､ 原則として対象となりません。 
　在宅寝たきり高齢者介護者慰労事業の対象となる方

●申請方法 毎年 4 月に対象者の方に直接お知らせします。

●内 容 家族などの介助で入浴できる浴室を提供しています（116 ページ）。
●対 象 家庭または公衆浴場での入浴が困難な障害のある方 

●内 容 重症心身障害児（者）などの健康の保持と在宅で介護する家族の介護負担
を軽減することを目的として、自宅または通学する特別支援学校に訪問看
護事業所から看護師を派遣し一定時間医療的ケアなどを代替します。
１年度の間に96時間以内で自由に利用できます。
１回あたり、２時間から４時間までで 30 分単位の利用です。

●対 象 次の要件すべてに当てはまる方
①以下の要件のいずれかに当てはまる方

・18 歳に達する日までの間に、愛の手帳１度または２度程度の知的障
害があり、かつ、身体障害の程度が１級または２級（自ら歩くことが
できない程度の肢体不自由）の身体障害者手帳をお持ちの方

福祉センター　管理係
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

問合わせ問合わせ
と い あ  

（27） 浴室の提供
よ く し つ 　 て い き ょ う

（28） 重症心身障害児（者）在宅レスパイト
じゅうしょうしんしんしょうがいじ   　 し ゃ 　   ざ い た く

※そば店・マッサージ店の一覧は、障害者福祉課、高齢者福祉課、日本
橋・月島特別出張所、おとしより相談センターおよび居宅介護支援事業
所で配布しています。また、区ホームページの「在宅寝たきり高齢者介
護者慰労事業」に掲載しています。

な い よ う

た い し ょ う

たいしょうじょがい 

しんせいほうほう

きんきゅうじ たいおう こんなん しょうがい かた たいしょう く い た く せんもんぎょうしゃ

じ ぜ ん じ た く ちょうさ うえ さいてき き ぐ せんてい こ むりょう こ

め いじょう じ こ ふ た ん と つ おこな

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

い ち じ ょ う ほ う た ん ま つ き ふく げんざいち い ど う け い ろ し

いちじょうほう りようりょう い ち ぶ じょせい

東京消防庁　防災部防災安全課　防災福祉係
電話（3212）2111　内線 4245・4246
FAX（3213）1478（防災安全課）
※消防車・救急車を要請する時は、「119 番」「緊急ネット通報」
　「119 番ファクシミリ通報」などをご利用ください。

問合わせ問合わせ
と い あ  

（24） 家具類転倒防止器具の取付
か   ぐ  る いて ん と うぼ う   し   き   ぐ    　 と り つ け

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（25） 知的障害者位置情報サービス費用助成
ち て き し ょ う が い し ゃ い ち じ ょ う ほ う 　                 ひ よ う じ ょ せ い

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（26） 在宅重度障害者の介護者慰労
ざいたくじゅうどしょうがいしゃ　     か い ご し ゃ い ろ う

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

な い よ う じゅうどしょうがいしゃ ざいたく か い ご かた い ろ う つぎ しゅるい まん
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てん てん いちらん しょうがいしゃふくしか こうれいしゃふくしか にほん

ば し つきしまとくべつしゅっちょうじょ そうだん きょたくかいごしえんじぎょう

しょ は い ふ く ざいたくね こうれいしゃかい

ごしゃいろう じぎょう けいさい

た い し ょ う

たいしょうじょがい

しんせいほうほう

な い よ う か ぞ く かいじょ にゅうよく よくしつ ていきょう

た い し ょ う
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ごじぎょうしょ　                かんごし       　はけん       　いっていじかんいりょうてき　                               だいたい

ねんど　   あいだ　              じかんいない        　じゆう      　りよう
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3 鼻咽頭エアウェイ
4 酸素吸入
5 ６回 / 日以上の頻回の吸引
6 ネブライザー　６回 / 日以上または継続使用
7 中心静脈栄養（ＩＶＨ）
8 経管栄養（経鼻・胃ろう含む）
9 腸ろう・腸管栄養
10 継続する透析（腹膜灌流を含む）
11 定期導尿（３回 / 日以上）（人工膀胱を含む）
12 人工肛門

②家族などにより在宅介護を受けて生活している方
③訪問看護サービスによる医療的ケアを受けている方

●費 用 本人（18 歳未満の場合は保護者）の課税状況などに応じた利用者負担額
があります。

●申請方法 申請には次の書類が必要です。
①意見書
※所定の用紙（障害者福祉課にあります）に主治医が記入済みのもの
②申請書

●内 容 

・保育園、幼稚園、学童クラブなどへの送り迎えやその前後の預かり
・保護者が用事で外出する際の預かり
・その他、必要な援助
※預かりは原則として提供会員宅で行います。
②活動時間と活動謝礼

時間 1 時間当たりの活動謝礼

月曜日～
金曜日

午前 7 時～午後 8 時 子ども 1 人当たり
800 円

上記以外の時間
子ども 1 人当たり
1,000 円土曜・日曜・

祝日年末年始 全時間

依頼会員から提供会員への活動謝礼は活動終了の都度、直接現金でお渡し
ください。 

※障害や疾病がある場合はあらかじめファミリー・サポート・センター
にご相談ください。

②提供会員（育児の手助けができる方）
満 20 歳以上の、心身共に健康で子育て経験などがあり、子育ての援助
に理解と熱意のある方

③両方会員
前記の両方に該当する方 

●内 容 共同募金の一つとして、歳末たすけあい運動を実施しています。地域
福祉活動の充実や支援を図るとともに、18 歳未満の在宅障害児の
保護者に歳末たすけあい金（見舞金）を贈ります。

●内 容 障害のある方の自立生活を支援するため、次の事業を実施しています。
サービスの種類 内容 費用負担

1 一般相談

①成年後見制度の利用に関する相談
②福祉サービスの利用や日常的な金銭管理

等に関する相談
相談日時　月曜日～金曜日　
午前 8 時 30 分～午後 5 時
※祝日・休日および年末年始は除く

一般世帯 非課税
世帯

無料

2 福祉法律
相談

専門の弁護士が相談に応じます。
①高齢者や障害のある方の権利侵害や成年
　後見制度の利用に関すること
②福祉サービスの利用に関わるトラブルや
　苦情に関すること
③遺言や相続に関する問題
相談日時　毎月 1 回　午後 1 時 30 分～
4 時 30 分（要予約）1 組 1 時間

3 成年後見
支援事業

成年後見制度の利用を支援します。
①申立支援　②後見人候補者等の紹介　
③後見報酬等の費用助成

無料
（申立には別途費用が
かかります）

な い よ う きょうどうぼきん ひと さいまつ うんどう じ っ し ち い き  

ふ く し か つ ど う じゅうじつ し え ん はか さ い み ま ん ざいたくしょうがいじ

ほ ご し ゃ さいまつ きん み ま い き ん おく

な い よ う しょうがい かた じ り つ せ い か つ し え ん つぎ じぎょう じ っ し

育児の手助けが必要な方と、育児の手助けができる方がそれぞれ会員とな
り、お互いに助け合いながら地域の中で子育てをする相互援助活動です。
①援助活動の内容

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
中央区ファミリー・サポート・センター
電話（3206）0120　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（30） 歳末たすけあい金の贈呈
さ い ま つ 　                   き ん   　 ぞ う て い

中央区社会福祉協議会　管理部庶務課
電話（3206）0506　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

（31） 成年後見支援センター「すてっぷ中央」
せ い ね ん こ う け ん し え ん                                    　 ち ゅ う お う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う い く じ て だ す ひつよう かた い く じ て だ す かた かいいん

たが たす あ ち い き なか こ そ だ そうごえんじょかつどう 

えんじょかつどう ないよう

か つ ど う じ か ん かつどうしゃれい

●対 象 ①依頼会員（育児の手助けが必要な方） 
区内在住で、生後 57 日以上小学 6 年生以下のお子さんを育てている方

た い し ょ う

1 人工呼吸器管理（毎日行う機械的気道加圧を要するカフマシ
ン・ＮＩＰＰＶ・ＣＰＡＰなどは、人工呼吸管理に含む）

2 気管内挿菅、気管切開

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（29） ファミリー・サポート・センター

　・以下に規定するいずれかのケアを受けている 18 歳未満の方
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3 鼻咽頭エアウェイ
4 酸素吸入
5 ６回 / 日以上の頻回の吸引
6 ネブライザー　６回 / 日以上または継続使用
7 中心静脈栄養（ＩＶＨ）
8 経管栄養（経鼻・胃ろう含む）
9 腸ろう・腸管栄養
10 継続する透析（腹膜灌流を含む）
11 定期導尿（３回 / 日以上）（人工膀胱を含む）
12 人工肛門

②家族などにより在宅介護を受けて生活している方
③訪問看護サービスによる医療的ケアを受けている方

●費 用 本人（18 歳未満の場合は保護者）の課税状況などに応じた利用者負担額
があります。

●申請方法 申請には次の書類が必要です。
①意見書
※所定の用紙（障害者福祉課にあります）に主治医が記入済みのもの
②申請書

●内 容 

・保育園、幼稚園、学童クラブなどへの送り迎えやその前後の預かり
・保護者が用事で外出する際の預かり
・その他、必要な援助
※預かりは原則として提供会員宅で行います。
②活動時間と活動謝礼

時間 1 時間当たりの活動謝礼

月曜日～
金曜日

午前 7 時～午後 8 時 子ども 1 人当たり
800 円

上記以外の時間
子ども 1 人当たり
1,000 円土曜・日曜・

祝日年末年始 全時間

依頼会員から提供会員への活動謝礼は活動終了の都度、直接現金でお渡し
ください。 

※障害や疾病がある場合はあらかじめファミリー・サポート・センター
にご相談ください。

②提供会員（育児の手助けができる方）
満 20 歳以上の、心身共に健康で子育て経験などがあり、子育ての援助
に理解と熱意のある方

③両方会員
前記の両方に該当する方 

●内 容 共同募金の一つとして、歳末たすけあい運動を実施しています。地域
福祉活動の充実や支援を図るとともに、18 歳未満の在宅障害児の
保護者に歳末たすけあい金（見舞金）を贈ります。

●内 容 障害のある方の自立生活を支援するため、次の事業を実施しています。
サービスの種類 内容 費用負担

1 一般相談

①成年後見制度の利用に関する相談
②福祉サービスの利用や日常的な金銭管理

等に関する相談
相談日時　月曜日～金曜日　
午前 8 時 30 分～午後 5 時
※祝日・休日および年末年始は除く

一般世帯 非課税
世帯

無料

2 福祉法律
相談

専門の弁護士が相談に応じます。
①高齢者や障害のある方の権利侵害や成年
　後見制度の利用に関すること
②福祉サービスの利用に関わるトラブルや
　苦情に関すること
③遺言や相続に関する問題
相談日時　毎月 1 回　午後 1 時 30 分～
4 時 30 分（要予約）1 組 1 時間

3 成年後見
支援事業

成年後見制度の利用を支援します。
①申立支援　②後見人候補者等の紹介　
③後見報酬等の費用助成

無料
（申立には別途費用が
かかります）

な い よ う きょうどうぼきん ひと さいまつ うんどう じ っ し ち い き  

ふ く し か つ ど う じゅうじつ し え ん はか さ い み ま ん ざいたくしょうがいじ

ほ ご し ゃ さいまつ きん み ま い き ん おく

な い よ う しょうがい かた じ り つ せ い か つ し え ん つぎ じぎょう じ っ し

育児の手助けが必要な方と、育児の手助けができる方がそれぞれ会員とな
り、お互いに助け合いながら地域の中で子育てをする相互援助活動です。
①援助活動の内容

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
中央区ファミリー・サポート・センター
電話（3206）0120　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（30） 歳末たすけあい金の贈呈
さ い ま つ 　                   き ん   　 ぞ う て い

中央区社会福祉協議会　管理部庶務課
電話（3206）0506　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

（31） 成年後見支援センター「すてっぷ中央」
せ い ね ん こ う け ん し え ん                                    　 ち ゅ う お う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う い く じ て だ す ひつよう かた い く じ て だ す かた かいいん

たが たす あ ち い き なか こ そ だ そうごえんじょかつどう 

えんじょかつどう ないよう

か つ ど う じ か ん かつどうしゃれい

●対 象 ①依頼会員（育児の手助けが必要な方） 
区内在住で、生後 57 日以上小学 6 年生以下のお子さんを育てている方

た い し ょ う

1 人工呼吸器管理（毎日行う機械的気道加圧を要するカフマシ
ン・ＮＩＰＰＶ・ＣＰＡＰなどは、人工呼吸管理に含む）

2 気管内挿菅、気管切開

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（29） ファミリー・サポート・センター

　・以下に規定するいずれかのケアを受けている 18 歳未満の方
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サービスの種類 内容 費用負担

4 権利擁護
支援事業

①福祉サービスの利用援助サービス
福祉サービスの利用に関する情報提供や
相談、サービス利用の手続きや利用料支
払いの援助など 1 回

1 時間
1,000 円

1 回
1 時間
500 円

①に付随する
サービス

②日常的な金銭管理サービス
預貯金の出し入れ、公共
料金、医療費、家賃など
の支払い手続きなど

③書類等預かりサービス
定期預金証書、不動産権
利証等重要書類の預かり

1 カ月
1,000 円

1 カ月
500 円

成年後見制度について

　知的障害や精神障害､ 認知症などにより判断能力が十分でない方々の権利を守
る援助者（「成年後見人等」）を選ぶことで、その方を法律的に支援する制度です。
内容により次の 2 種類に分類されます。

１　法定後見制度（補助、保佐、後見の制度）
　知的障害や精神障害､ 認知症などにより判断能力が十分でない方々が、契約な
どの法律行為を行う際に不利益を被らないよう、本人の判断能力の程度に応じて
適切な権利と財産の保護を受けるための制度です。従来の禁治産等のような戸籍
への記載は行われず、法務局に登記されます。
　（利用方法）

制度を利用したい本人やその家族などが家庭裁判所に申し立て、審判手続を経
て選任された後見人等の支援を受けます。
身寄りがないなど本来の申立権者による手続きが行えない場合、必要に応じて
区が家庭裁判所に後見等開始の審判を申し立て、後見人等を選任してもらうこ
とができます。
２　任意後見制度
　契約に必要な判断能力を有しているが、将来自分の判断能力が不十分になった
場合の財産管理等について、自ら選任した任意後見人に代理権を与える制度です。
　( 利用方法 )
　公証人の作成する公正証書によってあらかじめ任意後見人と契約を結び、判断
能力が不十分になった時に、家庭裁判所に任意後見監督人の選任を申し立てます。
選任審判により契約の効力が生じ、任意後見人による支援が開始されます。

●内 容 玄関先まで訪問して、安否などの確認とごみや資源を収集する「ふれあ
い収集」を行っています。また、粗大ごみを室内から運び出し、収集し
ています。

●対 象 身近な人の協力がなく、ごみ（粗大ごみを含む）や資源を自ら集積所（粗
大ごみは屋外）まで運び出すことができない障害のある方や 65 歳以上の
高齢者のみの世帯

●内 容 特別区民税・都民税（普通徴収分）の納税に便利な口座振替（自動払込）
の申し込みは、区役所への申込書（はがき型）の郵送で手続きができます。
申込書（はがき型）は税務課収納係および日本橋・月島特別出張所地域
活動係で配布しています。
また、税務課収納係に連絡をいただければ、申込書（はがき型）を郵送
します。

な い よ う げんかんさき ほうもん あ ん ぴ かくにん し げ ん しゅうしゅう

しゅうしゅう  おこな そ だ い しつない はこ だ しゅうしゅう

た い し ょ う

な い よ う とくべつくみんぜい と み ん ぜ い ふつうちょうしゅうぶん のうぜい べ ん り こ う ざ ふ り か え じどうはらいこみ

もう こ く や く し ょ もうしこみしょ がた ゆうそう て つ づ

もうしこみしょ がた ぜいむかしゅうのうかかり に ほ ん ば し つきしまとくべつしゅっちょうじょちいき

かつどうかかり は い ふ

ぜいむかしゅうのうかかり れんらく もうしこみしょ がた ゆうそう

（「すてっぷ中央」および成年後見制度について）
中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
成年後見支援センター　「すてっぷ中央」
　電話（3206）0567　FAX（3523）6386

（成年後見制度について）
障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央清掃事務所
〒104-0031　京橋 1-19-6
電話（3562）1521　FAX（3562）1504

問合わせ問合わせ
と い あ  

（32） ふれあい収集および粗大ごみの運び出し
しゅうしゅう           　 そ だ い             　 は こ   　 だ

（33） 特別区民税・都民税（普通徴収分）の口座振替による納税申し込み
と く べ つ く み ん ぜ い     　と み ん ぜ い　 ふ つ う ち ょ う し ゅ う ぶ ん    　 こ う ざ ふ り か え 　            の う ぜ い も う    　 こ

税務課　収納係　
　電話（3546）5276 ～ 5278　FAX（5565）3957
日本橋特別出張所　地域活動係
　〒103-8360 日本橋蛎殻町 1-31-1　日本橋区民センター 1 階
　電話（3666）4251 ㈹　FAX（3666）4250
月島特別出張所　地域活動係
　〒104-8585　月島 4-1-1　月島区民センター 1 階
　電話（3531）1151 ㈹　FAX（5560）1987

問合わせ問合わせ
と い あ  

一般世帯 非課税
世帯

せいねんこうけんせいど
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サービスの種類 内容 費用負担

4 権利擁護
支援事業

①福祉サービスの利用援助サービス
福祉サービスの利用に関する情報提供や
相談、サービス利用の手続きや利用料支
払いの援助など 1 回

1 時間
1,000 円

1 回
1 時間
500 円

①に付随する
サービス

②日常的な金銭管理サービス
預貯金の出し入れ、公共
料金、医療費、家賃など
の支払い手続きなど

③書類等預かりサービス
定期預金証書、不動産権
利証等重要書類の預かり

1 カ月
1,000 円

1 カ月
500 円

成年後見制度について

　知的障害や精神障害､ 認知症などにより判断能力が十分でない方々の権利を守
る援助者（「成年後見人等」）を選ぶことで、その方を法律的に支援する制度です。
内容により次の 2 種類に分類されます。

１　法定後見制度（補助、保佐、後見の制度）
　知的障害や精神障害､ 認知症などにより判断能力が十分でない方々が、契約な
どの法律行為を行う際に不利益を被らないよう、本人の判断能力の程度に応じて
適切な権利と財産の保護を受けるための制度です。従来の禁治産等のような戸籍
への記載は行われず、法務局に登記されます。
　（利用方法）

制度を利用したい本人やその家族などが家庭裁判所に申し立て、審判手続を経
て選任された後見人等の支援を受けます。
身寄りがないなど本来の申立権者による手続きが行えない場合、必要に応じて
区が家庭裁判所に後見等開始の審判を申し立て、後見人等を選任してもらうこ
とができます。
２　任意後見制度
　契約に必要な判断能力を有しているが、将来自分の判断能力が不十分になった
場合の財産管理等について、自ら選任した任意後見人に代理権を与える制度です。
　( 利用方法 )
　公証人の作成する公正証書によってあらかじめ任意後見人と契約を結び、判断
能力が不十分になった時に、家庭裁判所に任意後見監督人の選任を申し立てます。
選任審判により契約の効力が生じ、任意後見人による支援が開始されます。

●内 容 玄関先まで訪問して、安否などの確認とごみや資源を収集する「ふれあ
い収集」を行っています。また、粗大ごみを室内から運び出し、収集し
ています。

●対 象 身近な人の協力がなく、ごみ（粗大ごみを含む）や資源を自ら集積所（粗
大ごみは屋外）まで運び出すことができない障害のある方や 65 歳以上の
高齢者のみの世帯

●内 容 特別区民税・都民税（普通徴収分）の納税に便利な口座振替（自動払込）
の申し込みは、区役所への申込書（はがき型）の郵送で手続きができます。
申込書（はがき型）は税務課収納係および日本橋・月島特別出張所地域
活動係で配布しています。
また、税務課収納係に連絡をいただければ、申込書（はがき型）を郵送
します。

な い よ う げんかんさき ほうもん あ ん ぴ かくにん し げ ん しゅうしゅう

しゅうしゅう  おこな そ だ い しつない はこ だ しゅうしゅう

た い し ょ う

な い よ う とくべつくみんぜい と み ん ぜ い ふつうちょうしゅうぶん のうぜい べ ん り こ う ざ ふ り か え じどうはらいこみ

もう こ く や く し ょ もうしこみしょ がた ゆうそう て つ づ

もうしこみしょ がた ぜいむかしゅうのうかかり に ほ ん ば し つきしまとくべつしゅっちょうじょちいき

かつどうかかり は い ふ

ぜいむかしゅうのうかかり れんらく もうしこみしょ がた ゆうそう

（「すてっぷ中央」および成年後見制度について）
中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
成年後見支援センター　「すてっぷ中央」
　電話（3206）0567　FAX（3523）6386

（成年後見制度について）
障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央清掃事務所
〒104-0031　京橋 1-19-6
電話（3562）1521　FAX（3562）1504

問合わせ問合わせ
と い あ  

（32） ふれあい収集および粗大ごみの運び出し
しゅうしゅう           　 そ だ い             　 は こ   　 だ

（33） 特別区民税・都民税（普通徴収分）の口座振替による納税申し込み
と く べ つ く み ん ぜ い     　と み ん ぜ い　 ふ つ う ち ょ う し ゅ う ぶ ん    　 こ う ざ ふ り か え 　            の う ぜ い も う    　 こ

税務課　収納係　
　電話（3546）5276 ～ 5278　FAX（5565）3957
日本橋特別出張所　地域活動係
　〒103-8360 日本橋蛎殻町 1-31-1　日本橋区民センター 1 階
　電話（3666）4251 ㈹　FAX（3666）4250
月島特別出張所　地域活動係
　〒104-8585　月島 4-1-1　月島区民センター 1 階
　電話（3531）1151 ㈹　FAX（5560）1987

問合わせ問合わせ
と い あ  

一般世帯 非課税
世帯

せいねんこうけんせいど
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●内 容 ご希望の本（原則的には図書館にあるもの）を朗読者が直接読みます。
　（日時）　毎週水曜日、土曜日　午前 10 時～正午　１回２時間
　　　　　※他の日時をご希望の方はご相談ください。
　（会場）　京橋図書館・日本橋図書館・月島図書館
●対 象 区内在住の視覚障害のある方や通常の印刷文字による読書が困難な方。
●費 用 無料
●申請方法 事前に登録が必要です（ご家族の方が代理で登録・申し込みできます）。

電話・ファクスにてご連絡ください。
※予約制のため、日時についてはご相談ください。

●内 容 点字図書出版施設で製作した点字図書を給付します（月刊や週刊などで
発行される雑誌を除く）。ただし、年間６タイトルまたは 24 巻を限度と
します。

●対 象 視覚障害１～６級で、主に点字で情報を入手している方。
●費 用 一般図書の価格相当額を負担していただきます。

●内 容 点字図書・録音図書の製作・貸し出し、点訳奉仕員・朗読奉仕員の養成な
どを行っています。

●問 合　せ 
名　称 所在地 電話

日本点字図書館
（※サピエ図書館利用申し込み・問い
合わせもこちらです）

〒 169-8586
新宿区高田馬場 1-23-4 （3209）0241

東京ヘレン ･ ケラー協会点字図書館 〒 169-0072
新宿区大久保 3-14-20 （3200）0987

日本視覚障害者団体連合点字図書館 〒 169-8664
新宿区西早稲田 2-18-2 （3200）6160

　　　  ロゴス点字図書館 〒 135-8585
江東区潮見 2-10-10 （5632）4428

●内 容 点字刊行物を出版する施設です。点字刊行物の製作・販売の委託も受けて
います。

●問 合　せ 

名　称 所在地 電話

日本点字図書館　点字製作課 〒 169-8586
新宿区高田馬場 1-23-4 （3209）0671

東京ヘレン ･ ケラー協会
点字出版所

〒 169-0072
新宿区大久保 3-14-4 （3200）1310

桜雲会　点字出版部 〒 169-0075
新宿区高田馬場 4-11-14-102 （5337）7866

日本視覚障害者団体連合
点字出版所

〒 169-8664
新宿区西早稲田 2-18-2 （3200）6157

視覚障害者支援総合センター
〒 167-0034
杉並区桃井 4-4-3　
スカイコート西荻窪 2

（5310）5051

東京点字出版所 〒 181-0013
三鷹市下連雀 3-32-10

0422（48）
2221

●内 容 

●対 象 視覚障害のある方
●費 用 

視覚障害のある方のために
し か く し ょ う が い         　 か た

（34） 図書館の対面朗読
と し ょ か ん 　   た い め ん ろ う ど く

京橋図書館
本の森ちゅうおう　2 階～ 5 階
電話（3551）2151　FAX（3551）2711

問合わせ問合わせ
と い あ  

（35） 点字図書の給付
て ん じ と し ょ 　    き ゅ う ふ

障害者福祉課　相談支援係　
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京都ガイドセンター
電話（5272）0996　FAX （3200）7755
E メール　jigyou@jfb.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（37） 点字出版施設
て ん じ し ゅ っ ぱ ん し せ つ

（38） 東京都ガイドセンター
と う き ょ う と

都外在住の方が、東京都内を移動する際に、ガイドヘルパーを紹介しま
す。また、都内在住の方が、他道府県を移動する際に、移動先で利用でき
るガイドセンターを紹介します。
利用日の２週間以上前までに電話、ファクスまたはメールで東京都ガイド
センターまでご連絡ください。

ガイドヘルパーの紹介は無料です。
ガイドヘルパーに支払う利用料金は、東京都ガイドセンターでは１時間
930円です。他道府県の利用料金は紹介先のガイドセンターにご確認くだ
さい。
交通費などは、ガイドヘルパーの分を含めて利用者の負担です。

な い よ う き ぼ う ほん げんそくてき と し ょ か ん ろうどくしゃ ちょくせつ よ

に ち じ まいしゅうすいようび ど よ う び ご ぜ ん じ しょうご かい じ か ん

ほか に ち じ き ぼ う かた そうだん

かいじょう きょうばしとしょかん に ほ ん ば し と し ょ か ん つきしまとしょかん

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う て ん じ と し ょ し ゅ っ ぱ ん し せ つ せいさく て ん じ と し ょ きゅうふ げっかん しゅうかん

はっこう ざ っ し のぞ ねんかん かん げ ん ど

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う て ん じ と し ょ ろくおんとしょ せいさく か だ てんやくほうしいん ろうどくほうしいん ようせい

おこな

と い あ わ

（36） 点字図書館
て ん じ と し ょ か ん

な い よ う てんじかんこうぶつ しゅっぱん し せ つ てんじかんこうぶつ せいさく はんばい い た く う

と い あ わ

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

とがいざいじゅう　　 かた　　　　 とうきょうとない　　　いどう　　　　　さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうかい

り よ う び　          しゅうかんいじょうまえ　                でんわ　                                                                       とうきょうと

れんらく

とないざいじゅう　　かた　　　　　たどうふけん　　 　いどう 　　　 　さい　　　　  いどうさき　　　りよう

しょうかい
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●内 容 ご希望の本（原則的には図書館にあるもの）を朗読者が直接読みます。
　（日時）　毎週水曜日、土曜日　午前 10 時～正午　１回２時間
　　　　　※他の日時をご希望の方はご相談ください。
　（会場）　京橋図書館・日本橋図書館・月島図書館
●対 象 区内在住の視覚障害のある方や通常の印刷文字による読書が困難な方。
●費 用 無料
●申請方法 事前に登録が必要です（ご家族の方が代理で登録・申し込みできます）。

電話・ファクスにてご連絡ください。
※予約制のため、日時についてはご相談ください。

●内 容 点字図書出版施設で製作した点字図書を給付します（月刊や週刊などで
発行される雑誌を除く）。ただし、年間６タイトルまたは 24 巻を限度と
します。

●対 象 視覚障害１～６級で、主に点字で情報を入手している方。
●費 用 一般図書の価格相当額を負担していただきます。

●内 容 点字図書・録音図書の製作・貸し出し、点訳奉仕員・朗読奉仕員の養成な
どを行っています。

●問 合　せ 
名　称 所在地 電話

日本点字図書館
（※サピエ図書館利用申し込み・問い
合わせもこちらです）

〒 169-8586
新宿区高田馬場 1-23-4 （3209）0241

東京ヘレン ･ ケラー協会点字図書館 〒 169-0072
新宿区大久保 3-14-20 （3200）0987

日本視覚障害者団体連合点字図書館 〒 169-8664
新宿区西早稲田 2-18-2 （3200）6160

　　　  ロゴス点字図書館 〒 135-8585
江東区潮見 2-10-10 （5632）4428

●内 容 点字刊行物を出版する施設です。点字刊行物の製作・販売の委託も受けて
います。

●問 合　せ 

名　称 所在地 電話

日本点字図書館　点字製作課 〒 169-8586
新宿区高田馬場 1-23-4 （3209）0671

東京ヘレン ･ ケラー協会
点字出版所

〒 169-0072
新宿区大久保 3-14-4 （3200）1310

桜雲会　点字出版部 〒 169-0075
新宿区高田馬場 4-11-14-102 （5337）7866

日本視覚障害者団体連合
点字出版所

〒 169-8664
新宿区西早稲田 2-18-2 （3200）6157

視覚障害者支援総合センター
〒 167-0034
杉並区桃井 4-4-3　
スカイコート西荻窪 2

（5310）5051

東京点字出版所 〒 181-0013
三鷹市下連雀 3-32-10

0422（48）
2221

●内 容 

●対 象 視覚障害のある方
●費 用 

視覚障害のある方のために
し か く し ょ う が い         　 か た

（34） 図書館の対面朗読
と し ょ か ん 　   た い め ん ろ う ど く

京橋図書館
本の森ちゅうおう　2 階～ 5 階
電話（3551）2151　FAX（3551）2711

問合わせ問合わせ
と い あ  

（35） 点字図書の給付
て ん じ と し ょ 　    き ゅ う ふ

障害者福祉課　相談支援係　
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京都ガイドセンター
電話（5272）0996　FAX （3200）7755
E メール　jigyou@jfb.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（37） 点字出版施設
て ん じ し ゅ っ ぱ ん し せ つ

（38） 東京都ガイドセンター
と う き ょ う と

都外在住の方が、東京都内を移動する際に、ガイドヘルパーを紹介しま
す。また、都内在住の方が、他道府県を移動する際に、移動先で利用でき
るガイドセンターを紹介します。
利用日の２週間以上前までに電話、ファクスまたはメールで東京都ガイド
センターまでご連絡ください。

ガイドヘルパーの紹介は無料です。
ガイドヘルパーに支払う利用料金は、東京都ガイドセンターでは１時間
930円です。他道府県の利用料金は紹介先のガイドセンターにご確認くだ
さい。
交通費などは、ガイドヘルパーの分を含めて利用者の負担です。

な い よ う き ぼ う ほん げんそくてき と し ょ か ん ろうどくしゃ ちょくせつ よ

に ち じ まいしゅうすいようび ど よ う び ご ぜ ん じ しょうご かい じ か ん

ほか に ち じ き ぼ う かた そうだん

かいじょう きょうばしとしょかん に ほ ん ば し と し ょ か ん つきしまとしょかん

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う て ん じ と し ょ し ゅ っ ぱ ん し せ つ せいさく て ん じ と し ょ きゅうふ げっかん しゅうかん

はっこう ざ っ し のぞ ねんかん かん げ ん ど

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う て ん じ と し ょ ろくおんとしょ せいさく か だ てんやくほうしいん ろうどくほうしいん ようせい

おこな

と い あ わ

（36） 点字図書館
て ん じ と し ょ か ん

な い よ う てんじかんこうぶつ しゅっぱん し せ つ てんじかんこうぶつ せいさく はんばい い た く う

と い あ わ

な い よ う

た い し ょ う

ひ よ う

とがいざいじゅう　　 かた　　　　 とうきょうとない　　　いどう　　　　　さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうかい

り よ う び　          しゅうかんいじょうまえ　                でんわ　                                                                       とうきょうと

れんらく

とないざいじゅう　　かた　　　　　たどうふけん　　 　いどう 　　　 　さい　　　　  いどうさき　　　りよう

しょうかい
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●内 容 図書館または点字図書館において取り扱わない文書（手紙・パンフレット
など）の点訳、墨訳、対面朗読、ファクスで送信された文書の電話による
朗読サービスを行っています。

●対 象 都内在住・在勤の身体障害者手帳をお持ちの視覚障害のある方（登録が必
要です）

●費 用 無料（ただし、対面朗読サービスで、録音を希望する場合は、保存用媒体
（USBやCDほか）をご持参ください）

●内 容 ①家庭生活訓練
　調理・生け花・手芸・リズム体操など
②中途失明者緊急生活訓練
　点字技術および生活訓練・歩行訓練についての訪問相談・指導
　スマートフォン・パソコン指導（通所）
③盲青年等社会生活教室
　視覚障害のある青年や高齢者に対する社会生活に必要な知識習得のため

の講習
　（関連事業）　・刊行物作成配布事業

都政刊行物などのうち、特に視覚障害のある方に必要な情報を点字
版、カセットテープまたはデイジー版で毎月 1 点配布します（無料）。

・点字即時情報ネットワーク事業（点字ＪＢニュース）
①原則毎週月曜日～金曜日（年末年始を除く）の間、新聞記事、福祉情
　報などを抜粋、点字化し、希望者に配布します。

②電話ナビゲーションシステムにより①の情報を自動音声で提供します。
　専用電話　0570（021）802

●対 象 ①都内在住で、家庭内での日常生活に著しい制限を受けている在宅の視覚
　障害のある方
②都内在住で、身体障害者手帳をお持ちの方（原則 18 歳以上）
③都内在住で、身体障害者手帳（視覚障害）をお持ちの青年層・高齢者層

●費 用 無料（ただし、教材費・テキスト代は受講者負担）

●内 容 見えない・見えにくい方の歩行訓練、スマートフォン、タブレット、パソ
コンなどを活用できるようになるための ICT 訓練、点字訓練、ハンドライ
ティング（文字の手書き）、ロービジョンの方の読み書きの評価、補助具
の選定と訓練、家事、整容動作、金銭管理などの日常生活訓練。

●対 象 視覚障害での身体障害者手帳をお持ちの方
●費 用 １日当たり950円程度の自己負担が生じます。非課税世帯の場合は無料で

す。

●内 容 視覚障害のある方が、時計などを購入する場合、料金の割引を受けること
ができます。

●対 象 時計（触読式時計､音声時計）、音声式体温計など、拡大読書器、CD 読書器、
点字器など

な い よ う み み かた ほこうくんれん

かつよう くんれん てんじくんれん

も じ て が かた よ か ひょうか ほ じ ょ ぐ

せんてい くんれん か じ せいようどうさ きんせんかんり にちじょうせいかつくんれん

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う しかくしょうがい と け いか た こうにゅう ば あ い りょうきん わりびき う

た い し ょ う

認定 NPO 法人　東京盲ろう者友の会
〒111-0053　台東区浅草橋 1-32-6　コスモス浅草橋酒井ビル 2 階
電話（3864）7003　FAX（3864）7004
アドレス　http://www. tokyo-db.or.jp/
Ｅメール　tokyo-db@tokyo-db.or.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京都障害者福祉会館
〒108-0014　港区芝 5-18-2
電話（3455）6321　FAX（3453）6550　※要予約

問合わせ問合わせ
と い あ  

（40） 視覚障害者日常生活情報点訳などのサービス
しかくしょうがいしゃにちじょうせいかつじょうほうてんやく

東京都盲人福祉協会
〒169-0075　新宿区高田馬場 1-9-23
電話（3208）9001　FAX（3208）9005
Ｅメール　info@tomoukyo.or.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（41） 視覚障害のある方のための講習など
し か く し ょ う が い 　 　 　 　 　  か た 　              こ う し ゅ う

日本点字図書館　自立支援室
〒169-8586　東京都新宿区高田馬場 1-23-4
電話（3209）0241　FAX（3200）4133
Ｅメール　jiritsu@nittento.or.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（42） 自立訓練（生活訓練）
じ り つ く ん れ ん 　 　せ い か つ く ん れ ん

日本点字図書館　用具事業課
　〒169-8586　新宿区高田馬場 1-23-4
　電話（3209）0751
日本視覚障害者団体連合　用具購買所
　〒169-8664　新宿区西早稲田 2-18-2
　電話（3200）6422

問合わせ問合わせ
と い あ  

（43） 視覚障害者用具の販売あっせん
し か く し ょ う が い し ゃ よ う ぐ   　 は ん ば い

●内 容 視覚と聴覚の両方に障害がある方（盲ろう者）のコミュニケーションおよ
び移動手段を確保し、社会参加を促進するため、通訳・介助者を派遣します。

●対 象 都内在住で、視覚と聴覚の両方の障害が身体障害者手帳に記載されている
方

●費 用 無料。ただし、通訳・介助中の交通費や派遣先までの交通費が上限額を超
える場合は、利用者負担となります。

（39） 盲ろう者向け通訳・介助者派遣事業
も う        　 し ゃ む 　    つ う や く 　   か い じ ょ し ゃ は け ん じ ぎ ょ う

な い よ う し か く ちょうかく りょうほう しょうがい かた もう しゃ

いどうしゅだん か く ほ しゃかいさんか そくしん つうやく かいじょしゃ は け ん

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う と し ょ か ん て ん じ と し ょ か ん と あつか ぶんしょ て が み

てんやく すみやく たいめんろうどく そうしん ぶんしょ で ん わ

ろうどく おこな

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う かていせいかつくんれん

ちゅうとしつめいしゃきんきゅうせいかつくんれん 

もうせいねんとうしゃかいせいかつきょうしつ 

かんれんじぎょう

た い し ょ う

ひ よ う
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●内 容 図書館または点字図書館において取り扱わない文書（手紙・パンフレット
など）の点訳、墨訳、対面朗読、ファクスで送信された文書の電話による
朗読サービスを行っています。

●対 象 都内在住・在勤の身体障害者手帳をお持ちの視覚障害のある方（登録が必
要です）

●費 用 無料（ただし、対面朗読サービスで、録音を希望する場合は、保存用媒体
（USBやCDほか）をご持参ください）

●内 容 ①家庭生活訓練
　調理・生け花・手芸・リズム体操など
②中途失明者緊急生活訓練
　点字技術および生活訓練・歩行訓練についての訪問相談・指導
　スマートフォン・パソコン指導（通所）
③盲青年等社会生活教室
　視覚障害のある青年や高齢者に対する社会生活に必要な知識習得のため

の講習
　（関連事業）　・刊行物作成配布事業

都政刊行物などのうち、特に視覚障害のある方に必要な情報を点字
版、カセットテープまたはデイジー版で毎月 1 点配布します（無料）。

・点字即時情報ネットワーク事業（点字ＪＢニュース）
①原則毎週月曜日～金曜日（年末年始を除く）の間、新聞記事、福祉情
　報などを抜粋、点字化し、希望者に配布します。

②電話ナビゲーションシステムにより①の情報を自動音声で提供します。
　専用電話　0570（021）802

●対 象 ①都内在住で、家庭内での日常生活に著しい制限を受けている在宅の視覚
　障害のある方
②都内在住で、身体障害者手帳をお持ちの方（原則 18 歳以上）
③都内在住で、身体障害者手帳（視覚障害）をお持ちの青年層・高齢者層

●費 用 無料（ただし、教材費・テキスト代は受講者負担）

●内 容 見えない・見えにくい方の歩行訓練、スマートフォン、タブレット、パソ
コンなどを活用できるようになるための ICT 訓練、点字訓練、ハンドライ
ティング（文字の手書き）、ロービジョンの方の読み書きの評価、補助具
の選定と訓練、家事、整容動作、金銭管理などの日常生活訓練。

●対 象 視覚障害での身体障害者手帳をお持ちの方
●費 用 １日当たり950円程度の自己負担が生じます。非課税世帯の場合は無料で

す。

●内 容 視覚障害のある方が、時計などを購入する場合、料金の割引を受けること
ができます。

●対 象 時計（触読式時計､音声時計）、音声式体温計など、拡大読書器、CD 読書器、
点字器など

な い よ う み み かた ほこうくんれん

かつよう くんれん てんじくんれん

も じ て が かた よ か ひょうか ほ じ ょ ぐ

せんてい くんれん か じ せいようどうさ きんせんかんり にちじょうせいかつくんれん

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う しかくしょうがい と け いか た こうにゅう ば あ い りょうきん わりびき う

た い し ょ う

認定 NPO 法人　東京盲ろう者友の会
〒111-0053　台東区浅草橋 1-32-6　コスモス浅草橋酒井ビル 2 階
電話（3864）7003　FAX（3864）7004
アドレス　http://www. tokyo-db.or.jp/
Ｅメール　tokyo-db@tokyo-db.or.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京都障害者福祉会館
〒108-0014　港区芝 5-18-2
電話（3455）6321　FAX（3453）6550　※要予約

問合わせ問合わせ
と い あ  

（40） 視覚障害者日常生活情報点訳などのサービス
しかくしょうがいしゃにちじょうせいかつじょうほうてんやく

東京都盲人福祉協会
〒169-0075　新宿区高田馬場 1-9-23
電話（3208）9001　FAX（3208）9005
Ｅメール　info@tomoukyo.or.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（41） 視覚障害のある方のための講習など
し か く し ょ う が い 　 　 　 　 　  か た 　              こ う し ゅ う

日本点字図書館　自立支援室
〒169-8586　東京都新宿区高田馬場 1-23-4
電話（3209）0241　FAX（3200）4133
Ｅメール　jiritsu@nittento.or.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（42） 自立訓練（生活訓練）
じ り つ く ん れ ん 　 　せ い か つ く ん れ ん

日本点字図書館　用具事業課
　〒169-8586　新宿区高田馬場 1-23-4
　電話（3209）0751
日本視覚障害者団体連合　用具購買所
　〒169-8664　新宿区西早稲田 2-18-2
　電話（3200）6422

問合わせ問合わせ
と い あ  

（43） 視覚障害者用具の販売あっせん
し か く し ょ う が い し ゃ よ う ぐ   　 は ん ば い

●内 容 視覚と聴覚の両方に障害がある方（盲ろう者）のコミュニケーションおよ
び移動手段を確保し、社会参加を促進するため、通訳・介助者を派遣します。

●対 象 都内在住で、視覚と聴覚の両方の障害が身体障害者手帳に記載されている
方

●費 用 無料。ただし、通訳・介助中の交通費や派遣先までの交通費が上限額を超
える場合は、利用者負担となります。

（39） 盲ろう者向け通訳・介助者派遣事業
も う        　 し ゃ む 　    つ う や く 　   か い じ ょ し ゃ は け ん じ ぎ ょ う

な い よ う し か く ちょうかく りょうほう しょうがい かた もう しゃ

いどうしゅだん か く ほ しゃかいさんか そくしん つうやく かいじょしゃ は け ん

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う と し ょ か ん て ん じ と し ょ か ん と あつか ぶんしょ て が み

てんやく すみやく たいめんろうどく そうしん ぶんしょ で ん わ

ろうどく おこな

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う かていせいかつくんれん

ちゅうとしつめいしゃきんきゅうせいかつくんれん 

もうせいねんとうしゃかいせいかつきょうしつ 

かんれんじぎょう

た い し ょ う

ひ よ う
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●内 容 

①派遣時間
月 20 時間以内で、1 回 2 時間を単位とし、これを超える場合は、1 時
間単位で加算されます。

②派遣人員
1 回につき 2 人まで

③派遣対象事項
通院、申請、入学手続、地域活動、講習会、スポーツ教室など

●対 象 次のいずれかにあたる方（団体）で区に登録した方
①聴覚、音声・言語機能に障害があり、手話による通訳の必要がある方
②聴覚障害のある方で主に構成されている団体 

●費 用 無料（ ただし、 手話通訳者の交通費などの経費は、原則として派遣を受
けた方の負担となります）

●申請方法 ①登録
本人、家族または代理の方が障害者福祉課へ申請してください。

②派遣の申込
社会福祉協議会ボランティア・区民活動センターへ派遣希望日の 5 日
前までに申し込んでください。 

●内 容 

●利用日時 毎週金曜日（午前 10 時～正午・午後 1 時～午後 3 時）
●利用方法 区役所１階受付（まごころステーション）や各課窓口の職員にお申し出く

ださい。

●内 容 聴覚障害のある方が意思疎通、または社会活動についての知識の習得のた
めに必要なときは、次のものを貸し出します。
①オーバーヘッドプロジェクター 
②磁気ループ 
③ビデオプロジェクター 
④オーバーヘッドカメラ 

●対 象 身体障害者手帳をお持ちの聴覚障害のある方およびその保護者、聴覚障害
者団体など

●費 用 無料。ただし、搬送料などは自己負担です。

●内 容 映画やテレビ番組などに字幕や手話を挿入したビデオテープや DVD、
映画フィルムを貸し出しています。
①字幕付きビデオ・DVD の貸し出し

聴覚障害のある方・聴覚障害関係者・団体の方を対象に字幕付きビデオ
テープ・DVD を無料で貸し出しています。郵送での貸し出しも実施し
ています（1 人２週間６本まで）。個人で楽しむ他に一部の作品は上映
会での使用も可能です。

② 16mm 字幕付き映画フィルムの貸し出し
聴覚障害のある方を対象とした上映会などに無料で貸し出しています
（送料のみ主催者負担）。取扱責任者は16mmフィルム映写の資格取
得者であることが必要です。郵送による貸し出しの場合、送料は自己負
担です。

●内 容 ①読話講習会
口形の読み取り、会話の練習などの講習会を行っています。

②文化教養講座
文化・教養、健康向上のためのプログラムを聞こえないことに
配慮した方法で実施しています。

な い よ う ちょうかくしょうがい い し そ つ うか た しゃかいかつどう ち し き しゅうとく

ひつよう つぎ か だ

じ き

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う え い が ばんぐみ じ ま く し ゅ わ そうにゅう

え い が か だ

じ ま く つ か だ

じ ま く つ え い が か だ

な い よ う どくわこうしゅうかい

ぶんかきょうようこうざ

聴覚障害のある方のために
ち ょ う か く し ょ う が い 　 　 　 　   か た

（登録）
障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322
（派遣の申込）
中央区社会福祉協議会　ボランティア・区民活動センター
　電話（3206）0560　FAX（3206）0601
　E メール　vc@shakyo-chuo-city.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（44） 手話通訳者または要約筆記者の派遣（意思疎通支援事業）
し ゅ わ つ う や く し ゃ            　 よ う や く ひ っ き し ゃ     　は け ん       　 い し そ つ う し え ん じ ぎ ょ う

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（45） 手話通訳者の設置
し ゅ わ つ う や く し ゃ    　 せ っ ち

東京手話通訳等派遣センター　
コミュニケーション支援課　要約筆記事業グループ
〒160-0022　新宿区新宿 2-15-27　第 3 ヒカリビル 5 階
電話（3352）3335　FAX（3354）6868

問合わせ問合わせ
と い あ  

（46） 聴覚障害者コミュニケーション機器の貸し出し
ちょうかくしょうがいしゃ                                                                          き  き     　 か 　     だ

聴力障害者情報文化センター
〒153-0053　目黒区五本木 1-8-3
電話（6833）5004　FAX（6833）5005
E メール　video@jyoubun-center.or.jp
アドレス　http://www.jyoubun-center.or.jp/
※日・月曜日、祝日、年末年始は休館

問合わせ問合わせ
と い あ  

（47） 字幕・手話付きビデオ・DVD・映画フィルムの貸し出し
じ ま く 　     し ゅ わ つ                                     　 え い が                      　 か     　 だ

（48） 聴覚障害のある方のための講習など
ちょうかくしょうがい　　 　　　　　かた　               こ う し ゅ う

聴覚などに障害のある方に手話通訳者や要約筆記者を派遣し、日常生活上
の活動が円滑になるように支援しています。

聴覚障害のある方や音声または言語機能障害のある方が、区役所の窓口で
手話を用いてコミュニケーションが図れるよう、手話通訳者を設置してい
ます。

な い よ う ちょうかく しょうがい かた しゅわつうやくしゃ ようやくひっきしゃ は け ん にちじょうせいかつじょう

かつどう えんかつ し え ん

は け ん じ か ん

はけんじんいん

はけんたいしょうじこう

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う ちょうかくしょうがい かた おんせい げんごきのうしょうがい かた く や く し ょ まどぐち

し ゅ わ もち はか しゅわつうやくしゃ せっち

り よ う に ち じ

りようほうほう
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●内 容 

①派遣時間
月 20 時間以内で、1 回 2 時間を単位とし、これを超える場合は、1 時
間単位で加算されます。

②派遣人員
1 回につき 2 人まで

③派遣対象事項
通院、申請、入学手続、地域活動、講習会、スポーツ教室など

●対 象 次のいずれかにあたる方（団体）で区に登録した方
①聴覚、音声・言語機能に障害があり、手話による通訳の必要がある方
②聴覚障害のある方で主に構成されている団体 

●費 用 無料（ ただし、 手話通訳者の交通費などの経費は、原則として派遣を受
けた方の負担となります）

●申請方法 ①登録
本人、家族または代理の方が障害者福祉課へ申請してください。

②派遣の申込
社会福祉協議会ボランティア・区民活動センターへ派遣希望日の 5 日
前までに申し込んでください。 

●内 容 

●利用日時 毎週金曜日（午前 10 時～正午・午後 1 時～午後 3 時）
●利用方法 区役所１階受付（まごころステーション）や各課窓口の職員にお申し出く

ださい。

●内 容 聴覚障害のある方が意思疎通、または社会活動についての知識の習得のた
めに必要なときは、次のものを貸し出します。
①オーバーヘッドプロジェクター 
②磁気ループ 
③ビデオプロジェクター 
④オーバーヘッドカメラ 

●対 象 身体障害者手帳をお持ちの聴覚障害のある方およびその保護者、聴覚障害
者団体など

●費 用 無料。ただし、搬送料などは自己負担です。

●内 容 映画やテレビ番組などに字幕や手話を挿入したビデオテープや DVD、
映画フィルムを貸し出しています。
①字幕付きビデオ・DVD の貸し出し

聴覚障害のある方・聴覚障害関係者・団体の方を対象に字幕付きビデオ
テープ・DVD を無料で貸し出しています。郵送での貸し出しも実施し
ています（1 人２週間６本まで）。個人で楽しむ他に一部の作品は上映
会での使用も可能です。

② 16mm 字幕付き映画フィルムの貸し出し
聴覚障害のある方を対象とした上映会などに無料で貸し出しています
（送料のみ主催者負担）。取扱責任者は16mmフィルム映写の資格取
得者であることが必要です。郵送による貸し出しの場合、送料は自己負
担です。

●内 容 ①読話講習会
口形の読み取り、会話の練習などの講習会を行っています。

②文化教養講座
文化・教養、健康向上のためのプログラムを聞こえないことに
配慮した方法で実施しています。

な い よ う ちょうかくしょうがい い し そ つ うか た しゃかいかつどう ち し き しゅうとく

ひつよう つぎ か だ

じ き

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う え い が ばんぐみ じ ま く し ゅ わ そうにゅう

え い が か だ

じ ま く つ か だ

じ ま く つ え い が か だ

な い よ う どくわこうしゅうかい

ぶんかきょうようこうざ

聴覚障害のある方のために
ち ょ う か く し ょ う が い 　 　 　 　   か た

（登録）
障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322
（派遣の申込）
中央区社会福祉協議会　ボランティア・区民活動センター
　電話（3206）0560　FAX（3206）0601
　E メール　vc@shakyo-chuo-city.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（44） 手話通訳者または要約筆記者の派遣（意思疎通支援事業）
し ゅ わ つ う や く し ゃ            　 よ う や く ひ っ き し ゃ     　は け ん       　 い し そ つ う し え ん じ ぎ ょ う

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（45） 手話通訳者の設置
し ゅ わ つ う や く し ゃ    　 せ っ ち

東京手話通訳等派遣センター　
コミュニケーション支援課　要約筆記事業グループ
〒160-0022　新宿区新宿 2-15-27　第 3 ヒカリビル 5 階
電話（3352）3335　FAX（3354）6868

問合わせ問合わせ
と い あ  

（46） 聴覚障害者コミュニケーション機器の貸し出し
ちょうかくしょうがいしゃ                                                                          き  き     　 か 　     だ

聴力障害者情報文化センター
〒153-0053　目黒区五本木 1-8-3
電話（6833）5004　FAX（6833）5005
E メール　video@jyoubun-center.or.jp
アドレス　http://www.jyoubun-center.or.jp/
※日・月曜日、祝日、年末年始は休館

問合わせ問合わせ
と い あ  

（47） 字幕・手話付きビデオ・DVD・映画フィルムの貸し出し
じ ま く 　     し ゅ わ つ                                     　 え い が                      　 か     　 だ

（48） 聴覚障害のある方のための講習など
ちょうかくしょうがい　　 　　　　　かた　               こ う し ゅ う

聴覚などに障害のある方に手話通訳者や要約筆記者を派遣し、日常生活上
の活動が円滑になるように支援しています。

聴覚障害のある方や音声または言語機能障害のある方が、区役所の窓口で
手話を用いてコミュニケーションが図れるよう、手話通訳者を設置してい
ます。

な い よ う ちょうかく しょうがい かた しゅわつうやくしゃ ようやくひっきしゃ は け ん にちじょうせいかつじょう

かつどう えんかつ し え ん

は け ん じ か ん

はけんじんいん

はけんたいしょうじこう

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う ちょうかくしょうがい かた おんせい げんごきのうしょうがい かた く や く し ょ まどぐち

し ゅ わ もち はか しゅわつうやくしゃ せっち
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②は、都内在住・在学・在勤の聴覚障害のある方（身体障害者手帳の有無
問わず） 
※聞こえる方が参加できるものもあります。

●費 用 無料

●内 容 聴覚障害や手話に関する図書や資料を収集し、どなたにもご利用いただけ
るように、ライブラリーに設置しています。一部の資料を除き、一人３冊
まで２週間貸し出し可能です。利用は火・水・木・土曜日の午前 10 時～
午後５時、金曜日は午後 7 時まで。
その他、ライブラリーではビデオの視聴やパソコンが利用できます。

●対 象 都内在住・在勤・在学で聴覚障害に関心を持つ方や手話学習者など、どな
たでも利用できます。

●内 容 聴覚障害のある方およびご家族、関係者の方に対し、生活や職業、精神保
健福祉、聞こえや補聴器などについての相談に応じるとともに、聴覚障害
や福祉機器、手話学習などに関する情報提供などを、来所・FAX・Eメー
ル・電話などで行っています（来所相談の場合は要予約）。秘密は厳守い
たします。

　（受付）　火・水・木・土曜日　午前 10 時～午後５時
　　　　　金曜日は午後７時まで
●対 象 都内在住・在勤・在学の聴覚障害のある方（手帳の有無は問わな

い）およびその関係者
●費 用 無料

●内 容 障害者総合支援法に基づく就労移行支援事業（RONA スクール）
　（相談日）　午前 9 時～午後 5 時（土日・祝日・年末年始は休み）

※事前に必ず予約してください。
●対 象 都内および関東近郊の聴覚障害のある方
●費 用 無料

※所得により、自己負担が発生する場合があります。障害者福祉課相談支
　援係でご相談ください。

●申請方法 利用するためには、障害者福祉課相談支援係で手続きが必要です。

●内 容 

●対 象 ①聴覚や発話に困難がある方（要利用登録）
②聞こえる方で、聴覚や発話に困難がある方に電話をかけたい方（登録不
　要）

聴覚障害のある方などときこえる方の会話を、通訳オペレータが「手話」
または「文字」と「音声」を通訳することにより、電話で即時双方向につ
なぐサービスです。
普段の会話や仕事上での電話、警察や病院などへの緊急通報など、さまざ
まなシチュエーションで電話することができます。
※詳しくは、総務大臣より提供機関として指定を受けた、（一財）日本財
　団電話リレーサービスへお問い合わせください。

●対 象 ①は、都内在住で、身体障害者手帳をお持ちの 18 歳以上の中途失聴者お
よび難聴者 

①東京手話通訳等派遣センター
コミュニケーション支援課　要約筆記事業グループ
〒160-0022　新宿区新宿 2-15-27　第 3 ヒカリビル 5 階
　電話（3352）3335　FAX（3354）6868
②聴力障害者情報文化センター
　〒153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話（6833）5004　FAX（6833）5005
　E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp
　アドレス　http://www.jyoubun-center.or.jp/
　※日・月曜日、祝日、年末年始は休館

問合わせ問合わせ
と い あ  

聴力障害者情報文化センター
〒153-0053　目黒区五本木 1-8-3
電話（6833）5004　FAX（6833）5005
E メール　video@jyoubun-center.or.jp
アドレス　http://www.jyoubun-center.or.jp/
※日・月曜日、祝日、年末年始は休館

問合わせ問合わせ
と い あ  

（49） 聴覚障害関係図書などの貸し出し・閲覧など
ちょうかくしょうがいかんけいとしょ　             か     　 だ        　 え つ ら ん

聴力障害者情報文化センター
〒153-0053　目黒区五本木 1-8-3
電話（6833）5004　FAX（6833）5005
E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp

（FAX と E メールは 24 時間受付）
アドレス　http://www.jyoubun-center.or.jp/
E メールには担当相談員がお返事いたします。
※日・月曜日、祝日、年末年始は休館

問合わせ問合わせ
と い あ  

（50）聴覚障害に関する相談・情報提供事業
ちょうかくしょうがい　   か ん       　 そ う だ ん 　 じょうほうていきょうじぎょう

東京聴覚障害者支援事業所
　〒150-0011　渋谷区東 1-23-3　東京聴覚障害者自立支援センター
　電話（5464）6058　FAX（5464）6059
　Ｅメール　soudan@ap.wakwak.com
障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（51） 聴覚障害者に特化した支援事業
ちょうかくしょうがいしゃ　    と っ か 　         し え ん じ ぎ ょ う

（52） 電話リレーサービス
で ん わ

（一財）日本財団電話リレーサービス
電話（6275）0912　FAX（6275）0913
アドレス　https://nftrs.or.jp/contact/

問合わせ問合わせ
と い あ  

ひ よ う

な い よ う ちょうかくしょうがい し ゅ わ かん と し ょ しりょう しゅうしゅう り よ う

せ っ ち い ち ぶ しりょう のぞ ひ と り さつ

しゅうかん か だ か の う り よ う か すい もく ど よ う び ご ぜ ん じ

ご ご じ き ん よ う び ご ご じ

た しちょう り よ う

た い し ょ う

な い よ う ちょうかくしょうがい か ぞ くか た かんけいしゃ かた たい せいかつ しょくぎょう せ い し ん ほ

ちょうかくしょうがい             　かた                                       　かた    　かいわ           　つうやく　                                         しゅわ

　　　　               もじ                   　おんせい　         つうやく　                                              でんわ      　そくじそうほうこう

ふだん　      かいわ    　しごとじょう           　でんわ     　けいさつ　 びょういん                  　きんきゅうつうほう

でんわ

け ん ふ く し  き ほ ち ょ う き そうだん おう ちょうかくしょうがい

ふ く し き き しゅわがくしゅう かん じょうほうていきょう らいしょ

で ん わ おこな らいしょそうだん ば あ い  よ う よ や く ひ み つ げんしゅ

うけつけ

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う しょうがいしゃそうごうしえんほう もと しゅうろういこうしえんじぎょう

そ う だ ん び

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

た い し ょ う
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②は、都内在住・在学・在勤の聴覚障害のある方（身体障害者手帳の有無
問わず） 
※聞こえる方が参加できるものもあります。

●費 用 無料

●内 容 聴覚障害や手話に関する図書や資料を収集し、どなたにもご利用いただけ
るように、ライブラリーに設置しています。一部の資料を除き、一人３冊
まで２週間貸し出し可能です。利用は火・水・木・土曜日の午前 10 時～
午後５時、金曜日は午後 7 時まで。
その他、ライブラリーではビデオの視聴やパソコンが利用できます。

●対 象 都内在住・在勤・在学で聴覚障害に関心を持つ方や手話学習者など、どな
たでも利用できます。

●内 容 聴覚障害のある方およびご家族、関係者の方に対し、生活や職業、精神保
健福祉、聞こえや補聴器などについての相談に応じるとともに、聴覚障害
や福祉機器、手話学習などに関する情報提供などを、来所・FAX・Eメー
ル・電話などで行っています（来所相談の場合は要予約）。秘密は厳守い
たします。

　（受付）　火・水・木・土曜日　午前 10 時～午後５時
　　　　　金曜日は午後７時まで
●対 象 都内在住・在勤・在学の聴覚障害のある方（手帳の有無は問わな

い）およびその関係者
●費 用 無料

●内 容 障害者総合支援法に基づく就労移行支援事業（RONA スクール）
　（相談日）　午前 9 時～午後 5 時（土日・祝日・年末年始は休み）

※事前に必ず予約してください。
●対 象 都内および関東近郊の聴覚障害のある方
●費 用 無料

※所得により、自己負担が発生する場合があります。障害者福祉課相談支
　援係でご相談ください。

●申請方法 利用するためには、障害者福祉課相談支援係で手続きが必要です。

●内 容 

●対 象 ①聴覚や発話に困難がある方（要利用登録）
②聞こえる方で、聴覚や発話に困難がある方に電話をかけたい方（登録不
　要）

聴覚障害のある方などときこえる方の会話を、通訳オペレータが「手話」
または「文字」と「音声」を通訳することにより、電話で即時双方向につ
なぐサービスです。
普段の会話や仕事上での電話、警察や病院などへの緊急通報など、さまざ
まなシチュエーションで電話することができます。
※詳しくは、総務大臣より提供機関として指定を受けた、（一財）日本財
　団電話リレーサービスへお問い合わせください。

●対 象 ①は、都内在住で、身体障害者手帳をお持ちの 18 歳以上の中途失聴者お
よび難聴者 

①東京手話通訳等派遣センター
コミュニケーション支援課　要約筆記事業グループ
〒160-0022　新宿区新宿 2-15-27　第 3 ヒカリビル 5 階
　電話（3352）3335　FAX（3354）6868
②聴力障害者情報文化センター
　〒153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話（6833）5004　FAX（6833）5005
　E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp
　アドレス　http://www.jyoubun-center.or.jp/
　※日・月曜日、祝日、年末年始は休館

問合わせ問合わせ
と い あ  

聴力障害者情報文化センター
〒153-0053　目黒区五本木 1-8-3
電話（6833）5004　FAX（6833）5005
E メール　video@jyoubun-center.or.jp
アドレス　http://www.jyoubun-center.or.jp/
※日・月曜日、祝日、年末年始は休館

問合わせ問合わせ
と い あ  

（49） 聴覚障害関係図書などの貸し出し・閲覧など
ちょうかくしょうがいかんけいとしょ　             か     　 だ        　 え つ ら ん

聴力障害者情報文化センター
〒153-0053　目黒区五本木 1-8-3
電話（6833）5004　FAX（6833）5005
E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp

（FAX と E メールは 24 時間受付）
アドレス　http://www.jyoubun-center.or.jp/
E メールには担当相談員がお返事いたします。
※日・月曜日、祝日、年末年始は休館

問合わせ問合わせ
と い あ  

（50）聴覚障害に関する相談・情報提供事業
ちょうかくしょうがい　   か ん       　 そ う だ ん 　 じょうほうていきょうじぎょう

東京聴覚障害者支援事業所
　〒150-0011　渋谷区東 1-23-3　東京聴覚障害者自立支援センター
　電話（5464）6058　FAX（5464）6059
　Ｅメール　soudan@ap.wakwak.com
障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（51） 聴覚障害者に特化した支援事業
ちょうかくしょうがいしゃ　    と っ か 　         し え ん じ ぎ ょ う

（52） 電話リレーサービス
で ん わ

（一財）日本財団電話リレーサービス
電話（6275）0912　FAX（6275）0913
アドレス　https://nftrs.or.jp/contact/

問合わせ問合わせ
と い あ  

ひ よ う

な い よ う ちょうかくしょうがい し ゅ わ かん と し ょ しりょう しゅうしゅう り よ う

せ っ ち い ち ぶ しりょう のぞ ひ と り さつ

しゅうかん か だ か の う り よ う か すい もく ど よ う び ご ぜ ん じ

ご ご じ き ん よ う び ご ご じ

た しちょう り よ う

た い し ょ う

な い よ う ちょうかくしょうがい か ぞ くか た かんけいしゃ かた たい せいかつ しょくぎょう せ い し ん ほ

ちょうかくしょうがい             　かた                                       　かた    　かいわ           　つうやく　                                         しゅわ

　　　　               もじ                   　おんせい　         つうやく　                                              でんわ      　そくじそうほうこう

ふだん　      かいわ    　しごとじょう           　でんわ     　けいさつ　 びょういん                  　きんきゅうつうほう

でんわ

け ん ふ く し  き ほ ち ょ う き そうだん おう ちょうかくしょうがい

ふ く し き き しゅわがくしゅう かん じょうほうていきょう らいしょ

で ん わ おこな らいしょそうだん ば あ い  よ う よ や く ひ み つ げんしゅ

うけつけ

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う しょうがいしゃそうごうしえんほう もと しゅうろういこうしえんじぎょう

そ う だ ん び

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う

た い し ょ う

た い し ょ う

5
日
常
生
活
の
援
助

に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

5
に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

　

    

え
ん
じ
ょ

日
常
生
活
の
援
助

85 障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●
●

●

問合わせ問合わせ
と い あ  

（53） 精神保健相談
せ い し ん ほ け ん そ う だ ん

精神障害のある方のために
せ い し ん し ょ う が い 　        か た

問合わせ問合わせ
と い あ  

（54） 精神保健講習会
せ い し ん ほ け ん こ う し ゅ う か い

問合わせ問合わせ
と い あ  

（55） 障害者地域活動支援センター「ポケット中央」
し ょ う が い し ゃ ち い き か つ ど う し え ん                                    　 ち ゅ う お う

社会参加・レクリエーション６ し ゃ か い さ ん か

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 広報紙「区のおしらせ　ちゅうおう」
こ う ほ う し 　 　 　く

社会参加
し ゃ か い さ ん か

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 声の広報・点字広報
こ え 　   こ う ほ う    　 て ん じ こ う ほ う

（３） ラジオ広報
こ う ほ う

う」について、各号を発行する都度、CDに録音した「声の広報」と、点
字にした「点字広報」を発行しています。

らせ」および、区内で活動するサークルのメン
バーやイベント参加者などの声をお届けする「ウィークリー声の架け橋」
を放送しています。

な い よ う もんだい そ う き は っ け ん そ う き ち り ょ う し ゃ か い ふ っ き し え ん せ い し ん か

せ ん も ん い ほ け ん し そうだん う せ い し ん か せ ん も ん い そうだん じ ぜ ん

よ や く せ い

な い よ う びょう とうごうしっちょうしょう せいしんしっかん ただ り か い たいおう すいみん

かん こうしゅうかい かいさい

な い よ う ち い き じ り つ せいかつ おく にっちゅう い ば し ょ ていきょう

そうさくてきかつどう じ っ し そうだん し え ん おこな

い ば し ょ

そうだんじぎょう

そうさくてきかつどう

せいしんしょうがいしゃ

とくていそうだんしえん

くわ らん

た い し ょ う

内 容 こころの問題の早期発見、早期治療や社会復帰を支援するため、精神科
専門医や保健師がご相談をお受けします。精神科専門医への相談は、事前
予約制です。

内 容 うつ病や統合失調症などの精神疾患への正しい理解と対応、睡眠やストレ
スなどに関する講習会を開催しています。

内 容 地域で自立した生活を送ることができるよう、日中の居場所の提供、
創作的活動の実施、相談などの支援を行っています。
①居場所
②相談事業
③創作的活動
④精神障害者デイケア
⑤特定相談支援
詳しくは、117ページをご覧ください。

対 象 区内在住の精神障害のある方

内 容 障害のある方に対する各種手当、講習、講座などを含むさまざまな情報を
掲載しており、区のホームページにも掲載しています。
対象の方には郵送でお届けします。

対 象 区の施設などで広報紙を入手することが困難な高齢の方、または障害のあ
る方（希望者）

費 用 無料
申請方法 郵送をご希望の方は広報課までご連絡ください。

内 容 重点施策や各種行事などをお知らせする広報紙「区のおしらせ　ちゅうお

対 象 区内在住・在勤で視覚障害のある希望者（身体障害者手帳をお持ちの方） 
費 用 無料
申請方法 電話または広報課で直接お申し込みください。

内 容 中央エフエム・ラジオシティ（FM84.0MHz）を使って、区政情報をお伝
えする「中央区からのお知

な い よ う しょうがい かた たい かくしゅ て あ て こうしゅう こ う ざ ふく じょうほう

けいさい　                             く                                                    　けいさい

たいしょう かた ゆうそう とど

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う じゅうてんしさく

じ　                        てんじこうほう　          はっこう

かくごう　   はっこう            　つど　                      ろくおん               　こえ　   こうほう　               てん

かくしゅぎょうじ し こ う ほ う し く

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う ちゅうおう つか くせいじょうほう つた

ちゅうおうく

さんかしゃ　                こえ        　とど                                                         　こえ     　か     　はし　

ほうそう

し　                                          くない     　かつどう

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

障害者地域活動支援センター「ポケット中央」
電話（3541）1021　FAX（3541）1022

・各記事の内容について
　それぞれの記事の最後に記載している「問合わせ先」
・郵送について
　広報課　広報係
　電話（3546）5217　FAX（3546）2095

広報課　広報係
電話（3546）5217　FAX（3546）2095
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●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●
●

●

問合わせ問合わせ
と い あ  

（53） 精神保健相談
せ い し ん ほ け ん そ う だ ん

精神障害のある方のために
せ い し ん し ょ う が い 　        か た

問合わせ問合わせ
と い あ  

（54） 精神保健講習会
せ い し ん ほ け ん こ う し ゅ う か い

問合わせ問合わせ
と い あ  

（55） 障害者地域活動支援センター「ポケット中央」
し ょ う が い し ゃ ち い き か つ ど う し え ん                                    　 ち ゅ う お う

社会参加・レクリエーション６ し ゃ か い さ ん か

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 広報紙「区のおしらせ　ちゅうおう」
こ う ほ う し 　 　 　く

社会参加
し ゃ か い さ ん か

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 声の広報・点字広報
こ え 　   こ う ほ う    　 て ん じ こ う ほ う

（３） ラジオ広報
こ う ほ う

う」について、各号を発行する都度、CDに録音した「声の広報」と、点
字にした「点字広報」を発行しています。

らせ」および、区内で活動するサークルのメン
バーやイベント参加者などの声をお届けする「ウィークリー声の架け橋」
を放送しています。

な い よ う もんだい そ う き は っ け ん そ う き ち り ょ う し ゃ か い ふ っ き し え ん せ い し ん か

せ ん も ん い ほ け ん し そうだん う せ い し ん か せ ん も ん い そうだん じ ぜ ん

よ や く せ い

な い よ う びょう とうごうしっちょうしょう せいしんしっかん ただ り か い たいおう すいみん

かん こうしゅうかい かいさい

な い よ う ち い き じ り つ せいかつ おく にっちゅう い ば し ょ ていきょう

そうさくてきかつどう じ っ し そうだん し え ん おこな

い ば し ょ

そうだんじぎょう

そうさくてきかつどう

せいしんしょうがいしゃ

とくていそうだんしえん

くわ らん

た い し ょ う

内 容 こころの問題の早期発見、早期治療や社会復帰を支援するため、精神科
専門医や保健師がご相談をお受けします。精神科専門医への相談は、事前
予約制です。

内 容 うつ病や統合失調症などの精神疾患への正しい理解と対応、睡眠やストレ
スなどに関する講習会を開催しています。

内 容 地域で自立した生活を送ることができるよう、日中の居場所の提供、
創作的活動の実施、相談などの支援を行っています。
①居場所
②相談事業
③創作的活動
④精神障害者デイケア
⑤特定相談支援
詳しくは、117ページをご覧ください。

対 象 区内在住の精神障害のある方

内 容 障害のある方に対する各種手当、講習、講座などを含むさまざまな情報を
掲載しており、区のホームページにも掲載しています。
対象の方には郵送でお届けします。

対 象 区の施設などで広報紙を入手することが困難な高齢の方、または障害のあ
る方（希望者）

費 用 無料
申請方法 郵送をご希望の方は広報課までご連絡ください。

内 容 重点施策や各種行事などをお知らせする広報紙「区のおしらせ　ちゅうお

対 象 区内在住・在勤で視覚障害のある希望者（身体障害者手帳をお持ちの方） 
費 用 無料
申請方法 電話または広報課で直接お申し込みください。

内 容 中央エフエム・ラジオシティ（FM84.0MHz）を使って、区政情報をお伝
えする「中央区からのお知

な い よ う しょうがい かた たい かくしゅ て あ て こうしゅう こ う ざ ふく じょうほう

けいさい　                             く                                                    　けいさい

たいしょう かた ゆうそう とど

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う じゅうてんしさく

じ　                        てんじこうほう　          はっこう

かくごう　   はっこう            　つど　                      ろくおん               　こえ　   こうほう　               てん

かくしゅぎょうじ し こ う ほ う し く

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う ちゅうおう つか くせいじょうほう つた

ちゅうおうく

さんかしゃ　                こえ        　とど                                                         　こえ     　か     　はし　

ほうそう

し　                                          くない     　かつどう

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

中央区保健所　健康推進課　予防係
　電話（3541）5930　FAX（3546）9554
日本橋保健センター　健康係
　電話（3661）3515　FAX（3661）3503
月島保健センター　健康係
　電話（5560）0765　FAX（5560）0747

障害者地域活動支援センター「ポケット中央」
電話（3541）1021　FAX（3541）1022

・各記事の内容について
　それぞれの記事の最後に記載している「問合わせ先」
・郵送について
　広報課　広報係
　電話（3546）5217　FAX（3546）2095

広報課　広報係
電話（3546）5217　FAX（3546）2095
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●内 容 区で行われたイベントの様子、広報紙に掲載される区政情報、区内の文化
財の紹介などをテレビ広報番組「こんにちは　中央区です」で放送してい
ます。
・定例番組（15分番組）
　日～金曜日放送（毎週日曜日内容更新）
・企画番組（15分番組）
　毎週土曜日放送（毎月第一土曜日内容更新）

放送チャンネル 放送日時
東京ベイネットワーク（株）のケーブルテレビ
111チャンネル

午前10時、正午、午後８時
（１日３回）

東京ケーブルネットワーク（株）のケーブルテレビ
111チャンネル

午前９時30分、正午、午後７時30分
（１日３回）

●内 容 広報紙「区のおしらせ　ちゅうおう」や行政サービス情報などをご覧いた
だけます。障害のある方が使いやすいように、文字サイズの拡大、音声に
よる読み上げ、色の変更などの機能がありますので、ぜひご活用ください。
アドレス　https://www.city.chuo.lg.jp/

●内 容 X（エックス（旧ツイッター））、Facebook（フェイスブック）および LINE
（ライン）を活用し、中央区ホームページに掲載した情報のほか、災害情
報や気象情報など、区民にとって有益性・緊急性の高い情報を随時発信し
ています。その他、区が作成した動画の発信手段としてYouTube（ユー
チューブ）を、区の魅力を広く発信し、認知度アップとイメージアップを
図るためInstagram（インスタグラム）をそれぞれ運用しています。

●内 容 区議会の活動内容をお知らせするために、「ちゅうおう区議会だより」を
年５回発行しているほか、区議会のホームページでも、区議会の活

かつどうじょうきょう

動状況
や定例会一般質問などの録画映像、会議録、委員会記録がご覧になれます。
また、定例会での一般質問などの模様を、中央エフエム・ラジオシティ

（FM84.0MHz）で生中継しています。

●内 容 身体が不自由なため、投票日当日、投票所へ行くことが困難な方は、郵便
などによる不在者投票ができます（事前に郵便等投票証明書の交付を受け
る必要があります）。

●対 象 次のいずれかに該当する方
手帳の種類など 障害名など 等級など

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 １級・２級
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸 １級・３級

免疫機能障害、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症～第２項症
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓 特別項症～第３項症

介護保険被保険者証 要介護状態区分 要介護５
上記に該当する方で、なおかつ次のいずれかに該当する方は代理記載制度を利用するこ
とができます。

手帳の種類 障害名など 等級など
身体障害者手帳 上肢、視覚 １級
戦傷病者手帳 特別項症～第 2 項症

公職選挙法などの改正により、対象となる方が変更になる場合があります。

広報課　広報係
電話（3546）5218　FAX（3546）2095

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） テレビ広報
こ う ほ う

広報課　広報係
電話（3546）5218　FAX（3546）2095

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 中央区ホームページ
ちゅうおうく

広報課　広報係
電話（3546）5218　FAX（3546）2095

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 中央区公式SNS
ちゅうおうくこうしき

区議会議会局　調査係
電話（3546）5559　FAX（3546）9552

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 区議会広報
く ぎ か い こ う ほ う

選挙管理委員会事務局
電話（3546）5541　FAX（3543）9057

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 郵便等投票制度
ゆうびんとうとうひょうせいど

番組名 放送日時
中央区からのお知らせ
（毎放送日内容更新）

月～金曜日（祝日・休日、年末年始を除く）　午前10時30分、
午後3時、午後9時30分　1日3回（10分番組）

ウィークリー声の架け橋
（毎週水曜日内容更新）

月～金曜日　午前10時40分、午後3時10分、午後9時40分
土・日曜日　午前10時、午後3時、午後9時40分
1日3回（20分番組）

広報課　広報係
電話（3546）5218　FAX（3546）2095

問合わせ問合わせ
と い あ  

な い よ う く ぎ か い かつどうないよう し く ぎ か い

ねん かいはっこう く ぎ か い く ぎ か い

ていれいかいいっぱんしつもん ろくがえいぞう か い ぎ ろ く い い ん か い き ろ く らん

ていれいかい いっぱんしつもん も よ う ちゅうおう

なまちゅうけい

な い よ う か ら だ ふ じ ゆ う とうひょうびとうじつ とうひょうじょ い こんなん かた ゆうびん

ふざいしゃとうひょう じ ぜ ん ゆうびんとうとうひょうしょうめいしょ こ う ふ う

ひつよう

た い し ょ う

な い よ う

ていれいばんぐみ

く　   おこな                                            　ようす          こうほうし　    けいさい               　くせいじょうほう     　くない      　ぶんか

ざい　  しょうかい                               　こうほうばんぐみ　                                       ちゅうおうく                     　ほうそう

ふんばんぐみ

にち きんようびほうそう まいしゅうにちようびないようこうしん

きかくばんぐみ ふんばんぐみ

まいしゅうどようびほうそう ま い つ き だ い い ち ど よ う びないようこうしん

な い よ う こ う ほ う し

かつよう　          ちゅうおうく　                                       けいさい       　じょうほう　                 さいがいじょう

ほう　  きしょうじょうほう　               くみん　                      ゆうえきせい　 きんきゅうせい　  たか　   じょうほう　   ずいじはっしん

ほか　     く　     さくせい          　どうが     　はっしんしゅだん

く　    みりょく   　ひろ　   はっしん　            にんちど

はか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  うんよう

く ぎょうせい じょうほう らん

しょうがい かた つか も じ かくだい おんせい

よ あ いろ へんこう き の う かつよう

な い よ う
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●内 容 区で行われたイベントの様子、広報紙に掲載される区政情報、区内の文化
財の紹介などをテレビ広報番組「こんにちは　中央区です」で放送してい
ます。
・定例番組（15分番組）
　日～金曜日放送（毎週日曜日内容更新）
・企画番組（15分番組）
　毎週土曜日放送（毎月第一土曜日内容更新）

放送チャンネル 放送日時
東京ベイネットワーク（株）のケーブルテレビ
111チャンネル

午前10時、正午、午後８時
（１日３回）

東京ケーブルネットワーク（株）のケーブルテレビ
111チャンネル

午前９時30分、正午、午後７時30分
（１日３回）

●内 容 広報紙「区のおしらせ　ちゅうおう」や行政サービス情報などをご覧いた
だけます。障害のある方が使いやすいように、文字サイズの拡大、音声に
よる読み上げ、色の変更などの機能がありますので、ぜひご活用ください。
アドレス　https://www.city.chuo.lg.jp/

●内 容 X（エックス（旧ツイッター））、Facebook（フェイスブック）および LINE
（ライン）を活用し、中央区ホームページに掲載した情報のほか、災害情
報や気象情報など、区民にとって有益性・緊急性の高い情報を随時発信し
ています。その他、区が作成した動画の発信手段としてYouTube（ユー
チューブ）を、区の魅力を広く発信し、認知度アップとイメージアップを
図るためInstagram（インスタグラム）をそれぞれ運用しています。

●内 容 区議会の活動内容をお知らせするために、「ちゅうおう区議会だより」を
年５回発行しているほか、区議会のホームページでも、区議会の活

かつどうじょうきょう

動状況
や定例会一般質問などの録画映像、会議録、委員会記録がご覧になれます。
また、定例会での一般質問などの模様を、中央エフエム・ラジオシティ

（FM84.0MHz）で生中継しています。

●内 容 身体が不自由なため、投票日当日、投票所へ行くことが困難な方は、郵便
などによる不在者投票ができます（事前に郵便等投票証明書の交付を受け
る必要があります）。

●対 象 次のいずれかに該当する方
手帳の種類など 障害名など 等級など

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 １級・２級
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸 １級・３級

免疫機能障害、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症～第２項症
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓 特別項症～第３項症

介護保険被保険者証 要介護状態区分 要介護５
上記に該当する方で、なおかつ次のいずれかに該当する方は代理記載制度を利用するこ
とができます。

手帳の種類 障害名など 等級など
身体障害者手帳 上肢、視覚 １級
戦傷病者手帳 特別項症～第 2 項症

公職選挙法などの改正により、対象となる方が変更になる場合があります。

広報課　広報係
電話（3546）5218　FAX（3546）2095

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） テレビ広報
こ う ほ う

広報課　広報係
電話（3546）5218　FAX（3546）2095

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 中央区ホームページ
ちゅうおうく

広報課　広報係
電話（3546）5218　FAX（3546）2095

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 中央区公式SNS
ちゅうおうくこうしき

区議会議会局　調査係
電話（3546）5559　FAX（3546）9552

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 区議会広報
く ぎ か い こ う ほ う

選挙管理委員会事務局
電話（3546）5541　FAX（3543）9057

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 郵便等投票制度
ゆうびんとうとうひょうせいど

番組名 放送日時
中央区からのお知らせ
（毎放送日内容更新）

月～金曜日（祝日・休日、年末年始を除く）　午前10時30分、
午後3時、午後9時30分　1日3回（10分番組）

ウィークリー声の架け橋
（毎週水曜日内容更新）

月～金曜日　午前10時40分、午後3時10分、午後9時40分
土・日曜日　午前10時、午後3時、午後9時40分
1日3回（20分番組）

広報課　広報係
電話（3546）5218　FAX（3546）2095

問合わせ問合わせ
と い あ  

な い よ う く ぎ か い かつどうないよう し く ぎ か い

ねん かいはっこう く ぎ か い く ぎ か い

ていれいかいいっぱんしつもん ろくがえいぞう か い ぎ ろ く い い ん か い き ろ く らん

ていれいかい いっぱんしつもん も よ う ちゅうおう

なまちゅうけい

な い よ う か ら だ ふ じ ゆ う とうひょうびとうじつ とうひょうじょ い こんなん かた ゆうびん

ふざいしゃとうひょう じ ぜ ん ゆうびんとうとうひょうしょうめいしょ こ う ふ う

ひつよう

た い し ょ う

な い よ う

ていれいばんぐみ

く　   おこな                                            　ようす          こうほうし　    けいさい               　くせいじょうほう     　くない      　ぶんか

ざい　  しょうかい                               　こうほうばんぐみ　                                       ちゅうおうく                     　ほうそう

ふんばんぐみ

にち きんようびほうそう まいしゅうにちようびないようこうしん

きかくばんぐみ ふんばんぐみ

まいしゅうどようびほうそう ま い つ き だ い い ち ど よ う びないようこうしん

な い よ う こ う ほ う し

かつよう　          ちゅうおうく　                                       けいさい       　じょうほう　                 さいがいじょう

ほう　  きしょうじょうほう　               くみん　                      ゆうえきせい　 きんきゅうせい　  たか　   じょうほう　   ずいじはっしん

ほか　     く　     さくせい          　どうが     　はっしんしゅだん

く　    みりょく   　ひろ　   はっしん　            にんちど

はか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  うんよう

く ぎょうせい じょうほう らん

しょうがい かた つか も じ かくだい おんせい

よ あ いろ へんこう き の う かつよう

な い よ う
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●内 容 視覚障害のある方は点字で投票をすることができます。点字での投票を
希望する方は投票所（期日前投票所を含む）の職員にお伝えください。
点字器は投票所（期日前投票所を含む）に備え付けてあります。

●内 容 録音図書（朗読ＣＤ・カセットテープ・デイジー）を貸し出しています。
●対 象 区内在住で 65 歳以上の方や障害により通常の印刷文字による読書が困難

な方。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※デイジーは視覚障害のある方のみの貸し出しです。

●費 用 無料
●申請方法 事前に登録が必要です（ご家族の方が代理で登録・申し込みできます）。

電話・ファクス・はがきなどでご連絡ください。

●内 容 図書や録音図書を郵送で貸し出しします。返却は最寄りの郵便局から
図書館あてに郵送してください。送料は図書館が負担します。

　（貸出） 図書・録音図書とも、１回に４冊（組）、４週間
●対 象 区内在住で下肢・体幹障害２級以上、心臓・腎臓・呼吸器障害３級以上の

方。また、その他身体が不自由なため郵送貸し出し以外の方法では図書館
サービスを受けることが困難な方。

●費 用 無料
●申請方法 事前に登録が必要です（ご家族の方が代理で登録・申し込みできます）。

電話・ファクス・はがきなどでご連絡ください。

●内 容 地域で生活する障害のある方 ､ 高齢の方 ､ ボランティアなど、全ての人々
が参加し、 ふれあい、 交流の機会を通じて相互の理解と親睦をより深め、 
ノーマライゼーションの推進を図ることを目的として、年 1 回開催して
います。

●内 容 障害のある方の趣味と教養の向上を図るとともに、障害のある方に対する
理解と交流を深めるため、講習・講座を開催しています。
※開催する講習・講座の内容は、年度により異なりますので、お問い合わ

せください。
　（講習会）　陶芸　など

手話・要約筆記（98ページ） 

●内 容 高齢の方、障害のある方などの自立と社会参加
を促進するため、建築物などの整備主に対して
「東京都福祉のまちづくり条例」に基づいた整
備に関する事前の届出を義務付けています。
また、建築物が都市施設整備基準を満たしてい
る場合、請求に基づき、整備主に対して「東京
都福祉のまちづくり整備基準適合証」を交付し
ています。

な い よ う しょうがい かた し ゅ み きょうよう こうじょう はか しょうがい かた たい

り か い こうりゅう ふか こうしゅう こ う ざ かいさい

かいさい こうしゅう こ う ざ ないよう ね ん ど こと と あ

こうしゅうかい

な い よ う こうれい かた かたしょうがい じ り つ しゃかいさんか

そくしん けんちくぶつ せ い び ぬ し たい

とうきょうとふ く し じょうれい もと せ い

かんび とどけでじぜん ぎ む づ

けんちくぶつ と し し せ つ せ い び き じ ゅ ん み

ば あ い せいきゅう もと せ い び ぬ し たい とうきょう

と ふ く し せいびきじゅんてきごうしょう こ う ふ

選挙管理委員会事務局
電話（3546）5541　FAX（3543）9057

問合わせ問合わせ
と い あ  

選挙管理委員会事務局
電話（3546）5541　FAX（3543）9057

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 点字投票
て ん じ と う ひ ょ う

京橋図書館
本の森ちゅうおう　2 階～ 5 階
電話（3551）2151　FAX（3551）2711

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） 録音図書の貸し出し
ろ く お ん と し ょ     　 か     　 だ

京橋図書館
本の森ちゅうおう　2 階～ 5 階
電話（3551）2151　FAX（3551）2711

問合わせ問合わせ
と い あ  

（12） 図書館の郵送貸し出し
と し ょ か ん     　 ゆ う そ う か 　     だ

福祉センター　管理係
　電話（3545）9311　FAX（3544）0888
中央区社会福祉協議会 　ボランティア・区民活動センター
　電話（3206）0560　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

（13） 健康福祉まつり
け ん こ う ふ く し

福祉センター　管理係
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

問合わせ問合わせ
と い あ  

（14） 福祉センターの講習・講座
ふ く し                   　 こ う し ゅ う  　 こ う ざ

建築課　指導審査係
電話（3546）5456 ～ 5458　FAX（3546）9551

問合わせ問合わせ
と い あ  

（15） 福祉のまちづくり
ふ く し

●内 容

（９） 代理投票制度
だ い り と う ひ ょ う せ い ど

心身の故障などで、自分で投票用紙に記載できない方のため、投票所（期
日前投票所を含む）の職員が代わって記載する制度です。代理での投票を
希望する方は、投票所（期日前投票所を含む）の職員にお伝えください。

な い よ う し か くしょうがい かた て ん じ とうひょう て ん じ とうひょう

き ぼ う かた とうひょうじょ きじつまえとうひょうじょ ふく しょくいん つた

て ん じ き とうひょうじょ きじつまえとうひょうじょ ふく そな つ

な い よ う ろくおんとしょ ろうどく か だ

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う と し ょ ろ く お ん と し ょ ゆうそう か だ へんきゃく も よ ゆうびんきょく

と し ょ か ん ゆ う そ う そうりょう と し ょ か ん ふ た ん

かしだし

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う ち い き せいかつ しょうがい かた こうれい かた すべ ひとびと

さ ん か こうりゅう き か い つう そ う ご り か い しんぼく ふか

すいしん はか もくてき ねん かいかいさい

じつまえとうひょうじょ ふく しょくいん か き さ い せ い ど
 

な い よ う しんしん こしょう じ ぶ ん とうひょうようし き さ い かた とうひょうじょ　　き

だ い り とうひょう

き ぼ う かた とうひょうじょ きじつまえとうひょうじょ ふく しょくいん つた
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●内 容 視覚障害のある方は点字で投票をすることができます。点字での投票を
希望する方は投票所（期日前投票所を含む）の職員にお伝えください。
点字器は投票所（期日前投票所を含む）に備え付けてあります。

●内 容 録音図書（朗読ＣＤ・カセットテープ・デイジー）を貸し出しています。
●対 象 区内在住で 65 歳以上の方や障害により通常の印刷文字による読書が困難

な方。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※デイジーは視覚障害のある方のみの貸し出しです。

●費 用 無料
●申請方法 事前に登録が必要です（ご家族の方が代理で登録・申し込みできます）。

電話・ファクス・はがきなどでご連絡ください。

●内 容 図書や録音図書を郵送で貸し出しします。返却は最寄りの郵便局から
図書館あてに郵送してください。送料は図書館が負担します。

　（貸出） 図書・録音図書とも、１回に４冊（組）、４週間
●対 象 区内在住で下肢・体幹障害２級以上、心臓・腎臓・呼吸器障害３級以上の

方。また、その他身体が不自由なため郵送貸し出し以外の方法では図書館
サービスを受けることが困難な方。

●費 用 無料
●申請方法 事前に登録が必要です（ご家族の方が代理で登録・申し込みできます）。

電話・ファクス・はがきなどでご連絡ください。

●内 容 地域で生活する障害のある方 ､ 高齢の方 ､ ボランティアなど、全ての人々
が参加し、 ふれあい、 交流の機会を通じて相互の理解と親睦をより深め、 
ノーマライゼーションの推進を図ることを目的として、年 1 回開催して
います。

●内 容 障害のある方の趣味と教養の向上を図るとともに、障害のある方に対する
理解と交流を深めるため、講習・講座を開催しています。
※開催する講習・講座の内容は、年度により異なりますので、お問い合わ

せください。
　（講習会）　陶芸　など

手話・要約筆記（98ページ） 

●内 容 高齢の方、障害のある方などの自立と社会参加
を促進するため、建築物などの整備主に対して
「東京都福祉のまちづくり条例」に基づいた整
備に関する事前の届出を義務付けています。
また、建築物が都市施設整備基準を満たしてい
る場合、請求に基づき、整備主に対して「東京
都福祉のまちづくり整備基準適合証」を交付し
ています。

な い よ う しょうがい かた し ゅ み きょうよう こうじょう はか しょうがい かた たい

り か い こうりゅう ふか こうしゅう こ う ざ かいさい

かいさい こうしゅう こ う ざ ないよう ね ん ど こと と あ

こうしゅうかい

な い よ う こうれい かた かたしょうがい じ り つ しゃかいさんか

そくしん けんちくぶつ せ い び ぬ し たい

とうきょうとふ く し じょうれい もと せ い

かんび とどけでじぜん ぎ む づ

けんちくぶつ と し し せ つ せ い び き じ ゅ ん み

ば あ い せいきゅう もと せ い び ぬ し たい とうきょう

と ふ く し せいびきじゅんてきごうしょう こ う ふ

選挙管理委員会事務局
電話（3546）5541　FAX（3543）9057

問合わせ問合わせ
と い あ  

選挙管理委員会事務局
電話（3546）5541　FAX（3543）9057

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 点字投票
て ん じ と う ひ ょ う

京橋図書館
本の森ちゅうおう　2 階～ 5 階
電話（3551）2151　FAX（3551）2711

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） 録音図書の貸し出し
ろ く お ん と し ょ     　 か     　 だ

京橋図書館
本の森ちゅうおう　2 階～ 5 階
電話（3551）2151　FAX（3551）2711

問合わせ問合わせ
と い あ  

（12） 図書館の郵送貸し出し
と し ょ か ん     　 ゆ う そ う か 　     だ

福祉センター　管理係
　電話（3545）9311　FAX（3544）0888
中央区社会福祉協議会 　ボランティア・区民活動センター
　電話（3206）0560　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

（13） 健康福祉まつり
け ん こ う ふ く し

福祉センター　管理係
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

問合わせ問合わせ
と い あ  

（14） 福祉センターの講習・講座
ふ く し                   　 こ う し ゅ う  　 こ う ざ

建築課　指導審査係
電話（3546）5456 ～ 5458　FAX（3546）9551

問合わせ問合わせ
と い あ  

（15） 福祉のまちづくり
ふ く し

●内 容

（９） 代理投票制度
だ い り と う ひ ょ う せ い ど

心身の故障などで、自分で投票用紙に記載できない方のため、投票所（期
日前投票所を含む）の職員が代わって記載する制度です。代理での投票を
希望する方は、投票所（期日前投票所を含む）の職員にお伝えください。

な い よ う し か くしょうがい かた て ん じ とうひょう て ん じ とうひょう

き ぼ う かた とうひょうじょ きじつまえとうひょうじょ ふく しょくいん つた

て ん じ き とうひょうじょ きじつまえとうひょうじょ ふく そな つ

な い よ う ろくおんとしょ ろうどく か だ

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う と し ょ ろ く お ん と し ょ ゆうそう か だ へんきゃく も よ ゆうびんきょく

と し ょ か ん ゆ う そ う そうりょう と し ょ か ん ふ た ん

かしだし

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う ち い き せいかつ しょうがい かた こうれい かた すべ ひとびと

さ ん か こうりゅう き か い つう そ う ご り か い しんぼく ふか

すいしん はか もくてき ねん かいかいさい

じつまえとうひょうじょ ふく しょくいん か き さ い せ い ど
 

な い よ う しんしん こしょう じ ぶ ん とうひょうようし き さ い かた とうひょうじょ　　き

だ い り とうひょう

き ぼ う かた とうひょうじょ きじつまえとうひょうじょ ふく しょくいん つた
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●内 容

●対 象 ①身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方の属
する世帯

②障害者総合支援法による障害福祉サービスの受給者証をお持ちの方の属
する世帯

③障害のある方のために貸付が必要な状況にある世帯
●申請方法 詳細については社会福祉協議会にお問い合わせください。原則として未払

い未契約の費用が対象です。

●内 容 食道発声・電気式人工喉頭発声・シャント式発声などによる発声訓練を
行っています。

●対 象 病気などで喉頭を摘出し、音声機能を失った方
●費 用 入会金　10,000 円

年会費　  3,000 円

●費 用 相談料無料。
ただし、飲み物代として 100 円（おかわり自由・未就学児無料）が必要
です。

●申請方法 予約不要です。

障害のある方がいる世帯が転宅、住宅の増改築、障害者用自動車の購入
など、日常生活費以外のまとまった資金を必要とする場合に、資金の貸
付と民生委員による相談援助を行う社会福祉制度です。貸付利子は年
1.5％（連帯保証人がいる場合には無利子）です。世帯収入の上限はあり
ません。

●内 容 ストマの衛生管理、ストマ用装具の装着訓練などを講習会形式で実施して
います。

●対 象 人工肛門または人工ぼうこうを造設した方
●費 用 無料

●内 容

●申請方法 ホームページなどでご案内します。応募者多数の場合は抽選です。

●内 容 障害のある方が気軽にスポーツに参加し、親しんでもらうきっかけづくり
の場としてスポーツ体験会を実施しています。

　（規模）　１回２時間程度、年２回開催予定
　（種目）　ニュースポーツなど
　（会場）　総合スポーツセンター
●対 象 区内在住・在勤・在学の障害のある方

（介助が必要な方はご家族の方などの同伴をお願いします）
●費 用　無料（傷害保険は区が加入します）

な い よ う えいせいかんり よう そ う ぐ そうちゃくくんれん こうしゅうかいけいしき じ っ し

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う

しんせいほうほう

な い よ う しょうがい かた き が る さ ん か した

ば たいけんかい じ っ し

き ぼ

しゅもく

かいじょう

た い し ょ う

ひ よ う

　（開催日時・会場）　①「多世代交流スペース  はまるーむ」日本橋浜町3-40-3　１階
　（毎週木曜日、毎月第1・3日曜日　午後１時～午後５時）
②「勝どきデイルーム」勝どき1-5-1　勝どき区民館1階
　（毎月第2・4火曜日、第1・3土曜日　午後１時～午後４時）
③「聖路加健康ナビスポット：るかなび」
　　築地3-6-2   大村進・美枝子記念聖路加臨床学術センター1階　
　（毎月第1金曜日　午後２時～午後４時）
④「喫茶アラジン」明石町1-6　レインボーハウス明石１階
　（偶数月の第3水曜日　午後２時～午後４時）
※③るかなび④喫茶アラジンでは、ちょこっと相談会のみ開催し
　ています。

かいさいにちじ かいじょう

●内 容 利用者同士の気軽な交流や、1 人の落ち着いた時間を過ごすことができる
「おとなりカフェ」と、日常生活の困りごとについて社会福祉協議会の職
員が相談に応じる「ちょこっと相談会」を実施しています。

な い よ う り よ う し ゃ ど う し き が る こうりゅう ひ と り お つ じ か ん す

にちじょうせいかつ

いん　   そうだん      おう                                             　そうだんかい          　じっし

こま　　　　　　　　　　　　        しゃかいふくしきょうぎかい  　しょく

（16） おとなりカフェ・ちょこっと相談会
そ う だ ん か い

65歳未満の障害のある方を対象として、年間2回（対象別各1回）、レク
リエーションを実施しています。

な い よ う しょうがい てんたくかた せたい じゅうたく ぞうかいちく しょうがいしゃようじどうしゃ こうにゅう

にちじょうせいかつひ い が い し き ん ひつよう ば あ い し き ん か

つけ みんせい い い ん そうだんえんじょ おこな し ゃ か い ふ く し せ い ど かしつけ   り  し ねん

れんたいほしょうにん ば あ い む り し せたいしゅうにゅう じょうげん

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う しょくどうはっせい で ん き し き じんこうこうとうはっせい しきはっせい はっせいくんれん

おこな

た い し ょ う

ひ よ う

ひ よ う

しんせいほうほう

●対 象 どなたでもご利用できます。
た い し ょ う

中央区社会福祉協議会　管理部地域ささえあい課
電話（3523）9295　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央区社会福祉協議会　管理部庶務課
電話（3206）0506　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

（17） 生活福祉資金貸付制度
せ い か つ ふ く し し き ん か し つ け せ い ど

公益社団法人　銀鈴会
〒105-0004 　港区新橋 5-7-13 　ビュロー新橋 901
電話（3436）1820　FAX（3436）3497
アドレス　https://www.ginreikai.net/

問合わせ問合わせ
と い あ  

（18） 喉頭摘出者発声訓練
こうとうてきしゅつしゃはっせいくんれん

日本オストミー協会　東京支部
〒160-0021　新宿区歌舞伎町 2-45-5 　新宿永谷ビル 603
電話（5272）3550 　FAX （5272）3550

問合わせ問合わせ
と い あ  

（19） オストメイト社会適応訓練
し ゃ か い て き お う く ん れ ん

レクリエーション

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（20） 障害者（児）レクリエーション
しょうがいしゃ　 　  じ

（21） 障害者スポーツ体験会
しょうがいしゃ　               た い け ん か い

さ い み ま ん しょうがい かた たいしょう ねんかん かい たいしょうべつかく かい

じ っ し
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●内 容

●対 象 ①身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方の属
する世帯

②障害者総合支援法による障害福祉サービスの受給者証をお持ちの方の属
する世帯

③障害のある方のために貸付が必要な状況にある世帯
●申請方法 詳細については社会福祉協議会にお問い合わせください。原則として未払

い未契約の費用が対象です。

●内 容 食道発声・電気式人工喉頭発声・シャント式発声などによる発声訓練を
行っています。

●対 象 病気などで喉頭を摘出し、音声機能を失った方
●費 用 入会金　10,000 円

年会費　  3,000 円

●費 用 相談料無料。
ただし、飲み物代として 100 円（おかわり自由・未就学児無料）が必要
です。

●申請方法 予約不要です。

障害のある方がいる世帯が転宅、住宅の増改築、障害者用自動車の購入
など、日常生活費以外のまとまった資金を必要とする場合に、資金の貸
付と民生委員による相談援助を行う社会福祉制度です。貸付利子は年
1.5％（連帯保証人がいる場合には無利子）です。世帯収入の上限はあり
ません。

●内 容 ストマの衛生管理、ストマ用装具の装着訓練などを講習会形式で実施して
います。

●対 象 人工肛門または人工ぼうこうを造設した方
●費 用 無料

●内 容

●申請方法 ホームページなどでご案内します。応募者多数の場合は抽選です。

●内 容 障害のある方が気軽にスポーツに参加し、親しんでもらうきっかけづくり
の場としてスポーツ体験会を実施しています。

　（規模）　１回２時間程度、年２回開催予定
　（種目）　ニュースポーツなど
　（会場）　総合スポーツセンター
●対 象 区内在住・在勤・在学の障害のある方

（介助が必要な方はご家族の方などの同伴をお願いします）
●費 用　無料（傷害保険は区が加入します）

な い よ う えいせいかんり よう そ う ぐ そうちゃくくんれん こうしゅうかいけいしき じ っ し

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う

しんせいほうほう

な い よ う しょうがい かた き が る さ ん か した

ば たいけんかい じ っ し

き ぼ

しゅもく

かいじょう

た い し ょ う

ひ よ う

　（開催日時・会場）　①「多世代交流スペース  はまるーむ」日本橋浜町3-40-3　１階
　（毎週木曜日、毎月第1・3日曜日　午後１時～午後５時）
②「勝どきデイルーム」勝どき1-5-1　勝どき区民館1階
　（毎月第2・4火曜日、第1・3土曜日　午後１時～午後４時）
③「聖路加健康ナビスポット：るかなび」
　　築地3-6-2   大村進・美枝子記念聖路加臨床学術センター1階　
　（毎月第1金曜日　午後２時～午後４時）
④「喫茶アラジン」明石町1-6　レインボーハウス明石１階
　（偶数月の第3水曜日　午後２時～午後４時）
※③るかなび④喫茶アラジンでは、ちょこっと相談会のみ開催し
　ています。

かいさいにちじ かいじょう

●内 容 利用者同士の気軽な交流や、1 人の落ち着いた時間を過ごすことができる
「おとなりカフェ」と、日常生活の困りごとについて社会福祉協議会の職
員が相談に応じる「ちょこっと相談会」を実施しています。

な い よ う り よ う し ゃ ど う し き が る こうりゅう ひ と り お つ じ か ん す

にちじょうせいかつ

いん　   そうだん      おう                                             　そうだんかい          　じっし

こま　　　　　　　　　　　　        しゃかいふくしきょうぎかい  　しょく

（16） おとなりカフェ・ちょこっと相談会
そ う だ ん か い

65歳未満の障害のある方を対象として、年間2回（対象別各1回）、レク
リエーションを実施しています。

な い よ う しょうがい てんたくかた せたい じゅうたく ぞうかいちく しょうがいしゃようじどうしゃ こうにゅう

にちじょうせいかつひ い が い し き ん ひつよう ば あ い し き ん か

つけ みんせい い い ん そうだんえんじょ おこな し ゃ か い ふ く し せ い ど かしつけ   り  し ねん

れんたいほしょうにん ば あ い む り し せたいしゅうにゅう じょうげん

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う しょくどうはっせい で ん き し き じんこうこうとうはっせい しきはっせい はっせいくんれん

おこな

た い し ょ う

ひ よ う

ひ よ う

しんせいほうほう

●対 象 どなたでもご利用できます。
た い し ょ う

中央区社会福祉協議会　管理部地域ささえあい課
電話（3523）9295　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央区社会福祉協議会　管理部庶務課
電話（3206）0506　FAX（3206）0601

問合わせ問合わせ
と い あ  

（17） 生活福祉資金貸付制度
せ い か つ ふ く し し き ん か し つ け せ い ど

公益社団法人　銀鈴会
〒105-0004 　港区新橋 5-7-13 　ビュロー新橋 901
電話（3436）1820　FAX（3436）3497
アドレス　https://www.ginreikai.net/

問合わせ問合わせ
と い あ  

（18） 喉頭摘出者発声訓練
こうとうてきしゅつしゃはっせいくんれん

日本オストミー協会　東京支部
〒160-0021　新宿区歌舞伎町 2-45-5 　新宿永谷ビル 603
電話（5272）3550 　FAX （5272）3550

問合わせ問合わせ
と い あ  

（19） オストメイト社会適応訓練
し ゃ か い て き お う く ん れ ん

レクリエーション

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（20） 障害者（児）レクリエーション
しょうがいしゃ　 　  じ

（21） 障害者スポーツ体験会
しょうがいしゃ　               た い け ん か い

さ い み ま ん しょうがい かた たいしょう ねんかん かい たいしょうべつかく かい

じ っ し
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（介助が必要な方はご家族の方などの同伴をお願いします）
●費 用　無料（傷害保険は区が加入します）
●申請方法　区のおしらせおよびホームページなどでご案内します。

●内 容 障害のある方とその家族を対象にボッチャの交流会を実施しています。
　（規模）　 ３時間程度 、年１回開催予定
　（会場）　 総合スポーツセンター
●対 象 区内在住・在勤・在学の障害のある方とその家族 、同伴者など

（介助が必要な方はご家族の方などの同伴をお願いします）
●費 用　無料（傷害保険は区が加入します）
●申請方法　区のおしらせおよびホームページなどでご案内します。

●内 容 トイレ・エレベーターのバリアフリー情報、道路・スロープの傾斜などを
掲載した区内のバリアフリーマップを４地域に分けて作成しています。地
図は、紙版（表面が日本語版、裏面が英語版）とWEB版があります。
詳しくはこちら　
https://www.city.chuo.lg.jp/a0019/kenkouiryou/
fukushiippan/chiikifukushi/barrierfreemap/
chuo-barrier-free-map.html

　（配布場所）　管理課、日本橋特別出張所、月島特別出張
所、福祉センター、日本橋保健センター、月
島保健センター、中央区社会福祉協議会、
中央区観光情報センター

都内の施設や交通機関などに関するユニバーサルデザイン情報およびバ
リアフリー情報を集約したポータルサイト「とうきょうユニバーサルデ
ザインナビ」もご利用ください。
アドレス　https://www.udnavi.tokyo/

二次元コード

●内 容 スポーツ・レクリエーションを通じ、障害のある方の健康増進と社会参加
を促進するための障害者専用のスポーツ施設です。障害のある方がひとり
で来ても気軽にスポーツ・レクリエーションを楽しむことができます。
①東京都障害者総合スポーツセンター

体育館・プール・卓球室・STT 室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・
運動場・庭球場などのスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・
図書コーナー・宿泊施設も併設しています。

②東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT 室・トレーニング室などのスポーツ施設
のほか、集会室・印刷室・録音室・宿泊施設も併設しています。

　（利用時間）　午前９時～午後９時 
　　　　　 　 （施設により利用時間は異なります）

※新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更し、運営
　しています。ご来館時に必ずセンターにお問い合わせください。
　ホームページでも最新の情報を随時掲載しています。

 

　（休館日）　水曜日、祝日の翌日（日曜日の場合は休館しません）、年末年始
●対 象 ①障害者手帳をお持ちの方とその介護者 

②障害者の福祉増進を目的とする団体 
③障害者手帳をお持ちの方と同程度の方 
④その他、特に都知事が認める方

●費 用 無料（ただし宿泊施設は有料です）

（中央区バリアフリーマップについて）
管理課　庶務係
　電話（3546）5342　FAX（3544）0505
（とうきょうユニバーサルデザインナビについて）
公益財団法人　東京都福祉保健財団
福祉情報部　福祉情報室　ユニバーサルデザイン担当
　電話（3344）8534　FAX（3344）8594

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京都障害者総合スポーツセンター
　〒114-0033　北区十条台 1-2-2
　（王子・池袋駅（西巣鴨駅経由）より送迎バス有り）
　電話（3907）5631　FAX（3907）5613
　アドレス　https://tsad-portal.com/mscd
東京都多摩障害者スポーツセンター
　〒186-0003　国立市富士見台 2-1-1
　（国立・谷保駅より送迎バス有り）
　電話 042（573）3811 　FAX 042（574）8579
　アドレス　https://tsad-portal.com/tamaspo

問合わせ問合わせ
と い あ  

●申請方法　区のおしらせおよびホームページなどでご案内します。
しんせいほうほう

スポーツ課　スポーツ事業係
電話（3546）5531　FAX（3546）9561

問合わせ問合わせ
と い あ  

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う しょうがい　            かた                　かぞく   　たいしょう　                              こうりゅうかい     じっし

き ぼ

かいじょう

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う じょうほう   　どうろ                                   　けいしゃ

けいさい　           くない                                                                        　ちいき        わ　           さくせい                                   　ち

ず　           かみばん　 おもてめん　     にほんごばん      　うらめん　    えいごばん                         　ばん

くわ

は い ふ ば し ょ

容●内  定期的に身近な地域でスポーツ・レクリエーションを楽しみ、身体を動か
せる場としてスポーツ・レクリエーション教室を実施しています。

　（規模）　１回１時間程度 、年15回開催予定
　（種目）　ボッチャ、テニス、ダーツなど
　（会場）　総合スポーツセンター、月島スポーツプラザなど
●対 象 区内在住の障害のある方

な い よ う

き ぼ

しゅもく

かいじょう

た い し ょ う

スポーツ課　スポーツ事業係
電話（3546）5531　FAX（3546）9561

問合わせ問合わせ
と い あ  

（22） 障害児・障害者を対象としたスポーツ・レクリエーション教室
し ょ う が い じ 　 し ょ う が い し ゃ　 たいしょう                                                                             　 き ょ う し つ

スポーツ課　スポーツ事業係
電話（3546）5531　FAX（3546）9561

問合わせ問合わせ
と い あ  

（23） 障害者ボッチャ交流会
しょうがいしゃ　              こ う り ゅ う か い

（24） 中央区バリアフリーマップ
ち ゅ う お う く

（25） 東京都障害者スポーツセンター
とうきょうとしょうがいしゃ

な い よ う つう

ていきてき　　　みぢか　      ちいき    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　たの              　　からだ    　うご

ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  きょうしつ    　じっし

しょうがい かた けんこうぞうしん しゃかいさんか

そくしん しょうがいしゃせんよう し せ つ しょうがい かた

き き が る たの

とうきょうとしょうがいしゃそうごう

とうきょうとたましょうがいしゃ

り よ う じ か ん

きゅうかんび

た い し ょ う

ひ よ う
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（介助が必要な方はご家族の方などの同伴をお願いします）
●費 用　無料（傷害保険は区が加入します）
●申請方法　区のおしらせおよびホームページなどでご案内します。

●内 容 障害のある方とその家族を対象にボッチャの交流会を実施しています。
　（規模）　 ３時間程度 、年１回開催予定
　（会場）　 総合スポーツセンター
●対 象 区内在住・在勤・在学の障害のある方とその家族 、同伴者など

（介助が必要な方はご家族の方などの同伴をお願いします）
●費 用　無料（傷害保険は区が加入します）
●申請方法　区のおしらせおよびホームページなどでご案内します。

●内 容 トイレ・エレベーターのバリアフリー情報、道路・スロープの傾斜などを
掲載した区内のバリアフリーマップを４地域に分けて作成しています。地
図は、紙版（表面が日本語版、裏面が英語版）とWEB版があります。
詳しくはこちら　
https://www.city.chuo.lg.jp/a0019/kenkouiryou/
fukushiippan/chiikifukushi/barrierfreemap/
chuo-barrier-free-map.html

　（配布場所）　管理課、日本橋特別出張所、月島特別出張
所、福祉センター、日本橋保健センター、月
島保健センター、中央区社会福祉協議会、
中央区観光情報センター

都内の施設や交通機関などに関するユニバーサルデザイン情報およびバ
リアフリー情報を集約したポータルサイト「とうきょうユニバーサルデ
ザインナビ」もご利用ください。
アドレス　https://www.udnavi.tokyo/

二次元コード

●内 容 スポーツ・レクリエーションを通じ、障害のある方の健康増進と社会参加
を促進するための障害者専用のスポーツ施設です。障害のある方がひとり
で来ても気軽にスポーツ・レクリエーションを楽しむことができます。
①東京都障害者総合スポーツセンター

体育館・プール・卓球室・STT 室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・
運動場・庭球場などのスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・
図書コーナー・宿泊施設も併設しています。

②東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT 室・トレーニング室などのスポーツ施設
のほか、集会室・印刷室・録音室・宿泊施設も併設しています。

　（利用時間）　午前９時～午後９時 
　　　　　 　 （施設により利用時間は異なります）

※新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更し、運営
　しています。ご来館時に必ずセンターにお問い合わせください。
　ホームページでも最新の情報を随時掲載しています。

 

　（休館日）　水曜日、祝日の翌日（日曜日の場合は休館しません）、年末年始
●対 象 ①障害者手帳をお持ちの方とその介護者 

②障害者の福祉増進を目的とする団体 
③障害者手帳をお持ちの方と同程度の方 
④その他、特に都知事が認める方

●費 用 無料（ただし宿泊施設は有料です）

（中央区バリアフリーマップについて）
管理課　庶務係
　電話（3546）5342　FAX（3544）0505
（とうきょうユニバーサルデザインナビについて）
公益財団法人　東京都福祉保健財団
福祉情報部　福祉情報室　ユニバーサルデザイン担当
　電話（3344）8534　FAX（3344）8594

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京都障害者総合スポーツセンター
　〒114-0033　北区十条台 1-2-2
　（王子・池袋駅（西巣鴨駅経由）より送迎バス有り）
　電話（3907）5631　FAX（3907）5613
　アドレス　https://tsad-portal.com/mscd
東京都多摩障害者スポーツセンター
　〒186-0003　国立市富士見台 2-1-1
　（国立・谷保駅より送迎バス有り）
　電話 042（573）3811 　FAX 042（574）8579
　アドレス　https://tsad-portal.com/tamaspo

問合わせ問合わせ
と い あ  

●申請方法　区のおしらせおよびホームページなどでご案内します。
しんせいほうほう

スポーツ課　スポーツ事業係
電話（3546）5531　FAX（3546）9561

問合わせ問合わせ
と い あ  

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う しょうがい　            かた                　かぞく   　たいしょう　                              こうりゅうかい     じっし

き ぼ

かいじょう

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う じょうほう   　どうろ                                   　けいしゃ

けいさい　           くない                                                                        　ちいき        わ　           さくせい                                   　ち

ず　           かみばん　 おもてめん　     にほんごばん      　うらめん　    えいごばん                         　ばん

くわ

は い ふ ば し ょ

容●内  定期的に身近な地域でスポーツ・レクリエーションを楽しみ、身体を動か
せる場としてスポーツ・レクリエーション教室を実施しています。

　（規模）　１回１時間程度 、年15回開催予定
　（種目）　ボッチャ、テニス、ダーツなど
　（会場）　総合スポーツセンター、月島スポーツプラザなど
●対 象 区内在住の障害のある方

な い よ う

き ぼ

しゅもく

かいじょう

た い し ょ う

スポーツ課　スポーツ事業係
電話（3546）5531　FAX（3546）9561

問合わせ問合わせ
と い あ  

（22） 障害児・障害者を対象としたスポーツ・レクリエーション教室
し ょ う が い じ 　 し ょ う が い し ゃ　 たいしょう                                                                             　 き ょ う し つ

スポーツ課　スポーツ事業係
電話（3546）5531　FAX（3546）9561

問合わせ問合わせ
と い あ  

（23） 障害者ボッチャ交流会
しょうがいしゃ　              こ う り ゅ う か い

（24） 中央区バリアフリーマップ
ち ゅ う お う く

（25） 東京都障害者スポーツセンター
とうきょうとしょうがいしゃ

な い よ う つう

ていきてき　　　みぢか　      ちいき    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　たの              　　からだ    　うご

ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  きょうしつ    　じっし

しょうがい かた けんこうぞうしん しゃかいさんか

そくしん しょうがいしゃせんよう し せ つ しょうがい かた

き き が る たの

とうきょうとしょうがいしゃそうごう

とうきょうとたましょうがいしゃ

り よ う じ か ん

きゅうかんび

た い し ょ う

ひ よ う
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※ただし、利用の状況によって利用助成を制限させて頂く場合があります。
●利用方法 ①利用したい宿泊施設に予約します。

②予約後すぐに日本チャリティ協会に予約内容を連絡します。
③申込内容を記入した利用申込書を、日本チャリティ協会へ送ります。
④手続き後、利用券が送付されます。
⑤宿泊施設に利用券と手帳を提示の上、自己負担額（利用料から助成金額
を差し引いた額）をお支払いください。
※利用申込書およびパンフレットは、障害者福祉課にて配布または東京都
福祉局のホームページからダウンロードできます。

 

　（申込締切）　①個人　利用日の２週間前まで 
　　　　　　　②団体　利用日の３週間前まで

●内 容 東京駅で体調を崩された方への休養する場所の提供とけがをされた方への
応急処置、ならびに医療機関への紹介を行っています。
※なお、医療行為は行っておりません。
　また、腹膜透析の方への場所の提供も行っています。
　満床の場合もありますので、事前にご確認ください。

　（開設時間）　午前８時～午後８時
●費 用 無料

●内 容 ボランティア活動を希望する方と、ボランティアを必要とする方のコー
ディネートを行っています。

●内 容 ハンディキャブの利用希望者が運転者を確保できない場合の「運転ボラン
ティア」を募集しています。
ハンディキャブとは、車いすに座ったまま乗降ができるリフトまたはス
ロープ付き自動車です。ボランティア登録の際に、リフト操作などの説明

（1 時間程度）を行います。
自動車保険に加入していますので、安心して活動できます。

（活動日時） ）く除をどな日備整両車びよお始年末年（ 時日るす望希の者用利
（活動場所）利用者の希望する場所（近隣の病院など）

●対 象 保険の関係上、21 歳以上 70 歳未満の方が対象です。

●内 容 虹のサービスは、協力会員が、障害のある方や高齢の方の家事などのお
手伝いをする会員制のサービスです。掃除、洗濯、買物、食事の支度など
を利用会員宅、病院や施設で行います。

（活動謝礼）1 時間　800 円
●対 象 サービスを提供できる 18 歳以上の方

●内 容 ファミリー・サポート・センターは育児の手助けが必要な方と、育児の

●助成回数
●助 成 額

年度内（4月1日から翌年3月31日）2泊まで  
１泊につき次の額を限度とします。
障害者（大人）6,490円まで　障害者（こども）5,770円まで
付添者（大人）3,250円まで

 

●内 容 障害のある方の保養などを目的として、東京都が指定する宿泊施設を利用
した際の宿泊料金の一部を助成します。

●対 象 都内在住で、身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳な
どをお持ちの方（有効期限内であること）。等級は問いません。
利用者１名につき付添いの方１名（都内在住の方に限りません）。

 

公益財団法人　日本チャリティ協会
〒160-0004　新宿区四谷 1-19　アーバン四谷ビル４階
電話（3353）5942　FAX（3359）7964

問合わせ問合わせ
と い あ  

（26） 東京都障害者休養ホーム
とうきょうとしょうがいしゃきゅうよう

東京駅旅行者援護センター
〒100-0005　千代田区丸の内１-9-1　JR 東京駅丸の内北口　地下 1 階
電話（3287）1400

問合わせ問合わせ
と い あ  

（27） 旅行者援護センター
り ょ こ う し ゃ え ん ご

中央区社会福祉協議会 　ボランティア・区民活動センター
電話（3206）0560　FAX（3206）0601
E メール　vc@shakyo-chuo-city.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） ボランティアコーディネート

ボランティア７

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部「 虹のサービス」
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 虹のサービス協力会員の募集
に じ 　                   きょうりょくかいいん  　 ぼ し ゅ う

（２） ハンディキャブ（リフト・スロープ付き自動車）運転ボランティア募集
つ 　    じ ど う し ゃ  　 う ん て ん                     　 ぼ し ゅ う

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） ファミリー・サポート・センター提供会員の募集
ていきょうかいいん　  ぼ し ゅ う

手助けができる方がそれぞれ会員となり、お互いに助け合いなが
ら地域の中で子育てをする相互援助活動です。
生後57日以上小学校6年生以下のお子さんの送迎や預かりの活動
をしてくださる方を募集しています。できる範囲の援助活動で結

もうしこみしめきり

な い よ う とうきょうえき たいちょう くず かた きゅうよう ば し ょ ていきょう かた

おうきゅうしょち いりょうきかん しょうかい おこな

いりょうこうい おこな

かたふくまくとうせき

まんしょう　　ばあい　　　　　　　　　　　　　　　　　じぜん　　　　 かくにん

ば し ょ ていきょう おこな

かいせつじかん

ひ よ う

な い よ う かつどう

おこな

き ぼ う かた ひつよう かた

な い よ う り よ う き ぼ う し ゃ うんてんしゃ か く ほ ば あ い うんてん

ぼしゅう

くるま すわ じょうこう

つ じ ど う し ゃ とうろく さい そ う さ せつめい

じ か ん て い ど おこな

じ ど う し ゃ ほ け ん かにゅう あんしん かつどう

かつどうにちじ

かつどうばしょ

た い し ょ う

た い し ょ う

な い よ う にじ きょうりょくかいいん しょうがい かた こうれい かた か じ

て つ だ かいいんせい そ う じ せんたく かいもの しょくじ し た く

りようかいいんたく びょういん し せ つ おこな

かつどうしゃれい 

た い し ょ う

な い よ う い く じ て だ す ひつよう かた い く じ

て だ す かた かいいん たが たす あ

ちいき　     なか　    こそだ                        　そうごえんじょかつどう

せ い ご にちいじょうしょうがっこう ね ん せ い い か こ そうげい あず かつどう

かた ぼしゅう は ん い えんじょかつどう けっ

な い よ う しょうがい　                かた    　ほよう　                もくてき　                     とうきょうと     　してい          　しゅくはくしせつ    　りよう

さい　  しゅくはくりょうきん　   いちぶ　    じょせい
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※ただし、利用の状況によって利用助成を制限させて頂く場合があります。
●利用方法 ①利用したい宿泊施設に予約します。

②予約後すぐに日本チャリティ協会に予約内容を連絡します。
③申込内容を記入した利用申込書を、日本チャリティ協会へ送ります。
④手続き後、利用券が送付されます。
⑤宿泊施設に利用券と手帳を提示の上、自己負担額（利用料から助成金額
を差し引いた額）をお支払いください。
※利用申込書およびパンフレットは、障害者福祉課にて配布または東京都
福祉局のホームページからダウンロードできます。

 

　（申込締切）　①個人　利用日の２週間前まで 
　　　　　　　②団体　利用日の３週間前まで

●内 容 東京駅で体調を崩された方への休養する場所の提供とけがをされた方への
応急処置、ならびに医療機関への紹介を行っています。
※なお、医療行為は行っておりません。
　また、腹膜透析の方への場所の提供も行っています。
　満床の場合もありますので、事前にご確認ください。

　（開設時間）　午前８時～午後８時
●費 用 無料

●内 容 ボランティア活動を希望する方と、ボランティアを必要とする方のコー
ディネートを行っています。

●内 容 ハンディキャブの利用希望者が運転者を確保できない場合の「運転ボラン
ティア」を募集しています。
ハンディキャブとは、車いすに座ったまま乗降ができるリフトまたはス
ロープ付き自動車です。ボランティア登録の際に、リフト操作などの説明

（1 時間程度）を行います。
自動車保険に加入していますので、安心して活動できます。

（活動日時） ）く除をどな日備整両車びよお始年末年（ 時日るす望希の者用利
（活動場所）利用者の希望する場所（近隣の病院など）

●対 象 保険の関係上、21 歳以上 70 歳未満の方が対象です。

●内 容 虹のサービスは、協力会員が、障害のある方や高齢の方の家事などのお
手伝いをする会員制のサービスです。掃除、洗濯、買物、食事の支度など
を利用会員宅、病院や施設で行います。

（活動謝礼）1 時間　800 円
●対 象 サービスを提供できる 18 歳以上の方

●内 容 ファミリー・サポート・センターは育児の手助けが必要な方と、育児の

●助成回数
●助 成 額

年度内（4月1日から翌年3月31日）2泊まで  
１泊につき次の額を限度とします。
障害者（大人）6,490円まで　障害者（こども）5,770円まで
付添者（大人）3,250円まで

 

●内 容 障害のある方の保養などを目的として、東京都が指定する宿泊施設を利用
した際の宿泊料金の一部を助成します。

●対 象 都内在住で、身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳な
どをお持ちの方（有効期限内であること）。等級は問いません。
利用者１名につき付添いの方１名（都内在住の方に限りません）。

 

公益財団法人　日本チャリティ協会
〒160-0004　新宿区四谷 1-19　アーバン四谷ビル４階
電話（3353）5942　FAX（3359）7964

問合わせ問合わせ
と い あ  

（26） 東京都障害者休養ホーム
とうきょうとしょうがいしゃきゅうよう

東京駅旅行者援護センター
〒100-0005　千代田区丸の内１-9-1　JR 東京駅丸の内北口　地下 1 階
電話（3287）1400

問合わせ問合わせ
と い あ  

（27） 旅行者援護センター
り ょ こ う し ゃ え ん ご

中央区社会福祉協議会 　ボランティア・区民活動センター
電話（3206）0560　FAX（3206）0601
E メール　vc@shakyo-chuo-city.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） ボランティアコーディネート

ボランティア７

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部「 虹のサービス」
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 虹のサービス協力会員の募集
に じ 　                   きょうりょくかいいん  　 ぼ し ゅ う

（２） ハンディキャブ（リフト・スロープ付き自動車）運転ボランティア募集
つ 　    じ ど う し ゃ  　 う ん て ん                     　 ぼ し ゅ う

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
電話（3206）0603　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） ファミリー・サポート・センター提供会員の募集
ていきょうかいいん　  ぼ し ゅ う

手助けができる方がそれぞれ会員となり、お互いに助け合いなが
ら地域の中で子育てをする相互援助活動です。
生後57日以上小学校6年生以下のお子さんの送迎や預かりの活動
をしてくださる方を募集しています。できる範囲の援助活動で結

もうしこみしめきり

な い よ う とうきょうえき たいちょう くず かた きゅうよう ば し ょ ていきょう かた

おうきゅうしょち いりょうきかん しょうかい おこな

いりょうこうい おこな

かたふくまくとうせき

まんしょう　　ばあい　　　　　　　　　　　　　　　　　じぜん　　　　 かくにん

ば し ょ ていきょう おこな

かいせつじかん

ひ よ う

な い よ う かつどう

おこな

き ぼ う かた ひつよう かた

な い よ う り よ う き ぼ う し ゃ うんてんしゃ か く ほ ば あ い うんてん

ぼしゅう

くるま すわ じょうこう

つ じ ど う し ゃ とうろく さい そ う さ せつめい

じ か ん て い ど おこな

じ ど う し ゃ ほ け ん かにゅう あんしん かつどう

かつどうにちじ

かつどうばしょ

た い し ょ う

た い し ょ う

な い よ う にじ きょうりょくかいいん しょうがい かた こうれい かた か じ

て つ だ かいいんせい そ う じ せんたく かいもの しょくじ し た く

りようかいいんたく びょういん し せ つ おこな

かつどうしゃれい 

た い し ょ う

な い よ う い く じ て だ す ひつよう かた い く じ

て だ す かた かいいん たが たす あ

ちいき　     なか　    こそだ                        　そうごえんじょかつどう

せ い ご にちいじょうしょうがっこう ね ん せ い い か こ そうげい あず かつどう

かた ぼしゅう は ん い えんじょかつどう けっ

な い よ う しょうがい　                かた    　ほよう　                もくてき　                     とうきょうと     　してい          　しゅくはくしせつ    　りよう

さい　  しゅくはくりょうきん　   いちぶ　    じょせい

じょせいかいすう

じ ょ せ い が く

りようほうほう
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（活動謝礼）
時間 1 時間当たりの謝礼金

月曜日～金曜日 午前 7 時～午後 8 時 子ども 1 人当たり   800 円
上記以外の時間

子ども 1 人当たり 1,000 円土曜・日曜・祝日
年末年始 全時間

●対 象 満 20 歳以上の、心身共に健康で子育て経験などがあり、子育ての援助に
理解と熱意のある方。ファミリー・サポート・センターが実施する講習会
を受講していただきます。

●内 容 聴覚などに障害のある方に対する理解を深め、 コミュニケーションを図る
手段をより多く確保するため、手話講習会（初級・中級・通訳者育成基本
コース・通訳者育成応用コース）と要約筆記講習会を実施しています。 
※期間は、 年度により異なりますので、お問い合わせください。

●内 容 ①聴覚生理と聴覚障害 　 
②聴覚障害者に接する心構え
③日本語の基礎知識
④社会福祉などの知識
⑤要約筆記の方法と技術
⑥実技実習

●対 象 都内在住・在勤・在学で聴覚障害者の福祉に理解と熱意があり、修了後に
登録試験に合格して活動ができる方。その年の 4 月 1 日現在 18 歳以上
で東京都の受講経験のない方。

●費 用 無料。ただしテキスト代などは実費負担。

●内 容　（講習内容）
①視覚障害者福祉の概要
②ボランティア論および地域福祉論
③専門図書の点訳実技　など
（コース）
①点訳奉仕員指導者養成コース
②専門点訳奉仕員養成コース

●対 象 点訳の知識と点訳奉仕の経験があり、 視覚障害のある方の福祉に理解と熱
意を持ち、講習修了後、点訳の指導活動や奉仕活動に参加できる方

●費 用 受講料無料（教材費自己負担）

●内 容 （講習内容）
①視覚障害者福祉の概要
②録音装置の操作
③専門図書の音訳技術　など
（コース）
音訳奉仕員指導者養成コース

●対 象 音訳の知識と音訳奉仕の経験があり、 視覚障害のある方の福祉に理解と熱
意を持ち、 講習修了後、 音訳の指導活動に参加できる方

●費 用 受講料無料（教材費自己負担）

な い よ う こうしゅうないよう

こう

しかくしょうがいしゃふくし がいよう

ろん ち い き ふ く し ろ ん

せんもんとしょ てんやくじつぎ

てんやくほうしいんしどうしゃようせい

せんもんてんやくほうしいんようせい

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う こうしゅうないよう

しかくしょうがいしゃふくし がいよう

ろくおんそうち そ う さ

せんもんとしょ おんやくぎじゅつ

おんやくほうしいんしどうしゃようせい

た い し ょ う

ひ よ う

福祉センター　管理係
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 手話講習会・要約筆記講習会
しゅわこうしゅうかい　  よ う や く ひ っ き こ う し ゅ う か い

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
中央区ファミリー・サポート・センター
電話（3206）0120　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京手話通訳等派遣センター
コミュニケーション支援課　要約筆記事業グループ
〒160-0022　新宿区新宿 2-15-27　第 3 ヒカリビル 5F
電話（3352）3335　FAX（3354）6868

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 要約筆記者の養成（東京都 要約筆記者養成講習会）
よ う や く ひ っ き し ゃ   　 よ う せ い   　 と う き ょ う と  ようやくひっきしゃようせいこうしゅうかい

日本視覚障害者団体連合　点字図書館
〒169-8664　新宿区西早稲田 2-18-2
電話（3200）6160

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 点訳奉仕員指導者・専門点訳奉仕員の養成
て ん や く ほ う し い ん し ど う し ゃ 　    せ ん も ん て ん や く ほ う し い ん    　 よ う せ い

日本視覚障害者団体連合　点字図書館
〒169-8664　新宿区西早稲田 2-18-2
電話（3200）6160

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 音訳奉仕員指導者の養成
お ん や く ほ う し い ん し ど う し ゃ    　 よ う せ い

かつどうしゃれい 

た い し ょ う

な い よ う ちょうかく しょうがい かた たい り か い ふか はか

しゅだん おお か く ほ しゅわこうしゅうかい しょきゅう ちゅうきゅう つうやくしゃいくせいきほん

つうやくしゃいくせいおうよう ようやくひっきこうしゅうかい じ っ し

き か ん ね ん ど こと と あ

な い よ う ちょうかくせいり ちょうかくしょうがい

ちょうかくしょうがいしゃ せっ こころがま

に ほ ん ご き そ ち し き

しゃかいふくし ち し き

ようやくひっき ほうほう ぎじゅつ

じつぎじっしゅう

た い し ょ う

ひ よ う

構です。
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（活動謝礼）
時間 1 時間当たりの謝礼金

月曜日～金曜日 午前 7 時～午後 8 時 子ども 1 人当たり   800 円
上記以外の時間

子ども 1 人当たり 1,000 円土曜・日曜・祝日
年末年始 全時間

●対 象 満 20 歳以上の、心身共に健康で子育て経験などがあり、子育ての援助に
理解と熱意のある方。ファミリー・サポート・センターが実施する講習会
を受講していただきます。

●内 容 聴覚などに障害のある方に対する理解を深め、 コミュニケーションを図る
手段をより多く確保するため、手話講習会（初級・中級・通訳者育成基本
コース・通訳者育成応用コース）と要約筆記講習会を実施しています。 
※期間は、 年度により異なりますので、お問い合わせください。

●内 容 ①聴覚生理と聴覚障害 　 
②聴覚障害者に接する心構え
③日本語の基礎知識
④社会福祉などの知識
⑤要約筆記の方法と技術
⑥実技実習

●対 象 都内在住・在勤・在学で聴覚障害者の福祉に理解と熱意があり、修了後に
登録試験に合格して活動ができる方。その年の 4 月 1 日現在 18 歳以上
で東京都の受講経験のない方。

●費 用 無料。ただしテキスト代などは実費負担。

●内 容　（講習内容）
①視覚障害者福祉の概要
②ボランティア論および地域福祉論
③専門図書の点訳実技　など
（コース）
①点訳奉仕員指導者養成コース
②専門点訳奉仕員養成コース

●対 象 点訳の知識と点訳奉仕の経験があり、 視覚障害のある方の福祉に理解と熱
意を持ち、講習修了後、点訳の指導活動や奉仕活動に参加できる方

●費 用 受講料無料（教材費自己負担）

●内 容 （講習内容）
①視覚障害者福祉の概要
②録音装置の操作
③専門図書の音訳技術　など
（コース）
音訳奉仕員指導者養成コース

●対 象 音訳の知識と音訳奉仕の経験があり、 視覚障害のある方の福祉に理解と熱
意を持ち、 講習修了後、 音訳の指導活動に参加できる方

●費 用 受講料無料（教材費自己負担）

な い よ う こうしゅうないよう
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しかくしょうがいしゃふくし がいよう

ろん ち い き ふ く し ろ ん
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てんやくほうしいんしどうしゃようせい

せんもんてんやくほうしいんようせい

た い し ょ う
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な い よ う こうしゅうないよう
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せんもんとしょ おんやくぎじゅつ

おんやくほうしいんしどうしゃようせい

た い し ょ う

ひ よ う

福祉センター　管理係
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 手話講習会・要約筆記講習会
しゅわこうしゅうかい　  よ う や く ひ っ き こ う し ゅ う か い

中央区社会福祉協議会　在宅福祉サービス部
中央区ファミリー・サポート・センター
電話（3206）0120　FAX（3523）6386

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京手話通訳等派遣センター
コミュニケーション支援課　要約筆記事業グループ
〒160-0022　新宿区新宿 2-15-27　第 3 ヒカリビル 5F
電話（3352）3335　FAX（3354）6868

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 要約筆記者の養成（東京都 要約筆記者養成講習会）
よ う や く ひ っ き し ゃ   　 よ う せ い   　 と う き ょ う と  ようやくひっきしゃようせいこうしゅうかい

日本視覚障害者団体連合　点字図書館
〒169-8664　新宿区西早稲田 2-18-2
電話（3200）6160

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 点訳奉仕員指導者・専門点訳奉仕員の養成
て ん や く ほ う し い ん し ど う し ゃ 　    せ ん も ん て ん や く ほ う し い ん    　 よ う せ い

日本視覚障害者団体連合　点字図書館
〒169-8664　新宿区西早稲田 2-18-2
電話（3200）6160

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 音訳奉仕員指導者の養成
お ん や く ほ う し い ん し ど う し ゃ    　 よ う せ い

かつどうしゃれい 
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しゅだん おお か く ほ しゅわこうしゅうかい しょきゅう ちゅうきゅう つうやくしゃいくせいきほん
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構です。
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●内 容 専任教育相談員が面接や電話で相談を受け付けています。
また、学校や家庭との連携を図るため訪問により相談も行っています。

（相談時間）毎週月曜日～土曜日
午前９時～午後５時
※時間外および日曜日、休日は留守番電話で受け付けます。

（相談内容）※秘密は守ります。
①ともだちとうまく遊べず、仲間はずれにされている。
②怒りっぽく、反抗したり、暴力をふるったりする。
③引っ込み思案である。
④行動が気になる。
⑤就園・就学・進路のこと。

●対 象 区内在住の幼児から高校生およびその保護者など
●費 用 無料

●内 容 東京都立特別支援学校・区立特別支援学級に就学（転入学）、通級指導
学級（ことばときこえの教室）・特別支援教室の利用を希望するお子さん
のために就学相談を行っています。
なお、都立特別支援学校の幼稚部・高等部については、直接、東京都特別
支援教育推進室にご相談ください。

●内 容 

明石小学校特別支援学級
月島第二小学校特別支援学級
銀座中学校特別支援学級

●内 容 発達障害などがある児童が、現在在籍している学校に通いながら１週間に
１回程度その障害に応じた適切な教育を受けることができる特別支援教室
を全区立小学校に設置しています。

●内 容 発達障害などがある生徒が、現在在籍している学校に通いながら１週間に
１回程度その障害に応じた適切な教育を受けることが出来る特別支援教室
を全区立中学校に設置しています。

●内 容 ことばやきこえに難しさがある児童が、現在在籍している学校に通いなが
ら１週間に１回程度、状況に応じた適切な教育を受けることができる通級
指導学級（言語障害・難聴）を設置しています。

明正小学校通級指導学級

●内 容 心身に障害がある児童・生徒のために就学奨励を行っています。
●対 象 区内在住で次のいずれかに該当する方

な い よ う

あかししょうがっこうとくべつしえんがっきゅう

つきしまだいにしょうがっこうとくべつしえんがっきゅう

ぎんざちゅうがっこうとくべつしえんがっきゅう

な い よ う はったつしょうがい じ ど う げんざいざいせき がっこう かよ しゅうかん

か い て い ど しょうがい おう てきせつ きょういく う とくべつしえんきょうしつ

ぜ ん く り つしょうがっこう せ っ ち

な い よ う はったつしょうがい せ い と げんざいざいせき がっこう かよ しゅうかん

か い て い ど しょうがい おう てきせつ きょういく う で き とくべつしえんきょうしつ

ぜ ん く り つちゅうがっこう せ っ ち

な い よ う むずか じ ど う げんざいざいせき がっこう かよ

しゅうかん かい て い ど じょうきょう おう てきせつ きょういく う つうきゅう

しどうがっきゅう げんごしょうがい なんちょう せ っ ち

めいしょうしょうがっこうつうきゅうしどうがっきゅう

な い よ う しんしん しょうがい じ ど う せ い と しゅうがくしょうれい おこな

た い し ょ う

（１） 教育相談
きょういくそうだん

（小学部・中学部）
　教育センター　教育支援係
　電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027
（幼稚部・高等部等の詳細は）
　教育庁都立学校教育部　特別支援教育課　東京都特別支援教育推進室
　〒162-0817　新宿区赤城元町 1-3
　電話（5228）3433

問合わせ問合わせ
と い あ  

教育センター　
（電話相談）電話（3545）9203
（来所相談）電話（3545）9200　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 就学相談
しゅうがくそうだん

教育・保育８ きょういく  　 ほ い く

①国公立の特別支援学級、特別支援教室または通級指導学級に
通学・通級している児童・生徒の保護者

知的発達に遅れがある児童・生徒の状況に応じて、一人一人に適切な教育
を行うため特別支援学級（知的障害）を設置しています。

な い よ う せんにんきょういくそうだんいん めんせつ で ん わ そうだん う つ

がっこう か て い れんけい はか ほうもん そうだん おこな

そうだんじかん

そうだんないよう

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う とうきょうとりつとくべつしえんがっこう くりつとくべつしえんがっきゅう しゅうがく てんにゅうがく つうきゅうしどう

がっきゅう きょうしつ とくべつしえんきょうしつ り よ う き ぼ う こ

しゅうがくそうだん おこな

とりつとくべつしえんがっこう よ う ち ぶ こ う と う ぶ ちょくせつ とうきょうととくべつ

しえんきょういくすいしんしつ そうだん

教育センター　教育支援係
電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 特別支援学級
とくべつしえんがっきゅう

（４） 特別支援教室（小学校）（情緒障害等）
と く べ つ し え ん き ょ う し つ 　  しょうがっこう　  じょうちょしょうがいとう

（５） 特別支援教室（中学校）（情緒障害等）
と く べ つ し え ん き ょ う し つ 　  ちゅうがっこう　  じょうちょしょうがいとう

（６） 通級指導学級（小学校）（言語障害・難聴）
つうきゅうしどうがっきゅう　  しょうがっこう    　 げ ん ご し ょ う が い 　 な ん ち ょ う

教育センター　教育支援係
電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

教育センター　教育支援係
電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

教育センター　教育支援係
電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 就学奨励
しゅうがくしょうれい

ちてきはったつ じ ど うおく せ い と じょうきょう おう ひ と り ひ と り てきせつ きょういく

おこな とくべつしえんがっきゅう ちてきしょうがい せ っ ち

8 8
き
ょ
う
い
く

　

    

ほ
い
く

教
育
・
保
育

教
育
・
保
育

き
ょ
う
い
く

　

    

ほ
い
く

100障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



●内 容 専任教育相談員が面接や電話で相談を受け付けています。
また、学校や家庭との連携を図るため訪問により相談も行っています。

（相談時間）毎週月曜日～土曜日
午前９時～午後５時
※時間外および日曜日、休日は留守番電話で受け付けます。

（相談内容）※秘密は守ります。
①ともだちとうまく遊べず、仲間はずれにされている。
②怒りっぽく、反抗したり、暴力をふるったりする。
③引っ込み思案である。
④行動が気になる。
⑤就園・就学・進路のこと。

●対 象 区内在住の幼児から高校生およびその保護者など
●費 用 無料

●内 容 東京都立特別支援学校・区立特別支援学級に就学（転入学）、通級指導
学級（ことばときこえの教室）・特別支援教室の利用を希望するお子さん
のために就学相談を行っています。
なお、都立特別支援学校の幼稚部・高等部については、直接、東京都特別
支援教育推進室にご相談ください。

●内 容 

明石小学校特別支援学級
月島第二小学校特別支援学級
銀座中学校特別支援学級

●内 容 発達障害などがある児童が、現在在籍している学校に通いながら１週間に
１回程度その障害に応じた適切な教育を受けることができる特別支援教室
を全区立小学校に設置しています。

●内 容 発達障害などがある生徒が、現在在籍している学校に通いながら１週間に
１回程度その障害に応じた適切な教育を受けることが出来る特別支援教室
を全区立中学校に設置しています。

●内 容 ことばやきこえに難しさがある児童が、現在在籍している学校に通いなが
ら１週間に１回程度、状況に応じた適切な教育を受けることができる通級
指導学級（言語障害・難聴）を設置しています。

明正小学校通級指導学級

●内 容 心身に障害がある児童・生徒のために就学奨励を行っています。
●対 象 区内在住で次のいずれかに該当する方

な い よ う

あかししょうがっこうとくべつしえんがっきゅう

つきしまだいにしょうがっこうとくべつしえんがっきゅう

ぎんざちゅうがっこうとくべつしえんがっきゅう

な い よ う はったつしょうがい じ ど う げんざいざいせき がっこう かよ しゅうかん

か い て い ど しょうがい おう てきせつ きょういく う とくべつしえんきょうしつ

ぜ ん く り つしょうがっこう せ っ ち

な い よ う はったつしょうがい せ い と げんざいざいせき がっこう かよ しゅうかん

か い て い ど しょうがい おう てきせつ きょういく う で き とくべつしえんきょうしつ

ぜ ん く り つちゅうがっこう せ っ ち

な い よ う むずか じ ど う げんざいざいせき がっこう かよ

しゅうかん かい て い ど じょうきょう おう てきせつ きょういく う つうきゅう

しどうがっきゅう げんごしょうがい なんちょう せ っ ち

めいしょうしょうがっこうつうきゅうしどうがっきゅう

な い よ う しんしん しょうがい じ ど う せ い と しゅうがくしょうれい おこな

た い し ょ う

（１） 教育相談
きょういくそうだん

（小学部・中学部）
　教育センター　教育支援係
　電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027
（幼稚部・高等部等の詳細は）
　教育庁都立学校教育部　特別支援教育課　東京都特別支援教育推進室
　〒162-0817　新宿区赤城元町 1-3
　電話（5228）3433

問合わせ問合わせ
と い あ  

教育センター　
（電話相談）電話（3545）9203
（来所相談）電話（3545）9200　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 就学相談
しゅうがくそうだん

教育・保育８ きょういく  　 ほ い く

①国公立の特別支援学級、特別支援教室または通級指導学級に
通学・通級している児童・生徒の保護者

知的発達に遅れがある児童・生徒の状況に応じて、一人一人に適切な教育
を行うため特別支援学級（知的障害）を設置しています。

な い よ う せんにんきょういくそうだんいん めんせつ で ん わ そうだん う つ

がっこう か て い れんけい はか ほうもん そうだん おこな

そうだんじかん

そうだんないよう

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う とうきょうとりつとくべつしえんがっこう くりつとくべつしえんがっきゅう しゅうがく てんにゅうがく つうきゅうしどう

がっきゅう きょうしつ とくべつしえんきょうしつ り よ う き ぼ う こ

しゅうがくそうだん おこな

とりつとくべつしえんがっこう よ う ち ぶ こ う と う ぶ ちょくせつ とうきょうととくべつ

しえんきょういくすいしんしつ そうだん

教育センター　教育支援係
電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 特別支援学級
とくべつしえんがっきゅう

（４） 特別支援教室（小学校）（情緒障害等）
と く べ つ し え ん き ょ う し つ 　  しょうがっこう　  じょうちょしょうがいとう

（５） 特別支援教室（中学校）（情緒障害等）
と く べ つ し え ん き ょ う し つ 　  ちゅうがっこう　  じょうちょしょうがいとう

（６） 通級指導学級（小学校）（言語障害・難聴）
つうきゅうしどうがっきゅう　  しょうがっこう    　 げ ん ご し ょ う が い 　 な ん ち ょ う

教育センター　教育支援係
電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

教育センター　教育支援係
電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

教育センター　教育支援係
電話（3546）5631・5632　FAX（3545）9027

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 就学奨励
しゅうがくしょうれい

ちてきはったつ じ ど うおく せ い と じょうきょう おう ひ と り ひ と り てきせつ きょういく

おこな とくべつしえんがっきゅう ちてきしょうがい せ っ ち
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●支給費目 学用品費、新入学児童生徒学用品費、遠足費、部活動費、通学費など
ただし、所得要件により、支給される費目が異なります。 

●申請方法 ・中央区立の小中学校に在学されている方
　毎年 4 月上旬に学校から申請書を渡します。必要事項を記入のうえ学

務課学事係へ郵送してください。
・中央区立以外の国公立小中学校に在学されている方
　学務課学事係にて申請書を渡します。必要事項を記入のうえ学務課学事

係へ郵送してください。
　なお、年度の途中でも申請は受け付けますので、学務課学事係までお問

い合わせください。ただし、支給は申請月からになります。

●内 容 保育園・こども園において、心身障害児およびこれに準ずる園児の健やか
な発達を促進するため、子ども発達支援センターなどと連携し、発達など
の課題を早期に発見・支援するとともに、適切に配慮した集団保育を行っ
ています。

●対 象 保育園・こども園に在籍する心身障害児およびこれに準ずる児童

●内 容 

●対 象

●費 用 保育料は認可保育園の保育料と同じ。ただし、保育者の交通費は保護者負
担（区の補助制度あり。月上限20,000円か実費額の３分の２のいずれか
低い方）。

●申請方法 認可保育所入所申込書と必要書類を添付して保育課保育入園係
に申し込む。

保育の必要性があり、障害や疾病などで、集団保育が著しく困難であると
認められる場合、乳幼児の居宅において１対１を基本としたきめ細やかな
保育を実施しています。
保育の必要性があり、障害や疾病、医療的ケアなどの程度を勘案して、集
団保育が著しく困難であると認められた１歳児から小学校就学前児童（た
だし、障害・疾病の状態、医療的ケアの内容によっては、お預かりできな
い場合もあります）

●内 容 知的障害のある方が、社会の中で自立して生きていく力を身につけること
を目的とし、調理実習や華道・手芸・運動部に分かれての学習、電車ハイ
ク、宿泊研修会、他区の学級との合同レクリエーションなど、さまざまな
学習機会を提供しています。

●活動日・時間　主に毎月第２、４日曜日（年間 19 回 21 日間、うち２回は宿泊）
午前９時 30 分から午後３時 30 分まで（学習内容によっては、変更
することがあります）

●対 象 原則
①15歳以上（中学生を除く）の知的障害のある方で、中央区の特別支援

学級（心身障害学級）の卒業生、または区内在住・在勤の方
②主な活動場所である銀座中学校まで一人で来られる方

●費 用 無料
※ただし、活動に関する実費（交通費、調理の食材費や華道部のお花代な

ど）については本人負担となります。
●会 場 主に銀座中学校

な い よ う ちてきしょうがい かた しゃかい なか じ り つ い ちから み

もくてき ちょうりじっしゅう か ど う しゅげい う ん ど う ぶ わ がくしゅう でんしゃ

しゅくはくけんしゅうかい た く がっきゅう ごうどう

がくしゅうきかい ていきょう

か つ ど う び じ か ん

た い し ょ う

ひ よ う

か い じ ょ う

しきゅうひもく

しんせいほうほう

な い よ う ほ い く え ん えん しんしんしょうがいじ じゅん え ん じ すこ

はったつ そくしん こ はったつしえん れんけい はったつ

か だ い そ う き はっけん し え ん てきせつ はいりょ しゅうだんほいく おこな

た い し ょ う

な い よ う ほ い く ひつようせい しょうがい しっぺい しゅうだんほいく いちじる こんなん

みと ば あ い にゅうようじ きょたく たい き ほ ん こま

ほ い く じ っ し

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

②就学相談を受け、学校教育法施行令第22条の3に定める障害の程度（特
別支援学校の入学基準）に該当するが、国公立の通常学級に通学してい
る児童・生徒の保護者

学務課　学事係
電話（3546）5514　FAX（3546） 2098

問合わせ問合わせ
と い あ  

子育て支援課　公立保育園係
　電話（3546）5344　FAX（3546）2129
保育課　保育指導担当係長
　電話（3546）5681　FAX（3546）2129

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 発達促進保育
は っ た つ そ く し ん ほ い く

（事業内容について）
　保育課　保育運営係
　電話（3546）5422　FAX（3546）2129
（申込方法について）
　保育課　保育入園係
　電話（3546）5227・5387・9587 　FAX（3546）2129

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） 居宅訪問型保育事業
き ょ た く ほ う も ん が た ほ い く じ ぎ ょ う

文化・生涯学習課　生涯学習係
電話（3546）5524　FAX（3546）9556

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 中央区かえで学級
ち ゅ う お う く          　 が っ き ゅ う
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●支給費目 学用品費、新入学児童生徒学用品費、遠足費、部活動費、通学費など
ただし、所得要件により、支給される費目が異なります。 

●申請方法 ・中央区立の小中学校に在学されている方
　毎年 4 月上旬に学校から申請書を渡します。必要事項を記入のうえ学

務課学事係へ郵送してください。
・中央区立以外の国公立小中学校に在学されている方
　学務課学事係にて申請書を渡します。必要事項を記入のうえ学務課学事

係へ郵送してください。
　なお、年度の途中でも申請は受け付けますので、学務課学事係までお問

い合わせください。ただし、支給は申請月からになります。

●内 容 保育園・こども園において、心身障害児およびこれに準ずる園児の健やか
な発達を促進するため、子ども発達支援センターなどと連携し、発達など
の課題を早期に発見・支援するとともに、適切に配慮した集団保育を行っ
ています。

●対 象 保育園・こども園に在籍する心身障害児およびこれに準ずる児童

●内 容 

●対 象

●費 用 保育料は認可保育園の保育料と同じ。ただし、保育者の交通費は保護者負
担（区の補助制度あり。月上限20,000円か実費額の３分の２のいずれか
低い方）。

●申請方法 認可保育所入所申込書と必要書類を添付して保育課保育入園係
に申し込む。

保育の必要性があり、障害や疾病などで、集団保育が著しく困難であると
認められる場合、乳幼児の居宅において１対１を基本としたきめ細やかな
保育を実施しています。
保育の必要性があり、障害や疾病、医療的ケアなどの程度を勘案して、集
団保育が著しく困難であると認められた１歳児から小学校就学前児童（た
だし、障害・疾病の状態、医療的ケアの内容によっては、お預かりできな
い場合もあります）

●内 容 知的障害のある方が、社会の中で自立して生きていく力を身につけること
を目的とし、調理実習や華道・手芸・運動部に分かれての学習、電車ハイ
ク、宿泊研修会、他区の学級との合同レクリエーションなど、さまざまな
学習機会を提供しています。

●活動日・時間　主に毎月第２、４日曜日（年間 19 回 21 日間、うち２回は宿泊）
午前９時 30 分から午後３時 30 分まで（学習内容によっては、変更
することがあります）

●対 象 原則
①15歳以上（中学生を除く）の知的障害のある方で、中央区の特別支援

学級（心身障害学級）の卒業生、または区内在住・在勤の方
②主な活動場所である銀座中学校まで一人で来られる方

●費 用 無料
※ただし、活動に関する実費（交通費、調理の食材費や華道部のお花代な

ど）については本人負担となります。
●会 場 主に銀座中学校

な い よ う ちてきしょうがい かた しゃかい なか じ り つ い ちから み

もくてき ちょうりじっしゅう か ど う しゅげい う ん ど う ぶ わ がくしゅう でんしゃ

しゅくはくけんしゅうかい た く がっきゅう ごうどう

がくしゅうきかい ていきょう

か つ ど う び じ か ん

た い し ょ う

ひ よ う

か い じ ょ う

しきゅうひもく

しんせいほうほう

な い よ う ほ い く え ん えん しんしんしょうがいじ じゅん え ん じ すこ

はったつ そくしん こ はったつしえん れんけい はったつ

か だ い そ う き はっけん し え ん てきせつ はいりょ しゅうだんほいく おこな

た い し ょ う

な い よ う ほ い く ひつようせい しょうがい しっぺい しゅうだんほいく いちじる こんなん

みと ば あ い にゅうようじ きょたく たい き ほ ん こま

ほ い く じ っ し

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

②就学相談を受け、学校教育法施行令第22条の3に定める障害の程度（特
別支援学校の入学基準）に該当するが、国公立の通常学級に通学してい
る児童・生徒の保護者

学務課　学事係
電話（3546）5514　FAX（3546） 2098

問合わせ問合わせ
と い あ  

子育て支援課　公立保育園係
　電話（3546）5344　FAX（3546）2129
保育課　保育指導担当係長
　電話（3546）5681　FAX（3546）2129

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 発達促進保育
は っ た つ そ く し ん ほ い く

（事業内容について）
　保育課　保育運営係
　電話（3546）5422　FAX（3546）2129
（申込方法について）
　保育課　保育入園係
　電話（3546）5227・5387・9587 　FAX（3546）2129

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） 居宅訪問型保育事業
き ょ た く ほ う も ん が た ほ い く じ ぎ ょ う

文化・生涯学習課　生涯学習係
電話（3546）5524　FAX（3546）9556

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 中央区かえで学級
ち ゅ う お う く          　 が っ き ゅ う

8 8
き
ょ
う
い
く

　

    

ほ
い
く

教
育
・
保
育

教
育
・
保
育
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●内 容 区民の方が区内の賃貸住宅に転居する際に、（公財）東京都防災・建築ま
ちづくりセンターが実施している「あんしん居住制度」を利用する場合、
区がその利用費用の一部を助成します。
※あんしん居住制度とは

見守りなどのサービスを提供することで、高齢者などの急病・孤独死な
どへの不安を解消し、住み慣れた地域で安心して居住できるよう支援す
る制度です。

●対 象 身体障害者手帳１～４級、愛の手帳１・２度、精神障害者保健福祉手帳１・
２級をお持ちの方

●内 容 区民の方が区内の賃貸住宅に転居する際に、（一財）高齢者住宅財団が
実施している「家賃債務保証制度」を利用する場合、区が保証料の一部を
助成します。
※家賃債務保証制度とは

住宅の賃貸借契約の際に必要となる連帯保証人が見つからない世帯に対
し、スムーズに入居できるよう家賃債務を保証することで、家主が安心
して住宅を貸すことができるよう支援する制度です。

●対 象 身体障害者手帳１～６級、愛の手帳１～３度、精神障害者保健福祉手帳１
～３級をお持ちの方のいる世帯

●内 容 申し込み世帯の合計所得金額から、それぞれの特別控除金額を差し
とができます。

●対 象 身体障害者手帳 1 ～ 6 級、 愛の手帳 1 ～ 4 度、 精神障害者保健
　福祉手帳 1 ～ 3 級をお持ちの方のいる世帯

●内 容 優遇対象世帯が、抽選を伴う新築ＵＲ賃貸住宅に申込む際、当選率が「普
通」区分の20倍に優遇されます。

●対 象 次のいずれかにあたる方がいる世帯が対象となります。 
①身体障害者手帳 1 ～ 4 級をお持ちの方 
②愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの重度の障害のある方
　で常時介護を要する方。
　児童相談所、知的障害者更生相談所または精神科医などから重度の知
　的障害、またはこれと同程度の精神の障害があると判定されている方で、
　常時介護を要する方。

 

●内 容 優遇資格に該当する世帯が都営住宅の定期募集において優遇抽せんのある
地区に申込をした場合、一般の申込者よりも当せん率が高くなります。
①一般世帯の当せん率の７倍の優遇
　・身体障害者手帳 1 ～ 4 級をお持ちの方がいる世帯
　・愛の手帳 1 ～ 3 度をお持ちの方がいる世帯
　・精神障害者保健福祉手帳 1･2 級をお持ちの方がいる世帯
（障害年金などの受給に際し、障害の程度が同程度と判定された方を含む）

 
 

 

②一般世帯の当せん率の５倍の優遇
　・身体障害者手帳（5 級～）をお持ちの方がいる世帯
　・愛の手帳 4 度をお持ちの方がいる世帯
　・精神障害者保健福祉手帳 3 級をお持ちの方がいる世帯
（障害年金などの受給に際し、障害の程度が同程度と判定された方を含む）

 
 

●対 象 身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、 難病
患者などがいる世帯 

●申込方法 申込資格に所得制限などがありますので募集案内や窓口で確認してくださ
い。

 
 

※対象には、ひとり親世帯・高齢者世帯・戦傷病者手帳の交付を受けてい
る方がいる世帯 ・ 原爆被爆者健康手帳の交付を受けている方がいる世
帯・公害病認定患者がいる世帯・難病患者がいる世帯なども含まれます
ので、 詳しくはお問い合わせください。

な い よ う ゆうぐうたいしょうせたい　       ちゅうせん　ともな 　しんちく        　ちんたいじゅうたく　もうしこ    　さい　   とうせんりつ           　ふ

つう　    くぶん            　ばい   　ゆうぐう

た い し ょ う

な い よ う ゆうぐう  しかく　    がいとう　          せたい　     とえいじゅうたく　   ていきぼしゅう　                      ゆうぐうちゅう

ち く　    もうしこみ　               ばあい　     いっぱん　 もうしこみしゃ　             とう          　りつ　   たか

いっぱんせたい とう　　　　りつ ば い ゆうぐう

いっぱんせたい とう　　　　りつ ば い ゆうぐう

た い し ょ う

もうしこみほうほう

（利用助成について）
　住宅課　計画指導係　電話（3546）5466　FAX（3546）9551
（あんしん居住制度について）
　（公財）東京都防災・建築まちづくりセンター　電話（5989）1784

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） あんしん居住制度利用助成
き ょ じ ゅ う せ い ど り よ う じ ょ せ い

すまい９

（２） 家賃債務保証制度利用助成
や  ち ん  さ い む ほ し ょ う せ い  ど  り よ う  じ ょ せ い

（３） 区営住宅募集の特別控除
くえいじゅうたくぼしゅう　   と く べ つ こ う じ ょ

住宅課　住宅管理係
電話（3546）5467 　FAX（3546）9551

問合わせ問合わせ
と い あ  

ＵＲ都市機構　東日本賃貸住宅本部　住宅経営部　 営業開発課
電話（5323）3560

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） UR 都市機構「新築ＵＲ賃貸住宅」の抽選優遇制度
と し き こ う 　      し ん ち く 　      ちんたいじゅうたく      　 ち ゅ う せ ん ゆ う ぐ う せ い ど

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 都営住宅募集優遇抽せん制度
とえいじゅうたくぼしゅうゆうぐうちゅう 　 　 　 　せ い ど

な い よ う く み ん かた く な い ちんたいじゅうたく てんきょ さい こうざい とうきょうとぼうさい けんちく

じ っ し きょじゅうせいど り よ う ば あ い

り よ う ひ よ う

きょじゅうせいど

い ち ぶく じょせい

み ま も ていきょう こうれいしゃ きゅうびょう こ ど く し

ふ あ ん かいしょう す な ち い き あんしん きょじゅう し え ん

せ い ど

た い し ょ う

な い よ う く み ん かた く な い ちんたいじゅうたく てんきょ さい いちざい こうれいしゃじゅうたくざいだん

じ っ し や ち ん さ い む ほ し ょ う せ い ど り よ う ば あ い く ほしょうりょう い ち ぶ

じょせい

や ち ん さ い む ほ し ょ う せ い ど

じゅうたく ちんたいしゃくけいやく さい ひつよう れんたいほしょうにん み せ た い たい

にゅうきょ や ち ん さ い む ほしょう や ぬ し あんしん

じゅうたく か し え ん せ い ど

た い し ょ う

な い よ う もう こ せ た い ごうけいしょとくきんがく とくべつこうじょきんがく さ

引くこ
ひ

た い し ょ う

（利用助成について）
　住宅課　計画指導係　電話（3546）5466　FAX（3546）9551
（家賃債務保証制度について）
　（一財）高齢者住宅財団　電話 0120（602）708

問合わせ問合わせ
と い あ  

9 9
す
ま
い

す
ま
い
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●内 容 区民の方が区内の賃貸住宅に転居する際に、（公財）東京都防災・建築ま
ちづくりセンターが実施している「あんしん居住制度」を利用する場合、
区がその利用費用の一部を助成します。
※あんしん居住制度とは

見守りなどのサービスを提供することで、高齢者などの急病・孤独死な
どへの不安を解消し、住み慣れた地域で安心して居住できるよう支援す
る制度です。

●対 象 身体障害者手帳１～４級、愛の手帳１・２度、精神障害者保健福祉手帳１・
２級をお持ちの方

●内 容 区民の方が区内の賃貸住宅に転居する際に、（一財）高齢者住宅財団が
実施している「家賃債務保証制度」を利用する場合、区が保証料の一部を
助成します。
※家賃債務保証制度とは

住宅の賃貸借契約の際に必要となる連帯保証人が見つからない世帯に対
し、スムーズに入居できるよう家賃債務を保証することで、家主が安心
して住宅を貸すことができるよう支援する制度です。

●対 象 身体障害者手帳１～６級、愛の手帳１～３度、精神障害者保健福祉手帳１
～３級をお持ちの方のいる世帯

●内 容 申し込み世帯の合計所得金額から、それぞれの特別控除金額を差し
とができます。

●対 象 身体障害者手帳 1 ～ 6 級、 愛の手帳 1 ～ 4 度、 精神障害者保健
　福祉手帳 1 ～ 3 級をお持ちの方のいる世帯

●内 容 優遇対象世帯が、抽選を伴う新築ＵＲ賃貸住宅に申込む際、当選率が「普
通」区分の20倍に優遇されます。

●対 象 次のいずれかにあたる方がいる世帯が対象となります。 
①身体障害者手帳 1 ～ 4 級をお持ちの方 
②愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの重度の障害のある方
　で常時介護を要する方。
　児童相談所、知的障害者更生相談所または精神科医などから重度の知
　的障害、またはこれと同程度の精神の障害があると判定されている方で、
　常時介護を要する方。

 

●内 容 優遇資格に該当する世帯が都営住宅の定期募集において優遇抽せんのある
地区に申込をした場合、一般の申込者よりも当せん率が高くなります。
①一般世帯の当せん率の７倍の優遇
　・身体障害者手帳 1 ～ 4 級をお持ちの方がいる世帯
　・愛の手帳 1 ～ 3 度をお持ちの方がいる世帯
　・精神障害者保健福祉手帳 1･2 級をお持ちの方がいる世帯
（障害年金などの受給に際し、障害の程度が同程度と判定された方を含む）

 
 

 

②一般世帯の当せん率の５倍の優遇
　・身体障害者手帳（5 級～）をお持ちの方がいる世帯
　・愛の手帳 4 度をお持ちの方がいる世帯
　・精神障害者保健福祉手帳 3 級をお持ちの方がいる世帯
（障害年金などの受給に際し、障害の程度が同程度と判定された方を含む）

 
 

●対 象 身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、 難病
患者などがいる世帯 

●申込方法 申込資格に所得制限などがありますので募集案内や窓口で確認してくださ
い。

 
 

※対象には、ひとり親世帯・高齢者世帯・戦傷病者手帳の交付を受けてい
る方がいる世帯 ・ 原爆被爆者健康手帳の交付を受けている方がいる世
帯・公害病認定患者がいる世帯・難病患者がいる世帯なども含まれます
ので、 詳しくはお問い合わせください。

な い よ う ゆうぐうたいしょうせたい　       ちゅうせん　ともな 　しんちく        　ちんたいじゅうたく　もうしこ    　さい　   とうせんりつ           　ふ

つう　    くぶん            　ばい   　ゆうぐう

た い し ょ う

な い よ う ゆうぐう  しかく　    がいとう　          せたい　     とえいじゅうたく　   ていきぼしゅう　                      ゆうぐうちゅう

ち く　    もうしこみ　               ばあい　     いっぱん　 もうしこみしゃ　             とう          　りつ　   たか

いっぱんせたい とう　　　　りつ ば い ゆうぐう

いっぱんせたい とう　　　　りつ ば い ゆうぐう

た い し ょ う

もうしこみほうほう

（利用助成について）
　住宅課　計画指導係　電話（3546）5466　FAX（3546）9551
（あんしん居住制度について）
　（公財）東京都防災・建築まちづくりセンター　電話（5989）1784

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） あんしん居住制度利用助成
き ょ じ ゅ う せ い ど り よ う じ ょ せ い

すまい９

（２） 家賃債務保証制度利用助成
や  ち ん  さ い む ほ し ょ う せ い  ど  り よ う  じ ょ せ い

（３） 区営住宅募集の特別控除
くえいじゅうたくぼしゅう　   と く べ つ こ う じ ょ

住宅課　住宅管理係
電話（3546）5467 　FAX（3546）9551

問合わせ問合わせ
と い あ  

ＵＲ都市機構　東日本賃貸住宅本部　住宅経営部　 営業開発課
電話（5323）3560

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） UR 都市機構「新築ＵＲ賃貸住宅」の抽選優遇制度
と し き こ う 　      し ん ち く 　      ちんたいじゅうたく      　 ち ゅ う せ ん ゆ う ぐ う せ い ど

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 都営住宅募集優遇抽せん制度
とえいじゅうたくぼしゅうゆうぐうちゅう 　 　 　 　せ い ど

な い よ う く み ん かた く な い ちんたいじゅうたく てんきょ さい こうざい とうきょうとぼうさい けんちく

じ っ し きょじゅうせいど り よ う ば あ い

り よ う ひ よ う

きょじゅうせいど

い ち ぶく じょせい

み ま も ていきょう こうれいしゃ きゅうびょう こ ど く し

ふ あ ん かいしょう す な ち い き あんしん きょじゅう し え ん

せ い ど

た い し ょ う

な い よ う く み ん かた く な い ちんたいじゅうたく てんきょ さい いちざい こうれいしゃじゅうたくざいだん

じ っ し や ち ん さ い む ほ し ょ う せ い ど り よ う ば あ い く ほしょうりょう い ち ぶ

じょせい

や ち ん さ い む ほ し ょ う せ い ど

じゅうたく ちんたいしゃくけいやく さい ひつよう れんたいほしょうにん み せ た い たい

にゅうきょ や ち ん さ い む ほしょう や ぬ し あんしん

じゅうたく か し え ん せ い ど

た い し ょ う

な い よ う もう こ せ た い ごうけいしょとくきんがく とくべつこうじょきんがく さ

引くこ
ひ

た い し ょ う

（利用助成について）
　住宅課　計画指導係　電話（3546）5466　FAX（3546）9551
（家賃債務保証制度について）
　（一財）高齢者住宅財団　電話 0120（602）708

問合わせ問合わせ
と い あ  

9 9
す
ま
い

す
ま
い
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●内 容 都営住宅の使用料が50％減額されます。
●対 象 身体障害者手帳 1 ・2 級、 愛の手帳 1 ～ 3 度、 精神障害者保健福祉手帳 1・

2 級をお持ちの方がいる世帯
●制 限 世帯の所得が一定額以下の場合に限ります。 

※母子世帯、寝たきり老人世帯、難病患者等世帯なども、減額になる場合
があります。 

●内 容

●対 象 都内に引き続き 3 年以上居住し、 身体障害者手帳 1 ～ 4 級、愛の手帳 1
～ 3 度、精神障害者保健福祉手帳 1･2 級をお持ちの方がいる世帯
（障害年金などの受給に際し、障害の程度が同程度と判定された方を含む） 

●申込方法 申し込み資格に所得制限などがありますので募集案内や窓口で確認してく  
ださい。  
※対象には、ひとり親世帯・高齢者世帯・戦傷病者手帳の交付を受けてい

る方がいる世帯なども含まれます。

●内 容 抽せん方式
●対 象 都内に引き続き 3 年以上居住し、 身体障害者手帳 1 ～ 4 級、愛の手帳 1

～ 4 度、精神障害者保健福祉手帳 1 ～ 3 級をお持ちの単身の方
（障害年金などの受給に際し、障害の程度が同程度と判定された方を含む）

●申込方法 申し込みをする方の所得制限などがありますので、募集案内や窓口で確認  
してください。  
※60 歳以上、生活保護を受けている方なども対象となる場合があります。

●内 容 居室内の移動に車いすの使用を必要としている方向けに室内を改善した住
宅です。

●対 象 6 歳以上で身体障害者手帳 1 ・2 級をお持ちで、住居内の移動に車椅子の
使用を必要としている方がいる世帯

●申込方法 申し込み資格に所得制限などがありますので募集案内や窓口で確認してく 
ださい。申込み前に下見をおすすめします。 
※戦傷病者手帳をお持ちの方も、 対象になる場合があります。 

 抽せん方式
●対 象 都内に引き続き 3 年以上居住し、 身体障害者手帳 1･2 級をお持ちで、 住

居内の移動に車椅子を使用している単身の方
※戦傷病者手帳をお持ちの方も、 対象になる場合があります。

●申込方法 申し込みをする方の所得制限などがありますので、募集案内や窓口で確認 
してください。申込み前に下見をおすすめします。

な い よ う きょしつない　     いどう  　くるま　               しよう     　ひつよう                            　かたむ           　しつない   　かいぜん       　じゅう

たく

た い し ょ う

もうしこみほうほう

ちゅう　　　 ほうしき

た い し ょ う

もうしこみほうほう

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 心身障害者世帯向け都営住宅
し ん し ん し ょ う が い し ゃ せ た い む 　   と え い じ ゅ う た く

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 単身者向け都営住宅
た ん し ん し ゃ む 　    と え い じ ゅ う た く

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　大井町窓口センター
〒140-0014　品川区大井 1-28-1　住友不動産大井町駅前ビル 1 階
電話 0570（03）0071

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 都営住宅使用料の特別減額
とえいじゅうたくしようりょう　   と く べ つ げ ん が く

ポイント方式による募集
抽せんではなく、書類審査や実態調査の結果、住宅に困っている度合の高
い方から順に申し込み地区の募集戸数までの方を「入居資格審査対象者」
とします。

ポイント方式による募集
抽せんではなく、書類審査や実態調査の結果、住宅に困っている度合の高
い方から順に申し込み地区の募集戸数までの方を「入居資格審査対象者」
とします。

●内 容 居室内の移動に車いすの使用を必要としている方向けに室内を改善した住
宅です。
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ちゅう しょるいしんさ じったいちょうさ け っ か じゅうたく こま ど あ い たか

かた じゅん もう こ ち く ぼしゅうこすう にゅうきょしかくしんさたいしょうしゃかた

ほうしき ぼしゅう

ちゅう しょるいしんさ じったいちょうさ け っ か じゅうたく こま ど あ い たか

かた じゅん もう こ ち く ぼしゅうこすう にゅうきょしかくしんさたいしょうしゃかた

た い し ょ う

もうしこみほうほう

な い よ う ちゅう　　　 ほうしき

た い し ょ う

もうしこみほうほう

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） 車いす使用者世帯向け都営住宅
くるま　       し よ う し ゃ せ た い   む 　   と え い じ ゅ う た く

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 単身者用車いす使用者向け都営住宅
たんしんしゃようくるま　        し よ う し ゃ   む 　    と え い じ ゅ う た く
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●内 容 都営住宅の使用料が50％減額されます。
●対 象 身体障害者手帳 1 ・2 級、 愛の手帳 1 ～ 3 度、 精神障害者保健福祉手帳 1・

2 級をお持ちの方がいる世帯
●制 限 世帯の所得が一定額以下の場合に限ります。 

※母子世帯、寝たきり老人世帯、難病患者等世帯なども、減額になる場合
があります。 

●内 容

●対 象 都内に引き続き 3 年以上居住し、 身体障害者手帳 1 ～ 4 級、愛の手帳 1
～ 3 度、精神障害者保健福祉手帳 1･2 級をお持ちの方がいる世帯
（障害年金などの受給に際し、障害の程度が同程度と判定された方を含む） 

●申込方法 申し込み資格に所得制限などがありますので募集案内や窓口で確認してく  
ださい。  
※対象には、ひとり親世帯・高齢者世帯・戦傷病者手帳の交付を受けてい

る方がいる世帯なども含まれます。

●内 容 抽せん方式
●対 象 都内に引き続き 3 年以上居住し、 身体障害者手帳 1 ～ 4 級、愛の手帳 1

～ 4 度、精神障害者保健福祉手帳 1 ～ 3 級をお持ちの単身の方
（障害年金などの受給に際し、障害の程度が同程度と判定された方を含む）

●申込方法 申し込みをする方の所得制限などがありますので、募集案内や窓口で確認  
してください。  
※60 歳以上、生活保護を受けている方なども対象となる場合があります。

●内 容 居室内の移動に車いすの使用を必要としている方向けに室内を改善した住
宅です。

●対 象 6 歳以上で身体障害者手帳 1 ・2 級をお持ちで、住居内の移動に車椅子の
使用を必要としている方がいる世帯

●申込方法 申し込み資格に所得制限などがありますので募集案内や窓口で確認してく 
ださい。申込み前に下見をおすすめします。 
※戦傷病者手帳をお持ちの方も、 対象になる場合があります。 

 抽せん方式
●対 象 都内に引き続き 3 年以上居住し、 身体障害者手帳 1･2 級をお持ちで、 住

居内の移動に車椅子を使用している単身の方
※戦傷病者手帳をお持ちの方も、 対象になる場合があります。

●申込方法 申し込みをする方の所得制限などがありますので、募集案内や窓口で確認 
してください。申込み前に下見をおすすめします。

な い よ う きょしつない　     いどう  　くるま　               しよう     　ひつよう                            　かたむ           　しつない   　かいぜん       　じゅう

たく

た い し ょ う

もうしこみほうほう

ちゅう　　　 ほうしき

た い し ょ う

もうしこみほうほう

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 心身障害者世帯向け都営住宅
し ん し ん し ょ う が い し ゃ せ た い む 　   と え い じ ゅ う た く

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 単身者向け都営住宅
た ん し ん し ゃ む 　    と え い じ ゅ う た く

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　大井町窓口センター
〒140-0014　品川区大井 1-28-1　住友不動産大井町駅前ビル 1 階
電話 0570（03）0071

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 都営住宅使用料の特別減額
とえいじゅうたくしようりょう　   と く べ つ げ ん が く

ポイント方式による募集
抽せんではなく、書類審査や実態調査の結果、住宅に困っている度合の高
い方から順に申し込み地区の募集戸数までの方を「入居資格審査対象者」
とします。

ポイント方式による募集
抽せんではなく、書類審査や実態調査の結果、住宅に困っている度合の高
い方から順に申し込み地区の募集戸数までの方を「入居資格審査対象者」
とします。

●内 容 居室内の移動に車いすの使用を必要としている方向けに室内を改善した住
宅です。

な い よ う きょしつない　     いどう  　くるま　               しよう     　ひつよう                            　かたむ           　しつない   　かいぜん       　じゅう

たく

な い よ う しようりょうとえいじゅうたく げんがく

た い し ょ う

せ い げ ん

な い よ う ほうしき ぼしゅう

ちゅう しょるいしんさ じったいちょうさ け っ か じゅうたく こま ど あ い たか

かた じゅん もう こ ち く ぼしゅうこすう にゅうきょしかくしんさたいしょうしゃかた

ほうしき ぼしゅう

ちゅう しょるいしんさ じったいちょうさ け っ か じゅうたく こま ど あ い たか

かた じゅん もう こ ち く ぼしゅうこすう にゅうきょしかくしんさたいしょうしゃかた

た い し ょ う

もうしこみほうほう

な い よ う ちゅう　　　 ほうしき

た い し ょ う

もうしこみほうほう

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） 車いす使用者世帯向け都営住宅
くるま　       し よ う し ゃ せ た い   む 　   と え い じ ゅ う た く

JKK 東京（東京都住宅供給公社）　都営住宅募集センター
電話（3498）8894

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 単身者用車いす使用者向け都営住宅
たんしんしゃようくるま　        し よ う し ゃ   む 　    と え い じ ゅ う た く
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●内 容

①場内作業…作業所に通って仕事をします。
　仕事の内容はタオル・ハンカチの袋入れ、 箱詰めおよび包装などです。 
②場外作業…自宅に仕事を持ち帰り作業をします。 
　仕事の内容はパンフレットの丁合・封入作業、 くつ下のフック付けなど

です。

●対 象 区内在住で働く意志と能力があり、 次のいずれかに該当する方 
① 60 歳以上の方 
②心身障害のある方 
③生活保護を受けている方 
④低所得世帯の方 
⑤その他、授産施設の利用を必要とする方

働く意思と能力がありながら、一般企業などに就職することが困難な高齢
の方や心身障害のある方などに、仕事と場を提供して “いきがい”のある
生活が送れるようにしています。

●内 容 働く意欲がある障害のある方に対し、就労の機会を提供するとともに、
一般企業などへの就労や生活を豊かにするために必要なスキルや社会性の
習得を支援しています。
①施設内での軽作業、公園清掃・ビル公開空地清掃（施設外就労） などの

福祉的な就労機会の提供および事業収入に基づく工賃の支給 
②区役所、一般企業などでの実習機会の提供 
③個別支援計画に基づく就労および生活の質の向上に必要な知識や能力を

身につけるための支援
●対 象 原則として自力通所が可能な障害のある方で、 障害福祉サービス受給者証

をお持ちの方
●費 用 障害者総合支援法に基づく利用者負担額 

※ただし所得に応じた軽減措置があります。

●内 容 障害のある方の一般企業などへの就労機会を広げ、就労後も安心して働き
続けられるように、専任のコーディネーターが就労や生活に関する支援を
行います。また、障害のある方の雇用を促進する企業の相談に応じるほか、
主に就労を目指すために障害福祉サービスを利用しようとする方に対し、
利用計画を作成するとともに、相談や福祉サービスの情報提供を行ってい
ます。
①就労に関する情報提供やハローワーク、 面接への同行 
②福祉サービス利用や将来設計などの生活相談
③職場訪問などによる安定した就労継続のための支援 
④障害者雇用についての相談 
⑤障害福祉サービス等利用計画の作成

●対 象 ・中央区在住の就労意欲がある障害のある方やその家族 
・障害者雇用を推進する事業主

●内 容 障害のある方などの求職の相談、職業紹介などを行っています。また、聴
覚障害のある方のために、火曜午後２時～午後４時（指定日）に手話通訳
付きの相談日が設けられています。

な い よ う はたら い よ く しょうがい かた たい しゅうろう き か い ていきょう

いっぱんきぎょう しゅうろう せいかつ ゆた ひつよう しゃかいせい

しゅうとく し え ん

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う しょうがい かた いっぱんきぎょう しゅうろうきかい ひろ しゅうろうご あんしん はたら

つづ せんにん しゅうろう せいかつ かん し え ん

おこな しょうがい かた こ よ う そくしん きぎょう そうだん おう

おも しゅうろう め ざ しょうがいふくし り よ う かた たい

りようけいかく さくせい そうだん ふ く し じょうほうていきょう おこな

た い し ょ う

な い よ う

しごと10

福祉センターふれあい作業所
電話（3532）1577　FAX（3532）1568

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 福祉センターふれあい作業所
ふ く し 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ ぎ ょ う じ ょ

中央区社会福祉協議会　障害者就労促進部　さわやかワーク中央
電話（3865）3661　FAX（3865）3662
メール sawayaka@shakyo-chuo-city.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） さわやかワーク中央（障害者就労継続支援 B 型事業）
ち ゅ う お う 　 しょうがいしゃしゅうろうけいぞくしえん　  が た じ ぎ ょ う

中央区社会福祉協議会　障害者就労促進部
中央区障害者就労支援センター
電話（3865）3889　FAX（3865）3662
メール work@shakyo-chuo-city.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 障害者就労支援センター
しょうがいしゃしゅうろうしえん

（２） ハローワーク飯田橋（飯田橋公共職業安定所）
い い だ ば し 　   いいだばしこうきょうしょくぎょうあんていじょ

な い よ う はたら い し のうりょく いっぱんきぎょう しゅうしょく こんなん こうれい

かた しんしんしょうがい かた し ご と ば ていきょう

せいかつ おく

じょうないさぎょう さぎょうじょ かよ し ご と

じょうがいさぎょう じ た く し ご と も かえ さぎょう

た い し ょ う

しょうがい かた きゅうしょく そうだん しょくぎょうしょうかい おこな ちょう

かくしょうがい かた か よ う ご ご じ ご ご じ し て い び し ゅ わ つ う や く

そ う だ ん び もうつ

〒112-8577　文京区後楽 1-9-20
専門援助第二部門（9 階 90 番窓口）
電話（3812）8609　44#　FAX（3813）5620

問合わせ問合わせ
と い あ  
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●内 容

①場内作業…作業所に通って仕事をします。
　仕事の内容はタオル・ハンカチの袋入れ、 箱詰めおよび包装などです。 
②場外作業…自宅に仕事を持ち帰り作業をします。 
　仕事の内容はパンフレットの丁合・封入作業、 くつ下のフック付けなど

です。

●対 象 区内在住で働く意志と能力があり、 次のいずれかに該当する方 
① 60 歳以上の方 
②心身障害のある方 
③生活保護を受けている方 
④低所得世帯の方 
⑤その他、授産施設の利用を必要とする方

働く意思と能力がありながら、一般企業などに就職することが困難な高齢
の方や心身障害のある方などに、仕事と場を提供して “いきがい”のある
生活が送れるようにしています。

●内 容 働く意欲がある障害のある方に対し、就労の機会を提供するとともに、
一般企業などへの就労や生活を豊かにするために必要なスキルや社会性の
習得を支援しています。
①施設内での軽作業、公園清掃・ビル公開空地清掃（施設外就労） などの

福祉的な就労機会の提供および事業収入に基づく工賃の支給 
②区役所、一般企業などでの実習機会の提供 
③個別支援計画に基づく就労および生活の質の向上に必要な知識や能力を

身につけるための支援
●対 象 原則として自力通所が可能な障害のある方で、 障害福祉サービス受給者証

をお持ちの方
●費 用 障害者総合支援法に基づく利用者負担額 

※ただし所得に応じた軽減措置があります。

●内 容 障害のある方の一般企業などへの就労機会を広げ、就労後も安心して働き
続けられるように、専任のコーディネーターが就労や生活に関する支援を
行います。また、障害のある方の雇用を促進する企業の相談に応じるほか、
主に就労を目指すために障害福祉サービスを利用しようとする方に対し、
利用計画を作成するとともに、相談や福祉サービスの情報提供を行ってい
ます。
①就労に関する情報提供やハローワーク、 面接への同行 
②福祉サービス利用や将来設計などの生活相談
③職場訪問などによる安定した就労継続のための支援 
④障害者雇用についての相談 
⑤障害福祉サービス等利用計画の作成

●対 象 ・中央区在住の就労意欲がある障害のある方やその家族 
・障害者雇用を推進する事業主

●内 容 障害のある方などの求職の相談、職業紹介などを行っています。また、聴
覚障害のある方のために、火曜午後２時～午後４時（指定日）に手話通訳
付きの相談日が設けられています。

な い よ う はたら い よ く しょうがい かた たい しゅうろう き か い ていきょう

いっぱんきぎょう しゅうろう せいかつ ゆた ひつよう しゃかいせい

しゅうとく し え ん

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う しょうがい かた いっぱんきぎょう しゅうろうきかい ひろ しゅうろうご あんしん はたら

つづ せんにん しゅうろう せいかつ かん し え ん

おこな しょうがい かた こ よ う そくしん きぎょう そうだん おう

おも しゅうろう め ざ しょうがいふくし り よ う かた たい

りようけいかく さくせい そうだん ふ く し じょうほうていきょう おこな

た い し ょ う

な い よ う

しごと10

福祉センターふれあい作業所
電話（3532）1577　FAX（3532）1568

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 福祉センターふれあい作業所
ふ く し 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ ぎ ょ う じ ょ

中央区社会福祉協議会　障害者就労促進部　さわやかワーク中央
電話（3865）3661　FAX（3865）3662
メール sawayaka@shakyo-chuo-city.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） さわやかワーク中央（障害者就労継続支援 B 型事業）
ち ゅ う お う 　 しょうがいしゃしゅうろうけいぞくしえん　  が た じ ぎ ょ う

中央区社会福祉協議会　障害者就労促進部
中央区障害者就労支援センター
電話（3865）3889　FAX（3865）3662
メール work@shakyo-chuo-city.jp

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 障害者就労支援センター
しょうがいしゃしゅうろうしえん

（２） ハローワーク飯田橋（飯田橋公共職業安定所）
い い だ ば し 　   いいだばしこうきょうしょくぎょうあんていじょ

な い よ う はたら い し のうりょく いっぱんきぎょう しゅうしょく こんなん こうれい

かた しんしんしょうがい かた し ご と ば ていきょう

せいかつ おく

じょうないさぎょう さぎょうじょ かよ し ご と

じょうがいさぎょう じ た く し ご と も かえ さぎょう

た い し ょ う

しょうがい かた きゅうしょく そうだん しょくぎょうしょうかい おこな ちょう

かくしょうがい かた か よ う ご ご じ ご ご じ し て い び し ゅ わ つ う や く

そ う だ ん び もうつ

〒112-8577　文京区後楽 1-9-20
専門援助第二部門（9 階 90 番窓口）
電話（3812）8609　44#　FAX（3813）5620

問合わせ問合わせ
と い あ  
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●内 容 

（訓練科目・訓練期間・応募対象者）
科目名 訓練期間 応募対象者

就業支援科 ３カ月 身体障害・精神障害・発達障害のある方

身体障害・精神障害・発達障害のある方

職域開発科
６カ月

精神障害・発達障害のある方
調理・清掃サービス科
オフィスワーク科
ビジネスアプリ開発科

１年

ビジネス総合事務科
グラフィックDTP科
ものづくり技術科
建築CAD科
製パン科
OA実務科 重度視覚障害のある方
実務作業科 知的障害のある方
※募集時期、応募対象者などの詳細はお問い合わせください。

●内 容 障害のある方の就業促進を図るため、地域の障害者就労支援機関などと連
携し、セミナーや職場体験実習面談会、定着支援などのさまざまな事業を
行っています。各事業の詳細については、ホームページをご覧下さい。

 

●障害者雇用就業サポートデスク
就職を希望する障害のある方と障害者雇用を検討している企業の方の
無料の相談窓口です。また、障害年金についての相談、障害者のテレ
ワーク導入に関する専門相談を行っています。
その他障害者雇用に関する資料もご覧いただけます（職業紹介はして
いません。事前予約制です）。
　電話（5211）5462

●東京ジョブコーチ支援事業
障害のある方が就職し、新しい職場で円滑に働き続けることができる
ように、また、雇用する企業がスムーズに受け入れられるように、

な い よ う

東京障害者職業能力開発校
　〒187-0035　小平市小川西町 2-34-1
　電話 042（341）1427　FAX 042（341）1451

（申込窓口）
ハローワーク飯田橋　専門援助第二部門（９階 90 番窓口）
　〒112-8577　文京区後楽 1-9-20
　電話（3812）8609　44#　FAX（3813）5620

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 東京障害者職業能力開発校
とうきょうしょうがいしゃしょくぎょうのうりょくかいはつこう

（６）（公財）東京しごと財団　総合支援部　障害者就業支援課
こ う ざ い 　 と う き ょ う 　          ざ い だ ん 　    そ う ご う し え ん ぶ    　 しょうがいしゃしゅうぎょうしえんか

職業能力開発センターで訓練を受けることが困難な身体障害、精神障害・
発達障害と知的障害のある方のための職業訓練を実施しています。また、
身体障害のある方で通校が困難な方のために、寮を備えています。

公益財団法人東京しごと財団　総合支援部　障害者就業支援課
〒102-0072　千代田区飯田橋 3-10-3　東京しごとセンター 4 階
電話（5211）2681　FAX（5211）5463
アドレス　https://www.shigotozaidan.or.jp/shkn/

問合わせ問合わせ
と い あ  

「東京ジョブコーチ」が訪問し、障害のある方の作業適応支援や職場
内の環境調整など、職場定着に向けた支援を行います。
・利用申込み先：東京ジョブコーチ支援センター　
　電話（3378）7057

●障害者委託訓練事業((障害者) の多様なニーズに対応した委託訓練事業)
ハローワークと連携し、障害のある方が仕事をするうえで必要な知識
や技能を身につけるため、企業をはじめ社会福祉法人、NPO法人、民
間教育機関など、地域のさまざまな機関を活用した短期の職業訓練を
実施します。
〇知識・技能習得訓練コース(パソコン基礎・応用、清掃、軽食喫茶業

務など)
〇障害者向け日本版デュアルシステム(事務作業で必要なパソコン操作

と職場実習など)
〇実践能力習得訓練コース(事務補助、清掃など)
〇e-ラーニングコース(都内在住で通所困難な障害のある方などが対

象。Web制作実践講座など)
〇在職者訓練コース(雇用継続に必要なパソコンスキルアップなど)

●職場体験実習
企業で働いた経験がない(少ない)、適正が分からないなど、企業で働く
ことへの不安がある方は、仕事を「体験」することができます。
障害のある方を受入れたいと希望する企業などとのマッチングを図る
場として、面談会を年8回、ミニ面談会を年4回行っています。
　電話（5211）2682

●企業見学
障害のある方が職場で働くことをイメージできるように、障害者雇用
を先進的に取り組む企業などの企業見学会（少人数制・随時開催）を
行っています。

③障害のある方と事業主の双方に対して
　ジョブコーチ支援、リワーク支援

●内 容 ハローワークなどの関係機関と連携しながら以下の職業リハビリテーショ
ンサービスを 行 っています。
①障害のある方に対して
　職業相談、職業評価、職業準備支援
②事業主の方に対して

障害のある方の雇用管理に関する相談および支援、雇用管理サポート講
習会
しょうがい かた じぎょうぬし そうほう たい

な い よ う かんけいきかん れんけい い か しょくぎょう

おこな

しょうがい かた たい

じぎょうぬし かた たい

（７） 東京障害者職業センター
とうきょうしょうがいしゃしょくぎょう

な い よ う しょくぎょうのうりょくかいはつ くんれん う こんなん しんたいしょうがい せいしんしょうがい

はったつしょうがい ちてきしょうがい かた しょくぎょうくんれん じ っ し

しんたいしょうがい かた こんなんつうこう かた りょう そな

くんれんかもく くんれんきかん おうぼたいしょうしゃ

しょうがい　            かた　しゅうぎょうそくしん　はか                      　ちいき　     しょうがいしゃしゅうろうしえんきかん               　れん

けい　                                      しょくばたいけんじっしゅうめんだんかい　 ていちゃくしえん　                                             じぎょう

おこな　　　　　　　　　　　かくじぎょう 　しょうさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  らんくだ

しょうがいしゃこようしゅうぎょう

とうきょう　                                  しえんじぎょう

しょうがいしゃいたくくんれんじぎょう　しょうがいしゃ　　　 たよう　                             たいおう           　いたくくんれんじぎょう

しょくばたいけんじっしゅう

きぎょうけんがく

10 10
し
ご
と

し
ご
と

110障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



●内 容 

（訓練科目・訓練期間・応募対象者）
科目名 訓練期間 応募対象者

就業支援科 ３カ月 身体障害・精神障害・発達障害のある方

身体障害・精神障害・発達障害のある方

職域開発科
６カ月

精神障害・発達障害のある方
調理・清掃サービス科
オフィスワーク科
ビジネスアプリ開発科

１年

ビジネス総合事務科
グラフィックDTP科
ものづくり技術科
建築CAD科
製パン科
OA実務科 重度視覚障害のある方
実務作業科 知的障害のある方
※募集時期、応募対象者などの詳細はお問い合わせください。

●内 容 障害のある方の就業促進を図るため、地域の障害者就労支援機関などと連
携し、セミナーや職場体験実習面談会、定着支援などのさまざまな事業を
行っています。各事業の詳細については、ホームページをご覧下さい。

 

●障害者雇用就業サポートデスク
就職を希望する障害のある方と障害者雇用を検討している企業の方の
無料の相談窓口です。また、障害年金についての相談、障害者のテレ
ワーク導入に関する専門相談を行っています。
その他障害者雇用に関する資料もご覧いただけます（職業紹介はして
いません。事前予約制です）。
　電話（5211）5462

●東京ジョブコーチ支援事業
障害のある方が就職し、新しい職場で円滑に働き続けることができる
ように、また、雇用する企業がスムーズに受け入れられるように、

な い よ う

東京障害者職業能力開発校
　〒187-0035　小平市小川西町 2-34-1
　電話 042（341）1427　FAX 042（341）1451

（申込窓口）
ハローワーク飯田橋　専門援助第二部門（９階 90 番窓口）
　〒112-8577　文京区後楽 1-9-20
　電話（3812）8609　44#　FAX（3813）5620

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 東京障害者職業能力開発校
とうきょうしょうがいしゃしょくぎょうのうりょくかいはつこう

（６）（公財）東京しごと財団　総合支援部　障害者就業支援課
こ う ざ い 　 と う き ょ う 　          ざ い だ ん 　    そ う ご う し え ん ぶ    　 しょうがいしゃしゅうぎょうしえんか

職業能力開発センターで訓練を受けることが困難な身体障害、精神障害・
発達障害と知的障害のある方のための職業訓練を実施しています。また、
身体障害のある方で通校が困難な方のために、寮を備えています。

公益財団法人東京しごと財団　総合支援部　障害者就業支援課
〒102-0072　千代田区飯田橋 3-10-3　東京しごとセンター 4 階
電話（5211）2681　FAX（5211）5463
アドレス　https://www.shigotozaidan.or.jp/shkn/

問合わせ問合わせ
と い あ  

「東京ジョブコーチ」が訪問し、障害のある方の作業適応支援や職場
内の環境調整など、職場定着に向けた支援を行います。
・利用申込み先：東京ジョブコーチ支援センター　
　電話（3378）7057

●障害者委託訓練事業((障害者) の多様なニーズに対応した委託訓練事業)
ハローワークと連携し、障害のある方が仕事をするうえで必要な知識
や技能を身につけるため、企業をはじめ社会福祉法人、NPO法人、民
間教育機関など、地域のさまざまな機関を活用した短期の職業訓練を
実施します。
〇知識・技能習得訓練コース(パソコン基礎・応用、清掃、軽食喫茶業

務など)
〇障害者向け日本版デュアルシステム(事務作業で必要なパソコン操作

と職場実習など)
〇実践能力習得訓練コース(事務補助、清掃など)
〇e-ラーニングコース(都内在住で通所困難な障害のある方などが対

象。Web制作実践講座など)
〇在職者訓練コース(雇用継続に必要なパソコンスキルアップなど)

●職場体験実習
企業で働いた経験がない(少ない)、適正が分からないなど、企業で働く
ことへの不安がある方は、仕事を「体験」することができます。
障害のある方を受入れたいと希望する企業などとのマッチングを図る
場として、面談会を年8回、ミニ面談会を年4回行っています。
　電話（5211）2682

●企業見学
障害のある方が職場で働くことをイメージできるように、障害者雇用
を先進的に取り組む企業などの企業見学会（少人数制・随時開催）を
行っています。

③障害のある方と事業主の双方に対して
　ジョブコーチ支援、リワーク支援

●内 容 ハローワークなどの関係機関と連携しながら以下の職業リハビリテーショ
ンサービスを 行 っています。
①障害のある方に対して
　職業相談、職業評価、職業準備支援
②事業主の方に対して

障害のある方の雇用管理に関する相談および支援、雇用管理サポート講
習会
しょうがい かた じぎょうぬし そうほう たい

な い よ う かんけいきかん れんけい い か しょくぎょう

おこな

しょうがい かた たい

じぎょうぬし かた たい

（７） 東京障害者職業センター
とうきょうしょうがいしゃしょくぎょう

な い よ う しょくぎょうのうりょくかいはつ くんれん う こんなん しんたいしょうがい せいしんしょうがい

はったつしょうがい ちてきしょうがい かた しょくぎょうくんれん じ っ し

しんたいしょうがい かた こんなんつうこう かた りょう そな

くんれんかもく くんれんきかん おうぼたいしょうしゃ

しょうがい　            かた　しゅうぎょうそくしん　はか                      　ちいき　     しょうがいしゃしゅうろうしえんきかん               　れん

けい　                                      しょくばたいけんじっしゅうめんだんかい　 ていちゃくしえん　                                             じぎょう

おこな　　　　　　　　　　　かくじぎょう 　しょうさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  らんくだ

しょうがいしゃこようしゅうぎょう

とうきょう　                                  しえんじぎょう

しょうがいしゃいたくくんれんじぎょう　しょうがいしゃ　　　 たよう　                             たいおう           　いたくくんれんじぎょう

しょくばたいけんじっしゅう

きぎょうけんがく
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●内 容

●内 容 就労に必要なコンピュータ技術をインターネットを使用して在宅で学習し
ます。

（期間）２年間
●対 象 在宅での学習に意欲のある次の全てに当たる方 

①身体障害者手帳１～３級をお持ちの方 
②高校卒程度の学力を有する方 
③週 4 日以上、１日４～６時間の学習が可能な方 

●費 用 年間６万円

●内 容 

●対 象

 
（訓練期間）原則１年

●対 象 ①身体障害のある方、 高次脳機能障害のある方または難病のある方 （通所
　が困難な方は、 隣接する国立障害者リハビリテーションセンターの寮が

利用できます） 
②通所が可能な、精神障害のある方、発達障害のある方、知的障害のある

方 
③原則として公共職業安定所に求職登録をしている方 
④訓練受講および就職に意欲があり、 職業訓練を受講することにより職業

的自立が見込まれる方
●費 用 受講料は無料です（実習用器工具、教材は貸与）。ただし、参考書、作業

服、 安全靴などについては自己負担 （訓練科によって異なり、年間５千円
～２万円程度）があります。

隣接する国立障害者リハビリテーションセンターと協力して、職業的自立
を目指す障害のある方に必要な職業評価、職業指導および職業訓練を体系
的に実施しています。企業ニーズや障害状況に合わせて訓練を行い、訓練
と並行して就職に向けたさまざまな支援を行っています。

社会福祉法人　東京コロニー職能開発室
〒104-0001　中野区中野 5-3-32
電話（6914）0859　FAX（6914）0869
アドレス　https://www.tocolo.or.jp/syokunou/

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 盲人ホームの紹介
も う じ ん              　 し ょ う か い

盲人ホームの設備を利用して仕事ができます。また、施術に関する技術
指導も行います。
あん摩・マッサージ・指圧師・はり師・きゅう師免許を持っていて、就
労が困難な、視覚に障害のある方

な い よ う りんせつ こくりつしょうがいしゃ きょうりょく しょくぎょうてきじりつ

め ざ しょうがい かた ひつよう しょくぎょうひょうか しょくぎょうしどう

てき

たいけいしょくぎょうくんれん

じ っ し きぎょう しょうがい おこな くんれんくんれんあじょうきょう

へいこう しゅうしょく む し え ん おこな

（訓練科目）訓練系（科） 
メカトロ系（機械製図科、電子機器科、テクニカルオペレーション
科）、建築系（建築設計科）、情報系（DTP・Web 技術科、OA システ
ム科）、ビジネス系（経理事務科、OA 事務科、オフィスワーク科）、物
流系（物流・資材管理科）、職域開発系（アシスタントワーク科）の 6
系 11科

くんれんかもく

独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構　東京支部
東京障害者職業センター
　〒110-0015　台東区東上野 4-27-3　上野トーセイビル 3 階
　電話（6673）3938　FAX（6673）3948
リワークセンター東京（リワーク支援のみ）
　〒111-0041　台東区元浅草 3-18-10　上野 NS ビル 7 階
　電話（5246）4881　FAX（5246）4882

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 国立職業リハビリテーションセンター
こくりつしょくぎょう

国立職業リハビリテーションセンター
〒359-0042　埼玉県所沢市並木 4-2
電話 04（2995）1201　FAX 04（2995）1277
アドレス　http://www.nvrcd.ac.jp/

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） IT技術者在宅養成講座（東京都重度身体障害者在宅パソコン講習）
ぎ じ ゅ つ し ゃ ざ い た く よ う せ い こ う ざ 　 とうきょうとじゅうどしんたいしょうがいしゃざいたく                　 こ う し ゅ う

な い よ う しゅうろう ひつよう ぎじゅつ し よ う ざいたく がくしゅう

き か ん

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う もうじん せ つ び り よ う し ご と せじゅつ かん ぎじゅつ

しどう おこな

た い し ょ う

くんれんきかん

た い し ょ う

ひ よ う

④関係機関の方に対して
　職業リハビリテーションに関する技術的な助言・援助

●対 象 ①障害者手帳の有無にかかわらず障害のある方で就職や職場定着に関する
　相談を希望する方 
②障害のある方を新たに雇用、もしくは雇用している事業主の方  
③障害のある方の就労支援をしている関係機関の方

●費 用 無料
●利用方法 相談は予約制です。ご利用の際は事前にご連絡ください。

かんけいきかん かた たい

た い し ょ う

ひ よ う

りようほうほう

●費 用 盲人ホームの設備を利用して得た施術料の 2 割以内の額を施設の使用料
として支払っていただきます。

ひ よ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

●内 容 たばこ小売販売業の許可申請をされた場合、許可基準の緩和措置が適用さ
れます。

●対 象 身体障害者手帳をお持ちの方 

な い よ う こうりはんばいぎょう きょかしんせい ば あ い きょかきじゅん か ん わ そ ち てきよう

た い し ょ う

関東財務局理財第 3 課
　電話 048（600）1121

（提出先）
日本たばこ産業㈱東京支社　許可担当
　〒130-8603　墨田区横川 1-17-7
　電話（6703）7704

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） 製造たばこの小売販売業の許可
せ い ぞ う                 こ う り は ん ば い ぎ ょ う   　 き ょ か
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●内 容

●内 容 就労に必要なコンピュータ技術をインターネットを使用して在宅で学習し
ます。

（期間）２年間
●対 象 在宅での学習に意欲のある次の全てに当たる方 

①身体障害者手帳１～３級をお持ちの方 
②高校卒程度の学力を有する方 
③週 4 日以上、１日４～６時間の学習が可能な方 

●費 用 年間６万円

●内 容 

●対 象

 
（訓練期間）原則１年

●対 象 ①身体障害のある方、 高次脳機能障害のある方または難病のある方 （通所
　が困難な方は、 隣接する国立障害者リハビリテーションセンターの寮が

利用できます） 
②通所が可能な、精神障害のある方、発達障害のある方、知的障害のある

方 
③原則として公共職業安定所に求職登録をしている方 
④訓練受講および就職に意欲があり、 職業訓練を受講することにより職業

的自立が見込まれる方
●費 用 受講料は無料です（実習用器工具、教材は貸与）。ただし、参考書、作業

服、 安全靴などについては自己負担 （訓練科によって異なり、年間５千円
～２万円程度）があります。

隣接する国立障害者リハビリテーションセンターと協力して、職業的自立
を目指す障害のある方に必要な職業評価、職業指導および職業訓練を体系
的に実施しています。企業ニーズや障害状況に合わせて訓練を行い、訓練
と並行して就職に向けたさまざまな支援を行っています。

社会福祉法人　東京コロニー職能開発室
〒104-0001　中野区中野 5-3-32
電話（6914）0859　FAX（6914）0869
アドレス　https://www.tocolo.or.jp/syokunou/

問合わせ問合わせ
と い あ  

（10） 盲人ホームの紹介
も う じ ん              　 し ょ う か い

盲人ホームの設備を利用して仕事ができます。また、施術に関する技術
指導も行います。
あん摩・マッサージ・指圧師・はり師・きゅう師免許を持っていて、就
労が困難な、視覚に障害のある方

な い よ う りんせつ こくりつしょうがいしゃ きょうりょく しょくぎょうてきじりつ

め ざ しょうがい かた ひつよう しょくぎょうひょうか しょくぎょうしどう

てき

たいけいしょくぎょうくんれん

じ っ し きぎょう しょうがい おこな くんれんくんれんあじょうきょう

へいこう しゅうしょく む し え ん おこな

（訓練科目）訓練系（科） 
メカトロ系（機械製図科、電子機器科、テクニカルオペレーション
科）、建築系（建築設計科）、情報系（DTP・Web 技術科、OA システ
ム科）、ビジネス系（経理事務科、OA 事務科、オフィスワーク科）、物
流系（物流・資材管理科）、職域開発系（アシスタントワーク科）の 6
系 11科

くんれんかもく

独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構　東京支部
東京障害者職業センター
　〒110-0015　台東区東上野 4-27-3　上野トーセイビル 3 階
　電話（6673）3938　FAX（6673）3948
リワークセンター東京（リワーク支援のみ）
　〒111-0041　台東区元浅草 3-18-10　上野 NS ビル 7 階
　電話（5246）4881　FAX（5246）4882

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 国立職業リハビリテーションセンター
こくりつしょくぎょう

国立職業リハビリテーションセンター
〒359-0042　埼玉県所沢市並木 4-2
電話 04（2995）1201　FAX 04（2995）1277
アドレス　http://www.nvrcd.ac.jp/

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） IT技術者在宅養成講座（東京都重度身体障害者在宅パソコン講習）
ぎ じ ゅ つ し ゃ ざ い た く よ う せ い こ う ざ 　 とうきょうとじゅうどしんたいしょうがいしゃざいたく                　 こ う し ゅ う

な い よ う しゅうろう ひつよう ぎじゅつ し よ う ざいたく がくしゅう

き か ん

た い し ょ う

ひ よ う

な い よ う もうじん せ つ び り よ う し ご と せじゅつ かん ぎじゅつ

しどう おこな

た い し ょ う

くんれんきかん

た い し ょ う

ひ よ う

④関係機関の方に対して
　職業リハビリテーションに関する技術的な助言・援助

●対 象 ①障害者手帳の有無にかかわらず障害のある方で就職や職場定着に関する
　相談を希望する方 
②障害のある方を新たに雇用、もしくは雇用している事業主の方  
③障害のある方の就労支援をしている関係機関の方

●費 用 無料
●利用方法 相談は予約制です。ご利用の際は事前にご連絡ください。

かんけいきかん かた たい

た い し ょ う

ひ よ う

りようほうほう

●費 用 盲人ホームの設備を利用して得た施術料の 2 割以内の額を施設の使用料
として支払っていただきます。

ひ よ う

障害者福祉課　相談支援係
電話（3546）6032　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

●内 容 たばこ小売販売業の許可申請をされた場合、許可基準の緩和措置が適用さ
れます。

●対 象 身体障害者手帳をお持ちの方 

な い よ う こうりはんばいぎょう きょかしんせい ば あ い きょかきじゅん か ん わ そ ち てきよう

た い し ょ う

関東財務局理財第 3 課
　電話 048（600）1121

（提出先）
日本たばこ産業㈱東京支社　許可担当
　〒130-8603　墨田区横川 1-17-7
　電話（6703）7704

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） 製造たばこの小売販売業の許可
せ い ぞ う                 こ う り は ん ば い ぎ ょ う   　 き ょ か
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福祉センターは、障害のある方が地域社会で自立した生活が営めるよう、相談 ､
生活介護、就労継続支援（Ｂ型）、地域活動支援センターなどを計画的かつ継続的に行
うとともに、 講習・講座の実施および自主活動の場の提供などを行うことにより、 障害
のある方の福祉の増進を図っています。 
また、 就労することが困難な方の生きがいと生活の安定を図るため、仕事の提供および
内職のあっせんを行っています。
①　入所相談、健康管理

通所を希望する障害のある方やその家族の方からの相談を受け、必要かつ適切な助
言・指導を行うとともに、通所者の保健指導、健康相談、健康管理などを行ってい
ます。

②　高次脳機能障害者支援事業
交通事故や病気などにより脳に損傷を受け、その後遺症として記憶・注意・遂行機
能・社会的行動といった認知機能が低下した状態にある高次脳機能障害者に対する
理解を深め、適切な支援を行うため、講演会、相談会および交流会、関係機関連絡
会を実施しています。

③　生活介護（成人室）
常時介護を要する主に身体障害のある方および知的障害のある方に対して、自立と
生活の質の向上が図れるよう、食事や排泄などの介護を行うとともに、生産活動、
創作活動などの支援を行っています。

（対象）区内在住の身体障害のある方、知的障害のある方で生活介護支援の支給決定
を受けた方

④　就労継続支援 Ｂ（ 型 （ ） 作業室） 
一般企業などに就職することが困難な知的障害のある方に、作業の場を提供する
とともに、地域での社会的自立を目指し、就労・生活・健康・余暇活動などの支援
を行っています。

（対象）区内在住の知的障害のある方で就労継続支援（Ｂ型）の支給決定を受けた方
⑤　地域活動支援 「 ータンセ 機能訓練フォローアップ事業」

脳血管疾患の後遺症などにより身体障害が生じた方に、身体機能の維持・回復を図
るとともに、家庭や地域社会の中で自立した生活を送れるよう理学・作業療法・言
語療法（音楽療法を含む）などによる支援を行っています。

（対象）区内在住の身体障害のある方で地域活動支援センターの支給決定を受けた方
⑥　基幹相談支援センター

区内の障害者（児）とその家族に対する相談支援の中核的な役割を担い、障害の種
別や年齢にかかわらず、さまざまな相談に対応しています。

ふ く し しょうがい かた ち い き し ゃ か い じ り つ せいかつ いとな そうだん

せいかつかいご しゅうろうけいぞくしえん がた ちいきかつどうしえん けいかくてき けいぞくてき おこな

こうしゅう こ う ざ じ っ し じしゅかつどう ば ていきょう おこな しょうがい

かた ふ く し ぞうしん はか

しゅうろう こんなん かた い せいかつ あんてい はか し ご と ていきょう

ないしょく おこな

にゅうしょそうだん けんこうかんり 

こうじのうきのうしょうがいしゃしえんじぎょう

せいかつかいご せいじんしつ

たいしょう

しゅうろうけいぞくしえん がた さぎょうしつ 

たいしょう

ちいきかつどうしえん きのうくんれん じぎょう

たいしょう

き か ん そ う だ ん し え ん

施　設11 し 　 　  せ つ

（１） 福祉センター
ふ く し

●内 容 就職活動などの悩みを抱えている求職者や親族の就職がうまくいかずにお
困りの方などの不安や早期のキャリア形成を促すため、心理カウンセラー
によるメンタルヘルス相談を実施しています。

（開催日時）毎月第２火曜日
①午後１時～１時50分  ②午後２時～２時50分  ③午後３時～３時50分

（開催場所）京華スクエア２階会議室
●対 象 年齢不問

※区内在住の方優先
●費 用 無料
●申込方法  （区内在住の方）

　常時、予約を受け付けています。
　希望日の午前10時までに商工観光課商工振興係まで電話でご連絡くださ
　い。
（区外在住の方）
　希望日の２開庁日前から予約が可能です。希望日の午前10時までに商工
　観光課商工振興係まで電話でご連絡ください。

商工観光課　商工振興係
電話（3546)5328・5329　FAX（3546）2097

問合わせ問合わせ
と い あ  

（13）  心理カウンセリング
し ん り

な い よ う しゅうしょくかつどう なや かか きゅうしょくしゃ しんぞく しゅうしょく

こま かた ふ あ ん そ う き けいせい うなが し ん り

そうだん じ っ し

かいさいにちじ

かいさいばしょ

た い し ょ う

ひ よ う

もうしこみほうほう

●内 容 障害のある方が、原則として１年以上（離職理由によっては６カ月以上）
雇用保険に加入して退職した場合、失業給付の支給日数が一般の方より長
くなっています。
雇用保険受給中で支給残日数があり、公共職業安定所の紹介により、安定
した職業に再就職した場合、「再就職手当」または「就業手当」などが
支給される場合があります。

ハローワーク飯田橋　雇用保険給付課（2 階 24 番窓口）
〒112-8577　文京区後楽 1-9-20
電話（3812）8609　45#

問合わせ問合わせ
と い あ  

（12）雇用保険法による失業給付
こ よ う ほ け ん ほ う 　            しつぎょうきゅうふ

な い よ う しょうがい かた げんそく ねんいじょう りしょくりゆう げついじょう

こ よ う ほ け ん かにゅう たいしょく ば あ い しつぎょうきゅうふ しきゅうにっすう いっぱん かた なが

こようほけんじゅきゅうちゅう しきゅうざんにっすう こうきょうしょくぎょうあんていじょしょうかい あんてい

しょくぎょう さいしゅうしょく ば あ い さいしゅうしょくてあて しゅうぎょうてあて

しきゅう ば あ い

11

施
設

し
せ
つ

10
し
ご
と

114障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



福祉センターは、障害のある方が地域社会で自立した生活が営めるよう、相談 ､
生活介護、就労継続支援（Ｂ型）、地域活動支援センターなどを計画的かつ継続的に行
うとともに、 講習・講座の実施および自主活動の場の提供などを行うことにより、 障害
のある方の福祉の増進を図っています。 
また、 就労することが困難な方の生きがいと生活の安定を図るため、仕事の提供および
内職のあっせんを行っています。
①　入所相談、健康管理

通所を希望する障害のある方やその家族の方からの相談を受け、必要かつ適切な助
言・指導を行うとともに、通所者の保健指導、健康相談、健康管理などを行ってい
ます。

②　高次脳機能障害者支援事業
交通事故や病気などにより脳に損傷を受け、その後遺症として記憶・注意・遂行機
能・社会的行動といった認知機能が低下した状態にある高次脳機能障害者に対する
理解を深め、適切な支援を行うため、講演会、相談会および交流会、関係機関連絡
会を実施しています。

③　生活介護（成人室）
常時介護を要する主に身体障害のある方および知的障害のある方に対して、自立と
生活の質の向上が図れるよう、食事や排泄などの介護を行うとともに、生産活動、
創作活動などの支援を行っています。

（対象）区内在住の身体障害のある方、知的障害のある方で生活介護支援の支給決定
を受けた方

④　就労継続支援 Ｂ（ 型 （ ） 作業室） 
一般企業などに就職することが困難な知的障害のある方に、作業の場を提供する
とともに、地域での社会的自立を目指し、就労・生活・健康・余暇活動などの支援
を行っています。

（対象）区内在住の知的障害のある方で就労継続支援（Ｂ型）の支給決定を受けた方
⑤　地域活動支援 「 ータンセ 機能訓練フォローアップ事業」

脳血管疾患の後遺症などにより身体障害が生じた方に、身体機能の維持・回復を図
るとともに、家庭や地域社会の中で自立した生活を送れるよう理学・作業療法・言
語療法（音楽療法を含む）などによる支援を行っています。

（対象）区内在住の身体障害のある方で地域活動支援センターの支給決定を受けた方
⑥　基幹相談支援センター

区内の障害者（児）とその家族に対する相談支援の中核的な役割を担い、障害の種
別や年齢にかかわらず、さまざまな相談に対応しています。

ふ く し しょうがい かた ち い き し ゃ か い じ り つ せいかつ いとな そうだん

せいかつかいご しゅうろうけいぞくしえん がた ちいきかつどうしえん けいかくてき けいぞくてき おこな

こうしゅう こ う ざ じ っ し じしゅかつどう ば ていきょう おこな しょうがい

かた ふ く し ぞうしん はか

しゅうろう こんなん かた い せいかつ あんてい はか し ご と ていきょう
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施　設11 し 　 　  せ つ

（１） 福祉センター
ふ く し

●内 容 就職活動などの悩みを抱えている求職者や親族の就職がうまくいかずにお
困りの方などの不安や早期のキャリア形成を促すため、心理カウンセラー
によるメンタルヘルス相談を実施しています。

（開催日時）毎月第２火曜日
①午後１時～１時50分  ②午後２時～２時50分  ③午後３時～３時50分

（開催場所）京華スクエア２階会議室
●対 象 年齢不問

※区内在住の方優先
●費 用 無料
●申込方法  （区内在住の方）

　常時、予約を受け付けています。
　希望日の午前10時までに商工観光課商工振興係まで電話でご連絡くださ
　い。
（区外在住の方）
　希望日の２開庁日前から予約が可能です。希望日の午前10時までに商工
　観光課商工振興係まで電話でご連絡ください。

商工観光課　商工振興係
電話（3546)5328・5329　FAX（3546）2097

問合わせ問合わせ
と い あ  

（13）  心理カウンセリング
し ん り

な い よ う しゅうしょくかつどう なや かか きゅうしょくしゃ しんぞく しゅうしょく

こま かた ふ あ ん そ う き けいせい うなが し ん り

そうだん じ っ し

かいさいにちじ

かいさいばしょ

た い し ょ う

ひ よ う

もうしこみほうほう

●内 容 障害のある方が、原則として１年以上（離職理由によっては６カ月以上）
雇用保険に加入して退職した場合、失業給付の支給日数が一般の方より長
くなっています。
雇用保険受給中で支給残日数があり、公共職業安定所の紹介により、安定
した職業に再就職した場合、「再就職手当」または「就業手当」などが
支給される場合があります。

ハローワーク飯田橋　雇用保険給付課（2 階 24 番窓口）
〒112-8577　文京区後楽 1-9-20
電話（3812）8609　45#

問合わせ問合わせ
と い あ  

（12）雇用保険法による失業給付
こ よ う ほ け ん ほ う 　            しつぎょうきゅうふ

な い よ う しょうがい かた げんそく ねんいじょう りしょくりゆう げついじょう

こ よ う ほ け ん かにゅう たいしょく ば あ い しつぎょうきゅうふ しきゅうにっすう いっぱん かた なが

こようほけんじゅきゅうちゅう しきゅうざんにっすう こうきょうしょくぎょうあんていじょしょうかい あんてい

しょくぎょう さいしゅうしょく ば あ い さいしゅうしょくてあて しゅうぎょうてあて

しきゅう ば あ い

11

施
設

し
せ
つ

10
し
ご
と

115 障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



⑧　施設の提供
障害のある方やその関係者の学習・活動・交流の場として、会議室、団体・ボランティ
ア室などの施設を提供しています。また、家庭または公衆浴場での入浴が困難な障
害のある方に、家族などの介助で入浴できる浴室を提供しています。

室名 定員 利用できる人（団体）
利用時間

月～土曜日 日曜日
第一会議室 20 名 １　区内在住の障害のある方および

その保護者
２　区内の障害者団体
３　障害のある方に係る区内のボラ

ンティア団体

午前 9 時～
正午

午後 1 時～
午後 5 時

午後 6 時～
午後 9 時

午前 9 時～
正午

午後 1 時～
午後 5 時

第二会議室 30 名

録音室 ―

団体・ボラ
ンティア室 15 名

１　区内の障害者団体
２　障害のある方に係る区内のボラ

ンティア団体

浴　室 ―

区内在住の障害がある方で家族など
の介助で入浴できる方（１人週１回）
次の要件が必要です。
１　常時の医療的介護を必要としな

い方
２　家庭または公衆浴場での入浴が

困難な方
３　感染のおそれのある病気にか

かっていない方
４　医師の診断により入浴を禁止さ

れていない方
５　介護保険により入浴サービスを

受けていない方

１　午前 9 時 30 分～
　　午前 10 時 30 分
２　午前 11 時～正午
３　午後１時～午後２時
４　午後２時 30 分～
　　午後３時 30 分

⑨　リフト付き送迎車両の運行
福祉センターで行う生活介護などに通所する方のために、リフト付きバスおよびリ
フト付きワゴン車を運行しています。

（運行日）月曜日～金曜日（休館日を除く）

⑩　内職のあっせん
家庭外で就業することが困難な方に、適正な工賃で、自宅で行うことのできる仕事
（内職）のあっせんを行っています。仕事の内容は、装飾用小物製作、日用雑貨品
　　の袋入れ、シール貼りなど様々です。

（対象）区内在住の方

（開所日）週 5 日運営します。（火曜日・金曜日と年末年始は休み） 
　　　　 施設の管理上、臨時で休みとなる場合もあります。 
①　居場所

精神障害などのある方が自分のペースで過ごせる居場所としてくつろいでいただ
けます。利用には登録（契約）が必要です。

（開設時間）月曜日・水曜日・木曜日
午前 9 時から午後 7 時まで（午前 9 時から正午までは予約制）
土曜日・日曜日・祝日
午前 9 時から午後 6 時まで（午前 9 時から正午までは予約制）
※年末年始を除く

②　相談事業
区内在住の精神障害などのある方とその家族からの相談を受け、必要な情報提供や
助言を行います。電話と面接による相談を行いますが、面接は事前に予約が必要で
す。

（利用時間）月曜日・水曜日・木曜日　午前 9 時から午後 7 時まで 
土曜日・日曜日・祝日　　午前 9 時から午後 6 時まで 
※年末年始を除く

③　創作的活動 
芸術・運動・昼食会などのプログラムを原則として週 1 回実施します。利用には
登録が必要です。
※日程など、詳しくはポケット中央にお問い合わせください。

④　精神障害者デイケア
スポーツ、創作活動、料理や外出など。仲間と楽しみながら日常生活の体験を広げ、
社会復帰の促進を図ります。

（実施日時）毎週水曜日（祝日・年末年始はお休み）午前 9 時 30 分から正午まで
※毎回、グループワーカーとセンター職員が一緒に参加します。見学を

希望される方は、事前にご連絡ください。
（対象）区内在住で精神疾患があり、「生活のしづらさ」を抱えた方（主に慢性期の

精神障害のある方）
⑤　特定相談支援

障害福祉サービスなどを利用しようとする障害のある方に対して、地域で自立した
日常生活または社会生活を営むことができるよう、情報提供や各機関との連絡調整
などの相談支援を行っています。

●費 用 無料
※ただし、参加プログラムで必要な材料費などは実費負担です。

区内在住の精神障害のある方が、地域で自立した生活を送ることができるよう、日中の
居場所の提供、創作的活動の実施、相談などの支援を行っています。

せいしんしょうがいくないざいじゅう かた ち い き じ り つ せいかつ おく にっちゅう

い ば し ょ ていきょう そうさくてきかつどう じ っ し そうだん し え ん おこな

か い し ょ び

い ば し ょ

かいせつじかん

そうだんじぎょう

り よ う じ か ん

そうさくてきかつどう

せいしんしょうがいしゃ

じ っ し に ち じ

たいしょう

とくていそうだんしえん 

ひ よ う

障害者地域活動支援センター「ポケット中央」
電話（3541）1021　FAX（3541）1022

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 障害者地域活動支援センター「ポケット中央」
し ょ う が い し ゃ ち い き か つ ど う し え ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちゅうおう

福祉センター管理係・支援係
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

問合わせ問合わせ
と い あ  

し せ つ ていきょう

う ん こ う び

ないしょく

つ　　そうげいしゃりょう　 うんこう

たいしょう

⑦　特定相談支援
とくていそうだんしえん

障害福祉サービスなどを利用しようとする障害のある方に対して、地域で自立
した日常生活または社会生活を営むことができるよう、情報提供や各機関との連
絡調整などの相談支援を行っています。
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⑧　施設の提供
障害のある方やその関係者の学習・活動・交流の場として、会議室、団体・ボランティ
ア室などの施設を提供しています。また、家庭または公衆浴場での入浴が困難な障
害のある方に、家族などの介助で入浴できる浴室を提供しています。

室名 定員 利用できる人（団体）
利用時間

月～土曜日 日曜日
第一会議室 20 名 １　区内在住の障害のある方および

その保護者
２　区内の障害者団体
３　障害のある方に係る区内のボラ

ンティア団体

午前 9 時～
正午

午後 1 時～
午後 5 時

午後 6 時～
午後 9 時

午前 9 時～
正午

午後 1 時～
午後 5 時

第二会議室 30 名

録音室 ―

団体・ボラ
ンティア室 15 名

１　区内の障害者団体
２　障害のある方に係る区内のボラ

ンティア団体

浴　室 ―

区内在住の障害がある方で家族など
の介助で入浴できる方（１人週１回）
次の要件が必要です。
１　常時の医療的介護を必要としな

い方
２　家庭または公衆浴場での入浴が

困難な方
３　感染のおそれのある病気にか

かっていない方
４　医師の診断により入浴を禁止さ

れていない方
５　介護保険により入浴サービスを

受けていない方

１　午前 9 時 30 分～
　　午前 10 時 30 分
２　午前 11 時～正午
３　午後１時～午後２時
４　午後２時 30 分～
　　午後３時 30 分

⑨　リフト付き送迎車両の運行
福祉センターで行う生活介護などに通所する方のために、リフト付きバスおよびリ
フト付きワゴン車を運行しています。

（運行日）月曜日～金曜日（休館日を除く）

⑩　内職のあっせん
家庭外で就業することが困難な方に、適正な工賃で、自宅で行うことのできる仕事
（内職）のあっせんを行っています。仕事の内容は、装飾用小物製作、日用雑貨品
　　の袋入れ、シール貼りなど様々です。

（対象）区内在住の方

（開所日）週 5 日運営します。（火曜日・金曜日と年末年始は休み） 
　　　　 施設の管理上、臨時で休みとなる場合もあります。 
①　居場所

精神障害などのある方が自分のペースで過ごせる居場所としてくつろいでいただ
けます。利用には登録（契約）が必要です。

（開設時間）月曜日・水曜日・木曜日
午前 9 時から午後 7 時まで（午前 9 時から正午までは予約制）
土曜日・日曜日・祝日
午前 9 時から午後 6 時まで（午前 9 時から正午までは予約制）
※年末年始を除く

②　相談事業
区内在住の精神障害などのある方とその家族からの相談を受け、必要な情報提供や
助言を行います。電話と面接による相談を行いますが、面接は事前に予約が必要で
す。

（利用時間）月曜日・水曜日・木曜日　午前 9 時から午後 7 時まで 
土曜日・日曜日・祝日　　午前 9 時から午後 6 時まで 
※年末年始を除く

③　創作的活動 
芸術・運動・昼食会などのプログラムを原則として週 1 回実施します。利用には
登録が必要です。
※日程など、詳しくはポケット中央にお問い合わせください。

④　精神障害者デイケア
スポーツ、創作活動、料理や外出など。仲間と楽しみながら日常生活の体験を広げ、
社会復帰の促進を図ります。

（実施日時）毎週水曜日（祝日・年末年始はお休み）午前 9 時 30 分から正午まで
※毎回、グループワーカーとセンター職員が一緒に参加します。見学を

希望される方は、事前にご連絡ください。
（対象）区内在住で精神疾患があり、「生活のしづらさ」を抱えた方（主に慢性期の

精神障害のある方）
⑤　特定相談支援

障害福祉サービスなどを利用しようとする障害のある方に対して、地域で自立した
日常生活または社会生活を営むことができるよう、情報提供や各機関との連絡調整
などの相談支援を行っています。

●費 用 無料
※ただし、参加プログラムで必要な材料費などは実費負担です。

区内在住の精神障害のある方が、地域で自立した生活を送ることができるよう、日中の
居場所の提供、創作的活動の実施、相談などの支援を行っています。
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せいしんしょうがいしゃ

じ っ し に ち じ

たいしょう

とくていそうだんしえん 

ひ よ う

障害者地域活動支援センター「ポケット中央」
電話（3541）1021　FAX（3541）1022

問合わせ問合わせ
と い あ  

（２） 障害者地域活動支援センター「ポケット中央」
し ょ う が い し ゃ ち い き か つ ど う し え ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちゅうおう

福祉センター管理係・支援係
電話（3545）9311　FAX（3544）0888

問合わせ問合わせ
と い あ  

し せ つ ていきょう

う ん こ う び

ないしょく

つ　　そうげいしゃりょう　 うんこう

たいしょう

⑦　特定相談支援
とくていそうだんしえん

障害福祉サービスなどを利用しようとする障害のある方に対して、地域で自立
した日常生活または社会生活を営むことができるよう、情報提供や各機関との連
絡調整などの相談支援を行っています。
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詳しくは、108・109ページをご覧ください。

①　こどもの発達相談
子どもの発達に関するさまざまな相談を受け、必要な検査・評価を行い、その成長
過程に合わせ、適切な支援・療育（心理面接、理学・作業・言語療法など）を行っ
ています。

（対象）区内在住の０歳から 18 歳までの方
　　　（新規相談は、原則として就学前まで）
②　児童発達支援（幼児室）

発達に遅れやかたよりのある児童に対し、小グループでの遊びや課題を通して、基
本的生活習慣、運動機能や人との関わる力を育てます。幼稚園や保育園という大き
な集団でも、意欲や自信をもって適応できるよう支援します。

（対象）区内在住の児童発達支援の支給決定を受けた児童
③　放課後等デイサービス

小学生から高校生までの医療的ケアが必要でない障害のある児童・生徒に対し、放
課後や夏休みなどに居場所づくりの支援を行っています。

（対象）区内在住の小学生から高校生までの児童・生徒で放課後等デイサービスの支
給決定を受けた児童

④　保育所等訪問支援
相談員が保育所、幼稚園、認定こども園、小学校、特別支援学校などを訪問し、児
童が集団生活に適応することができるよう職員に対し専門的な支援を行っていま
す。

（対象）区内在住の18 歳未満の方で保育所等訪問支援の給付決定を受けた児童・生徒
⑤　障害児相談支援

障害児通所支援を利用する児童・生徒または保護者に対し、地域で自立した日常生
活または社会生活を営むことができるよう、情報提供や各機関との連絡調整の相談
支援を行っています。

（対象）区内在住の 18 歳までの障害のある方
⑥　「中央区育ちのサポートシステム」の推進

子ども発達支援センター ゆりのきは、発達障害のあるなしにかかわらず、子どもの発
達や育ちの相談ができ、必要な支援につなげるとともに、適切な療育を実施する拠点
として、こどもの発達相談ならびに児童福祉法に定める児童発達支援、放課後等デイ
サービス、保育所等訪問支援および障害児相談支援を実施しています。また、「中央
区育ちのサポートシステム」の推進などを行うことにより、子どもと保護者の福祉の
増進を図っています。

⑦　送迎ワゴン車の運行
車いす乗車用スロープ付きの送迎ワゴン車を運行しています。

（対象）子ども発達支援センターで児童発達支援および放課後等デイサービスを利用
している児童・生徒とその保護者

●内 容 知的障害のある方を対象に、地域の中で自立した生活ができるよう居住の
場を提供するとともに、日常生活における指導や活動を通して、利用者の
個々に合わせた自立を支援するため、入所事業や通所事業を行っています。
①施設入所
　・定員　30 名
　・入所資格

18歳以上の障害のある方で障害福祉サービス受給者証の交付を受けた
方（原則区分４以上。50 歳以上は区分３以上）

　・入所方法
施設の定員に空きが生じた場合は、入所待機順位の上位の方から入所
となります。入所待機順位は、年１回入所調整会議を開催し、新規の
申し込みも含めて見直しを行います。

②短期入所（緊急一時保護・自立生活体験）
　・定員　６名
　・入所資格

知的障害のある方、身体障害のある方などおよび障害児（小学生から
18 歳未満）で、障害福祉サービス受給者証の交付を受けた方

　・利用申込
次に掲げる区分に応じ、施設に直接電話で申し込みます。
区民の方　利用する日の属する月の２カ月前の１日から

そうげい しゃ うんこう

たいしょう

しせつにゅうしょ

たんきにゅうしょ きんきゅういちじほご じりつせいかつたいけん

（４） 子ども発達支援センター ゆりのき
こ         　 は っ た つ し え ん

（３） 福祉センターふれあい作業所
ふ く し 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  さ ぎ ょ う し ょ

｢育ちに支援を必要とする子ども」に対して、必要な支援につなげ適切な療
育を行うとともに、ライフステージに応じた切れ目のない一貫した支援を
行うための体制（中央区育ちのサポートシステム）づくりを推進しています。

（５） レインボーハウス明石（知的障害者生活支援施設）
あ か し 　     ち て き し ょ う が い し ゃ せ い か つ し え ん し せ つ

こ　             はったつしえん　                                                            はったつしょうがい　                                                                      こ                 　はっ

たつ　   そだ          　そうだん                      　ひつよう　     しえん　                                                            てきせつ　  りょういく   　じっし　            きょてん

はったつそうだん　                          じどうふくしほう　      さだ　             じどうはったつしえん          　ほうかごとう

ほいくじょとうほうもんしえん　                     しょうがいじそうだんしえん　      じっし                                                          　ちゅうおう

くそだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしん　　　　　　おこな　　　　　　　　　　　　　　 こ　　　　　　　　ほごしゃ　　 　ふくし

ぞうしん　   はか

らん

はったつそうだん

たいしょう

じどうはったつしえん よ う じ し つ

たいしょう

ほ う か ご と う

たいしょう

ほいくしょとうほうもんしえん

たいしょう

しょうがいじそうだんしえん

たいしょう

ちゅうおうくそだ すいしん

子ども発達支援センター　発達支援係
電話（3545）9844　FAX（3545）9660

問合わせ問合わせ
と い あ  

な い よ う ちてきしょうがい　              かた  　たいしょう         　ちいき　    なか     　じりつ          　せいかつ                               　きょじゅう

ば　   ていきょう　                                    にちじょうせいかつ　                     しどう    　かつどう   　とお　                 りようしゃ

こ  こ　      あ　                 じりつ　      しえん　                          にゅうしょじぎょう 　つうしょじぎょう　 おこな

区民以外の方　利用する日から起算して 14 日前から
※特段の事情のある区民の方は３カ月前から申し込みができる場合があ

ります。
　・原則１回７日以内で、年 90 日を上限とする。
③通所事業
　行っている事業は以下のとおりです。
　・生活介護（施設入所者）
　・就労移行支援
　・就労継続支援 A 型
　・就労継続支援 B 型
　・日中一時支援

げんそく かい にち い な い ねん にち じょうげん

つうしょじぎょう

●費 用 ①施設入所
　原則１割負担。ただし、世帯の所得状況に応じて、月額上限負
　担額が設定されます。

ひ よ う し せ つにゅうしょ
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詳しくは、108・109ページをご覧ください。

①　こどもの発達相談
子どもの発達に関するさまざまな相談を受け、必要な検査・評価を行い、その成長
過程に合わせ、適切な支援・療育（心理面接、理学・作業・言語療法など）を行っ
ています。

（対象）区内在住の０歳から 18 歳までの方
　　　（新規相談は、原則として就学前まで）
②　児童発達支援（幼児室）

発達に遅れやかたよりのある児童に対し、小グループでの遊びや課題を通して、基
本的生活習慣、運動機能や人との関わる力を育てます。幼稚園や保育園という大き
な集団でも、意欲や自信をもって適応できるよう支援します。

（対象）区内在住の児童発達支援の支給決定を受けた児童
③　放課後等デイサービス

小学生から高校生までの医療的ケアが必要でない障害のある児童・生徒に対し、放
課後や夏休みなどに居場所づくりの支援を行っています。

（対象）区内在住の小学生から高校生までの児童・生徒で放課後等デイサービスの支
給決定を受けた児童

④　保育所等訪問支援
相談員が保育所、幼稚園、認定こども園、小学校、特別支援学校などを訪問し、児
童が集団生活に適応することができるよう職員に対し専門的な支援を行っていま
す。

（対象）区内在住の18 歳未満の方で保育所等訪問支援の給付決定を受けた児童・生徒
⑤　障害児相談支援

障害児通所支援を利用する児童・生徒または保護者に対し、地域で自立した日常生
活または社会生活を営むことができるよう、情報提供や各機関との連絡調整の相談
支援を行っています。

（対象）区内在住の 18 歳までの障害のある方
⑥　「中央区育ちのサポートシステム」の推進

子ども発達支援センター ゆりのきは、発達障害のあるなしにかかわらず、子どもの発
達や育ちの相談ができ、必要な支援につなげるとともに、適切な療育を実施する拠点
として、こどもの発達相談ならびに児童福祉法に定める児童発達支援、放課後等デイ
サービス、保育所等訪問支援および障害児相談支援を実施しています。また、「中央
区育ちのサポートシステム」の推進などを行うことにより、子どもと保護者の福祉の
増進を図っています。

⑦　送迎ワゴン車の運行
車いす乗車用スロープ付きの送迎ワゴン車を運行しています。

（対象）子ども発達支援センターで児童発達支援および放課後等デイサービスを利用
している児童・生徒とその保護者

●内 容 知的障害のある方を対象に、地域の中で自立した生活ができるよう居住の
場を提供するとともに、日常生活における指導や活動を通して、利用者の
個々に合わせた自立を支援するため、入所事業や通所事業を行っています。
①施設入所
　・定員　30 名
　・入所資格

18歳以上の障害のある方で障害福祉サービス受給者証の交付を受けた
方（原則区分４以上。50 歳以上は区分３以上）

　・入所方法
施設の定員に空きが生じた場合は、入所待機順位の上位の方から入所
となります。入所待機順位は、年１回入所調整会議を開催し、新規の
申し込みも含めて見直しを行います。

②短期入所（緊急一時保護・自立生活体験）
　・定員　６名
　・入所資格

知的障害のある方、身体障害のある方などおよび障害児（小学生から
18 歳未満）で、障害福祉サービス受給者証の交付を受けた方

　・利用申込
次に掲げる区分に応じ、施設に直接電話で申し込みます。
区民の方　利用する日の属する月の２カ月前の１日から

そうげい しゃ うんこう

たいしょう

しせつにゅうしょ

たんきにゅうしょ きんきゅういちじほご じりつせいかつたいけん

（４） 子ども発達支援センター ゆりのき
こ         　 は っ た つ し え ん

（３） 福祉センターふれあい作業所
ふ く し 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  さ ぎ ょ う し ょ

｢育ちに支援を必要とする子ども」に対して、必要な支援につなげ適切な療
育を行うとともに、ライフステージに応じた切れ目のない一貫した支援を
行うための体制（中央区育ちのサポートシステム）づくりを推進しています。

（５） レインボーハウス明石（知的障害者生活支援施設）
あ か し 　     ち て き し ょ う が い し ゃ せ い か つ し え ん し せ つ

こ　             はったつしえん　                                                            はったつしょうがい　                                                                      こ                 　はっ

たつ　   そだ          　そうだん                      　ひつよう　     しえん　                                                            てきせつ　  りょういく   　じっし　            きょてん

はったつそうだん　                          じどうふくしほう　      さだ　             じどうはったつしえん          　ほうかごとう

ほいくじょとうほうもんしえん　                     しょうがいじそうだんしえん　      じっし                                                          　ちゅうおう

くそだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしん　　　　　　おこな　　　　　　　　　　　　　　 こ　　　　　　　　ほごしゃ　　 　ふくし

ぞうしん　   はか

らん

はったつそうだん

たいしょう

じどうはったつしえん よ う じ し つ

たいしょう

ほ う か ご と う

たいしょう

ほいくしょとうほうもんしえん

たいしょう

しょうがいじそうだんしえん

たいしょう

ちゅうおうくそだ すいしん

子ども発達支援センター　発達支援係
電話（3545）9844　FAX（3545）9660

問合わせ問合わせ
と い あ  

な い よ う ちてきしょうがい　              かた  　たいしょう         　ちいき　    なか     　じりつ          　せいかつ                               　きょじゅう

ば　   ていきょう　                                    にちじょうせいかつ　                     しどう    　かつどう   　とお　                 りようしゃ

こ  こ　      あ　                 じりつ　      しえん　                          にゅうしょじぎょう 　つうしょじぎょう　 おこな

区民以外の方　利用する日から起算して 14 日前から
※特段の事情のある区民の方は３カ月前から申し込みができる場合があ

ります。
　・原則１回７日以内で、年 90 日を上限とする。
③通所事業
　行っている事業は以下のとおりです。
　・生活介護（施設入所者）
　・就労移行支援
　・就労継続支援 A 型
　・就労継続支援 B 型
　・日中一時支援

げんそく かい にち い な い ねん にち じょうげん

つうしょじぎょう

●費 用 ①施設入所
　原則１割負担。ただし、世帯の所得状況に応じて、月額上限負
　担額が設定されます。

ひ よ う し せ つにゅうしょ
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②短期入所・③通所事業（日中一時支援）
　原則１割負担。ただし、世帯の所得状況に応じて、月額上限負担額が設

定されます。
　その他、食費相当分および光熱水費の自己負担があります。

詳しくは、108ページをご覧ください。

●内 容 区内83カ所の公衆便所のうち、74カ所に高齢者や障害のある方、乳幼児
などの子ども連れの方などが円滑に利用できる「バリアフリートイレ」を
設置しています。

た ん き にゅうしょ　　　 つうしょじぎょう　　にっちゅういちじし え ん

くわ らん

な い よ う くない             　しょ 　こうしゅうべんじょ　                                   しょ    　これいしゃ   　しょうがい              　かた   　にゅうようじ

こ　             づ         　かた　                えんかつ    　りよう

せっち
障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322
レインボーハウス明石
　〒104-0044　明石町 1-6　５階
　電話（6226）1099　FAX（3546）9082

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） バリアフリートイレの設置してある公衆便所
せ っ ち 　 　 　 　 　 　 　 　 こうしゅうべんじょ

（６） 中央区社会福祉協議会　中央区障害者就労支援センター
ち ゅ う お う く し ゃ か い ふ く し き ょ う ぎ か い 　   ちゅうおうくしょうがいしゃしゅうろうしえん

●内 容 

●対 象 愛の手帳３度、４度程度（軽度）の知的障害のある方で、障害福祉サービ
ス受給者証の交付を受けた方

●費 用 ①家賃等　48,000 円
※入居者の所得により、家賃補助制度があります。
②水道光熱費　3,600 円

就労している知的障害のある方に対し、地域での自立を助けるため、生活
の場を提供して日常生活に必要な介護や援助を行います（定員６名）。

な い よ う しゅうろう ちてきしょうがい たいかた ち い き じ り つ たす せいかつ

ば ていきょう にちじょうせいかつ ひつよう か い ご えんじょ おこな ていいん めい

た い し ょ う

ひ よ う

障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322
フレンドハウス京橋
　〒104-0031　京橋 2-6-7
　電話・FAX（3561）6327

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） フレンドハウス京橋（知的障害者グループホーム）
き ょ う ば し 　 ち て き し ょ う が い し ゃ
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②短期入所・③通所事業（日中一時支援）
　原則１割負担。ただし、世帯の所得状況に応じて、月額上限負担額が設

定されます。
　その他、食費相当分および光熱水費の自己負担があります。

詳しくは、108ページをご覧ください。

●内 容 区内83カ所の公衆便所のうち、74カ所に高齢者や障害のある方、乳幼児
などの子ども連れの方などが円滑に利用できる「バリアフリートイレ」を
設置しています。

た ん き にゅうしょ　　　 つうしょじぎょう　　にっちゅういちじし え ん

くわ らん

な い よ う くない             　しょ 　こうしゅうべんじょ　                                   しょ    　これいしゃ   　しょうがい              　かた   　にゅうようじ

こ　             づ         　かた　                えんかつ    　りよう

せっち
障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322
レインボーハウス明石
　〒104-0044　明石町 1-6　５階
　電話（6226）1099　FAX（3546）9082

問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） バリアフリートイレの設置してある公衆便所
せ っ ち 　 　 　 　 　 　 　 　 こうしゅうべんじょ

（６） 中央区社会福祉協議会　中央区障害者就労支援センター
ち ゅ う お う く し ゃ か い ふ く し き ょ う ぎ か い 　   ちゅうおうくしょうがいしゃしゅうろうしえん

●内 容 

●対 象 愛の手帳３度、４度程度（軽度）の知的障害のある方で、障害福祉サービ
ス受給者証の交付を受けた方

●費 用 ①家賃等　48,000 円
※入居者の所得により、家賃補助制度があります。
②水道光熱費　3,600 円

就労している知的障害のある方に対し、地域での自立を助けるため、生活
の場を提供して日常生活に必要な介護や援助を行います（定員６名）。

な い よ う しゅうろう ちてきしょうがい たいかた ち い き じ り つ たす せいかつ

ば ていきょう にちじょうせいかつ ひつよう か い ご えんじょ おこな ていいん めい

た い し ょ う

ひ よ う

障害者福祉課　相談支援係
　電話（3546）6032　FAX（3248）1322
フレンドハウス京橋
　〒104-0031　京橋 2-6-7
　電話・FAX（3561）6327

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） フレンドハウス京橋（知的障害者グループホーム）
き ょ う ば し 　 ち て き し ょ う が い し ゃ
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( 令和５年４月１日現在）

名　称 所在地 オストメイト対応

1 新京橋際公衆便所 京橋 3 － 11 － 8 〇

2 京橋際公衆便所 銀座 1 － 2 － 4

3 水谷橋公園内公衆便所 銀座 1 － 12 － 6 〇

4 元豊玉橋際公衆便所 銀座 2 － 9 － 10 〇

5 亀井橋際公衆便所 銀座 2 － 16 － 8 先

6 数寄屋橋公園内公衆便所 銀座 5 － 1 － 1

7 元木挽橋公衆便所 銀座 6 － 13 － 2

8 出雲橋際公衆便所 銀座 7 － 12 － 9 〇

9 元八通八橋際公衆便所 銀座 8 － 11 － 8 先 〇

10 桜川公園内公衆便所 入船 1 － 1 － 1

11 鉄砲洲児童公園内公衆便所 湊 1 － 5 － 1

12 佃大橋西詰公衆便所 明石町 6 － 9 先 〇

13 築地川公園内公衆便所 明石町 10 － 2 〇

14 築地二丁目公衆便所 築地 2 － 13 － 7

15 市場橋公園内公衆便所 築地 4 － 15 － 2 〇

16 中央市場脇公衆便所 築地 5 － 2 － 1 〇

17 門跡橋東公衆便所 築地 6 － 1 － 11 〇

18 はとば公園内公衆便所 築地 6 － 19 － 24

19 元備前橋際公衆便所 築地 7 － 5 － 16 〇

20 元南明橋際公衆便所 築地 7 － 19 － 1

21 あかつき公園内西側公衆便所 築地 7 － 19 － 2 〇

22 久安橋際公衆便所 八丁堀 2 － 1 － 1 〇

23 湊橋際公衆便所 新川 1 － 1 － 1 〇

24 霊岸橋際公衆便所 新川 1 － 3 － 1 〇
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水とみどりの課　道路緑化施設係
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名　称 所在地 オストメイト対応

25 越前堀児童公園内公衆便所 新川 1 － 12 － 1 〇

26 東新川橋際公衆便所 新川 1 － 25 － 9

27 新川公園内公衆便所 新川 1 － 31 － 1

28 亀島橋際公衆便所 新川 2 － 9 － 1

29 高橋際公衆便所 新川 2 － 9 － 13

30 常盤公園内公衆便所 日本橋本石町 4 － 4 － 3 〇

31 江戸桜通り地下公衆便所 日本橋室町 1 － 5 － 7 〇

32 日本橋際公衆便所 日本橋室町 1 － 8 － 1 先 〇

33 江戸橋際公衆便所 日本橋本町 1 － 10 － 1 先

34 堀留児童公園内公衆便所 日本橋堀留町 1 － 1 － 16 〇

35 十思公園内公衆便所 日本橋小伝馬町 5 － 2

36 小網町二丁目公衆便所 日本橋小網町 9 － 1 先

37 蛎殻町公園内公衆便所 日本橋蛎殻町 2 － 10 － 6 〇

38 箱崎川第二公園内公衆便所 日本橋箱崎町 3 － 1 〇

39 箱崎公園内公衆便所 日本橋箱崎町 18 － 18

40 豊海橋際公衆便所 日本橋箱崎町 19 ー 1 〇

41 隅田川大橋際公衆便所 日本橋箱崎町 19 － 35 先

42 箱崎町公衆便所 日本橋箱崎町 22 － 7

43 左衛門橋際公衆便所 日本橋馬喰町 2 － 7 － 17 〇

44 千代田公園内公衆便所 東日本橋 1 ー 10 ー 2 〇

45 久松児童公園内公衆便所 日本橋久松町 1 ー 1 〇

46 浜町緑道内公衆便所 日本橋人形町 2 ー 36 ー 12 〇

47 浜町公園内西側公衆便所 日本橋浜町 2 ー 59 ー 1

48 浜町公園内南側公衆便所 日本橋浜町 2 ー 59 ー 1

49 菖蒲橋際公衆便所 日本橋浜町 3 ー 17 ー 9

50 あやめ第一公園内公衆便所 日本橋中洲 14 ー 1

51 西河岸橋際公衆便所 八重洲 1 ー 1 ー 1 先 〇

52 海運橋際公衆便所 日本橋 1 ー 21 ー 7 先
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名　称 所在地 オストメイト対応

53 茅場橋際公衆便所 日本橋茅場町 1 ー 14 ー 15

54 新亀島橋際公衆便所 日本橋茅場町 2 ー 17 ー 1

55 坂本町公園内公衆便所 日本橋兜町 15 ー 2 〇

56 新場橋際公衆便所 日本橋兜町 18 ー 1

57 佃大橋東公衆便所 佃 1 － 8 － 10 先 〇

58 佃小橋際公衆便所 佃 1 － 10 － 11

59 佃公園内公衆便所 佃 1 － 11 － 4 〇

60 石川島公園内公衆便所 佃 2 － 1 － 5

61 相生橋際公衆便所 佃 2 － 2 － 1

62 佃三丁目公園内公衆便所 佃 3 － 12 〇

63 元新月橋際公衆便所 月島 1 － 2 － 9 〇

64 月島三丁目児童遊園内公衆便所 月島 3 － 1 － 1 先 〇

65 西仲橋際公衆便所 月島 3 － 31 － 1 〇

66 月島第一児童公園内公衆便所 月島 4 － 2 － 1

67 月島第二児童公園内公衆便所 勝どき 1 － 9 － 8 〇

68 勝どき見晴らし公園内公衆便所 勝どき 5 － 7 先 〇

69 豊海児童公園内公衆便所 勝どき 6 － 6 － 6

70 豊海運動公園内公衆便所 豊海町 3 － 19 〇

71 新月島公園内公衆便所 晴海 1 － 3 － 29 〇

72 晴海第一公園内公衆便所 晴海 1 － 7 － 3

73 晴海臨海公園内公衆便所 晴海 2 － 4 － 27 〇

74 黎明橋公園内公衆便所 晴海 3 － 1 － 6 〇
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日中活動系・就労支援・授産施設一覧 （令和 5年 4月 1日現在）
にっちゅうかつどうけい しゅうろうしえん じゅさんしせついちらん
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地域 施設名・事業所名 所在地 運営者
（本社名称） 施設区分 提供サービス 利用定員 電話番号 FAX番号

京
橋
地
域

中央区立知的障害者生活支援施設 
「レインボーハウス明石」

明石町 1 － 6  
1 階・5 階

中央区 
指定管理者：社会福祉法人東京
都手をつなぐ育成会

入所・日中活動系サー
ビス等

施設入所（知的障害者対象）、
短期入所、就労移行支援、就労
継続支援 A 型・B 型、生活介護、
日中一時支援
※１階は喫茶アラジン（パン・
ケーキ販売、喫茶・食事提供施
設）

施設入所：30 名
短期入所：6 名
生活介護：30 名
就労継続支援 A 型：
10 名
就労継続支援 B 型：
20 名
就労移行支援：6 名
日中一時支援：4 名

(6226)1099 (3546)9082

中央区立福祉センター 明石町 12 － 1 
中央区保健所等複合施設内 中央区 日中活動系サービス

等

障害福祉に関する相談（基幹相
談支援センターを含む）、高次
脳機能障害者支援事業、生活介
護、就労継続支援 B 型、地域活
動支援センター（身体障害者対
象）、各種講座の開催、会議室
などの施設提供

生活介護：40 名
就労継続支援 B 型：
20 名

(3545)9311 (3544)0888

障害者地域活動支援センター 
「ポケット中央」

明石町 12 － 1 
中央区立福祉センター 5 階 
※入口は保健所側

中央区 
委託：NPO 法人つつじ

日中活動系サービス
等

地域活動支援センター（精神障
害者対象）、相談事業、精神障
害者デイケア

(3541)1021 (3541)1022

アリストランプ
築地 3 － 12 － 11 
ナカシゲビル 4 階 
※レストランは築地 3 － 10 － 10

株式会社 Smile 日中活動系サービス
等 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

20 名 (6264)1458 (6740)7820

アイビー 新富 1 － 15 － 4 
アルファ新富ビル 3 階 一般社団法人アイビー 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

20 名 (6262)8882 (6262)8865

日
本
橋
地
域

さわやかワーク中央 東日本橋 2 － 27 － 12 
両国郵便局合同建物 4 階

社会福祉法人 
中央区社会福祉協議会 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

20 名 (3865)3661 (3865)3662

クローバーズ・ピア日本橋 日本橋浜町 2 － 44 － 4 
村上第 17 ビル 2 階・3 階 社会福祉法人信和会 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

40 名 (6661)2835 (6661)2535

３D ＆ MUSICJAM 日本橋大伝馬町 11 － 8　HAT ビル 5 階 株式会社ゴービヨンド 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：
20 名 (6264)8883 045(330)4226

ナチュラルプランツ・サポート 日本橋大伝馬町 17 － 1 
城野ビルⅡ 3 階

株式会社 
ナチュラルプランツ・サポート 日中活動系サービス 就労継続支援Ａ型 就労継続支援 A 型：

15 名 (6825)3131 (6825)3132

コンフィデンス日本橋 日本橋室町 1 － 5 － 15 
昇賢ビル 4 階

一般社団法人 
障害者就労支援協会 日中活動系サービス 就労移行支援

就労定着支援 就労移行支援：20 名 (6225)2505 (6225)2506

エヌフィット 
キャリアカレッジ日本橋

日本橋人形町 3 － 3 － 10 
日本橋 TEC ビル 3 階・4 階・5 階 NPO 法人エヌフィット 日中活動系サービス 就労移行支援、自立（生活）訓練、

就労定着支援

就労移行支援：10 名
自立（生活）訓練：
10 名

(6231)0776 (6231)1138

リワークセンター日本橋 日本橋 1 － 2 － 10　一東洋ビル 7 階 株式会社 Rodina 日中活動系サービス 自立（生活）訓練 自立（生活）訓練：
20 名 (3548)0017 (3548)0018

中央区障害者就労支援センター 東日本橋 2 － 27 － 12 
両国郵便局合同建物 5 階

中央区 
委託：社会福祉法人中央区社会
福祉協議会

就労支援 就労・生活に関する支援や相談、
企業に対する雇用の促進等 (3865)3889 (3865)3662

月
島
地
域

リバーサイドつつじ 佃 2 － 17 － 8 
佃区民館 2 階 NPO 法人つつじ 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

20 名 (6673)8081 (3533)4521

中央区立福祉センター 
ふれあい作業所

晴海 1 － 4 － 1 
月島第三小学校等複合施設地下 1 階

中央区 
委託：公益社団法人中央区シル
バー人材センター

授産施設 (3532)1577 (3532)1568
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にっちゅうかつどうけい しゅうろうしえん じゅさんしせついちらん

11
施
設

し
せ
つ

11

施
設

し
せ
つ

地域 施設名・事業所名 所在地 運営者
（本社名称） 施設区分 提供サービス 利用定員 電話番号 FAX番号

京
橋
地
域

中央区立知的障害者生活支援施設 
「レインボーハウス明石」

明石町 1 － 6  
1 階・5 階

中央区 
指定管理者：社会福祉法人東京
都手をつなぐ育成会

入所・日中活動系サー
ビス等

施設入所（知的障害者対象）、
短期入所、就労移行支援、就労
継続支援 A 型・B 型、生活介護、
日中一時支援
※１階は喫茶アラジン（パン・
ケーキ販売、喫茶・食事提供施
設）

施設入所：30 名
短期入所：6 名
生活介護：30 名
就労継続支援 A 型：
10 名
就労継続支援 B 型：
20 名
就労移行支援：6 名
日中一時支援：4 名

(6226)1099 (3546)9082

中央区立福祉センター 明石町 12 － 1 
中央区保健所等複合施設内 中央区 日中活動系サービス

等

障害福祉に関する相談（基幹相
談支援センターを含む）、高次
脳機能障害者支援事業、生活介
護、就労継続支援 B 型、地域活
動支援センター（身体障害者対
象）、各種講座の開催、会議室
などの施設提供

生活介護：40 名
就労継続支援 B 型：
20 名

(3545)9311 (3544)0888

障害者地域活動支援センター 
「ポケット中央」

明石町 12 － 1 
中央区立福祉センター 5 階 
※入口は保健所側

中央区 
委託：NPO 法人つつじ

日中活動系サービス
等

地域活動支援センター（精神障
害者対象）、相談事業、精神障
害者デイケア

(3541)1021 (3541)1022

アリストランプ
築地 3 － 12 － 11 
ナカシゲビル 4 階 
※レストランは築地 3 － 10 － 10

株式会社 Smile 日中活動系サービス
等 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

20 名 (6264)1458 (6740)7820

アイビー 新富 1 － 15 － 4 
アルファ新富ビル 3 階 一般社団法人アイビー 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

20 名 (6262)8882 (6262)8865

日
本
橋
地
域

さわやかワーク中央 東日本橋 2 － 27 － 12 
両国郵便局合同建物 4 階

社会福祉法人 
中央区社会福祉協議会 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

20 名 (3865)3661 (3865)3662

クローバーズ・ピア日本橋 日本橋浜町 2 － 44 － 4 
村上第 17 ビル 2 階・3 階 社会福祉法人信和会 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

40 名 (6661)2835 (6661)2535

３D ＆ MUSICJAM 日本橋大伝馬町 11 － 8　HAT ビル 5 階 株式会社ゴービヨンド 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：
20 名 (6264)8883 045(330)4226

ナチュラルプランツ・サポート 日本橋大伝馬町 17 － 1 
城野ビルⅡ 3 階

株式会社 
ナチュラルプランツ・サポート 日中活動系サービス 就労継続支援Ａ型 就労継続支援 A 型：

15 名 (6825)3131 (6825)3132

コンフィデンス日本橋 日本橋室町 1 － 5 － 15 
昇賢ビル 4 階

一般社団法人 
障害者就労支援協会 日中活動系サービス 就労移行支援

就労定着支援 就労移行支援：20 名 (6225)2505 (6225)2506

エヌフィット 
キャリアカレッジ日本橋

日本橋人形町 3 － 3 － 10 
日本橋 TEC ビル 3 階・4 階・5 階 NPO 法人エヌフィット 日中活動系サービス 就労移行支援、自立（生活）訓練、

就労定着支援

就労移行支援：10 名
自立（生活）訓練：
10 名

(6231)0776 (6231)1138

リワークセンター日本橋 日本橋 1 － 2 － 10　一東洋ビル 7 階 株式会社 Rodina 日中活動系サービス 自立（生活）訓練 自立（生活）訓練：
20 名 (3548)0017 (3548)0018

中央区障害者就労支援センター 東日本橋 2 － 27 － 12 
両国郵便局合同建物 5 階

中央区 
委託：社会福祉法人中央区社会
福祉協議会

就労支援 就労・生活に関する支援や相談、
企業に対する雇用の促進等 (3865)3889 (3865)3662

月
島
地
域

リバーサイドつつじ 佃 2 － 17 － 8 
佃区民館 2 階 NPO 法人つつじ 日中活動系サービス 就労継続支援Ｂ型 就労継続支援 B 型：

20 名 (6673)8081 (3533)4521

中央区立福祉センター 
ふれあい作業所

晴海 1 － 4 － 1 
月島第三小学校等複合施設地下 1 階

中央区 
委託：公益社団法人中央区シル
バー人材センター

授産施設 (3532)1577 (3532)1568
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地域 施設名・事業所名 所在地 運営者
（本社名称） 提供サービス 利用定員 電話番号 FAX番号

京
橋
地
域

中央区立子ども発達支援センター 
ゆりのき

明石町 12 － 1 
中央区保健所等複合施設内

中央区 児童発達支援 26 名 (3545)9844 (3545)9660
中央区 
委託：社会福祉法人東京都手を
つなぐ育成会

放課後等デイサービス 20 名 (6278)8642 (6278)8643

中央区 
委託：社会福祉法人山鳥の会 保育所等訪問支援 (6260)6464 (6260)6466

ゆうゆうらいふアカデミー中央 新川 2 － 18 － 5　ＡＳビル 2 階 株式会社ゆうゆうらいふ 児童発達支援 
放課後等デイサービス 10 名 (6280)5238 (6280)5239

トリプル・ワーク 湊 1 － 9 － 8　2 階 株式会社トリプル・ワーク 児童発達支援 
放課後等デイサービス 10 名 (6260)3960 (6260)3961

コペルプラス　新富町教室 新富 2 － 11 － 2　 
新富ＭＴビル 2 階　 株式会社コペル 児童発達支援 10 名 (6222)9617 (6222)9618

ダイジョブプラス 入船 2 － 9 － 10　4A 公益社団法人難病の子どもとそ
の家族へ夢を

保育所等訪問支援 
居宅訪問型児童発達支援 (6280)3214 (6280)3215

日
本
橋
地
域

トリプル・ハート 日本橋茅場町 2 － 5 － 6 
日本橋大江戸ビルディング 2 階 株式会社トリプル・ハート 児童発達支援 10 名 (6222)9822 (6222)9823放課後等デイサービス 10 名

アストハピコ 日本橋浜町 2 － 42 － 9 
浜町中央ビル 2 階 トップブロッサン株式会社 児童発達支援 

放課後等デイサービス 10 名 (6661)9047 (6661)9087

アストハピコ 人形町教室 日本橋人形町 2 － 17 － 10 
日本橋小池ビル 2 階 トップブロッサン株式会社 児童発達支援 

放課後等デイサービス 10 名 (6661)7347 (6661)7347

コアヴィレッジ 日本橋小網町 9 － 5　2 階 コアファイズ株式会社 児童発達支援 
放課後等デイサービス 10 名 (6264)8474 (6264)8475

ポジリブ　ミニ 東日本橋 2 － 24 － 12 
東日本橋槇町ビル 1 階 株式会社フェリビータ 児童発達支援 10 名 (5829)5915 (5829)5916

放課後等デイサービス
ミライエ日本橋

日本橋蛎殻町 2 − 5 − 3 
サンホリべビル 2 階 セントスタッフ株式会社 放課後等デイサービス 10 名 (5645)5520 (3665)6632

児童デイサービス　スマイル日本橋 日本橋茅場町 2 － 17 － 9　
長尾ビル 2 階 株式会社Ｂ・Ｈ・Ｃダイニング 放課後等デイサービス 10 名 (3527)3696 (3527)3696

放課後等デイサービス　ポジリブ 日本橋久松町 6 − 9 
AS ONE 日本橋 East2 階 株式会社フェリビータ 放課後等デイサービス 10 名 (3527)3201 (3527)3202

アルエット 日本橋小伝馬町 5 − 1　 
十思スクエア内　1 階 社会福祉法人山鳥の会 放課後等デイサービス 

※重症心身障害児および医療的ケア児対象 5 名 (5962)3070 (5962)3053

月
島
地
域

みらいキッズ月島 月島 3 － 17 － 2 
岡崎ビル 2 階 ケア・プランニング株式会社

児童発達支援 10 名
(6228)2420 (6228)2425

放課後等デイサービス 10 名
プレップサポートセンター晴海第一 晴海 2-1-40　晴海フロント 203B-1 株式会社東京創育社 放課後等デイサービス 10 名 (5534)8240 (5534)8240
プレップサポートセンター晴海第二 晴海 2-1-40　晴海フロント 203B-2 株式会社創育社 放課後等デイサービス 10 名 (6228)2243 (3354)8199

地域 施設名・事業所名 所在地 運営者
（本社名称） 提供サービス 利用定員 電話番号 FAX番号

京
橋
地
域

中央区立知的障害者グループホーム 
「フレンドハウス京橋」

京橋 2 － 6 － 7 
京橋区民館 4 階・5 階

中央区 
指定管理者 : 社会福祉法人東京
都手をつなぐ育成会

共同生活援助

知的：６名 (3561)6327 (3561)6327

日
本
橋
地
域

グループホームハーモニー 日本橋蛎殻町 2 － 12 － 5 社会福祉法人東京都手をつなぐ
育成会 知的：７名 (3249)5539 (3249)5539

浜町花だより 日本橋浜町 3 － 18 － 6 株式会社　静文堂 知的：７名 (5632)4805 (5606)0377

クローバーズ・ピア浜町公園 日本橋浜町 2 － 44 － 4 
村上第 17 ビル 社会福祉法人信和会 知的：10 名 (3662)2864

エヌホームズ人形町 右記電話番号にお問い合わせください。 NPO 法人エヌフィット 精神：５名 (6231)0776
月
島
地
域

ピアつきしま 月島 3 － 1 － 11 社会福祉法人東京都手をつなぐ
育成会 知的：７名 (5546)3590 (5546)3590

ホームつつじ 右記電話番号にお問い合わせください。 NPO 法人つつじ 精神：９名 (3532)6921

障
し ょ う が い じ つ う し ょ し せ つ い ち ら ん

害児通所施設一覧� （令和５年 11 月１日現在）

共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助（グループホーム）事
じ ぎ ょ う し ゃ い ち ら ん

業者一覧� （令和５年４月１日現在）
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地域 施設名・事業所名 所在地 運営者
（本社名称） 提供サービス 利用定員 電話番号 FAX番号

京
橋
地
域

中央区立子ども発達支援センター 
ゆりのき

明石町 12 － 1 
中央区保健所等複合施設内

中央区 児童発達支援 26 名 (3545)9844 (3545)9660
中央区 
委託：社会福祉法人東京都手を
つなぐ育成会

放課後等デイサービス 20 名 (6278)8642 (6278)8643

中央区 
委託：社会福祉法人山鳥の会 保育所等訪問支援 (6260)6464 (6260)6466

ゆうゆうらいふアカデミー中央 新川 2 － 18 － 5　ＡＳビル 2 階 株式会社ゆうゆうらいふ 児童発達支援 
放課後等デイサービス 10 名 (6280)5238 (6280)5239

トリプル・ワーク 湊 1 － 9 － 8　2 階 株式会社トリプル・ワーク 児童発達支援 
放課後等デイサービス 10 名 (6260)3960 (6260)3961

コペルプラス　新富町教室 新富 2 － 11 － 2　 
新富ＭＴビル 2 階　 株式会社コペル 児童発達支援 10 名 (6222)9617 (6222)9618

ダイジョブプラス 入船 2 － 9 － 10　4A 公益社団法人難病の子どもとそ
の家族へ夢を

保育所等訪問支援 
居宅訪問型児童発達支援 (6280)3214 (6280)3215

日
本
橋
地
域

トリプル・ハート 日本橋茅場町 2 － 5 － 6 
日本橋大江戸ビルディング 2 階 株式会社トリプル・ハート 児童発達支援 10 名 (6222)9822 (6222)9823放課後等デイサービス 10 名

アストハピコ 日本橋浜町 2 － 42 － 9 
浜町中央ビル 2 階 トップブロッサン株式会社 児童発達支援 

放課後等デイサービス 10 名 (6661)9047 (6661)9087

アストハピコ 人形町教室 日本橋人形町 2 － 17 － 10 
日本橋小池ビル 2 階 トップブロッサン株式会社 児童発達支援 

放課後等デイサービス 10 名 (6661)7347 (6661)7347

コアヴィレッジ 日本橋小網町 9 － 5　2 階 コアファイズ株式会社 児童発達支援 
放課後等デイサービス 10 名 (6264)8474 (6264)8475

ポジリブ　ミニ 東日本橋 2 － 24 － 12 
東日本橋槇町ビル 1 階 株式会社フェリビータ 児童発達支援 10 名 (5829)5915 (5829)5916

放課後等デイサービス
ミライエ日本橋

日本橋蛎殻町 2 − 5 − 3 
サンホリべビル 2 階 セントスタッフ株式会社 放課後等デイサービス 10 名 (5645)5520 (3665)6632

児童デイサービス　スマイル日本橋 日本橋茅場町 2 － 17 － 9　
長尾ビル 2 階 株式会社Ｂ・Ｈ・Ｃダイニング 放課後等デイサービス 10 名 (3527)3696 (3527)3696

放課後等デイサービス　ポジリブ 日本橋久松町 6 − 9 
AS ONE 日本橋 East2 階 株式会社フェリビータ 放課後等デイサービス 10 名 (3527)3201 (3527)3202

アルエット 日本橋小伝馬町 5 − 1　 
十思スクエア内　1 階 社会福祉法人山鳥の会 放課後等デイサービス 

※重症心身障害児および医療的ケア児対象 5 名 (5962)3070 (5962)3053

月
島
地
域

みらいキッズ月島 月島 3 － 17 － 2 
岡崎ビル 2 階 ケア・プランニング株式会社

児童発達支援 10 名
(6228)2420 (6228)2425

放課後等デイサービス 10 名
プレップサポートセンター晴海第一 晴海 2-1-40　晴海フロント 203B-1 株式会社東京創育社 放課後等デイサービス 10 名 (5534)8240 (5534)8240
プレップサポートセンター晴海第二 晴海 2-1-40　晴海フロント 203B-2 株式会社創育社 放課後等デイサービス 10 名 (6228)2243 (3354)8199

地域 施設名・事業所名 所在地 運営者
（本社名称） 提供サービス 利用定員 電話番号 FAX番号

京
橋
地
域

中央区立知的障害者グループホーム 
「フレンドハウス京橋」

京橋 2 － 6 － 7 
京橋区民館 4 階・5 階

中央区 
指定管理者 : 社会福祉法人東京
都手をつなぐ育成会

共同生活援助

知的：６名 (3561)6327 (3561)6327

日
本
橋
地
域

グループホームハーモニー 日本橋蛎殻町 2 － 12 － 5 社会福祉法人東京都手をつなぐ
育成会 知的：７名 (3249)5539 (3249)5539

浜町花だより 日本橋浜町 3 － 18 － 6 株式会社　静文堂 知的：７名 (5632)4805 (5606)0377

クローバーズ・ピア浜町公園 日本橋浜町 2 － 44 － 4 
村上第 17 ビル 社会福祉法人信和会 知的：10 名 (3662)2864

エヌホームズ人形町 右記電話番号にお問い合わせください。 NPO 法人エヌフィット 精神：５名 (6231)0776
月
島
地
域

ピアつきしま 月島 3 － 1 － 11 社会福祉法人東京都手をつなぐ
育成会 知的：７名 (5546)3590 (5546)3590

ホームつつじ 右記電話番号にお問い合わせください。 NPO 法人つつじ 精神：９名 (3532)6921
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指
し て い と く て い そ う だ ん し え ん じ ぎ ょ う し ゃ

定特定相談支援事業者・指
し て い し ょ う が い じ そ う だ ん し え ん じ ぎ ょ う し ゃ い ち ら ん

定障害児相談支援事業者一覧� （令和 5 年 4 月 1 日現在）

地域 施設名・事業所名 所在地 運営者
（本社名称）

提　　供
サービス 連絡先

京
橋
地
域

中央区立福祉センター
明石町 12 − 1 
中央区保健所等
複合施設内

中央区 
委託：社会福祉法人山
鳥の会

計画
相談支援

電話 (6260)6952
FAX (6260)6953

中央区立子ども発達支援センター
明石町 12 − 1 
中央区保健所等
複合施設内

中央区 
委託：社会福祉法人山
鳥の会 
委託：社会福祉法人東
京都手をつなぐ育成会

障害児
相談支援

電話 (6260)6464
FAX (6260)6466 
電話 (6278)8642
FAX (6278)8643

中央区立知的障害者生活支援施設 
「レインボーハウス明石」

明石町 1 − 6　
5 階

中央区 
指定管理者：社会福祉
法人東京都手をつなぐ
育成会

計画
相談支援 
障害児
相談支援

電話 (6226)2285
FAX (3546)9082

障害者地域活動支援センター 
「ポケット中央」

明石町 12 − 1 
中央区立福祉セン
ター 5 階 
※入口は保健所側

中央区 
委託：NPO 法人つつ
じ

計画
相談支援

電話 (3541)1021
FAX (3541)1022

相談支援事業所
ヒューマングロー東銀座

築地 4 − 12 − 2 
ライオンズマン
ション東銀座 701

株式会社ヒューマング
ロー

計画
相談支援 
障害児
相談支援

電話
070(1260)3246

日
本
橋
地
域

中央区障害者就労支援センター

東日本橋
2 − 27 − 12 
両国郵便局合同建物
5 階

中央区 
委託：社会福祉法人中
央区社会福祉協議会

計画
相談支援

電話 (3865)3889
FAX (3865)3662

NPO 法人エヌフィット

日本橋人形町
3 − 3 − 10 
日本橋 TEC ビル
５階

NPO 法人エヌフィット 計画
相談支援

電話 (6231)0776
FAX (6231)1138

最新情報については、障害者福祉課給付指導係（電話（3546）5697）にお問い 
合わせください。なお、東京都福祉局「東京都障害者サービス情報」（https://www.
shougaifukushi.metro.tokyo.lg.jp）のサイトから、より詳細な事業所情報を検索す
ることができます。
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隅
田
川

さわやかワーク中央
中央区障害者就労支援センター

コンフィデンス
日本橋

両国郵便局

中央区立福祉センター
中央区保健所等複合施設

障害者地域活動支援センター
「ポケット中央」

中央区立福祉センター
ふれあい作業所

ピアつきしま

リバーサイド
つつじ

晴海運河

東京駅

東京駅

東京駅

銀座駅

京橋駅

宝町駅

有楽町駅

東銀座駅

勝どき駅

越中島駅

新富町駅

築地駅

汐留駅

竹芝駅

新橋駅

新橋駅

二重橋前駅

築地市場駅

大手町駅

日比谷駅

大手町駅

小川町駅
岩本町駅

新日本橋駅

三越前駅

人形町駅

水天宮前駅

日本橋駅
日本橋駅

八丁堀駅

三越前駅

神田駅

神田駅

両国駅
神保町駅

馬喰町駅

馬喰横山駅
東日本橋駅

浜町駅

月島駅

JR京葉線

J
R
総
武
本
線
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●内 容 障害者控除
①障害が特別障害のときは、40 万円の所得控除です。
　「特別障害」は、次のとおりです。
　・障害の程度が、身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１・２度の方
　・精神障害者保健福祉手帳１級の方
　・戦傷病者手帳に特別項症から第３項症までとされている方
　・原爆被爆者で、厚生労働大臣の認定を受けた方
　・常に就床を要し、複雑な介護を要する方
②特別障害以外の障害であるときは、27 万円です。
③特別障害者が同居であるときは、75 万円です。

●対 象 ①身体障害者手帳をお持ちの方 
②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
④戦傷病者手帳をお持ちの方
⑤原爆被爆者で、厚生労働大臣の認定を受けている方
⑥常に就床を要し、複雑な介護を要する方

●内 容 障害者控除
①納税義務者の場合　
　・普通障害　　26 万円
　・特別障害　　30 万円
②扶

・普通障害　　26 万円
養親族または同一生計配偶者の場合

二次元コード

　・特別障害　　30 万円
　・納税義務者または納税義務者と生計を一つにしている
　　親族と同居している特別障害者　　53 万円

●対 象 ①身体障害者手帳をお持ちの方
②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
④戦傷病者手帳をお持ちの方
⑤原爆被爆者で厚生労働大臣の認定を受けている方
⑥常に就床を要し、複雑な介護を要する方

●申請方法 住民税の申告をするときにマイナンバーを証明する書類および手帳の写し
または証明書が必要です。

●内 容 心身に障害のある方のために使用する車両について、税金の減免を受ける
ことができます。

●障害の範囲
障害の区分 障害の等級

害
障
体
身

上肢機能障害 １級・２級
下肢機能障害 １級～６級
体幹機能障害 １級～３級・５級
乳幼児期以前の非進行性の脳病
変による運動機能障害

上肢機能障害 １級・２級
移動機能障害 １級～６級

視覚障害 １級～３級・４級の１
聴覚障害 ２級・３級
平衡機能障害 ３級・５級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸および
小腸の機能障害 １級・３級・４級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １級～４級

音声機能または言語機能の障害

肝臓機能障害 １級～４級

知的障害 １度～３度（愛の手帳の場合）
 A（重度）（療育手帳の場合）

精神障害
１級（精神通院医療にかかる
自立支援医療受給者に限りま
す）

※この表にない障害でも、戦傷病者手帳の障害など、対象となる場合があります。

３級（こう頭摘出にかかるも
のに限ります）

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う しんしん しょうがい かた し よ う しゃりょう ぜいきん げんめん う

しょうがい は ん い

税の軽減など12 ぜ い 　 　 け い げ ん

東京国税局電話相談センター
　税務署の代表電話から音声案内で 1 番を選択
聴覚障害者用ファクシミリ
　FAX（3294）4300（税務相談専用）
聴覚障害者等専用電子メール相談窓口ウェブサイト
　https://www.nta.go.jp/suggestion/mail_soudan/
　input_form.html
京橋税務署
　〒104-8557　中央区新富 2-6-1
　電話（4434）0011
日本橋税務署
　〒103-8551　中央区日本橋堀留町 2-6-9
　電話（3663）8451

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 所得税の軽減
し ょ と く ぜ い   　 け い げ ん

（２） 住民税の軽減
じゅうみんぜい     　 け い げ ん

税務課　課税係　
電話（3546）5270 ～ 5275　FAX（5565）3957

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 軽自動車税（種別割）の減免
け い じ ど う し ゃ ぜ い 　   し ゅ べ つ わ り       　 げ ん め ん

な い よ う しょうがいしゃこうじょ

しょうがい とくべつしょうがい まんえん しょとくこうじょ

とくべつしょうがいいがい しょうがい まんえん

とくべつしょうがいしゃ どうきょ まんえん

た い し ょ う

な い よ う しょうがいしゃこうじょ

の う ぜ い ぎ む し ゃ

ふようしんぞく どういつせいけいはいぐうしゃ ば あ い
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●内 容 障害者控除
①障害が特別障害のときは、40 万円の所得控除です。
　「特別障害」は、次のとおりです。
　・障害の程度が、身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１・２度の方
　・精神障害者保健福祉手帳１級の方
　・戦傷病者手帳に特別項症から第３項症までとされている方
　・原爆被爆者で、厚生労働大臣の認定を受けた方
　・常に就床を要し、複雑な介護を要する方
②特別障害以外の障害であるときは、27 万円です。
③特別障害者が同居であるときは、75 万円です。

●対 象 ①身体障害者手帳をお持ちの方 
②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
④戦傷病者手帳をお持ちの方
⑤原爆被爆者で、厚生労働大臣の認定を受けている方
⑥常に就床を要し、複雑な介護を要する方

●内 容 障害者控除
①納税義務者の場合　
　・普通障害　　26 万円
　・特別障害　　30 万円
②扶

・普通障害　　26 万円
養親族または同一生計配偶者の場合

二次元コード

　・特別障害　　30 万円
　・納税義務者または納税義務者と生計を一つにしている
　　親族と同居している特別障害者　　53 万円

●対 象 ①身体障害者手帳をお持ちの方
②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
④戦傷病者手帳をお持ちの方
⑤原爆被爆者で厚生労働大臣の認定を受けている方
⑥常に就床を要し、複雑な介護を要する方

●申請方法 住民税の申告をするときにマイナンバーを証明する書類および手帳の写し
または証明書が必要です。

●内 容 心身に障害のある方のために使用する車両について、税金の減免を受ける
ことができます。

●障害の範囲
障害の区分 障害の等級

害
障
体
身

上肢機能障害 １級・２級
下肢機能障害 １級～６級
体幹機能障害 １級～３級・５級
乳幼児期以前の非進行性の脳病
変による運動機能障害

上肢機能障害 １級・２級
移動機能障害 １級～６級

視覚障害 １級～３級・４級の１
聴覚障害 ２級・３級
平衡機能障害 ３級・５級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸および
小腸の機能障害 １級・３級・４級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １級～４級

音声機能または言語機能の障害

肝臓機能障害 １級～４級

知的障害 １度～３度（愛の手帳の場合）
 A（重度）（療育手帳の場合）

精神障害
１級（精神通院医療にかかる
自立支援医療受給者に限りま
す）

※この表にない障害でも、戦傷病者手帳の障害など、対象となる場合があります。

３級（こう頭摘出にかかるも
のに限ります）

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う しんしん しょうがい かた し よ う しゃりょう ぜいきん げんめん う

しょうがい は ん い

税の軽減など12 ぜ い 　 　 け い げ ん

東京国税局電話相談センター
　税務署の代表電話から音声案内で 1 番を選択
聴覚障害者用ファクシミリ
　FAX（3294）4300（税務相談専用）
聴覚障害者等専用電子メール相談窓口ウェブサイト
　https://www.nta.go.jp/suggestion/mail_soudan/
　input_form.html
京橋税務署
　〒104-8557　中央区新富 2-6-1
　電話（4434）0011
日本橋税務署
　〒103-8551　中央区日本橋堀留町 2-6-9
　電話（3663）8451

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 所得税の軽減
し ょ と く ぜ い   　 け い げ ん

（２） 住民税の軽減
じゅうみんぜい     　 け い げ ん

税務課　課税係　
電話（3546）5270 ～ 5275　FAX（5565）3957

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 軽自動車税（種別割）の減免
け い じ ど う し ゃ ぜ い 　   し ゅ べ つ わ り       　 げ ん め ん

な い よ う しょうがいしゃこうじょ

しょうがい とくべつしょうがい まんえん しょとくこうじょ

とくべつしょうがいいがい しょうがい まんえん

とくべつしょうがいしゃ どうきょ まんえん

た い し ょ う

な い よ う しょうがいしゃこうじょ

の う ぜ い ぎ む し ゃ

ふようしんぞく どういつせいけいはいぐうしゃ ば あ い
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②心身障害のある方または生計を同じくする方が所有する軽自動車や原動
　機付自転車などで、その障害のある方のために、生計を同じくする方が
　運転する車両
③心身障害のある方または生計を同じくする方が所有する軽自動車や原動
　機付自転車などで、その障害のある方（障害のある方のみで構成される
　世帯の方に限ります）のために、常時介護している方が運転する車両

（減免は、自動車および軽自動車などを含め、１台に限ります）

※車両の構造が主として心身障害のある方の利用に供するためのものであ
　る軽自動車なども、減免対象です（この車両の構造による減免に限り、
　｢障害の範囲」に限定はありません）。

●申請方法 納期限（５月 31 日）までに次の書類を持参の上、申請書を提出してくだ
さい。
①身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手

帳
②運転免許証
③納税通知書
④納税義務者の方のマイナンバーを証明する書類

※生計を同じくする方は、親族に限りません。東京都パートナーシップ宣
　誓制度の受理証明書を所持している方も該当します。

※車両の構造による減免を申請される方は、①および②の提出が不要です。
③および④の書類のほか、車両の構造がわかる書類（車検証の写しなど）
を提出してください。

●内 容 心身に障害のある方のために使用する車両について、次の上限額の範囲内
で、税金の減免を受けることができます。

（減免の上限額）①自動車税（種別割）：年税額　45,000 円
）額税割月るす応対に円000,54額税年、合場の録登規新（　　　

300 万円相当分に税率を乗じて得た値
②自動車税（環境性能割）・軽自動車税（環境性能割）：課税標準額

●障害の範囲
障害の区分 障害の等級

害
障
体
身

上肢機能障害 １級・２級
下肢機能障害 １級～６級
体幹機能障害 １級～３級・５級
乳幼児期以前の非進行性の脳病
変による運動機能障害

上肢機能障害 １級・２級
移動機能障害 １級～６級

視覚障害 １級～３級・４級の１
聴覚障害 ２級・３級
平衡機能障害 ３級・５級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸および
小腸の機能障害 １級・３級・４級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １級～３級

音声機能または言語機能の障害 ３級（こう頭摘出にかかるも
のに限ります）

肝臓機能障害 １級～４級
知的障害 １度～３度（愛の手帳の場合）

精神障害
１級（精神通院医療にかかる
自立支援医療受給者に限りま
す）

※戦傷病者手帳の障害の程度については、下記の東京都自動車税コールセンターにお問
い合わせください。

●対象車両 ①心身に障害のある方が所有する普通自動車や軽自動車
②心身に障害のある方と生計を同じくする方が所有する普通自動車や軽自

動車などで、その障害のある方の通院・通学などのために運転する車両
※いずれも個人名義の自家用車両に限ります。

●申請方法 ・既に自動車を所有している場合（自動車税（種別割））
納期限（５月31日）までに、必要書類を持参のうえ、下記の問合せ先の
いずれかへ申請書を提出してください。
・新たに自動車を取得した場合（自動車税（環境性能割・種別割）・軽自動
　車税（環境性能割））
車両の登録の日から１カ月以内に、必要書類を持参の上、下記の問合せ先
のいずれかへ申請書を提出してください。
（必要書類（共通））
①身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手

帳（複数の手帳をお持ちの方は、全ての手帳（原本））
②運転する方の運転免許証またはその写し（表裏両面）
③所有者の方の住所が確認できる公的証明書（運転免許証、住民票など）
④生計を同じくする方が障害のある方の住所地近隣（2㎞以内）にお住ま
いの親族の場合は、「親族であること」が確認できる書類（戸籍謄本など）
⑤生計を同じくする方が障害のあるの方の住所地近隣（2㎞以内）にお住
まいの東京都パートナーシップ宣誓制度または地方公共団体の
　同等の制度により証明を受けたパートナーシップ関係の相手の
　方の場合は、｢パートナーシップ関係にあること」が確認できる

しょうがい は ん い

たいしょうしゃりょう

しんせいほうほう

税務課　管理係
電話（3546）5267　FAX（5565）3957

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） 自動車税（種別割）・自動車税（環境性能割）・軽自動車税（環境性能割）の減免
じ ど う し ゃ ぜ い   しゅべつわり　   じどうしゃぜい  かんきょうせいのうわり　   けいじどうしゃぜい　かんきょうせいのうわり          　 げんめん

しんせいほうほう

な い よ う しんしん しょうがい かた しゃりょう つぎ じょうげんがく は ん い な い

ぜいきん げんめん う

げんめん じょうげんがく

●対象車両
たいしょうしゃりょう

①身体障害のある方または生計を同じくする方が所有する軽自動車や原動
機付自転車などで、その身体障害のある方が運転する車両
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②心身障害のある方または生計を同じくする方が所有する軽自動車や原動
　機付自転車などで、その障害のある方のために、生計を同じくする方が
　運転する車両
③心身障害のある方または生計を同じくする方が所有する軽自動車や原動
　機付自転車などで、その障害のある方（障害のある方のみで構成される
　世帯の方に限ります）のために、常時介護している方が運転する車両

（減免は、自動車および軽自動車などを含め、１台に限ります）

※車両の構造が主として心身障害のある方の利用に供するためのものであ
　る軽自動車なども、減免対象です（この車両の構造による減免に限り、
　｢障害の範囲」に限定はありません）。

●申請方法 納期限（５月 31 日）までに次の書類を持参の上、申請書を提出してくだ
さい。
①身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手

帳
②運転免許証
③納税通知書
④納税義務者の方のマイナンバーを証明する書類

※生計を同じくする方は、親族に限りません。東京都パートナーシップ宣
　誓制度の受理証明書を所持している方も該当します。

※車両の構造による減免を申請される方は、①および②の提出が不要です。
③および④の書類のほか、車両の構造がわかる書類（車検証の写しなど）
を提出してください。

●内 容 心身に障害のある方のために使用する車両について、次の上限額の範囲内
で、税金の減免を受けることができます。

（減免の上限額）①自動車税（種別割）：年税額　45,000 円
）額税割月るす応対に円000,54額税年、合場の録登規新（　　　

300 万円相当分に税率を乗じて得た値
②自動車税（環境性能割）・軽自動車税（環境性能割）：課税標準額

●障害の範囲
障害の区分 障害の等級

害
障
体
身

上肢機能障害 １級・２級
下肢機能障害 １級～６級
体幹機能障害 １級～３級・５級
乳幼児期以前の非進行性の脳病
変による運動機能障害

上肢機能障害 １級・２級
移動機能障害 １級～６級

視覚障害 １級～３級・４級の１
聴覚障害 ２級・３級
平衡機能障害 ３級・５級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸および
小腸の機能障害 １級・３級・４級

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １級～３級

音声機能または言語機能の障害 ３級（こう頭摘出にかかるも
のに限ります）

肝臓機能障害 １級～４級
知的障害 １度～３度（愛の手帳の場合）

精神障害
１級（精神通院医療にかかる
自立支援医療受給者に限りま
す）

※戦傷病者手帳の障害の程度については、下記の東京都自動車税コールセンターにお問
い合わせください。

●対象車両 ①心身に障害のある方が所有する普通自動車や軽自動車
②心身に障害のある方と生計を同じくする方が所有する普通自動車や軽自

動車などで、その障害のある方の通院・通学などのために運転する車両
※いずれも個人名義の自家用車両に限ります。

●申請方法 ・既に自動車を所有している場合（自動車税（種別割））
納期限（５月31日）までに、必要書類を持参のうえ、下記の問合せ先の
いずれかへ申請書を提出してください。
・新たに自動車を取得した場合（自動車税（環境性能割・種別割）・軽自動
　車税（環境性能割））
車両の登録の日から１カ月以内に、必要書類を持参の上、下記の問合せ先
のいずれかへ申請書を提出してください。
（必要書類（共通））
①身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手

帳（複数の手帳をお持ちの方は、全ての手帳（原本））
②運転する方の運転免許証またはその写し（表裏両面）
③所有者の方の住所が確認できる公的証明書（運転免許証、住民票など）
④生計を同じくする方が障害のある方の住所地近隣（2㎞以内）にお住ま
いの親族の場合は、「親族であること」が確認できる書類（戸籍謄本など）

⑤生計を同じくする方が障害のあるの方の住所地近隣（2㎞以内）にお住
まいの東京都パートナーシップ宣誓制度または地方公共団体の
　同等の制度により証明を受けたパートナーシップ関係の相手の
　方の場合は、｢パートナーシップ関係にあること」が確認できる

しょうがい は ん い

たいしょうしゃりょう

しんせいほうほう

税務課　管理係
電話（3546）5267　FAX（5565）3957

問合わせ問合わせ
と い あ  

（４） 自動車税（種別割）・自動車税（環境性能割）・軽自動車税（環境性能割）の減免
じ ど う し ゃ ぜ い   しゅべつわり　   じどうしゃぜい  かんきょうせいのうわり　   けいじどうしゃぜい　かんきょうせいのうわり          　 げんめん

しんせいほうほう

な い よ う しんしん しょうがい かた しゃりょう つぎ じょうげんがく は ん い な い

ぜいきん げんめん う

げんめん じょうげんがく

●対象車両
たいしょうしゃりょう

①身体障害のある方または生計を同じくする方が所有する軽自動車や原動
機付自転車などで、その身体障害のある方が運転する車両
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●内 容 対象の①②の方は、重度の障害がある特別障害者の場合は 1 人につき
10,000 円、それ以外の方は 1 人につき 5,000 円の税額が減免になります。
納期限までに中央都税事務所に申請してください。

●対 象 ①前年中の合計所得金額※が､ 370 万円以下で､ 身体障害者手帳、愛の手
帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手帳をお持ちの方

②前年中の合計所得金額※が､ 370 万円以下で､ 身体障害者手帳、愛の
手帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手帳をお持ちの方を所得
税法上の扶養親族等としている方

③両眼の矯正視力が 0.06 以下で、あんま、はり、きゅう、マッサージ、
指圧などの医業に類する事業を営んでいる方は課税されません。

※合計所得金額とは、事業・不動産所得の他に給与・雑・分離所得など各
種所得金額の合計金額（青色申告特別控除前）をいいます。

●内 容 対象の①～⑦のいずれかにあたる方が相続する場合は、年齢より次のとお
り軽減されます。
・特別障害のとき

税額－（20 万円× 85 歳に達するまでの年数）
・特別障害ではないとき

税額－（10 万円× 85 歳に達するまでの年数）
●対 象 ①身体障害者手帳をお持ちの方 

②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
④戦傷病者手帳をお持ちの方
⑤原爆被爆者で、厚生労働大臣の認定を受けている方

書類（東京都パートナーシップ宣誓制度受理証明書など
※スマートフォンなどでの画面提示だけでなく、紙の証明書をご提出くだ
さい。）

⑥常に就床を要し、複雑な介護を要する方で、その障害の程度が上記①ま
　たは②に準ずるとして市区町村長などの認定を受けている方
⑦障害のある年齢 65 歳以上の方で、その障害の程度が上記①または②に

準ずるとして市区町村長などの認定を受けている方

●内 容 

 
二次元コード

 
二次元コード

●対 象 特定障害者の方が対象になります。

中央都税事務所　個人事業税班
〒104-8558　新富 2-6-1
電話（3553）2157（直）　FAX（3297）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 個人事業税の減免
こ じ ん じ ぎ ょ う ぜ い   　 げ ん め ん

都税総合事務センター
　〒176-8517　練馬区豊玉北 6-13-10　4 階
　電話（3525）4066（東京都自動車税コールセンター）
品川自動車税事務所
　〒140-0011　品川区東大井 1-12-18
　電話（3471）6670
中央都税事務所
　〒104-8558　新富 2-6-1
　電話（3553）2157　FAX（3297）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 相続税の軽減
そうぞくぜい　   け い げ ん

特定障害者（※）の方の生活費などに充てるために、一定の信託契約に基
づいて特定障害者の方を受益者とする財産の信託があったときは、その信
託受益権の価額のうち、特別障害者である特定障害者の方については
6,000万円まで、特別障害者以外の特定障害者の方については3,000万円
まで贈与税がかかりません。
この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に「障害者非課税
信託申告書」を、信託会社を通じて所轄税務署署長に提出しなければなり
ません。
※特定障害者とは、次に掲げる方をいいます。
　①特別障害者（所得税の軽減参照（130ページ））
　②特別障害者以外の障害者のうち精神障害のある方

な い よ う たいしょう かた じゅうど しょうがい とくべつしょうがいしゃ ば あ い ひ と り

えん い が い かた ひ と り えん ぜいがく げんめん

の う き げ ん ち ゅ う お う と ぜ い じ む し ょ しんせい

た い し ょ う

な い よ う たいしょう かた そうぞく ば あ い ねんれい つぎ

けいげん

とくべつしょうがい

とくべつしょうがい

た い し ょ う

東京国税局電話相談センター
　税務署の代表電話から音声案内で 1 番を選択
聴覚障害者用ファクシミリ
　FAX（3294）4300（税務相談専用）
聴覚障害者等専用電子メール相談窓口ウェブサイト
　https://www.nta.go.jp/suggestion/mail_soudan/
　input_form.html
京橋税務署
　〒104-8557　中央区新富 2-6-1
　電話（4434）0011
日本橋税務署
　〒103-8551　中央区日本橋堀留町 2-6-9
　電話（3663）8451

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京国税局電話相談センター
　税務署の代表電話から音声案内で 1 番を選択
聴覚障害者用ファクシミリ
　FAX（3294）4300（税務相談専用）
聴覚障害者等専用電子メール相談窓口ウェブサイト
　https://www.nta.go.jp/suggestion/mail_soudan/
　input_form.html
京橋税務署
　〒104-8557　中央区新富 2-6-1
　電話（4434）0011
日本橋税務署
　〒103-8551　中央区日本橋堀留町 2-6-9
　電話（3663）8451

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 贈与税の非課税
ぞ う よ ぜ い      　 ひ か ぜ い

な い よ う とくていしょうがいしゃ                  　かた    　せいかつひ                  　あ                                   　いってい   　しんたくけいやく　   もと

しんたくしんこくしょ　               しんたくがいしゃ   　つう　         しょかつぜいむしょしょちょう 　ていしゅつ

ひかぜい　      てきよう    　う　                                         ざいさん　  しんたく          　さい         　しょうがいしゃひかぜい

ぞうよぜい

まんえん　               とくべつしょうがいしゃいがい　  とくていしょうがいしゃ　  かた　                                            まんえん

たくじゅえきけん　      かがく　                        とくべつしょうがいしゃ　               とくていしょうがいしゃ　   かた

とくていしょうがいしゃ 　かた   　じゅえきしゃ               　ざいさん   　しんたく                                                         　しん

た い し ょ う
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●内 容 対象の①②の方は、重度の障害がある特別障害者の場合は 1 人につき
10,000 円、それ以外の方は 1 人につき 5,000 円の税額が減免になります。
納期限までに中央都税事務所に申請してください。

●対 象 ①前年中の合計所得金額※が､ 370 万円以下で､ 身体障害者手帳、愛の手
帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手帳をお持ちの方

②前年中の合計所得金額※が､ 370 万円以下で､ 身体障害者手帳、愛の
手帳、精神障害者保健福祉手帳または戦傷病者手帳をお持ちの方を所得
税法上の扶養親族等としている方

③両眼の矯正視力が 0.06 以下で、あんま、はり、きゅう、マッサージ、
指圧などの医業に類する事業を営んでいる方は課税されません。

※合計所得金額とは、事業・不動産所得の他に給与・雑・分離所得など各
種所得金額の合計金額（青色申告特別控除前）をいいます。

●内 容 対象の①～⑦のいずれかにあたる方が相続する場合は、年齢より次のとお
り軽減されます。
・特別障害のとき

税額－（20 万円× 85 歳に達するまでの年数）
・特別障害ではないとき

税額－（10 万円× 85 歳に達するまでの年数）
●対 象 ①身体障害者手帳をお持ちの方 

②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
④戦傷病者手帳をお持ちの方
⑤原爆被爆者で、厚生労働大臣の認定を受けている方

書類（東京都パートナーシップ宣誓制度受理証明書など
※スマートフォンなどでの画面提示だけでなく、紙の証明書をご提出くだ
さい。）

⑥常に就床を要し、複雑な介護を要する方で、その障害の程度が上記①ま
　たは②に準ずるとして市区町村長などの認定を受けている方
⑦障害のある年齢 65 歳以上の方で、その障害の程度が上記①または②に

準ずるとして市区町村長などの認定を受けている方

●内 容 

 
二次元コード

 
二次元コード

●対 象 特定障害者の方が対象になります。

中央都税事務所　個人事業税班
〒104-8558　新富 2-6-1
電話（3553）2157（直）　FAX（3297）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（５） 個人事業税の減免
こ じ ん じ ぎ ょ う ぜ い   　 げ ん め ん

都税総合事務センター
　〒176-8517　練馬区豊玉北 6-13-10　4 階
　電話（3525）4066（東京都自動車税コールセンター）
品川自動車税事務所
　〒140-0011　品川区東大井 1-12-18
　電話（3471）6670
中央都税事務所
　〒104-8558　新富 2-6-1
　電話（3553）2157　FAX（3297）0747

問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 相続税の軽減
そうぞくぜい　   け い げ ん

特定障害者（※）の方の生活費などに充てるために、一定の信託契約に基
づいて特定障害者の方を受益者とする財産の信託があったときは、その信
託受益権の価額のうち、特別障害者である特定障害者の方については
6,000万円まで、特別障害者以外の特定障害者の方については3,000万円
まで贈与税がかかりません。
この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に「障害者非課税
信託申告書」を、信託会社を通じて所轄税務署署長に提出しなければなり
ません。
※特定障害者とは、次に掲げる方をいいます。
　①特別障害者（所得税の軽減参照（130ページ））
　②特別障害者以外の障害者のうち精神障害のある方

な い よ う たいしょう かた じゅうど しょうがい とくべつしょうがいしゃ ば あ い ひ と り

えん い が い かた ひ と り えん ぜいがく げんめん

の う き げ ん ち ゅ う お う と ぜ い じ む し ょ しんせい

た い し ょ う

な い よ う たいしょう かた そうぞく ば あ い ねんれい つぎ

けいげん

とくべつしょうがい

とくべつしょうがい

た い し ょ う

東京国税局電話相談センター
　税務署の代表電話から音声案内で 1 番を選択
聴覚障害者用ファクシミリ
　FAX（3294）4300（税務相談専用）
聴覚障害者等専用電子メール相談窓口ウェブサイト
　https://www.nta.go.jp/suggestion/mail_soudan/
　input_form.html
京橋税務署
　〒104-8557　中央区新富 2-6-1
　電話（4434）0011
日本橋税務署
　〒103-8551　中央区日本橋堀留町 2-6-9
　電話（3663）8451

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京国税局電話相談センター
　税務署の代表電話から音声案内で 1 番を選択
聴覚障害者用ファクシミリ
　FAX（3294）4300（税務相談専用）
聴覚障害者等専用電子メール相談窓口ウェブサイト
　https://www.nta.go.jp/suggestion/mail_soudan/
　input_form.html
京橋税務署
　〒104-8557　中央区新富 2-6-1
　電話（4434）0011
日本橋税務署
　〒103-8551　中央区日本橋堀留町 2-6-9
　電話（3663）8451

問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 贈与税の非課税
ぞ う よ ぜ い      　 ひ か ぜ い

な い よ う とくていしょうがいしゃ                  　かた    　せいかつひ                  　あ                                   　いってい   　しんたくけいやく　   もと

しんたくしんこくしょ　               しんたくがいしゃ   　つう　         しょかつぜいむしょしょちょう 　ていしゅつ

ひかぜい　      てきよう    　う　                                         ざいさん　  しんたく          　さい         　しょうがいしゃひかぜい

ぞうよぜい

まんえん　               とくべつしょうがいしゃいがい　  とくていしょうがいしゃ　  かた　                                            まんえん

たくじゅえきけん　      かがく　                        とくべつしょうがいしゃ　               とくていしょうがいしゃ　   かた

とくていしょうがいしゃ 　かた   　じゅえきしゃ               　ざいさん   　しんたく                                                         　しん

た い し ょ う
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●内 容 身体障害者手帳などをお持ちの方や障害年金を受給している方など、預
貯金などの利子が非課税扱いとなります。詳しくは各金融機関にお問い合
わせください。

●内 容 ①②の物品の輸入について関税が免除される場合があります。
●対 象 ①身体障害者用に特に製作された器具など  

②社会福祉事業を行う施設に寄贈された物品  

●内 容 身体障害者手帳または愛の手帳をお持ちの方などに、都営交通（都営
地下鉄、都営バス、都電、日暮里・舎人ライナー）で利用できる無料乗車
券を交付しています。有効期間は３年です。

●対 象 区内在住で次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方
②愛の手帳をお持ちの方
③戦傷病者手帳（特別項症～第 6 項症、第 1 款症～第 5 款症）をお持ち

の方
④被爆者健康手帳をお持ちの方で、厚生労働大臣の認定を受けた方および

健康管理手当を受給している方
※シルバーパスをお持ちの方は対象になりません。

●内 容 区内在住の障害のある方が江戸バスを利用する際、手帳の提示で運賃が無
料になります。

●対 象 区内在住で次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方
②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

●申請方法 申請は不要です。
江戸バスに乗車する際に、運転手に手帳を提示してご利用ください。

●費用など ①障害のある方本人は無料です。
②介護者とともに利用するとき、介護者は５割引です（都営地下鉄は身体

障害者手帳第２種の方の介護者は対象となりません）。
※介護者の方の割引については、身体障害者手帳または愛の手帳を提示し

て乗車券を購入してください。
③定期券の購入などについては、都営地下鉄営業所または各地下鉄駅にお

問い合わせください。
●申請方法 新規申請・更新時に次のものを持参してください。

東京税関業務部　税関相談官室（税関手続などに関するご相談窓口）
〒135-8615　江東区青海 2-7-11
電話（3529）0700

問合わせ問合わせ
と い あ  

金融機関（銀行・信用金庫・ゆうちょ銀行など）問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 関税の免除
か ん ぜ い   　 め ん じ ょ

（９） マル優制度
ゆ う せ い ど

交通機関
こ う つ う き か ん

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（ 3546）5389　FAX（ 3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 中央区コミュニティバス（江戸バス）
ち ゅ う お う く 　                                      え  ど

公共料金などの割引13 こうきょうりょうきん　            わ り び き

（２） 都営交通の無料乗車券と割引
と え い こ う つ う 　   むりょうじょうしゃけん　   わ り び き

①各手帳（原爆被爆者は被爆者健康手帳と認定証または健康管
理手当証書）

②磁気式の無料乗車券（更新の場合）

な い よ う しんたいしょうがいしゃてちょう も かた しょうがいねんきん じゅきゅう かた よ

ちょきん り し ひ か ぜ い あつか くわ かくきんゆうきかん と あ

な い よ う ぶっぴん ゆにゅう かんぜい めんじょ ば あ い

た い し ょ う

な い よ う しんたいしょうがいしゃてちょう あい てちょう も かた と え い こ う つ う と え い

ち か て つ とえい と で ん に っ ぽ り と ね り  り よ う むりょうじょうしゃ

こ う ふけん ゆうこうきかん ねん

た い し ょ う

な い よ う くないざいじゅう　 しょうがい             　かた       　えど　                   りよう　           さい   　てちょう　    ていじ　     うんちん　    む

りょう

た い し ょ う

しんせいほうほう

ひ よ う

しんせいほうほう
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●内 容 身体障害者手帳などをお持ちの方や障害年金を受給している方など、預
貯金などの利子が非課税扱いとなります。詳しくは各金融機関にお問い合
わせください。

●内 容 ①②の物品の輸入について関税が免除される場合があります。
●対 象 ①身体障害者用に特に製作された器具など  

②社会福祉事業を行う施設に寄贈された物品  

●内 容 身体障害者手帳または愛の手帳をお持ちの方などに、都営交通（都営
地下鉄、都営バス、都電、日暮里・舎人ライナー）で利用できる無料乗車
券を交付しています。有効期間は３年です。

●対 象 区内在住で次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方
②愛の手帳をお持ちの方
③戦傷病者手帳（特別項症～第 6 項症、第 1 款症～第 5 款症）をお持ち

の方
④被爆者健康手帳をお持ちの方で、厚生労働大臣の認定を受けた方および

健康管理手当を受給している方
※シルバーパスをお持ちの方は対象になりません。

●内 容 区内在住の障害のある方が江戸バスを利用する際、手帳の提示で運賃が無
料になります。

●対 象 区内在住で次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方
②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

●申請方法 申請は不要です。
江戸バスに乗車する際に、運転手に手帳を提示してご利用ください。

●費用など ①障害のある方本人は無料です。
②介護者とともに利用するとき、介護者は５割引です（都営地下鉄は身体

障害者手帳第２種の方の介護者は対象となりません）。
※介護者の方の割引については、身体障害者手帳または愛の手帳を提示し

て乗車券を購入してください。
③定期券の購入などについては、都営地下鉄営業所または各地下鉄駅にお

問い合わせください。
●申請方法 新規申請・更新時に次のものを持参してください。

東京税関業務部　税関相談官室（税関手続などに関するご相談窓口）
〒135-8615　江東区青海 2-7-11
電話（3529）0700

問合わせ問合わせ
と い あ  

金融機関（銀行・信用金庫・ゆうちょ銀行など）問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） 関税の免除
か ん ぜ い   　 め ん じ ょ

（９） マル優制度
ゆ う せ い ど

交通機関
こ う つ う き か ん

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（ 3546）5389　FAX（ 3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（１） 中央区コミュニティバス（江戸バス）
ち ゅ う お う く 　                                      え  ど

公共料金などの割引13 こうきょうりょうきん　            わ り び き

（２） 都営交通の無料乗車券と割引
と え い こ う つ う 　   むりょうじょうしゃけん　   わ り び き

①各手帳（原爆被爆者は被爆者健康手帳と認定証または健康管
理手当証書）

②磁気式の無料乗車券（更新の場合）

な い よ う しんたいしょうがいしゃてちょう も かた しょうがいねんきん じゅきゅう かた よ

ちょきん り し ひ か ぜ い あつか くわ かくきんゆうきかん と あ

な い よ う ぶっぴん ゆにゅう かんぜい めんじょ ば あ い

た い し ょ う

な い よ う しんたいしょうがいしゃてちょう あい てちょう も かた と え い こ う つ う と え い

ち か て つ とえい と で ん に っ ぽ り と ね り  り よ う むりょうじょうしゃ

こ う ふけん ゆうこうきかん ねん

た い し ょ う

な い よ う くないざいじゅう　 しょうがい             　かた       　えど　                   りよう　           さい   　てちょう　    ていじ　     うんちん　    む

りょう

た い し ょ う

しんせいほうほう

ひ よ う

しんせいほうほう
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●内 容 都内在住で精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方に、都営交通（都営地下
鉄、都営バス、都電、日暮里・舎人ライナー）で利用できる無料乗車券を
東京都が交付しています。有効期間は２年です。
※申請は、都電・都営バス・都営地下鉄の定期券販売所で行う必要があります。

●対 象 精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
※シルバーパスまたは他の障害者などの無料乗車券をお持ちの方は対象に

なりません。
●費用など ①障害のある方本人は無料です。

②介護者とともに利用するとき、介護者は５割引です（都営バスのみ）。
※介護者の方の割引については、精神障害者保健福祉手帳を提示してご利

用ください。
●申請方法 23 区内の都営地下鉄、都営バス、都電および日暮里・舎人ライナーの定

期券販売所で次のものを持参して申請してください（詳しくは、各定期券
販売所または東京都福祉局までお問い合せください）。
①精神障害者保健福祉手帳（コピー不可）
②現在お持ちの無料乗車券（更新の場合）

●内 容 障害のある方が民営バスを利用する際、手帳などの提示で運賃が割引にな
ります。　

●対 象 次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方とその介護者
②愛の手帳をお持ちの方とその介護者
③写真が貼付された精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

●費 用 
利用区分 利用方法 割引率

身体障害者手帳、愛の手帳または写真が
貼付された精神障害者保健福祉手帳所持
者が一人で利用するとき 

乗車時に手帳を提示す
る 5 割

第 1 種身体障害者または愛の手帳所持者
が介護者とともに利用するとき

乗車時に「心身障害者
民営バス乗車割引証」
を提示する

5 割（介護者も
同じです）

定期券を購入する場合
（身体障害者手帳・愛の手帳所持者）

購入時に「定期券割引
購入申込書」を提出す
る

3 割（小児定期
券を除く）

①身体障害者手帳をお持ちの方…障害者福祉課 
②愛の手帳をお持ちの方（18 歳未満）…東京都児童相談センター 
③愛の手帳をお持ちの方（18 歳以上）…東京都心身障害者福祉センター

●内 容 心身に障害のある方の運賃が割引になります。
対象 割引対象乗車券類 割引率 備考

第 1 種障害者と
その介護者

普通乗車券
回数乗車券
普通急行券

50%
私鉄など他鉄道会社線とまたがる
場合を含みます。
ただし回数乗車券は JR 線区間単
独の発売となります。

第 1 種障害者と
その介護者また
は 12 歳 未 満 の
障害者とその介
護者

定期乗車券
（小児定期乗車券
を除きます）

50%
私鉄など他鉄道会社線とまたがる
場合を含みます。
小児定期旅客運賃については割引
を適用しません。

第 1 種・ 第 2 種
障害者が単独で
利用する場合 

普通乗車券 50%
片道の営業キロが 100 キロを超
える場合

（私鉄線など他鉄道会社線にまた
がる場合を含みます）

※ JR 線と私鉄線など他の鉄道会社線をまたがる区間は、１枚で発売できる範囲があら
かじめ決められています。

※障害のある方と介護者がご利用になる場合は、同一区間の乗車券類をお買い求めいた
　だきます。
●利用方法

な い よ う しんしん しょうがい かた うんちん わりびき

りようほうほう

（５）JR 運賃の割引
う ん ち ん  　 わ り び き

①障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322
②東京都児童相談センター
　電話（5937）2317
③東京都心身障害者福祉センター
　電話（3253）2946

問合わせ問合わせ
と い あ  

割引のお申し出の際は、各自治体で発行する障害者手帳（旅客鉄道株式会
社旅客運賃減額欄に第 1 種または第 2 種の記載のあるもの）が
必要となります。また、列車などをご利用の際にも必ず手帳をお
持ちいただき、係員の請求がありましたらご提示ください。

な い よ う せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう も かた とえいこうつうとないざいじゅう と え い ち か

と で んて つ と え い に っ ぽ り と ね り り よ う むりょうじょうしゃけん

とうきょうと こ う ふ ゆうこうきかん ねん

しんせい と で ん とえい と え い ち か て つ ていきけんはんばいしょ おこな ひつよう

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う しょうがい かた みんえい り よ う さい てちょう て い じ うんちん わりびき

た い し ょ う

ひ よ う

●申請方法 「心身障害者民営バス乗車割引証」、「定期券割引購入申込書」の交付を希
　望される方は、身体障害者手帳または愛の手帳を持って下記窓口でお手続
　きください。

しんせいほうほう

※更新は、通用期限が切れる月の初日から手続が可能です。
※ IC カード式（PASMO）の無料乗車券については、都営地下鉄の定

期券販売所で変更・更新してください。

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京都福祉局　障害者施策推進部　精神保健医療課　生活支援担当
電話（5320）4464

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 精神障害者都営交通乗車証
せいしんしょうがいしゃとえいこうつうじょうしゃしょう

（４） 民営バス料金の割引
み ん え い 　      りょうきん　  わ り び き
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●内 容 都内在住で精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方に、都営交通（都営地下
鉄、都営バス、都電、日暮里・舎人ライナー）で利用できる無料乗車券を
東京都が交付しています。有効期間は２年です。
※申請は、都電・都営バス・都営地下鉄の定期券販売所で行う必要があります。

●対 象 精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
※シルバーパスまたは他の障害者などの無料乗車券をお持ちの方は対象に

なりません。
●費用など ①障害のある方本人は無料です。

②介護者とともに利用するとき、介護者は５割引です（都営バスのみ）。
※介護者の方の割引については、精神障害者保健福祉手帳を提示してご利

用ください。
●申請方法 23 区内の都営地下鉄、都営バス、都電および日暮里・舎人ライナーの定

期券販売所で次のものを持参して申請してください（詳しくは、各定期券
販売所または東京都福祉局までお問い合せください）。
①精神障害者保健福祉手帳（コピー不可）
②現在お持ちの無料乗車券（更新の場合）

●内 容 障害のある方が民営バスを利用する際、手帳などの提示で運賃が割引にな
ります。　

●対 象 次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方とその介護者
②愛の手帳をお持ちの方とその介護者
③写真が貼付された精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

●費 用 
利用区分 利用方法 割引率

身体障害者手帳、愛の手帳または写真が
貼付された精神障害者保健福祉手帳所持
者が一人で利用するとき 

乗車時に手帳を提示す
る 5 割

第 1 種身体障害者または愛の手帳所持者
が介護者とともに利用するとき

乗車時に「心身障害者
民営バス乗車割引証」
を提示する

5 割（介護者も
同じです）

定期券を購入する場合
（身体障害者手帳・愛の手帳所持者）

購入時に「定期券割引
購入申込書」を提出す
る

3 割（小児定期
券を除く）

①身体障害者手帳をお持ちの方…障害者福祉課 
②愛の手帳をお持ちの方（18 歳未満）…東京都児童相談センター 
③愛の手帳をお持ちの方（18 歳以上）…東京都心身障害者福祉センター

●内 容 心身に障害のある方の運賃が割引になります。
対象 割引対象乗車券類 割引率 備考

第 1 種障害者と
その介護者

普通乗車券
回数乗車券
普通急行券

50%
私鉄など他鉄道会社線とまたがる
場合を含みます。
ただし回数乗車券は JR 線区間単
独の発売となります。

第 1 種障害者と
その介護者また
は 12 歳 未 満 の
障害者とその介
護者

定期乗車券
（小児定期乗車券
を除きます）

50%
私鉄など他鉄道会社線とまたがる
場合を含みます。
小児定期旅客運賃については割引
を適用しません。

第 1 種・ 第 2 種
障害者が単独で
利用する場合 

普通乗車券 50%
片道の営業キロが 100 キロを超
える場合

（私鉄線など他鉄道会社線にまた
がる場合を含みます）

※ JR 線と私鉄線など他の鉄道会社線をまたがる区間は、１枚で発売できる範囲があら
かじめ決められています。

※障害のある方と介護者がご利用になる場合は、同一区間の乗車券類をお買い求めいた
　だきます。
●利用方法

な い よ う しんしん しょうがい かた うんちん わりびき

りようほうほう

（５）JR 運賃の割引
う ん ち ん  　 わ り び き

①障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322
②東京都児童相談センター
　電話（5937）2317
③東京都心身障害者福祉センター
　電話（3253）2946

問合わせ問合わせ
と い あ  

割引のお申し出の際は、各自治体で発行する障害者手帳（旅客鉄道株式会
社旅客運賃減額欄に第 1 種または第 2 種の記載のあるもの）が
必要となります。また、列車などをご利用の際にも必ず手帳をお
持ちいただき、係員の請求がありましたらご提示ください。

な い よ う せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう も かた とえいこうつうとないざいじゅう と え い ち か

と で んて つ と え い に っ ぽ り と ね り り よ う むりょうじょうしゃけん

とうきょうと こ う ふ ゆうこうきかん ねん

しんせい と で ん とえい と え い ち か て つ ていきけんはんばいしょ おこな ひつよう

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう

な い よ う しょうがい かた みんえい り よ う さい てちょう て い じ うんちん わりびき

た い し ょ う

ひ よ う

●申請方法 「心身障害者民営バス乗車割引証」、「定期券割引購入申込書」の交付を希
　望される方は、身体障害者手帳または愛の手帳を持って下記窓口でお手続
　きください。

しんせいほうほう

※更新は、通用期限が切れる月の初日から手続が可能です。
※ IC カード式（PASMO）の無料乗車券については、都営地下鉄の定

期券販売所で変更・更新してください。

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

東京都福祉局　障害者施策推進部　精神保健医療課　生活支援担当
電話（5320）4464

問合わせ問合わせ
と い あ  

（３） 精神障害者都営交通乗車証
せいしんしょうがいしゃとえいこうつうじょうしゃしょう

（４） 民営バス料金の割引
み ん え い 　      りょうきん　  わ り び き
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●内 容 フェリーを利用する場合、運賃が割引になります。対象となる方、
割引率、割引対象船室などについては、会社により異なります。なお、
距離により割引にならない場合や、乗用車の割引を受けられる航路がある
場合があります。会社により取り扱いが異なりますので、詳しくは各会社
にお問い合わせください。

●内 容 国内線の航空機を利用する場合に、運賃が割引になります。会社により取
り扱いが異なりますので、詳しくは各会社にお問い合わせください。

●対 象 搭乗時の年齢が 12 歳以上で、以下の手帳をお持ちの方および同一便に搭
乗する介護者の方（1 人まで）が利用できます。
①身体障害者手帳
②愛の手帳
③精神障害者保健福祉手帳
④戦傷病者手帳
※精神障害者保健福祉手帳の有効期間が搭乗日当日に満了している

場合は、当運賃は利用できません。

●内 容 タクシーの運賃が１割引になります。
（精神障害者割引については、一部未実施の事業者があります）

●対 象 身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
●申請方法 乗務員に身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳に貼付

された写真を提示して、割引を申し込んでください。

●内 容 事前に区役所窓口やオンラインで割引登録申請を行い、手帳に登録済み
シールが貼付されている方が高速道路などを通行する場合、通行料金の半
額が割引になります。

●対 象 次のいずれかにあたる方で、事前に区役所窓口またはオンラインで申請
された方
①身体障害者手帳をお持ちの方が自ら運転する場合
②手帳所持者以外の方（介護者）が、第１種の身体障害者手帳または第
　１種の愛の手帳をお持ちの方を乗せて、運転する場合

 

（対象となる自動車）　
①自動車を事前登録する場合（ETC無線通行（ノンストップ走行）をご利
用の場合は、自動車の事前登録が必要となります。）

次の方が所有する個人名義の車（事前登録できる車は障害のある方１人に
つき１台です。）

・本人またはその親族など（配偶者、直系血族およびその配偶者ならび
に同居の親族など）

・障害のある方本人以外が運転する場合で、本人またはその親族などが
車を所有していない場合は、障害のある方本人を日常的に介護してい
る方

②自動車を事前登録しない場合（料金所のETC専用レーン、スマートイン
ターチェンジはご利用いただけません。）
・知人などの所有する自動車
・レンタカー
・車検時の代車
・タクシー（第１種の方のみ）
・福祉有償運送車両（第１種の方のみ）、など

※重度の障害者（第１種）の方がタクシーなどを利用する場合は、タク
シーなどの予約時または乗車時に障害者割引を利用する旨をお申し出
いただき、利用可能か確認した上でご乗車ください。

※事前登録の有無に関わらず、軽トラックや外見上営業のために使用し
ている車両、車検証の「所有者の氏名または名称」・「使用者の氏名
または名称」に法人名が記載されている車両（割賦購入または長期
リースを除く）などは対象になりません。

※自動車の事前登録をしている方は、②自動車を事前登録しない場合の
対象車両も割引対象に含まれます。

JR 各駅の発売窓口問合わせ問合わせ
と い あ  

私鉄各駅問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 私鉄旅客運賃の割引
し て つ り ょ か く う ん ち ん 　 　 わ り び き

各航空会社問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 航空旅客運賃の割引
こうくうりょかくうんちん　　 わ り び き

各フェリー会社問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） フェリー旅客運賃の割引
り ょ か く う ん ち ん 　  わ り び き

東京ハイヤー・タクシー協会
電話（3264）8080 ㈹

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） タクシー運賃の割引
う ん ち ん   　 わ り び き

な い よ う り よ う ば あ い うんちん わりびき たいしょう かた

わりびきりつ わりびきたいしょうせんしつ かいしゃ こと

き ょ り わりびき ば あ い じょうようしゃ わりびき う こ う ろ

ば あ い かいしゃ と あつか こと くわ かくかいしゃ

と あ

な い よ う こくないせん こ う く う き り よ う ば あ い うんちん わりびき かいしゃ と

あつか こと くわ かくかいしゃ と あ

た い し ょ う

な い よ う うんちん わりびき

せいしんしょうがいしゃわりびき い ち ぶ み じ っ し じぎょうしゃ

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う じぜん　       くやくしょまどぐち                                           　わりびきとうろくしんせい  　おこな         　てちょう    　とうろくず

がく　　わりびき

ちょうふ　                           かた    　こうそくどうろ　　　　　     つうこう          　ばあい　   つうこうりょうきん 　 はん

た い し ょ う

たいしょう じ ど う し ゃ

●内 容 JR に準じますが、会社により取り扱いが異なりますので、詳しくは
各会社にお問い合わせください。

な い よ う ことじゅん　　　　　　　　　　 かいしゃ                    　と     　あつ くわ

かくかいしゃ と あ

（10） 有料道路料金の割引
ゆうりょうどうろりょうきん　   わ り び き
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●内 容 フェリーを利用する場合、運賃が割引になります。対象となる方、
割引率、割引対象船室などについては、会社により異なります。なお、
距離により割引にならない場合や、乗用車の割引を受けられる航路がある
場合があります。会社により取り扱いが異なりますので、詳しくは各会社
にお問い合わせください。

●内 容 国内線の航空機を利用する場合に、運賃が割引になります。会社により取
り扱いが異なりますので、詳しくは各会社にお問い合わせください。

●対 象 搭乗時の年齢が 12 歳以上で、以下の手帳をお持ちの方および同一便に搭
乗する介護者の方（1 人まで）が利用できます。
①身体障害者手帳
②愛の手帳
③精神障害者保健福祉手帳
④戦傷病者手帳
※精神障害者保健福祉手帳の有効期間が搭乗日当日に満了している

場合は、当運賃は利用できません。

●内 容 タクシーの運賃が１割引になります。
（精神障害者割引については、一部未実施の事業者があります）

●対 象 身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
●申請方法 乗務員に身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳に貼付

された写真を提示して、割引を申し込んでください。

●内 容 事前に区役所窓口やオンラインで割引登録申請を行い、手帳に登録済み
シールが貼付されている方が高速道路などを通行する場合、通行料金の半
額が割引になります。

●対 象 次のいずれかにあたる方で、事前に区役所窓口またはオンラインで申請
された方
①身体障害者手帳をお持ちの方が自ら運転する場合
②手帳所持者以外の方（介護者）が、第１種の身体障害者手帳または第
　１種の愛の手帳をお持ちの方を乗せて、運転する場合

 

（対象となる自動車）　
①自動車を事前登録する場合（ETC無線通行（ノンストップ走行）をご利
用の場合は、自動車の事前登録が必要となります。）

次の方が所有する個人名義の車（事前登録できる車は障害のある方１人に
つき１台です。）

・本人またはその親族など（配偶者、直系血族およびその配偶者ならび
に同居の親族など）

・障害のある方本人以外が運転する場合で、本人またはその親族などが
車を所有していない場合は、障害のある方本人を日常的に介護してい
る方

②自動車を事前登録しない場合（料金所のETC専用レーン、スマートイン
ターチェンジはご利用いただけません。）
・知人などの所有する自動車
・レンタカー
・車検時の代車
・タクシー（第１種の方のみ）
・福祉有償運送車両（第１種の方のみ）、など

※重度の障害者（第１種）の方がタクシーなどを利用する場合は、タク
シーなどの予約時または乗車時に障害者割引を利用する旨をお申し出
いただき、利用可能か確認した上でご乗車ください。

※事前登録の有無に関わらず、軽トラックや外見上営業のために使用し
ている車両、車検証の「所有者の氏名または名称」・「使用者の氏名
または名称」に法人名が記載されている車両（割賦購入または長期
リースを除く）などは対象になりません。

※自動車の事前登録をしている方は、②自動車を事前登録しない場合の
対象車両も割引対象に含まれます。

JR 各駅の発売窓口問合わせ問合わせ
と い あ  

私鉄各駅問合わせ問合わせ
と い あ  

（６） 私鉄旅客運賃の割引
し て つ り ょ か く う ん ち ん 　 　 わ り び き

各航空会社問合わせ問合わせ
と い あ  

（７） 航空旅客運賃の割引
こうくうりょかくうんちん　　 わ り び き

各フェリー会社問合わせ問合わせ
と い あ  

（８） フェリー旅客運賃の割引
り ょ か く う ん ち ん 　  わ り び き

東京ハイヤー・タクシー協会
電話（3264）8080 ㈹

問合わせ問合わせ
と い あ  

（９） タクシー運賃の割引
う ん ち ん   　 わ り び き

な い よ う り よ う ば あ い うんちん わりびき たいしょう かた

わりびきりつ わりびきたいしょうせんしつ かいしゃ こと

き ょ り わりびき ば あ い じょうようしゃ わりびき う こ う ろ

ば あ い かいしゃ と あつか こと くわ かくかいしゃ

と あ

な い よ う こくないせん こ う く う き り よ う ば あ い うんちん わりびき かいしゃ と

あつか こと くわ かくかいしゃ と あ

た い し ょ う

な い よ う うんちん わりびき

せいしんしょうがいしゃわりびき い ち ぶ み じ っ し じぎょうしゃ

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う じぜん　       くやくしょまどぐち                                           　わりびきとうろくしんせい  　おこな         　てちょう    　とうろくず

がく　　わりびき

ちょうふ　                           かた    　こうそくどうろ　　　　　     つうこう          　ばあい　   つうこうりょうきん 　 はん

た い し ょ う

たいしょう じ ど う し ゃ

●内 容 JR に準じますが、会社により取り扱いが異なりますので、詳しくは
各会社にお問い合わせください。

な い よ う ことじゅん　　　　　　　　　　 かいしゃ                    　と     　あつ くわ

かくかいしゃ と あ

（10） 有料道路料金の割引
ゆうりょうどうろりょうきん　   わ り び き
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②オンラインによる申請（自動車を事前登録の上、ETC利用申請される方のみご利
用いただけます。）

　詳細については、以下のURLからご確認ください。
　オンライン申請受付サイト　
　https://www.expressway-discount.jp
※オンライン申請には、マイナンバーカードのご用意と、
　マイナポータルへのご利用登録が必要です。

●内 容 障害の程度により、NHK テレビ受信料が全額免除または半額免除になり
ます。

●対 象 （全額免除）
障害のある方がいる世帯で世帯員のすべての方が市町村民税（特別区民税
含む）を課税されていない場合
（半額免除）
①視覚または聴覚の障害のため身体障害者手帳をお持ちの方が世帯主で受

信契約者の場合
②身体障害者手帳 1・2 級をお持ちの方が世帯主で受信契約者の場合
③愛の手帳1・2 度をお持ちの方が世帯主で受信契約者の場合
④精神障害者保健福祉手帳 1 級をお持ちの方が世帯主で受信契約者の場

合
⑤戦傷病手帳をお持ちで特別項症・第 1 款症の方が世帯主で受信契約者

の場合

二次元コード

ETCを
利用する
方

ETCを
利用しな
い方

申請
①区役所窓口
または
②オンライン

申請
①区役所窓口

自動車を事前登録（A）

自動車を事前登録（A）

自動車の事前登録なし（B）
親族や知人の所有する車、
レンタカー等をご利用の方

ETC無線通行（ノンストップ
走行）利用
登録したETCカードを利用

料金所での精算
一般または混在レーン（ETC
車でETC専用料金所利用の場
合サポートレーン）
※自動車を事前登録した場合
（A）、料金所での精算がス
ムーズに行えます

●内 容 申請に基づき、水道料金は基本料金と１カ月当たり 10 立方メートルまで
の料金が、下水道料金は１カ月当たり８立方メートルまでの料金が免除さ
れます。

●対 象 特別児童扶養手当を受けている方
●申請方法 ①水道局営業所の窓口で申請される方

上記手当の受給証書・印鑑・最近の領収書などをご持参ください。
②郵送により申請される方

●申請方法 ①「放送受信料免除（全額・半額免除）申請書」の交付を受けます。
　　印鑑と障害者手帳を持って、障害者福祉課へ申請してください。
　※全額免除の場合、区外から転入した方は、前住地の区市町村で発行する
　　世帯構成員全員の住民税非課税証明書が必要な場合があります。

②交付された「放送受信料免除（全額・半額免除）申請書」をＮＨＫ首都
　圏局東京中央オフィスまたは、受信料担当者に提出してください。

な い よ う しんせい もと すいどうりょうきん きほんりょうきん げつ あ りっぽう

りょうきん げすいどうりょうきん げつ あ りっぽう りょうきん めんじょ

た い し ょ う

しんせいほうほう

しんせいほうほう

中央区で受給確認印を受けた「水道料金・下水道料金免除申請
書」、もしくは「水道料金・下水道料金免除申請書」に必要事
項を記入し、受給証書の写しを同封のうえ、下記の水道局営業
所へ郵送してください。

な い よ う しょうがい て い ど じゅしんりょう ぜんがくめんじょ はんがくめんじょ

た い し ょ う

有料道路 ETC 割引　登録係
　電話　045(477)1223（平日午前 9 時～午後 5 時）
首都高速道路株式会社ホームページ
　https://www.shutoko.jp/fee/discount/plan_8/　

（提出先）
障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

公共料金など
こうきょうりょうきん

NHK 首都圏局　東京中央オフィス
　〒150-0041　渋谷区神南 1-6-12　渋谷コロンバンビル 2F
　電話（5456）2141（平日午前 10 時～午後 5 時）

（提出先）
障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） NHK テレビ受信料の免除
じゅしんりょう   　 め ん じ ょ

（12） 水道・下水道料金の免除
す い ど う 　  げ す い ど う り ょ う き ん  　 め ん じ ょ

 ●申請方法 次のいずれかの方法で申請いただけます。
①窓口での申請
　次のものを持参し、区役所窓口で申請してください。

しんせいほうほう
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書類名

手続き内容

必要なケース自動車を
事前登録する

場合（A）

自動車を
事前登録しな
い場合（B）

障害者手帳 ○ ○ 常に必要
車検証原本 ○ × 自動車を登録する場合

割賦契約書（ローン） 
／リース契約書 ○ ×

ローンまたは長期リース
で自動車を利用している
場合

ETC カード ○ × ETC 無線通行（ノンス
トップ走行）利用の場合

ETC 車載器セットアップ
申込書・証明書など ○ × ETC 無線通行（ノンス

トップ走行）利用の場合

運転免許証 ○ ○ 障害のある方本人が運転
する場合（第２種の方）
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②オンラインによる申請（自動車を事前登録の上、ETC利用申請される方のみご利
用いただけます。）

　詳細については、以下のURLからご確認ください。
　オンライン申請受付サイト　
　https://www.expressway-discount.jp
※オンライン申請には、マイナンバーカードのご用意と、
　マイナポータルへのご利用登録が必要です。

●内 容 障害の程度により、NHK テレビ受信料が全額免除または半額免除になり
ます。

●対 象 （全額免除）
障害のある方がいる世帯で世帯員のすべての方が市町村民税（特別区民税
含む）を課税されていない場合
（半額免除）
①視覚または聴覚の障害のため身体障害者手帳をお持ちの方が世帯主で受

信契約者の場合
②身体障害者手帳 1・2 級をお持ちの方が世帯主で受信契約者の場合
③愛の手帳1・2 度をお持ちの方が世帯主で受信契約者の場合
④精神障害者保健福祉手帳 1 級をお持ちの方が世帯主で受信契約者の場

合
⑤戦傷病手帳をお持ちで特別項症・第 1 款症の方が世帯主で受信契約者

の場合

二次元コード

ETCを
利用する
方

ETCを
利用しな
い方

申請
①区役所窓口
または
②オンライン

申請
①区役所窓口

自動車を事前登録（A）

自動車を事前登録（A）

自動車の事前登録なし（B）
親族や知人の所有する車、
レンタカー等をご利用の方

ETC無線通行（ノンストップ
走行）利用
登録したETCカードを利用

料金所での精算
一般または混在レーン（ETC
車でETC専用料金所利用の場
合サポートレーン）
※自動車を事前登録した場合
（A）、料金所での精算がス
ムーズに行えます

●内 容 申請に基づき、水道料金は基本料金と１カ月当たり 10 立方メートルまで
の料金が、下水道料金は１カ月当たり８立方メートルまでの料金が免除さ
れます。

●対 象 特別児童扶養手当を受けている方
●申請方法 ①水道局営業所の窓口で申請される方

上記手当の受給証書・印鑑・最近の領収書などをご持参ください。
②郵送により申請される方

●申請方法 ①「放送受信料免除（全額・半額免除）申請書」の交付を受けます。
　　印鑑と障害者手帳を持って、障害者福祉課へ申請してください。
　※全額免除の場合、区外から転入した方は、前住地の区市町村で発行する
　　世帯構成員全員の住民税非課税証明書が必要な場合があります。

②交付された「放送受信料免除（全額・半額免除）申請書」をＮＨＫ首都
　圏局東京中央オフィスまたは、受信料担当者に提出してください。

な い よ う しんせい もと すいどうりょうきん きほんりょうきん げつ あ りっぽう

りょうきん げすいどうりょうきん げつ あ りっぽう りょうきん めんじょ

た い し ょ う

しんせいほうほう

しんせいほうほう

中央区で受給確認印を受けた「水道料金・下水道料金免除申請
書」、もしくは「水道料金・下水道料金免除申請書」に必要事
項を記入し、受給証書の写しを同封のうえ、下記の水道局営業
所へ郵送してください。

な い よ う しょうがい て い ど じゅしんりょう ぜんがくめんじょ はんがくめんじょ

た い し ょ う

有料道路 ETC 割引　登録係
　電話　045(477)1223（平日午前 9 時～午後 5 時）
首都高速道路株式会社ホームページ
　https://www.shutoko.jp/fee/discount/plan_8/　

（提出先）
障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

公共料金など
こうきょうりょうきん

NHK 首都圏局　東京中央オフィス
　〒150-0041　渋谷区神南 1-6-12　渋谷コロンバンビル 2F
　電話（5456）2141（平日午前 10 時～午後 5 時）

（提出先）
障害者福祉課　障害者福祉係
　電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

（11） NHK テレビ受信料の免除
じゅしんりょう   　 め ん じ ょ

（12） 水道・下水道料金の免除
す い ど う 　  げ す い ど う り ょ う き ん  　 め ん じ ょ

 ●申請方法 次のいずれかの方法で申請いただけます。
①窓口での申請
　次のものを持参し、区役所窓口で申請してください。

しんせいほうほう
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●内 容 4 月 1 日～ 5 月 31 日の期間で対象の方からの申し出により、お一人につ
き指定のはがきの中から、１種類を 20 枚差し上げます。

●対 象 身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１・２度（療育手帳 A）をお持ちの方
●申請方法 身体障害者手帳または愛の手帳（療育手帳）を窓口へお持ちいただくか、

　最寄りの郵便局に郵送で申請してください。

 
 

●内 容 

●対 象 ①身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかの障害のある方
　・視覚障害　1 ～ 6 級

・肢体不自由 ( 上肢、体幹、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運
　動機能障害 )　1・2 級
・聴覚障害　2・3・4・6級（1級・5級はなし）
・音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害　3・4級（1級・2級
　はなし）

 

②戦傷病者手帳をお持ちで、次のいずれかの障害がある方
　・視覚障害　特別項症～第 6 項症
　・肢体不自由（上肢）　特別項症～第２項症
　・聴覚障害　第２項症、第４項症
　・音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害　第１項症、第２項症、
　　第４項症

電話帳の利用が困難な視覚・聴覚・上肢などの不自由な方、知的障害お
よび精神障害のある方を対象に、番号案内料を無料とする「ふれあい案
内」を提供しています。ご利用には、事前に登録が必要です。

③愛の手帳をお持ちの方
④精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

な い よ う

晴海郵便局　　〒104-8799　晴海 4-6-26　　電話 0570(943)844
日本橋郵便局　〒103-8799　日本橋 1-18-1　電話 0570(943)301
京橋郵便局　　〒104-8799　築地 4-2-2　　  電話 0570(943)844
銀座郵便局　　〒100-8799　銀座 8-20-26　 電話 0570(943)914

問合わせ問合わせ
と い あ  

晴海郵便局　　〒104-8799　晴海 4-6-26　　電話 0570(943)844
日本橋郵便局　〒103-8799　日本橋 1-18-1　電話 0570(943)301
京橋郵便局　　〒104-8799　築地 4-2-2　　  電話 0570(943)844
銀座郵便局　　〒100-8799　銀座 8-20-26　 電話 0570(943)914

問合わせ問合わせ
と い あ  

（15） はがきの無料配布（青い鳥はがき）
む り ょ う は い ふ 　    あ お   　 と り

ふれあい案内専用フリーダイヤル
電話 0120-104174　FAX 0120-104134

問合わせ問合わせ
と い あ  

（16） 電話番号案内の無料利用（ふれあい案内） 
で ん わ ば ん ご う あ ん な い 　     む り ょ う り よ う                    　 あ ん な い

障害のある方への郵便物や、障害者団体発行の郵便物で、料金が減免にな
るものがあります。詳しくは各郵便局にお問い合わせください。

な い よ う がつ たち がつ にち き か ん たいしょう かた もう で ひ と り

し て い なか しゅるい まい さ あ

た い し ょ う

しんせいほうほう

●内 容 粗大ごみなどの処理を申し込むときに必要書類を提出すると手数料が減免
されます。

●対 象 （免除）
①天災やその他大きな災害を受けた方
②生活保護を受けている方
③児童扶養手当を受けている方
④特別児童扶養手当を受けている方
⑤老齢福祉年金を受けている方
（減額または免除）
⑥火災などの災害を受けた方（①に該当する方を除く）
⑦その他特別な理由があると認められた方

●申請方法 粗大ごみについては、事前に粗大ごみ受付センターに電話などでお申し
込みください。その他の廃棄物などについては、中央清掃事務所にお問
い合わせください。
(粗大ごみ申込）
　粗大ごみ受付センター
　電話（5296）7000
　※令和６年３月以降は（6833）2525
　（受付時間：月曜日～土曜日　午前８時～午後７時）

な い よ う

●内 容
な い よ う

そ だ い

しょうがい             　かた　         ゆうびんぶつ　         しょうがいしゃだんたいはっこう   　ゆうびんぶつ        　りょうきん　 げんめん

くわ　                            かくゆうびんきょく　                    と　            あ

し ょ り もう こ ひつようしょるい ていしゅつ てすうりょう げんめん

た い し ょ う

しんせいほうほう

※「水道料金・下水道料金免除申請書」は、区障害者福祉課および水道局
　営業所にあります。

東京都水道局　千代田営業所
〒101-8523　千代田区内神田 2-1-12
電話（5298）5351　FAX（3254）0207

問合わせ問合わせ
と い あ  

（13） 粗大ごみなどの処理手数料の減免
そ だ い 　                     し ょ り て す う り ょ う 　    げ ん め ん

（14） 郵便料金の減免
ゆうびんりょうきん    　 げ ん め ん

中央清掃事務所
〒104-0031　京橋 1-19-6
電話（3562）1521　FAX（3562）1504

問合わせ問合わせ
と い あ  

でんわちょう　     りよう　     こんなん         しかく　   ちょうかく　  じょうし　                   ふじゆう      　かた　    ちてきしょうがい

せいしんしょうがい              　かた　  たいしょう　       ばんごうあんないりょう　  むりょう                                               　あん

ない　       ていきょう                                       　りよう                  　じぜん    　とうろく    　ひつよう

た い し ょ う
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郵便物の種類 内　容
点字郵便物および盲人用録音郵便物（特定盲人施
設の発受するもの）で開封のもの 無　料

点字ゆうパック、心身障害者用ゆうメール（図書
館の発受する図書）など 低料金

心身障害者団体発行の第三種郵便物（承認条件が
あります） 低料金
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●内 容 4 月 1 日～ 5 月 31 日の期間で対象の方からの申し出により、お一人につ
き指定のはがきの中から、１種類を 20 枚差し上げます。

●対 象 身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１・２度（療育手帳 A）をお持ちの方
●申請方法 身体障害者手帳または愛の手帳（療育手帳）を窓口へお持ちいただくか、

　最寄りの郵便局に郵送で申請してください。

 
 

●内 容 

●対 象 ①身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかの障害のある方
　・視覚障害　1 ～ 6 級

・肢体不自由 ( 上肢、体幹、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運
　動機能障害 )　1・2 級
・聴覚障害　2・3・4・6級（1級・5級はなし）
・音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害　3・4級（1級・2級
　はなし）

 

②戦傷病者手帳をお持ちで、次のいずれかの障害がある方
　・視覚障害　特別項症～第 6 項症
　・肢体不自由（上肢）　特別項症～第２項症
　・聴覚障害　第２項症、第４項症
　・音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害　第１項症、第２項症、
　　第４項症

電話帳の利用が困難な視覚・聴覚・上肢などの不自由な方、知的障害お
よび精神障害のある方を対象に、番号案内料を無料とする「ふれあい案
内」を提供しています。ご利用には、事前に登録が必要です。

③愛の手帳をお持ちの方
④精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

な い よ う

晴海郵便局　　〒104-8799　晴海 4-6-26　　電話 0570(943)844
日本橋郵便局　〒103-8799　日本橋 1-18-1　電話 0570(943)301
京橋郵便局　　〒104-8799　築地 4-2-2　　  電話 0570(943)844
銀座郵便局　　〒100-8799　銀座 8-20-26　 電話 0570(943)914

問合わせ問合わせ
と い あ  

晴海郵便局　　〒104-8799　晴海 4-6-26　　電話 0570(943)844
日本橋郵便局　〒103-8799　日本橋 1-18-1　電話 0570(943)301
京橋郵便局　　〒104-8799　築地 4-2-2　　  電話 0570(943)844
銀座郵便局　　〒100-8799　銀座 8-20-26　 電話 0570(943)914

問合わせ問合わせ
と い あ  

（15） はがきの無料配布（青い鳥はがき）
む り ょ う は い ふ 　    あ お   　 と り

ふれあい案内専用フリーダイヤル
電話 0120-104174　FAX 0120-104134

問合わせ問合わせ
と い あ  

（16） 電話番号案内の無料利用（ふれあい案内） 
で ん わ ば ん ご う あ ん な い 　     む り ょ う り よ う                    　 あ ん な い

障害のある方への郵便物や、障害者団体発行の郵便物で、料金が減免にな
るものがあります。詳しくは各郵便局にお問い合わせください。

な い よ う がつ たち がつ にち き か ん たいしょう かた もう で ひ と り

し て い なか しゅるい まい さ あ

た い し ょ う

しんせいほうほう

●内 容 粗大ごみなどの処理を申し込むときに必要書類を提出すると手数料が減免
されます。

●対 象 （免除）
①天災やその他大きな災害を受けた方
②生活保護を受けている方
③児童扶養手当を受けている方
④特別児童扶養手当を受けている方
⑤老齢福祉年金を受けている方
（減額または免除）
⑥火災などの災害を受けた方（①に該当する方を除く）
⑦その他特別な理由があると認められた方

●申請方法 粗大ごみについては、事前に粗大ごみ受付センターに電話などでお申し
込みください。その他の廃棄物などについては、中央清掃事務所にお問
い合わせください。
(粗大ごみ申込）
　粗大ごみ受付センター
　電話（5296）7000
　※令和６年３月以降は（6833）2525
　（受付時間：月曜日～土曜日　午前８時～午後７時）

な い よ う

●内 容
な い よ う

そ だ い

しょうがい             　かた　         ゆうびんぶつ　         しょうがいしゃだんたいはっこう   　ゆうびんぶつ        　りょうきん　 げんめん

くわ　                            かくゆうびんきょく　                    と　            あ

し ょ り もう こ ひつようしょるい ていしゅつ てすうりょう げんめん

た い し ょ う

しんせいほうほう

※「水道料金・下水道料金免除申請書」は、区障害者福祉課および水道局
　営業所にあります。

東京都水道局　千代田営業所
〒101-8523　千代田区内神田 2-1-12
電話（5298）5351　FAX（3254）0207

問合わせ問合わせ
と い あ  

（13） 粗大ごみなどの処理手数料の減免
そ だ い 　                     し ょ り て す う り ょ う 　    げ ん め ん

（14） 郵便料金の減免
ゆうびんりょうきん    　 げ ん め ん

中央清掃事務所
〒104-0031　京橋 1-19-6
電話（3562）1521　FAX（3562）1504

問合わせ問合わせ
と い あ  

でんわちょう　     りよう　     こんなん         しかく　   ちょうかく　  じょうし　                   ふじゆう      　かた　    ちてきしょうがい

せいしんしょうがい              　かた　  たいしょう　       ばんごうあんないりょう　  むりょう                                               　あん

ない　       ていきょう                                       　りよう                  　じぜん    　とうろく    　ひつよう

た い し ょ う
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●内 容

●対 象

各施設の窓口で、「中央区立スポーツ施設等区民無料利用証」を提示する
ことで、以下のスポーツ施設に無料で入場できます。
・総合スポーツセンター

温水プール、トレーニングルーム、ゴルフ練習場、個人利用種目（卓球
など※）

※卓球、バスケットボール、バドミントン、柔道・合気道、剣道、拳法、
リズム体操、ニュースポーツ、弓道、アーチェリー、ビームライフル、
エアライフル

・月島スポーツプラザ
　温水プール
・築地社会教育会館
　卓球室、トレーニング室
区内在住で、次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方
②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

●費 用

　※上記①～③の手帳をお持ちの方1名につき、1名の介護者も無料で入場
　　できます。
　無料

●申請方法 プールの窓口で手帳を提示し、「中央区立スポーツ施設等区民無料利用証」
の申請を行ってください。

ひ よ う

しんせいほうほう

●内 容 区市町村・官公署に提出する各種手当・年金などの申請に必要な住民票や
課税（非課税）証明書の手数料が免除になる場合があります。申請の窓口
か住民票あるいは課税（非課税）証明書の窓口にお尋ねください。

●申請方法 交付の際は本人確認できるものの提示が必要です。障害者手帳や運転免許
証などを持参してください。

な い よ う くしちょうそん かんこうしょ ていしゅつ かくしゅてあて ねんきん しんせい ひつよう じゅうみんひょう

か ぜ い ひ か ぜ い しょうめいしょ てすうりょう めんじょ ば あ い しんせい まどぐち

じゅうみんひょう か ぜ い ひ か ぜ い しょうめいしょ まどぐち たず

しんせいほうほう

（住民票）
区民生活課　住民記録係
　電話（3546）5320　FAX（3546）9557
日本橋特別出張所　区民係
　〒103-8360　日本橋蛎殻町 1-31-1　日本橋区民センター 1 階
　電話（3666）4253　FAX（3666）4250
月島特別出張所　区民係
　〒104-8585　月島 4-1-1　月島区民センター 1 階
　電話（3531）1153　FAX（5560）1987
（課税（非課税）証明書）
税務課　収納係
　電話（3546）5276 ～ 5278　FAX（5565）3957
日本橋特別出張所　地域活動係
　電話（3666）4251 ㈹　FAX（3666）4250
月島特別出張所　地域活動係
　電話（3531）1151 ㈹　FAX（5560）1987

問合わせ問合わせ
と い あ  

（17） 住民票・課税（非課税）証明書の手数料免除
じゅうみんひょう　     か ぜ い      　ひ か ぜ い   　  しょうめいしょ　  て す う り ょ う め ん じ ょ

（18） 総合スポーツセンター・月島スポーツプラザ・築地社会教育会館
　　  スポーツ施設の無料入場

そ う ご う                                    　 つ き し ま                                　 つ き じ し ゃ か い き ょ う い く か い か ん

し せ つ   　 むりょうにゅうじょう

総合スポーツセンター
　〒103-0007　日本橋浜町 2-59-1
　電話（3666）1501　FAX（3666）1503
月島スポーツプラザ
　〒104-0052　月島 1-9-2
　電話（3534）5883　FAX（3534）5886
築地社会教育会館
　〒104-0045　築地 4-15-1
　電話（3542）4801　FAX（3542）3696

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央小学校
　〒104-0043　湊 1-4-1
　※開放時間帯のみ　電話（3206）0035
日本橋小学校
　〒103-0013　日本橋人形町 1-1-17
　※開放時間帯のみ　電話（3668）2378
月島第三小学校
　〒104-0053　晴海 1-4-1
　※開放時間帯のみ　電話（ 3531）7860

（開放時間帯以外のことはスポーツ課へお問い合わせください）
スポーツ課　体育施設係
　電話（3546）5529　FAX（3546）9561

問合わせ問合わせ
と い あ  

（19） 中央小学校・日本橋小学校・月島第三小学校　温水プールの無料入場
ちゅうおうしょうがっこう　 にほんばししょうがっこう　つきしまだいさんしょうがっこう　   お ん す い              　 むりょうにゅうじょう

プールの窓口で「中央区立スポーツ施設等区民無料利用証」を提示するこ
とで、中央小学校・日本橋小学校・月島第三小学校の温水プールに無料で
入場できます。

な い よ う かくしせつ　    まどぐち             　ちゅうおうくりつ                         　し せつとう  く みんむりょうりようしょう           　ていじ

い  か                              　しせつ　     むりょう　 にゅうじょう

そうごう

つきしま

つきじしゃかいきょういくかいかん

た い し ょ う

●内 容

●対 象 区内在住で、次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方

●費 用
●申請方法

※上記①～③の手帳をお持ちの方1名につき、1名の介護者も無料で入場
できます。

無料
各施設の窓口で手帳を提示し、「中央区立スポーツ施設等区民無料利用
証」の申請を行ってください。

な い よ う まどぐち　         ちゅうおうくりつ                            し せつとう  く みんむりょうりようしょう           　ていじ

ちゅうおうしょうがっこう　にほんばししょうがっこう　  つきしまだいさんしょうがっこう　おんすい　                      むりょう

にゅうじょう

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう
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●内 容

●対 象

各施設の窓口で、「中央区立スポーツ施設等区民無料利用証」を提示する
ことで、以下のスポーツ施設に無料で入場できます。
・総合スポーツセンター

温水プール、トレーニングルーム、ゴルフ練習場、個人利用種目（卓球
など※）

※卓球、バスケットボール、バドミントン、柔道・合気道、剣道、拳法、
リズム体操、ニュースポーツ、弓道、アーチェリー、ビームライフル、
エアライフル

・月島スポーツプラザ
　温水プール
・築地社会教育会館
　卓球室、トレーニング室
区内在住で、次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方
②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

②愛の手帳をお持ちの方
③精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

●費 用

　※上記①～③の手帳をお持ちの方1名につき、1名の介護者も無料で入場
　　できます。
　無料

●申請方法 プールの窓口で手帳を提示し、「中央区立スポーツ施設等区民無料利用証」
の申請を行ってください。

ひ よ う

しんせいほうほう

●内 容 区市町村・官公署に提出する各種手当・年金などの申請に必要な住民票や
課税（非課税）証明書の手数料が免除になる場合があります。申請の窓口
か住民票あるいは課税（非課税）証明書の窓口にお尋ねください。

●申請方法 交付の際は本人確認できるものの提示が必要です。障害者手帳や運転免許
証などを持参してください。

な い よ う くしちょうそん かんこうしょ ていしゅつ かくしゅてあて ねんきん しんせい ひつよう じゅうみんひょう

か ぜ い ひ か ぜ い しょうめいしょ てすうりょう めんじょ ば あ い しんせい まどぐち

じゅうみんひょう か ぜ い ひ か ぜ い しょうめいしょ まどぐち たず

しんせいほうほう

（住民票）
区民生活課　住民記録係
　電話（3546）5320　FAX（3546）9557
日本橋特別出張所　区民係
　〒103-8360　日本橋蛎殻町 1-31-1　日本橋区民センター 1 階
　電話（3666）4253　FAX（3666）4250
月島特別出張所　区民係
　〒104-8585　月島 4-1-1　月島区民センター 1 階
　電話（3531）1153　FAX（5560）1987
（課税（非課税）証明書）
税務課　収納係
　電話（3546）5276 ～ 5278　FAX（5565）3957
日本橋特別出張所　地域活動係
　電話（3666）4251 ㈹　FAX（3666）4250
月島特別出張所　地域活動係
　電話（3531）1151 ㈹　FAX（5560）1987

問合わせ問合わせ
と い あ  

（17） 住民票・課税（非課税）証明書の手数料免除
じゅうみんひょう　     か ぜ い      　ひ か ぜ い   　  しょうめいしょ　  て す う り ょ う め ん じ ょ

（18） 総合スポーツセンター・月島スポーツプラザ・築地社会教育会館
　　  スポーツ施設の無料入場

そ う ご う                                    　 つ き し ま                                　 つ き じ し ゃ か い き ょ う い く か い か ん

し せ つ   　 むりょうにゅうじょう

総合スポーツセンター
　〒103-0007　日本橋浜町 2-59-1
　電話（3666）1501　FAX（3666）1503
月島スポーツプラザ
　〒104-0052　月島 1-9-2
　電話（3534）5883　FAX（3534）5886
築地社会教育会館
　〒104-0045　築地 4-15-1
　電話（3542）4801　FAX（3542）3696

問合わせ問合わせ
と い あ  

中央小学校
　〒104-0043　湊 1-4-1
　※開放時間帯のみ　電話（3206）0035
日本橋小学校
　〒103-0013　日本橋人形町 1-1-17
　※開放時間帯のみ　電話（3668）2378
月島第三小学校
　〒104-0053　晴海 1-4-1
　※開放時間帯のみ　電話（ 3531）7860

（開放時間帯以外のことはスポーツ課へお問い合わせください）
スポーツ課　体育施設係
　電話（3546）5529　FAX（3546）9561

問合わせ問合わせ
と い あ  

（19） 中央小学校・日本橋小学校・月島第三小学校　温水プールの無料入場
ちゅうおうしょうがっこう　 にほんばししょうがっこう　つきしまだいさんしょうがっこう　   お ん す い              　 むりょうにゅうじょう

プールの窓口で「中央区立スポーツ施設等区民無料利用証」を提示するこ
とで、中央小学校・日本橋小学校・月島第三小学校の温水プールに無料で
入場できます。

な い よ う かくしせつ　    まどぐち             　ちゅうおうくりつ                         　し せつとう  く みんむりょうりようしょう           　ていじ

い  か                              　しせつ　     むりょう　 にゅうじょう

そうごう

つきしま

つきじしゃかいきょういくかいかん

た い し ょ う

●内 容

●対 象 区内在住で、次のいずれかにあたる方
①身体障害者手帳をお持ちの方

●費 用
●申請方法

※上記①～③の手帳をお持ちの方1名につき、1名の介護者も無料で入場
できます。

無料
各施設の窓口で手帳を提示し、「中央区立スポーツ施設等区民無料利用
証」の申請を行ってください。

な い よ う まどぐち　         ちゅうおうくりつ                            し せつとう  く みんむりょうりようしょう           　ていじ

ちゅうおうしょうがっこう　にほんばししょうがっこう　  つきしまだいさんしょうがっこう　おんすい　                      むりょう

にゅうじょう

た い し ょ う

ひ よ う

しんせいほうほう
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●申請方法 手帳を提示するか、使用料免除申請書を提出してください。
 公園駐車場で直接申し込んでください。 

●内 容 携帯電話の基本使用料や各種サービス料金が割引になります。会社により
取り扱いが異なりますので、詳しくは各会社にお問い合わせください。

●対 象 下記いずれかの手帳をお持ちの方
①身体障害者手帳
②愛の手帳
③精神障害者保健福祉手帳

地震だ！ そのとき
家にいたら
●身の安全を図る

座ぶとんやクッションなど近くにあるもので頭を守りましょう。近くのテーブルや机
の下に入るか、何もない空間へ移動しましょう。家具、本棚、食器棚などはあらかじ
め固定しておきましょう。

●慌てて外に飛び出さない
急に外へ飛び出すと、屋根瓦やガラス、看板などが落ちてきて危険です。外へ出る
ときは長袖・長ズボンやヘルメットを着用するなど安全な服装を心掛けてください。

●室内のガラスの破片に気を付ける
室内のガラスの破片で手足にけがをしないようにスリッパなどを用意しておきま
しょう。また、夜間の地震に備えて、懐中電灯を寝室に置いておきましょう。

●揺れがおさまったら、次の行動を
・出火防止

揺れがおさまったら、ストーブの火、ガスの元栓、電気器具のコンセントなど、火
の元を素早く確認しましょう。

・避難経路の確認
建物が傾くと、窓や戸が開かなくなることがあります。
閉じ込められないように、玄関ドアを開けましょう。

・余震に備える
余震に備えて、倒れそうな物や落ちそうな物がないか点検し、必要な備え（転倒・
落下防止対策）をしましょう。
家族みんなが 過ごせる「安全な空間」を作りましょう。
自宅での被災生活に備えて、水、食料、照明、燃料、防寒衣類などの準備をしましょ
う。

外にいたら
●街頭では

ガラスや看板、瓦、切断電線、ブロック塀などの倒壊、壁などの落下物に注意しましょ
う。
手荷物や両腕で頭を守り、広場などの安全な場所に避難しましょう。

●人の集まるところ（デパート、映画館、地下街など）では
・デパート、映画館にいたら

階段や非常口を目指してあわてて走らず、場内放送や係員の指示に従いましょう。
ガラスや陳列棚からすばやく離れ、落下物から頭を守って、その場で様子を見ましょ
う。

・地下街にいたら
大きな柱や壁に身を寄せ、揺れがおさまるのを待ちましょう。
停電しても非常灯がつき壁伝いに進めば、避難出口にたどりつきます。

●内 容 心身に障害のある方が、有料の都立公園などを利用する場合に、無料で
入園できます。

（施設名）　旧岩崎邸庭園・旧芝離宮恩賜庭園・旧古河庭園・清澄庭園・小石川後楽園・
殿ヶ谷戸庭園・浜離宮恩賜庭園・向島百花園・六義園・井の頭自然文化園・

島熱帯植物館
※全ての施設で車いすの貸し出しを行っています。

●対 象 身体障害者手帳、愛の手帳（療育手帳）、精神障害者保健福祉手帳をお持
ちの方と付き添いの方（付き添いは必要な範囲に限る） 

●申請方法 入場のときに手帳を提示してください。

●内 容 身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が、
都立公園の有料駐車場を利用する場合に、無料で利用できます。

（施設名）

な い よ う しんしん しょうがい かた ゆうりょう と り つ こ う え ん り よ う ば あ い むりょう

にゅうえん

し せ つ め い

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う しんたいしょうがいしゃてちょう あい てちょう せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう も

とりつこうえん ゆうりょうちゅうしゃじょう り よ う ば あ い むりょう り よ う

し せ つ め い

各公園事務所の窓口で申し込んでください。
東京都建設局　公園緑地部　公園課
電話（5320）5376・5377　FAX（5388） 1532

問合わせ問合わせ
と い あ  

（20） 都立公園などの無料入場
と り つ こ う え ん           　 むりょうにゅうじょう

公益財団法人東京都公園協会
公園事業部　営業課　駐車場担当
電話（3232）3138

問合わせ問合わせ
と い あ  

（21） 都立公園駐車場の無料利用
とりつこうえんちゅうしゃじょう　    む り ょ う り よ う

（22） 携帯電話料金の割引
けいたいでんわりょうきん　   わ り び き

各携帯電話会社問合わせ問合わせ
と い あ  

代々木公園 ･ 木場公園・砧公園・上野恩賜公園・水元公園 ･ 東綾瀬公園 ･
井の頭恩賜公園･小金井公園･石神井公園・神代植物公園・光が丘公園・
野川公園・葛西臨海公園・駒沢オリンピック公園・府中の森公園・夢の
島公園・舎人公園・潮風公園・篠崎公園・大泉中央公園・城北中央公
園・武蔵野公園・蘆花恒春園・武蔵国分寺公園・武蔵野の森公園・大島
小松川公園･汐入公園･赤塚公園･宇喜田公園・浮間公園・中川公園・和
田堀公園・武蔵野中央公園・高井戸公園・六仙公園

しんせいほうほう

な い よ う けいたいでんわ きほんしようりょう かくしゅ りょうきん わりびき かいしゃ

と あつか こと くわ かくかいしゃ と あ

た い し ょ う

防　災14 ぼ う 　 さ い
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●申請方法 手帳を提示するか、使用料免除申請書を提出してください。
 公園駐車場で直接申し込んでください。 

●内 容 携帯電話の基本使用料や各種サービス料金が割引になります。会社により
取り扱いが異なりますので、詳しくは各会社にお問い合わせください。

●対 象 下記いずれかの手帳をお持ちの方
①身体障害者手帳
②愛の手帳
③精神障害者保健福祉手帳

地震だ！ そのとき
家にいたら
●身の安全を図る

座ぶとんやクッションなど近くにあるもので頭を守りましょう。近くのテーブルや机
の下に入るか、何もない空間へ移動しましょう。家具、本棚、食器棚などはあらかじ
め固定しておきましょう。

●慌てて外に飛び出さない
急に外へ飛び出すと、屋根瓦やガラス、看板などが落ちてきて危険です。外へ出る
ときは長袖・長ズボンやヘルメットを着用するなど安全な服装を心掛けてください。

●室内のガラスの破片に気を付ける
室内のガラスの破片で手足にけがをしないようにスリッパなどを用意しておきま
しょう。また、夜間の地震に備えて、懐中電灯を寝室に置いておきましょう。

●揺れがおさまったら、次の行動を
・出火防止

揺れがおさまったら、ストーブの火、ガスの元栓、電気器具のコンセントなど、火
の元を素早く確認しましょう。

・避難経路の確認
建物が傾くと、窓や戸が開かなくなることがあります。
閉じ込められないように、玄関ドアを開けましょう。

・余震に備える
余震に備えて、倒れそうな物や落ちそうな物がないか点検し、必要な備え（転倒・
落下防止対策）をしましょう。
家族みんなが 過ごせる「安全な空間」を作りましょう。
自宅での被災生活に備えて、水、食料、照明、燃料、防寒衣類などの準備をしましょ
う。

外にいたら
●街頭では

ガラスや看板、瓦、切断電線、ブロック塀などの倒壊、壁などの落下物に注意しましょ
う。
手荷物や両腕で頭を守り、広場などの安全な場所に避難しましょう。

●人の集まるところ（デパート、映画館、地下街など）では
・デパート、映画館にいたら

階段や非常口を目指してあわてて走らず、場内放送や係員の指示に従いましょう。
ガラスや陳列棚からすばやく離れ、落下物から頭を守って、その場で様子を見ましょ
う。

・地下街にいたら
大きな柱や壁に身を寄せ、揺れがおさまるのを待ちましょう。
停電しても非常灯がつき壁伝いに進めば、避難出口にたどりつきます。

●内 容 心身に障害のある方が、有料の都立公園などを利用する場合に、無料で
入園できます。

（施設名）　旧岩崎邸庭園・旧芝離宮恩賜庭園・旧古河庭園・清澄庭園・小石川後楽園・
殿ヶ谷戸庭園・浜離宮恩賜庭園・向島百花園・六義園・井の頭自然文化園・

島熱帯植物館
※全ての施設で車いすの貸し出しを行っています。

●対 象 身体障害者手帳、愛の手帳（療育手帳）、精神障害者保健福祉手帳をお持
ちの方と付き添いの方（付き添いは必要な範囲に限る） 

●申請方法 入場のときに手帳を提示してください。

●内 容 身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が、
都立公園の有料駐車場を利用する場合に、無料で利用できます。

（施設名）

な い よ う しんしん しょうがい かた ゆうりょう と り つ こ う え ん り よ う ば あ い むりょう

にゅうえん

し せ つ め い

た い し ょ う

しんせいほうほう

な い よ う しんたいしょうがいしゃてちょう あい てちょう せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう も

とりつこうえん ゆうりょうちゅうしゃじょう り よ う ば あ い むりょう り よ う

し せ つ め い

各公園事務所の窓口で申し込んでください。
東京都建設局　公園緑地部　公園課
電話（5320）5376・5377　FAX（5388） 1532

問合わせ問合わせ
と い あ  

（20） 都立公園などの無料入場
と り つ こ う え ん           　 むりょうにゅうじょう

公益財団法人東京都公園協会
公園事業部　営業課　駐車場担当
電話（3232）3138

問合わせ問合わせ
と い あ  

（21） 都立公園駐車場の無料利用
とりつこうえんちゅうしゃじょう　    む り ょ う り よ う

（22） 携帯電話料金の割引
けいたいでんわりょうきん　   わ り び き

各携帯電話会社問合わせ問合わせ
と い あ  

代々木公園 ･ 木場公園・砧公園・上野恩賜公園・水元公園 ･ 東綾瀬公園 ･
井の頭恩賜公園･小金井公園･石神井公園・神代植物公園・光が丘公園・
野川公園・葛西臨海公園・駒沢オリンピック公園・府中の森公園・夢の
島公園・舎人公園・潮風公園・篠崎公園・大泉中央公園・城北中央公
園・武蔵野公園・蘆花恒春園・武蔵国分寺公園・武蔵野の森公園・大島
小松川公園･汐入公園･赤塚公園･宇喜田公園・浮間公園・中川公園・和
田堀公園・武蔵野中央公園・高井戸公園・六仙公園

しんせいほうほう

な い よ う けいたいでんわ きほんしようりょう かくしゅ りょうきん わりびき かいしゃ

と あつか こと くわ かくかいしゃ と あ

た い し ょ う

防　災14 ぼ う 　 さ い
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・エレベーターに乗っていたら
行き先階のボタンをすべて押し、停止したら速やかに降りましょう。地震を感知
する装置が設置されているエレベーターは最寄りの階で停止しますので、そこで
降りましょう。閉じこめられたら、非常ボタンやインターホンで連絡を取り、救
助を待ちましょう。

●電車、バスに乗っていたら
乗客の将棋倒しや網棚からの落下物に注意し、つり革や手すりにしっかりつかまり
ましょう。座っているときは、足をふんばり上体を前かがみにして手荷物などで頭
を保護しましょう。
勝手にドアを開けて外に逃げ出さず、乗務員の指示に従いましょう。

●行楽先では
海辺で地震を感じたり潮が急に沖に引きはじめたりしたら、高台や高所に避難しま
しょう。高台や高所が近くになければ、内陸をめざして海から遠ざかりましょう。

●帰宅が困難な状態になったとき
むやみに行動しないで、被災した各自治体の情報を収集し、その後の対応は各自治
体の避難方法に従いましょう。

●肢体不自由者について
まわりの人に声をかけ公的機関（警察、自治体、駅、バス会社など）への誘導をお
願いしましょう。このような事態を想定して、家族とともに災害時のパターンにつ
いて、あらかじめ話し合っておきましょう。

わが家の備え
日ごろの備え
●家族で防災会議を

・勤め先などにいる家族と、災害時のお互いの連絡先を確認しておきましょう。
・避難先や集合場所をあらかじめ決めておきましょう。
・緊急時の家族の役割分担を決めておきましょう。
●室内の安全

・家具類の転倒・移動・落下の恐れがあるものは補強しておきましょう。
・窓や戸棚などのガラスに、飛散防止用フィルムをはっておきましょう。
・家の周りもときどき点検し、屋根瓦、雨戸、植木鉢の置き場所などは大丈夫か、商

店などでは看板や荷物、空き箱などが落下する危険はないかチェックしておきま
しょう。

・消火器を用意し、日ごろから操作方法を確認しておきましょう。
●近隣の協力

・地域の防災訓練に積極的に参加するなど、いざというとき近隣と協力してすばやく
行動できる体制づくりをしておきましょう。
●３日間をしのぐ用意

< 備蓄の目安 >
（１）水・・・・・・１人×１日× 3 リットル× 3 日分　　9 リットル×人数
（２）食料・・・・・１人×１日× 3 食× 3 日分　　　　　9 食×人数
（３）携帯トイレ・・１人×１日× 5 枚× 3 日分　　　　　15枚分×人数
その他、家族の実情に合わせてアレルギー用食品、常備薬、お薬手帳、紙おむつ、
生理用品などを備えておくと便利です。

●非常持出品について
・持ち出し品は最小限とし、両手が使えるようリュックサックなど背負えるものに

入れておきましょう。
・貴重品は緊急時にすぐに持ち出せるようにしておきましょう。

正しい情報を集めましょう
●テレビ・ラジオ

震災発生後はさまざまな情報が発信されます。早く、正しく情報を得られるのは、テ
レビやラジオからの放送です。停電時のことも考えて、携帯ラジオの準備もしておき
ましょう（予備の電池も十分に）。
・緊急告知ラジオ

大きな地震や水害など、緊急を要する災害発生時に自動で電源が入り、避難指示や
緊急情報等屋外スピーカー（防災行政無線）と同じ情報が放送されます。携帯ラジ
オとして外にも持ち出せます。
・中央エフエム

区との協定により、災害時には地域の情報など被災者が必要とする情報を区と協力
して提供します。周波数 84.0MHz

●防災行政無線・地域防災無線
災害時に、屋外に設置している防災スピーカー（防災行政無線）や防災拠点・区民館
などの公共施設に配備している無線（地域防災無線）を通じて災害情報をお知らせし
ます。

●区のホームページ
アドレス　https://www.city.chuo.lg.jp/
災害時に、区内の被害状況や避難所開設情報などの災害情報を発
信します。

●中央区公式SNS
公式 SNSにおいても災害情報を随時発信します。

  X（旧ツイッター）
二次元コード

フェイスブック
二次元コード

LINE
二次元コード

トップページ
二次元コード

煙を感じたら、ハンカチなどで（できれば濡らして）口、鼻を覆って進みましょう。
煙が増えてきたら姿勢をできるだけ低くしましょう。

・電気やガス、上下水道などのライフラインの停止、食料品や日用品の入手
困難といった事態を考えて、最低３日分の水、食料、携帯トイレを備えて
おきましょう。

・日頃から食べ慣れているものや使い慣れているものを少し多めに購入しておく
「日常備蓄」を推奨しています。
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・エレベーターに乗っていたら
行き先階のボタンをすべて押し、停止したら速やかに降りましょう。地震を感知
する装置が設置されているエレベーターは最寄りの階で停止しますので、そこで
降りましょう。閉じこめられたら、非常ボタンやインターホンで連絡を取り、救
助を待ちましょう。

●電車、バスに乗っていたら
乗客の将棋倒しや網棚からの落下物に注意し、つり革や手すりにしっかりつかまり
ましょう。座っているときは、足をふんばり上体を前かがみにして手荷物などで頭
を保護しましょう。
勝手にドアを開けて外に逃げ出さず、乗務員の指示に従いましょう。

●行楽先では
海辺で地震を感じたり潮が急に沖に引きはじめたりしたら、高台や高所に避難しま
しょう。高台や高所が近くになければ、内陸をめざして海から遠ざかりましょう。

●帰宅が困難な状態になったとき
むやみに行動しないで、被災した各自治体の情報を収集し、その後の対応は各自治
体の避難方法に従いましょう。

●肢体不自由者について
まわりの人に声をかけ公的機関（警察、自治体、駅、バス会社など）への誘導をお
願いしましょう。このような事態を想定して、家族とともに災害時のパターンにつ
いて、あらかじめ話し合っておきましょう。

わが家の備え
日ごろの備え
●家族で防災会議を

・勤め先などにいる家族と、災害時のお互いの連絡先を確認しておきましょう。
・避難先や集合場所をあらかじめ決めておきましょう。
・緊急時の家族の役割分担を決めておきましょう。
●室内の安全

・家具類の転倒・移動・落下の恐れがあるものは補強しておきましょう。
・窓や戸棚などのガラスに、飛散防止用フィルムをはっておきましょう。
・家の周りもときどき点検し、屋根瓦、雨戸、植木鉢の置き場所などは大丈夫か、商

店などでは看板や荷物、空き箱などが落下する危険はないかチェックしておきま
しょう。

・消火器を用意し、日ごろから操作方法を確認しておきましょう。
●近隣の協力

・地域の防災訓練に積極的に参加するなど、いざというとき近隣と協力してすばやく
行動できる体制づくりをしておきましょう。
●３日間をしのぐ用意

< 備蓄の目安 >
（１）水・・・・・・１人×１日× 3 リットル× 3 日分　　9 リットル×人数
（２）食料・・・・・１人×１日× 3 食× 3 日分　　　　　9 食×人数
（３）携帯トイレ・・１人×１日× 5 枚× 3 日分　　　　　15枚分×人数
その他、家族の実情に合わせてアレルギー用食品、常備薬、お薬手帳、紙おむつ、
生理用品などを備えておくと便利です。

●非常持出品について
・持ち出し品は最小限とし、両手が使えるようリュックサックなど背負えるものに

入れておきましょう。
・貴重品は緊急時にすぐに持ち出せるようにしておきましょう。

正しい情報を集めましょう
●テレビ・ラジオ

震災発生後はさまざまな情報が発信されます。早く、正しく情報を得られるのは、テ
レビやラジオからの放送です。停電時のことも考えて、携帯ラジオの準備もしておき
ましょう（予備の電池も十分に）。
・緊急告知ラジオ

大きな地震や水害など、緊急を要する災害発生時に自動で電源が入り、避難指示や
緊急情報等屋外スピーカー（防災行政無線）と同じ情報が放送されます。携帯ラジ
オとして外にも持ち出せます。
・中央エフエム

区との協定により、災害時には地域の情報など被災者が必要とする情報を区と協力
して提供します。周波数 84.0MHz

●防災行政無線・地域防災無線
災害時に、屋外に設置している防災スピーカー（防災行政無線）や防災拠点・区民館
などの公共施設に配備している無線（地域防災無線）を通じて災害情報をお知らせし
ます。

●区のホームページ
アドレス　https://www.city.chuo.lg.jp/
災害時に、区内の被害状況や避難所開設情報などの災害情報を発
信します。

●中央区公式SNS
公式 SNSにおいても災害情報を随時発信します。

  X（旧ツイッター）
二次元コード

フェイスブック
二次元コード

LINE
二次元コード

トップページ
二次元コード

煙を感じたら、ハンカチなどで（できれば濡らして）口、鼻を覆って進みましょう。
煙が増えてきたら姿勢をできるだけ低くしましょう。

・電気やガス、上下水道などのライフラインの停止、食料品や日用品の入手
困難といった事態を考えて、最低３日分の水、食料、携帯トイレを備えて
おきましょう。

・日頃から食べ慣れているものや使い慣れているものを少し多めに購入しておく
「日常備蓄」を推奨しています。
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●ちゅうおう安全・安心メールの配信
・「ちゅうおう安全・安心メール」は気象・地震などの情報、区内
で発生した犯罪や子どもを狙った犯罪に関する情報、消費生活
に関する情報を、速やかに携帯電話にメールで配信するサービ
スです。

・メールの配信を希望される方は、登録することが必要になります。
下記アドレスに、件名・本文を入れずにメールを送信してくだ
さい。
bousai.tokyo-chuo-city@raiden2.ktaiwork.jp

●中央区防災マップアプリ
・避難所や帰宅困難者一時滞在施設などへの経路・開設状況を配
信するアプリです。

・安否連絡の発信・確認も可能です。
●家族などの安否確認
地震の時には、家族や友人の安否確認のために被災地に電話が殺
到しつながりにくくなります。そのような時に開設され、確実に

。すで」）171（ルヤイダ言伝用害災「、がのるきでがとこる得を報情
また、携帯電話各社で提供している「災害用伝言板サービス」を
活用しましょう。
・災害用伝言ダイヤル（171）
災害用伝言ダイヤルは、震度 6弱以上の地震発生時等にNTTが提供する安否情報
などの確認システムです。
これは、伝言ダイヤル「171」に伝言を録音すると、ほかの方がこの伝言を再生し
て聞くことができ、災害時に家族がお互いに安否の確認ができるという仕組みです。
大地震などの発生により、被災地の電話が混み合ってかかりにくい場合に有効です。
（利用方法）
まず、「171」に電話をかけます。あとは受話器から流れる利用案内のメッセージ
に従いダイヤルし、伝言の録音（1伝言 30秒以内）や再生を行います。

地域の取り組み
●防災区民組織

●防災拠点運営委員会
災害時に防災拠点（避難所）の開設・運営・管理を区民自らの手で円滑に
行うため、区内 23カ所全ての防災拠点にそれぞれの地域の町会・自治会や
防災区民組織が主体となって運営する「防災拠点運営委員会」（21委員会）

安全・安心メール
二次元コード

防災マップアプリ
二次元コード

防災区民組織は、町会・自治会を母体とした自主防災組織です。日頃から地域の防
災力向上を図るとともに、災害発生時に備えて活動しています。平常時には、災害
に備えた防災訓練の実施や、高齢の方や障害のある方がいる家庭の把握や支援、救
出・救助用品などの準備と点検、災害時の避難方法等の周知などといった活動をし
ます。また、災害時には、初期消火活動や救出・救護活動、負傷者や急病人の搬
送、情報収集と地域への伝達、避難所への誘導をはじめ、特に高齢の方や障害のあ
る方の安全確保と優先的な避難の補助をします。

を結成し、災害に備えた地域の協力態勢を確立しています。

地震発生時の避難について
●避難のしかた

大地震発生！

発災直後
・落ち着いて自分の身を守る
・揺れがおさまったら火の始末
・状況の確認（家族・自宅建物・近隣の様子など）

区内にお住まいの方 区外にお住まいの方

自宅に被害が
なく安全である

大規模火災が
発生し延焼の
可能性がある

（＊1）　

倒壊、焼失に
より自宅で生
活ができない

勤務先に
留まるこ
とができ
る

勤務先

勤務先に
留まるこ
とができ
ない

観光や買い
物で区内に
訪れた方

区内に
お勤めの方

自宅
（在宅避難）

（いっとき）
一　　時
集合場所

大規模な火災が発生した時に
  一時的に避難する場所（＊2）

広域避難場所 帰宅困難者用施設
（一時滞在施設）

防災拠点
（避難所）

（小中学校等
の公共施設）

火災がおさま
り自宅に損害
がない

火災はおさまっ
たが自宅が倒壊・
焼失したとき

●防災拠点（避難所）と副拠点
防災拠点 ( 避難所 ) は、災害時に区民が自宅に住み続けることが困難になった場合
に一時的に避難する場所として、区立小中学校などの公共施設に設置します。また、
家屋が焼失、倒壊した場合において応急仮設住宅へ移転するまでの避難所にもなり
ます。副拠点は、避難者が多くなり防災拠点に収容が不可能な場合などに、防災拠
点(避難所)に近い公共施設等に設置します。なお、防災拠点及び副拠点は中央区民以
外は原則利用できません。

●福祉避難所

（＊1）地区内残留地区に指定されている地域にお住まいの
方は、建物の不燃化が進み、延焼火災が発生する恐
れが低いため、広域的な避難を必要としません。

（＊2）区内にお住まいの方に限らず
区外にお住まいの方も避難で
きます。

防災拠点（避難所）において、避難生活を続けることが困難な方を対象
に、受入体制を整えた後開設します。最初は防災拠点（避難所）に避難し
てください。

（ ）
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●ちゅうおう安全・安心メールの配信
・「ちゅうおう安全・安心メール」は気象・地震などの情報、区内
で発生した犯罪や子どもを狙った犯罪に関する情報、消費生活
に関する情報を、速やかに携帯電話にメールで配信するサービ
スです。

・メールの配信を希望される方は、登録することが必要になります。
下記アドレスに、件名・本文を入れずにメールを送信してくだ
さい。
bousai.tokyo-chuo-city@raiden2.ktaiwork.jp

●中央区防災マップアプリ
・避難所や帰宅困難者一時滞在施設などへの経路・開設状況を配
信するアプリです。

・安否連絡の発信・確認も可能です。
●家族などの安否確認
地震の時には、家族や友人の安否確認のために被災地に電話が殺
到しつながりにくくなります。そのような時に開設され、確実に

。すで」）171（ルヤイダ言伝用害災「、がのるきでがとこる得を報情
また、携帯電話各社で提供している「災害用伝言板サービス」を
活用しましょう。
・災害用伝言ダイヤル（171）
災害用伝言ダイヤルは、震度 6弱以上の地震発生時等にNTTが提供する安否情報
などの確認システムです。
これは、伝言ダイヤル「171」に伝言を録音すると、ほかの方がこの伝言を再生し
て聞くことができ、災害時に家族がお互いに安否の確認ができるという仕組みです。
大地震などの発生により、被災地の電話が混み合ってかかりにくい場合に有効です。
（利用方法）
まず、「171」に電話をかけます。あとは受話器から流れる利用案内のメッセージ
に従いダイヤルし、伝言の録音（1伝言 30秒以内）や再生を行います。

地域の取り組み
●防災区民組織

●防災拠点運営委員会
災害時に防災拠点（避難所）の開設・運営・管理を区民自らの手で円滑に
行うため、区内 23カ所全ての防災拠点にそれぞれの地域の町会・自治会や
防災区民組織が主体となって運営する「防災拠点運営委員会」（21委員会）

安全・安心メール
二次元コード

防災マップアプリ
二次元コード

防災区民組織は、町会・自治会を母体とした自主防災組織です。日頃から地域の防
災力向上を図るとともに、災害発生時に備えて活動しています。平常時には、災害
に備えた防災訓練の実施や、高齢の方や障害のある方がいる家庭の把握や支援、救
出・救助用品などの準備と点検、災害時の避難方法等の周知などといった活動をし
ます。また、災害時には、初期消火活動や救出・救護活動、負傷者や急病人の搬
送、情報収集と地域への伝達、避難所への誘導をはじめ、特に高齢の方や障害のあ
る方の安全確保と優先的な避難の補助をします。

を結成し、災害に備えた地域の協力態勢を確立しています。

地震発生時の避難について
●避難のしかた

大地震発生！

発災直後
・落ち着いて自分の身を守る
・揺れがおさまったら火の始末
・状況の確認（家族・自宅建物・近隣の様子など）

区内にお住まいの方 区外にお住まいの方

自宅に被害が
なく安全である

大規模火災が
発生し延焼の
可能性がある

（＊1）　

倒壊、焼失に
より自宅で生
活ができない

勤務先に
留まるこ
とができ
る

勤務先

勤務先に
留まるこ
とができ
ない

観光や買い
物で区内に
訪れた方

区内に
お勤めの方

自宅
（在宅避難）

（いっとき）
一　　時
集合場所

大規模な火災が発生した時に
  一時的に避難する場所（＊2）

広域避難場所 帰宅困難者用施設
（一時滞在施設）

防災拠点
（避難所）

（小中学校等
の公共施設）

火災がおさま
り自宅に損害
がない

火災はおさまっ
たが自宅が倒壊・
焼失したとき

●防災拠点（避難所）と副拠点
防災拠点 ( 避難所 ) は、災害時に区民が自宅に住み続けることが困難になった場合
に一時的に避難する場所として、区立小中学校などの公共施設に設置します。また、
家屋が焼失、倒壊した場合において応急仮設住宅へ移転するまでの避難所にもなり
ます。副拠点は、避難者が多くなり防災拠点に収容が不可能な場合などに、防災拠
点(避難所)に近い公共施設等に設置します。なお、防災拠点及び副拠点は中央区民以
外は原則利用できません。

●福祉避難所

（＊1）地区内残留地区に指定されている地域にお住まいの
方は、建物の不燃化が進み、延焼火災が発生する恐
れが低いため、広域的な避難を必要としません。

（＊2）区内にお住まいの方に限らず
区外にお住まいの方も避難で
きます。

防災拠点（避難所）において、避難生活を続けることが困難な方を対象
に、受入体制を整えた後開設します。最初は防災拠点（避難所）に避難し
てください。
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火災が発生しにくく、留まる方が安全な地域は「地区内残留地区」となっています。
●一時（いっとき）集合場所
広域避難場所などへ避難する前に、一時的に集合して様子を見たり、避難のために集
合するための場所です。
※ 防災拠点、広域避難場所などを示した「防災マップ」を区役所本庁舎 1階、日本橋
区民センター、月島区民センターで配布しています。

日ごろの備えのポイント
●目の不自由な方のために
①家の内外のレイアウト（物の配置）を常に一定にしておきましょう。
②居間、寝室などの居住空間の安全を十分にしておきましょう。
大型家具の転倒防止、照明器具の落下防止､ 棚上に物を置かない、割れたガラス
でのけがの防止に心がけましょう（ガラス戸や窓にはカーテンを張る、スリッパ
を所定の場所に置いておくなど）。

③ 家の内外の避難通路（コース）の設定と、そのコースの安全確保をしましょう。
特に中高層住宅では玄関や避難、脱出コースとなるところの整理整頓をしましょ
う。

④ 情報入手手段としてラジオを備えましょう。予備の電池も十分に備えておきま
しょう。

⑤ 緊急時に困らないように、白杖はいつも身近な一定の場所に置くようにしましょ
う。

⑥家族の外出（本人留守番）のとき、近所に万一の際の助力を依頼しておきましょう。
●耳（言語）の不自由な方のために
①常に筆記用具を持っておくよう心がけましょう。
②質問あるいは依頼カードを用意し（ヘルプカードなど）、いつも持参しましょう。
③ ひとり暮らしの場合や、家族が留守の際の緊急情報の入手方法を定めておきま
しょう。緊急事態発生や、それに対応した行動について、必ず、すぐに教えても
らう人を決めておきましょう。

●肢体が不自由な方のために

●広域避難場所
大地震などで大火災が発生し、延焼が拡大したときに避難する場所です。なお、延焼

●一時滞在施設等
観光や買い物などで区内に訪れた方、建物の被害により勤務先に留まることができな
くなった方などの行き場のない帰宅困難者を受け入れる施設で、都立施設や民間のビ
ルなどに設置されます。施設の場所や開設状況等は防災マップアプリ及び区のホーム
ページでご確認ください。

④ 家族の外出中の緊急事態の際の手助けの依頼を、近隣の特定の人にしておきま
しょう。特に単身生活者は、公的機関（警察や消防署など）、町会・自治会､ 防
災区民組織などを通して、緊急のときの助力を申し出ておきましょう。

●知的障害のある方のために
① 一般に家庭や施設や学校の保護のもとに日常を送っているので、その方々のその
場に臨んだ適切な対処にゆだねられます。日ごろから周囲の理解を深めましょう。

② 自分の力で学校や施設に通っている方には、地震について日頃から繰り返し話し
て聞かせ、手を取って実際にその場の行動を教えておきましょう。

③ 地震の揺れを感じたら､ すぐに座布団などで頭を守ることや机（テーブル）の下
に入ることなどを､ 手を取って繰り返し教えておきましょう。

④ 学校や施設などへの行き帰りの道は、塀や自動販売機からすぐに離れる、頭を手
や持ち物で守り、人のあとについて行かずまっすぐ家に帰るなど、実際にその場
の行動を教えておきましょう。

●内部障害のある方のために
①人工透析、糖尿病の自己注射、心筋梗塞等心疾患などで通院治療のもとにある方は、
地震後の通院不能状態などに備えて主治医のアドバイスをあらかじめ聞いておき
ましょう。家族もそれを十分に理解しておきましょう。

②常用の薬剤や特殊な治療食の備えについても、医療機関に相談しておきましょう。
③ 緊急避難などに備えて、車いすなどの搬送用具を用意し、また、特に単身生活者
の方は、公的機関（警察や消防署など）、町会・自治会、防災区民組織などに対
し緊急時に支援を受けられるよう、あらかじめ申し出ておきましょう。

③ 車いす、おんぶ帯など、状態に合わせた搬送用の用具をすぐに取り出せるよう
に一定の位置に備えておきましょう。

下物のないよう上方に物を置かないようにしましょう。照明器具の落下防止やガ
ラスの破損、飛散を防止しましょう。ガスストーブや石油ストーブのような裸火
の暖房器具は使用しないようにしましょう。

② 歩行補助具は常に一定の位置に置くようにして、停電でも確保できるようにして
おきましょう。また、倒れて手にできないことのないよう転倒防止策を十分にし
ておきましょう。

①居住空間（居間、寝室、台所、トイレ、浴室など日常生活の行動範囲）の
全体の安全を確保するため、あまり物を置かないで、全体をなるべく広く
しましょう。すべての家具類に転倒や移動を防止する器具などをつけ、落

防災危機管理課　防災危機管理担当
電話（3546）5087　FAX（3546）5708

問合わせ問合わせ
と い あ  
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火災が発生しにくく、留まる方が安全な地域は「地区内残留地区」となっています。
●一時（いっとき）集合場所
広域避難場所などへ避難する前に、一時的に集合して様子を見たり、避難のために集
合するための場所です。
※ 防災拠点、広域避難場所などを示した「防災マップ」を区役所本庁舎 1階、日本橋
区民センター、月島区民センターで配布しています。

日ごろの備えのポイント
●目の不自由な方のために
①家の内外のレイアウト（物の配置）を常に一定にしておきましょう。
②居間、寝室などの居住空間の安全を十分にしておきましょう。
大型家具の転倒防止、照明器具の落下防止､ 棚上に物を置かない、割れたガラス
でのけがの防止に心がけましょう（ガラス戸や窓にはカーテンを張る、スリッパ
を所定の場所に置いておくなど）。

③ 家の内外の避難通路（コース）の設定と、そのコースの安全確保をしましょう。
特に中高層住宅では玄関や避難、脱出コースとなるところの整理整頓をしましょ
う。

④ 情報入手手段としてラジオを備えましょう。予備の電池も十分に備えておきま
しょう。

⑤ 緊急時に困らないように、白杖はいつも身近な一定の場所に置くようにしましょ
う。

⑥家族の外出（本人留守番）のとき、近所に万一の際の助力を依頼しておきましょう。
●耳（言語）の不自由な方のために
①常に筆記用具を持っておくよう心がけましょう。
②質問あるいは依頼カードを用意し（ヘルプカードなど）、いつも持参しましょう。
③ ひとり暮らしの場合や、家族が留守の際の緊急情報の入手方法を定めておきま
しょう。緊急事態発生や、それに対応した行動について、必ず、すぐに教えても
らう人を決めておきましょう。

●肢体が不自由な方のために

●広域避難場所
大地震などで大火災が発生し、延焼が拡大したときに避難する場所です。なお、延焼

●一時滞在施設等
観光や買い物などで区内に訪れた方、建物の被害により勤務先に留まることができな
くなった方などの行き場のない帰宅困難者を受け入れる施設で、都立施設や民間のビ
ルなどに設置されます。施設の場所や開設状況等は防災マップアプリ及び区のホーム
ページでご確認ください。

④ 家族の外出中の緊急事態の際の手助けの依頼を、近隣の特定の人にしておきま
しょう。特に単身生活者は、公的機関（警察や消防署など）、町会・自治会､ 防
災区民組織などを通して、緊急のときの助力を申し出ておきましょう。

●知的障害のある方のために
① 一般に家庭や施設や学校の保護のもとに日常を送っているので、その方々のその
場に臨んだ適切な対処にゆだねられます。日ごろから周囲の理解を深めましょう。

② 自分の力で学校や施設に通っている方には、地震について日頃から繰り返し話し
て聞かせ、手を取って実際にその場の行動を教えておきましょう。

③ 地震の揺れを感じたら､ すぐに座布団などで頭を守ることや机（テーブル）の下
に入ることなどを､ 手を取って繰り返し教えておきましょう。

④ 学校や施設などへの行き帰りの道は、塀や自動販売機からすぐに離れる、頭を手
や持ち物で守り、人のあとについて行かずまっすぐ家に帰るなど、実際にその場
の行動を教えておきましょう。

●内部障害のある方のために
①人工透析、糖尿病の自己注射、心筋梗塞等心疾患などで通院治療のもとにある方は、
地震後の通院不能状態などに備えて主治医のアドバイスをあらかじめ聞いておき
ましょう。家族もそれを十分に理解しておきましょう。

②常用の薬剤や特殊な治療食の備えについても、医療機関に相談しておきましょう。
③ 緊急避難などに備えて、車いすなどの搬送用具を用意し、また、特に単身生活者
の方は、公的機関（警察や消防署など）、町会・自治会、防災区民組織などに対
し緊急時に支援を受けられるよう、あらかじめ申し出ておきましょう。

③ 車いす、おんぶ帯など、状態に合わせた搬送用の用具をすぐに取り出せるよう
に一定の位置に備えておきましょう。

下物のないよう上方に物を置かないようにしましょう。照明器具の落下防止やガ
ラスの破損、飛散を防止しましょう。ガスストーブや石油ストーブのような裸火
の暖房器具は使用しないようにしましょう。

② 歩行補助具は常に一定の位置に置くようにして、停電でも確保できるようにして
おきましょう。また、倒れて手にできないことのないよう転倒防止策を十分にし
ておきましょう。

①居住空間（居間、寝室、台所、トイレ、浴室など日常生活の行動範囲）の
全体の安全を確保するため、あまり物を置かないで、全体をなるべく広く
しましょう。すべての家具類に転倒や移動を防止する器具などをつけ、落

防災危機管理課　防災危機管理担当
電話（3546）5087　FAX（3546）5708
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避難行動要支援者対策
●災害時地域たすけあい名簿

　区では、高齢者や障害のある方など災害時に自力で避難することが困難で特に支
援を必要とする方を登録した災害時地域たすけあい名簿を作成しています。
　災害に備えるため、本人の同意がある方の名簿情報を避難支援等関係者にあらか
じめ提供し、地域での安否確認や避難誘導などの支援および支援のための体制づく
りに役立てます。
名簿情報の提供に同意する方はお問い合わせください。
（避難支援等関係者）
・防災区民組織（町会・自治会）　　・民生・児童委員
・消防署　　・警察署　　・介護サービス事業者
・区と協定を締結したマンション管理組合等

●個別避難計画
　上記の災害時地域たすけあい名簿に登録されている方の災害時における避難支援
を実施するため、対象となる方一人一人の状況に合わせた「個別避難計画」の作成
に取り組んでいます。作成した「個別避難計画」は支援を行う方に提供し、避難支
援をより安全、安心に行うために活用します。

中央区で作成している緊急時の支援ツール
中央区では「中央区ヘルプカード」のほかにも周囲に支援を求めるためのツールを作

成して、配布しています。
●災害時マグネットシート（マグネット）　　●バンダナ式ヘルプカード

※バンダナ式ヘルプカードは区内の防災拠点にも備えています。

その他の支援制度
緊急通報システム （71ページ参照）
緊急ネット通報（東京消防庁） （71ページ参照）
家具類転倒防止器具の取付 （72ページ参照）

耐震補強などの助成
手続きに一定の要件がありますので、区にお問い合わせください。
※区の名前を使ったり高額な工事契約を迫るなど悪質な業者がいます。まず区にご相談

ください。
項　目 助成金の限度額など 補助要件

宅
住
造
木

簡易耐震診断
無料（区職員が実施します）
・申込みのないお宅に区の職員が伺うことはあ

りません。
耐震診断・
補強計画 診断費用の全額（限度額なし）

区内業者に発
注する工事な
どであること。耐震補強工事

工事費用の 1/2（限度額 300 万円）
高齢者または心身に障害のある方がいる世帯
工事費用の全額（限度額 300 万円）

簡易補強工事
( 一部屋補強など)

工事費用の 1/2（限度額 150 万円）
高齢者または心身に障害のある方がいる世帯
工事費用の全額（限度額 150 万円）

※ 補助の対象となるのは、原則として昭和 56 年以前に建築された建築物です。
分譲マンションなどについても、助成の制度がありますのでお問い合わせくださ
い。他にも補助条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

高齢者福祉課　高齢者福祉係
電話（3546）5353・5354　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

建築課　耐震化推進係
電話（3546）5459

問合わせ問合わせ
と い あ  
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避難行動要支援者対策
●災害時地域たすけあい名簿

　区では、高齢者や障害のある方など災害時に自力で避難することが困難で特に支
援を必要とする方を登録した災害時地域たすけあい名簿を作成しています。
　災害に備えるため、本人の同意がある方の名簿情報を避難支援等関係者にあらか
じめ提供し、地域での安否確認や避難誘導などの支援および支援のための体制づく
りに役立てます。
名簿情報の提供に同意する方はお問い合わせください。
（避難支援等関係者）
・防災区民組織（町会・自治会）　　・民生・児童委員
・消防署　　・警察署　　・介護サービス事業者
・区と協定を締結したマンション管理組合等

●個別避難計画
　上記の災害時地域たすけあい名簿に登録されている方の災害時における避難支援
を実施するため、対象となる方一人一人の状況に合わせた「個別避難計画」の作成
に取り組んでいます。作成した「個別避難計画」は支援を行う方に提供し、避難支
援をより安全、安心に行うために活用します。

中央区で作成している緊急時の支援ツール
中央区では「中央区ヘルプカード」のほかにも周囲に支援を求めるためのツールを作

成して、配布しています。
●災害時マグネットシート（マグネット）　　●バンダナ式ヘルプカード

※バンダナ式ヘルプカードは区内の防災拠点にも備えています。

その他の支援制度
緊急通報システム （71ページ参照）
緊急ネット通報（東京消防庁） （71ページ参照）
家具類転倒防止器具の取付 （72ページ参照）

耐震補強などの助成
手続きに一定の要件がありますので、区にお問い合わせください。
※区の名前を使ったり高額な工事契約を迫るなど悪質な業者がいます。まず区にご相談

ください。
項　目 助成金の限度額など 補助要件

宅
住
造
木

簡易耐震診断
無料（区職員が実施します）
・申込みのないお宅に区の職員が伺うことはあ

りません。
耐震診断・
補強計画 診断費用の全額（限度額なし）

区内業者に発
注する工事な
どであること。耐震補強工事

工事費用の 1/2（限度額 300 万円）
高齢者または心身に障害のある方がいる世帯
工事費用の全額（限度額 300 万円）

簡易補強工事
( 一部屋補強など)

工事費用の 1/2（限度額 150 万円）
高齢者または心身に障害のある方がいる世帯
工事費用の全額（限度額 150 万円）

※ 補助の対象となるのは、原則として昭和 56 年以前に建築された建築物です。
分譲マンションなどについても、助成の制度がありますのでお問い合わせくださ
い。他にも補助条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

障害者福祉課　障害者福祉係
電話（3546）5389　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

高齢者福祉課　高齢者福祉係
電話（3546）5353・5354　FAX（3248）1322

問合わせ問合わせ
と い あ  

建築課　耐震化推進係
電話（3546）5459

問合わせ問合わせ
と い あ  
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身体障害者障害程度等級表

1 同一の等級について二つの重複する障害がある場合は、1 級うえの級とする。ただし、二つの重複する障害が特に本表中に指定
せられているものは、該当等級とする。

2 肢体不自由においては、7 級に該当する障害が 2 以上重複する場合は、6 級とする。
3 異なる等級について 2 以上の重複する障害がある場合については、障害の程度を勘案して当該等級より上位の等級とすることが

できる。

備考

（別表1－１）
扱　別 一　　　　級 二　　　　級 三　　　　級

害
障
覚
視

視力の良い方の眼の視力（万国式試視
力表によって測ったものをいい、屈折
異常のある者については、矯正視力に
ついて測ったものをいう。以下同じ。）
が 0.01 以下のもの

１視力の良い方の眼の視力が 0.02 以
上 0.03 以下のもの

２視力の良い方の眼の視力が 0.04 か
つ他方の眼の視力が手動弁以下のも
の

３周辺視野角度（Ⅰ／４視標による。
以下同じ。）の総和が左右眼それぞ
れ 80 度以下かつ両眼中心視野角度

（Ⅰ／２ 視標による。以下同じ。）が
28 度以下のもの

４両眼開放視認点数が 70 点以下かつ
両眼中心視野視認点数が 20 点以下
のもの

１視力の良い方の眼の視力が 0.04 以
上 0.07 以下のもの（２級の２に該
当するものを除く。）

２視力の良い方の眼の視力が 0.08 か
つ他方の眼の視力が手動弁以下の
もの

３周辺視野角度の総和が左右眼それ
ぞれ 80 度以下かつ両眼中心視野角
度が 56 度以下のもの

４両眼開放視認点数が 70 点以下かつ
両眼中心視野視認点数が 40 点以下
のもの

害
障
能
機
衡
平
は
又
覚
聴

害
障
覚
聴

両耳の聴力レベルがそれぞれ 100 デ
シベル以上のもの（両耳全ろう）

両耳の聴力レベルが 90 デシベル以上
のもの（耳介に接しなければ大声語を
理解し得ないもの）

平衡機能
障害

平衡機能の極めて著しい障害

音声機能、言語機能又
はそしゃく機能の障害

音声機能 , 言語機能又はそしゃく機
能の喪失

由

自

不

体

肢

上
　
肢

１両上肢の機能を全廃したもの
２両上肢を手関節以上で欠くもの

１両上肢の機能の著しい障害
２両上肢のすべての指を欠くもの
３一上肢を上腕の２分の１以上で欠く

もの
４一上肢の機能を全廃したもの

１両上肢のおや指及びひとさし指を
欠くもの

２両上肢のおや指及びひとさし指の
機能を全廃したもの

３一上肢の機能の著しい障害
４一上肢のすべての指を欠くもの
５一上肢のすべての指の機能を全廃

したもの

下
　
肢

１両下肢の機能を全廃したもの
２両下肢を大腿の２分の１以上で欠く

もの

１両下肢の機能の著しい障害
２両下肢を下腿の２分の１以上で欠く

もの

１両下肢をシヨパー関節以上で欠く
もの

２一下肢を大腿の２分の１以上で欠
くもの

３一下肢の機能を全廃したもの

体
　
幹

体幹の機能障害により坐っていること
ができないもの

１体幹の機能障害により坐位又は起立
位を保つことが困難なもの

２体幹の機能障害により立ち上がるこ
とが困難なもの

体幹の機能障害により歩行が困難な
もの

行
進
非
の
前
以
期
児
幼
乳

動
運
る
よ
に
変
病
脳
の
性

害
障
能
機

能
機
肢
上 不随意運動・失調等により上肢を使用

する日常生活動作がほとんど不可能な
もの

不随意運動・失調等により上肢を使用
する日常生活動作が極度に制限される
もの

不随意運動・失調等により上肢を使
用する日常生活動作が著しく制限さ
れるもの

能
機
動
移

不随意運動・失調等により歩行が不可
能なもの

不随意運動・失調等により歩行が極度
に制限されるもの

不随意運動・失調等により歩行が家
庭内での日常生活活動に制限される
もの

四　　　　級 五　　　　級 六　　　　級 七　　　　級

１視力の良い方の眼の視力が 0.08 以
上 0.1 以下のもの（３級の２に該
当するものを除く。）

１視力の良い方の眼の視力が 0.2
かつ他方の眼の視力が 0.02 以
下のもの

２両眼による視野の２分の１以
上が欠けているもの

３両眼中心視野角度が 56 度以下
のもの

４両眼開放視認点数が 70 点を超
えかつ 100 点以下のもの

５両眼中心視野視認点数が 40 点
以下のもの

視力の良い方の眼の視力が 0.3
以上 0.6 以下かつ他方の眼の視
力が 0.02 以下のもの

２周辺視野角度の総和が左右眼それぞ
れ 80 度以下のもの

３両眼開放視認点数が 70 点以下のも
の

1 両耳の聴力レベルが 80 デシベル以
上のもの（耳介に接しなければ話声
語を理解し得ないもの）

２両耳による普通話声の最良の語音明
瞭度が 50 パーセント以下のもの

１両耳の聴力レベルが 70 デシベ
ル以上のもの（40 センチメー
トル以上の距離で発声された
会話語を理解し得ないもの）

２一側耳の聴力レベルが 90 デシ
ベル以上 , 他側耳の聴力レベル
が 50 デシベル以上のもの

平衡機能の著しい障害

音声機能 , 言語機能又はそしゃく機能
の著しい障害

１両上肢のおや指を欠くもの
２両上肢のおや指の機能を全廃したも

の
３一上肢の肩関節 , 肘関節又は手関節

のうち , いずれか一関節の機能を全
廃したもの

４一上肢のおや指及びひとさし指を欠
くもの

５一上肢のおや指及びひとさし指の機
能を全廃したもの

６おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の三指を欠くもの

７おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の三指の機能を全廃したもの

８おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の四指の機能の著しい障害

１両上肢のおや指の機能の著し
い障害

２一上肢の肩関節 , 肘関節又は手
関節のうち , いずれか一関節の
機能の著しい障害

３一上肢のおや指を欠くもの
４一上肢のおや指の機能を全廃

したもの
５一上肢のおや指及びひとさし

指の機能の著しい障害
６おや指又はひとさし指を含め

て一上肢の三指の機能の著し
い障害

１一上肢のおや指の機能の著し
い障害

２ひとさし指を含めて一上肢の
二指を欠くもの

３ひとさし指を含めて一上肢の
二指の機能を全廃したもの

１一上肢の機能の軽度の障害
２一上肢の肩関節 , 肘関節又は手

関節のうち , いずれか一関節の
機能の軽度の障害

３一上肢の手指の機能の軽度の
障害

４ひとさし指を含めて一上肢の
二指の機能の著しい障害

５一上肢のなか指 , くすり指及び
小指を欠くもの

６一上肢のなか指 , くすり指及び
小指の機能を全廃したもの

１両下肢のすべての指を欠くもの
２両下肢のすべての指の機能を全廃し

たもの
３一下肢を下腿の２分の１以上で欠く

もの
４一下肢の機能の著しい障害
５一下肢の股関節又は膝関節の機能を

全廃したもの
６一下肢が健側に比して 10 センチ

メートル以上又は健側の長さの 10
分の 1 以上短いもの

１一下肢の股関節又は膝関節の
機能の著しい障害

２一下肢の足関節の機能を全廃
したもの

３一下肢が健側に比して 5 セン
チメートル以上又は健側の長
さの 15 分の 1 以上短いもの

１一下肢をリスフラン関節以上
で欠くもの

２一下肢の足関節の機能の著し
い障害

１両下肢のすべての指の機能の
著しい障害

２一下肢の機能の軽度の障害
３一下肢の股関節 , 膝関節又は足

関節のうち , いずれか一関節の
機能の軽度の障害

４一下肢のすべての指を欠くも
の

５一下肢のすべての指の機能を
全廃したもの

６一下肢が健側に比して 3 セン
チメートル以上又は健側の長
さの 20 分の 1 以上短いもの

体幹の機能の著しい障害

不随意運動・失調等による上肢の機能
障害により社会での日常生活活動が著
しく制限されるもの

不随意運動・失調等による上肢の
機能障害により社会での日常生
活活動に支障のあるもの

不随意運動・失調等により上肢の
機能の劣るもの

上肢に不随意運動・失調等を有す
るもの

不随意運動・失調等により社会での日
常生活活動が著しく制限されるもの

不随意運動・失調等により社会で
の日常生活活動に支障のあるも
の

不随意運動・失調等により移動
機能の劣るもの

下肢に不随意運動・失調等を有
するもの

4「指を欠くもの」とは、おや指については指骨間関節、その他の指については第一指骨間関節以上を欠くものをいう。
5「指の機能障害」とは、中手指節関節以下の障害をいい、おや指については、対抗運動障害をも含むものとする。
6 上肢又は下肢欠損の断端の長さは、実用長（上腕においては腋窩より、大腿においては坐骨結節の高さより計測したもの）をもっ

て計測したものをいう。
7 下肢の長さは、前腸骨棘より内くるぶし下端までを計測したものをいう。

太枠内は 1種

しんたいしょうがいしゃしょうがいていどとうきゅうひょう
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身体障害者障害程度等級表

1 同一の等級について二つの重複する障害がある場合は、1 級うえの級とする。ただし、二つの重複する障害が特に本表中に指定
せられているものは、該当等級とする。

2 肢体不自由においては、7 級に該当する障害が 2 以上重複する場合は、6 級とする。
3 異なる等級について 2 以上の重複する障害がある場合については、障害の程度を勘案して当該等級より上位の等級とすることが

できる。

備考

（別表 1－１）
扱　別 一　　　　級 二　　　　級 三　　　　級

害
障
覚
視

視力の良い方の眼の視力（万国式試視
力表によって測ったものをいい、屈折
異常のある者については、矯正視力に
ついて測ったものをいう。以下同じ。）
が 0.01 以下のもの

１視力の良い方の眼の視力が 0.02 以
上 0.03 以下のもの

２視力の良い方の眼の視力が 0.04 か
つ他方の眼の視力が手動弁以下のも
の

３周辺視野角度（Ⅰ／４視標による。
以下同じ。）の総和が左右眼それぞ
れ 80 度以下かつ両眼中心視野角度

（Ⅰ／２ 視標による。以下同じ。）が
28 度以下のもの

４両眼開放視認点数が 70 点以下かつ
両眼中心視野視認点数が 20 点以下
のもの

１視力の良い方の眼の視力が 0.04 以
上 0.07 以下のもの（２級の２に該
当するものを除く。）

２視力の良い方の眼の視力が 0.08 か
つ他方の眼の視力が手動弁以下の
もの

３周辺視野角度の総和が左右眼それ
ぞれ 80 度以下かつ両眼中心視野角
度が 56 度以下のもの

４両眼開放視認点数が 70 点以下かつ
両眼中心視野視認点数が 40 点以下
のもの

害
障
能
機
衡
平
は
又
覚
聴

害
障
覚
聴

両耳の聴力レベルがそれぞれ 100 デ
シベル以上のもの（両耳全ろう）

両耳の聴力レベルが 90 デシベル以上
のもの（耳介に接しなければ大声語を
理解し得ないもの）

平衡機能
障害

平衡機能の極めて著しい障害

音声機能、言語機能又
はそしゃく機能の障害

音声機能 , 言語機能又はそしゃく機
能の喪失

由

自

不

体

肢

上
　
肢

１両上肢の機能を全廃したもの
２両上肢を手関節以上で欠くもの

１両上肢の機能の著しい障害
２両上肢のすべての指を欠くもの
３一上肢を上腕の２分の１以上で欠く

もの
４一上肢の機能を全廃したもの

１両上肢のおや指及びひとさし指を
欠くもの

２両上肢のおや指及びひとさし指の
機能を全廃したもの

３一上肢の機能の著しい障害
４一上肢のすべての指を欠くもの
５一上肢のすべての指の機能を全廃

したもの

下
　
肢

１両下肢の機能を全廃したもの
２両下肢を大腿の２分の１以上で欠く

もの

１両下肢の機能の著しい障害
２両下肢を下腿の２分の１以上で欠く

もの

１両下肢をシヨパー関節以上で欠く
もの

２一下肢を大腿の２分の１以上で欠
くもの

３一下肢の機能を全廃したもの

体
　
幹

体幹の機能障害により坐っていること
ができないもの

１体幹の機能障害により坐位又は起立
位を保つことが困難なもの

２体幹の機能障害により立ち上がるこ
とが困難なもの

体幹の機能障害により歩行が困難な
もの

行
進
非
の
前
以
期
児
幼
乳

動
運
る
よ
に
変
病
脳
の
性

害
障
能
機

能
機
肢
上 不随意運動・失調等により上肢を使用

する日常生活動作がほとんど不可能な
もの

不随意運動・失調等により上肢を使用
する日常生活動作が極度に制限される
もの

不随意運動・失調等により上肢を使
用する日常生活動作が著しく制限さ
れるもの

能
機
動
移

不随意運動・失調等により歩行が不可
能なもの

不随意運動・失調等により歩行が極度
に制限されるもの

不随意運動・失調等により歩行が家
庭内での日常生活活動に制限される
もの

四　　　　級 五　　　　級 六　　　　級 七　　　　級

１視力の良い方の眼の視力が 0.08 以
上 0.1 以下のもの（３級の２に該
当するものを除く。）

１視力の良い方の眼の視力が 0.2
かつ他方の眼の視力が 0.02 以
下のもの

２両眼による視野の２分の１以
上が欠けているもの

３両眼中心視野角度が 56 度以下
のもの

４両眼開放視認点数が 70 点を超
えかつ 100 点以下のもの

５両眼中心視野視認点数が 40 点
以下のもの

視力の良い方の眼の視力が 0.3
以上 0.6 以下かつ他方の眼の視
力が 0.02 以下のもの

２周辺視野角度の総和が左右眼それぞ
れ 80 度以下のもの

３両眼開放視認点数が 70 点以下のも
の

1 両耳の聴力レベルが 80 デシベル以
上のもの（耳介に接しなければ話声
語を理解し得ないもの）

２両耳による普通話声の最良の語音明
瞭度が 50 パーセント以下のもの

１両耳の聴力レベルが 70 デシベ
ル以上のもの（40 センチメー
トル以上の距離で発声された
会話語を理解し得ないもの）

２一側耳の聴力レベルが 90 デシ
ベル以上 , 他側耳の聴力レベル
が 50 デシベル以上のもの

平衡機能の著しい障害

音声機能 , 言語機能又はそしゃく機能
の著しい障害

１両上肢のおや指を欠くもの
２両上肢のおや指の機能を全廃したも

の
３一上肢の肩関節 , 肘関節又は手関節

のうち , いずれか一関節の機能を全
廃したもの

４一上肢のおや指及びひとさし指を欠
くもの

５一上肢のおや指及びひとさし指の機
能を全廃したもの

６おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の三指を欠くもの

７おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の三指の機能を全廃したもの

８おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の四指の機能の著しい障害

１両上肢のおや指の機能の著し
い障害

２一上肢の肩関節 , 肘関節又は手
関節のうち , いずれか一関節の
機能の著しい障害

３一上肢のおや指を欠くもの
４一上肢のおや指の機能を全廃

したもの
５一上肢のおや指及びひとさし

指の機能の著しい障害
６おや指又はひとさし指を含め

て一上肢の三指の機能の著し
い障害

１一上肢のおや指の機能の著し
い障害

２ひとさし指を含めて一上肢の
二指を欠くもの

３ひとさし指を含めて一上肢の
二指の機能を全廃したもの

１一上肢の機能の軽度の障害
２一上肢の肩関節 , 肘関節又は手

関節のうち , いずれか一関節の
機能の軽度の障害

３一上肢の手指の機能の軽度の
障害

４ひとさし指を含めて一上肢の
二指の機能の著しい障害

５一上肢のなか指 , くすり指及び
小指を欠くもの

６一上肢のなか指 , くすり指及び
小指の機能を全廃したもの

１両下肢のすべての指を欠くもの
２両下肢のすべての指の機能を全廃し

たもの
３一下肢を下腿の２分の１以上で欠く

もの
４一下肢の機能の著しい障害
５一下肢の股関節又は膝関節の機能を

全廃したもの
６一下肢が健側に比して 10 センチ

メートル以上又は健側の長さの 10
分の 1 以上短いもの

１一下肢の股関節又は膝関節の
機能の著しい障害

２一下肢の足関節の機能を全廃
したもの

３一下肢が健側に比して 5 セン
チメートル以上又は健側の長
さの 15 分の 1 以上短いもの

１一下肢をリスフラン関節以上
で欠くもの

２一下肢の足関節の機能の著し
い障害

１両下肢のすべての指の機能の
著しい障害

２一下肢の機能の軽度の障害
３一下肢の股関節 , 膝関節又は足

関節のうち , いずれか一関節の
機能の軽度の障害

４一下肢のすべての指を欠くも
の

５一下肢のすべての指の機能を
全廃したもの

６一下肢が健側に比して 3 セン
チメートル以上又は健側の長
さの 20 分の 1 以上短いもの

体幹の機能の著しい障害

不随意運動・失調等による上肢の機能
障害により社会での日常生活活動が著
しく制限されるもの

不随意運動・失調等による上肢の
機能障害により社会での日常生
活活動に支障のあるもの

不随意運動・失調等により上肢の
機能の劣るもの

上肢に不随意運動・失調等を有す
るもの

不随意運動・失調等により社会での日
常生活活動が著しく制限されるもの

不随意運動・失調等により社会で
の日常生活活動に支障のあるも
の

不随意運動・失調等により移動
機能の劣るもの

下肢に不随意運動・失調等を有
するもの

4「指を欠くもの」とは、おや指については指骨間関節、その他の指については第一指骨間関節以上を欠くものをいう。
5「指の機能障害」とは、中手指節関節以下の障害をいい、おや指については、対抗運動障害をも含むものとする。
6 上肢又は下肢欠損の断端の長さは、実用長（上腕においては腋窩より、大腿においては坐骨結節の高さより計測したもの）をもっ

て計測したものをいう。
7 下肢の長さは、前腸骨棘より内くるぶし下端までを計測したものをいう。

太枠内は 1種
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身体障害者障害程度等級表

太枠内は1種

扱　別 一　　　　級 二　　　　級 三　　　　級 四　　　　級

害
障
の
能
機
の
臓
肝
は
く
し
若
疫
免
る
よ
に
ス
ル
イ
ウ
全
不
疫
免
ト
ヒ
、
腸
小
、
腸
直
は
く
し
も
う
こ
う
ぼ
は
又
器
吸
呼
は
く
し
若
臓
ん
じ
・
臓
心

害
障
能
機
臓
心

心臓の機能の障害により自
己の身辺の日常生活活動が
極度に制限されるもの

心臓の機能の障害により家
庭内での日常生活活動が著
しく制限されるもの

心臓の機能の障害により社
会での日常生活活動が著し
く制限されるもの

害
障
能
機
臓
ん
じ じん臓の機能の障害により

自己の身辺の日常生活活動
が極度に制限されるもの

じん臓の機能の障害により
家庭内での日常生活活動が
著しく制限されるもの

じん臓の機能の障害により
社会での日常生活活動が著
しく制限されるもの

害
障
能
機
器
吸
呼 呼吸器の機能の障害により

自己の身辺の日常生活活動
が極度に制限されるもの

呼吸器の機能の障害により
家庭内での日常生活活動が
著しく制限されるもの

呼吸器の機能の障害により
社会での日常生活活動が著
しく制限されるもの

害
障
能
機
腸
直
は
又
う
こ
う
ぼ ぼうこう又は直腸の機能の

障害により自己の身辺の日
常生活活動が極度に制限さ
れるもの

ぼうこう又は直腸の機能の
障害により家庭内での日常
生活活動が著しく制限され
るもの

ぼうこう又は直腸の機能の
障害により社会での日常生
活活動が著しく制限される
もの

害
障
能
機
腸
小 小腸の機能の障害により自

己の身辺の日常生活活動が
極度に制限されるもの

小腸の機能の障害により家
庭内での日常生活活動が著
しく制限されるもの

小腸の機能の障害により社
会での日常生活活動が著し
く制限されるもの

ス
ル
イ
ウ
全
不
疫
免
ト
ヒ

害
障
の
能
機
疫
免
る
よ
に ヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能の障害により
日常生活がほとんど不可能
なもの

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能の障害により
日常生活が極度に制限され
るもの

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能の障害により
日常生活が著しく制限され
るもの (社会での日常生活
活動が著しく制限されるも
のを除く。）

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能の障害により
社会での日常生活活動が著
しく制限されるもの

害
障
能
機
臓
肝

肝臓の機能の障害により日
常生活活動がほとんど不可
能なもの

肝臓の機能の障害により日
常生活活動が極度に制限さ
れるもの

肝臓の機能の障害により日
常生活活動が著しく制限さ
れるもの (社会での日常生
活活動が著しく制限される
ものを除く。）

肝臓の機能の障害により社
会での日常生活活動が著し
く制限されるもの

（別表1－２）

太枠内は1種

愛
あい

の手
てちょう

帳　判
はんていきじゅんひょう

定基準表　 （0歳～ 6歳　就学前）

程　度
項　目

1度（最重度） 2度（重度） 3度（中度） 4度（軽度）

知能測定値

標準化された知能検査、
社会生活能力検査又は、
乳幼児用の精神発達検査
を用いた結果、算出され
た知能指数及びそれに該
当する指数について、右
の程度別に判定するこ
と。

知能指数及びそれ
に該当する指数が
おおむね 19以下。

知能指数及びそれ
に該当する指数が、
おおむね 20 から
34。

知能指数及びそれ
に該当する指数が、
おおむね 35 から
49。

知能指数及びそれ
に該当する指数が
おおむね 50 から
75。

運　動

運動機能の発達状況につ
いて、右の程度別に判定
すること。
0歳から1歳程度の乳幼
児で判定不可能のものは
｢程度不明｣ とすること。

運動機能がきわめ
て未発達なため起
座も不可能。

運動機能がきわめ
て未発達なため歩
行も不十分。

運動機能の発達が
年齢より全般的に
未発達。

運動機能の発達は
おおむね年齢相応。

社会性

大人、他の乳幼児、児童
との接触により対人関係
を理解し、集団的行動に
加わることのできる能力
について、右の程度別に
判定すること。

対人関係の理解が
不可能。

集団的行動がほと
んど不可能。

対人関係の理解及
び集団的行動があ
る程度可能。

対人関係の理解及
び集団的行動がお
おむね可能。

意思疎通

言語を通しての意思疎通
の可能な度合いについ
て、右の程度別に判定す
ること。
0歳～ 1歳程度の乳幼
児で判定不可能なものは
「程度不明」とすること。

言語による意思疎
通が全く不可能。

わずかで不完全な
単語だけのため、
意思疎通が不可能。

言語が未発達のた
め意思疎通が一部
不可能。

言語を通しての意
思疎通が可能。

身体的健康

身体の発達、その健康状
態又は合併症等に関する
健康上の配慮について、
右の程度別に判定するこ
と。

特別の治療、看護
が必要。

特別の保護が必要。 特別の注意が必要。 健康であり、注意
を必要としない。

基本的生活

食事、排泄、着脱衣、入
浴、睡眠等についての生
活上基本的な能力につい
て、右の程度別に判定す
ること。

常時、介助及び保
護が必要。

部分的介助と常時
の監督又は保護が
必要。

部分的介助と見守
りが必要。

介助や見守りをあ
まり必要としない。

（別表2－１）
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身体障害者障害程度等級表

太枠内は1種

扱　別 一　　　　級 二　　　　級 三　　　　級 四　　　　級

害
障
の
能
機
の
臓
肝
は
く
し
若
疫
免
る
よ
に
ス
ル
イ
ウ
全
不
疫
免
ト
ヒ
、
腸
小
、
腸
直
は
く
し
も
う
こ
う
ぼ
は
又
器
吸
呼
は
く
し
若
臓
ん
じ
・
臓
心

害
障
能
機
臓
心

心臓の機能の障害により自
己の身辺の日常生活活動が
極度に制限されるもの

心臓の機能の障害により家
庭内での日常生活活動が著
しく制限されるもの

心臓の機能の障害により社
会での日常生活活動が著し
く制限されるもの

害
障
能
機
臓
ん
じ じん臓の機能の障害により

自己の身辺の日常生活活動
が極度に制限されるもの

じん臓の機能の障害により
家庭内での日常生活活動が
著しく制限されるもの

じん臓の機能の障害により
社会での日常生活活動が著
しく制限されるもの

害
障
能
機
器
吸
呼 呼吸器の機能の障害により

自己の身辺の日常生活活動
が極度に制限されるもの

呼吸器の機能の障害により
家庭内での日常生活活動が
著しく制限されるもの

呼吸器の機能の障害により
社会での日常生活活動が著
しく制限されるもの

害
障
能
機
腸
直
は
又
う
こ
う
ぼ ぼうこう又は直腸の機能の

障害により自己の身辺の日
常生活活動が極度に制限さ
れるもの

ぼうこう又は直腸の機能の
障害により家庭内での日常
生活活動が著しく制限され
るもの

ぼうこう又は直腸の機能の
障害により社会での日常生
活活動が著しく制限される
もの

害
障
能
機
腸
小 小腸の機能の障害により自

己の身辺の日常生活活動が
極度に制限されるもの

小腸の機能の障害により家
庭内での日常生活活動が著
しく制限されるもの

小腸の機能の障害により社
会での日常生活活動が著し
く制限されるもの

ス
ル
イ
ウ
全
不
疫
免
ト
ヒ

害
障
の
能
機
疫
免
る
よ
に ヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能の障害により
日常生活がほとんど不可能
なもの

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能の障害により
日常生活が極度に制限され
るもの

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能の障害により
日常生活が著しく制限され
るもの (社会での日常生活
活動が著しく制限されるも
のを除く。）

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能の障害により
社会での日常生活活動が著
しく制限されるもの

害
障
能
機
臓
肝

肝臓の機能の障害により日
常生活活動がほとんど不可
能なもの

肝臓の機能の障害により日
常生活活動が極度に制限さ
れるもの

肝臓の機能の障害により日
常生活活動が著しく制限さ
れるもの (社会での日常生
活活動が著しく制限される
ものを除く。）

肝臓の機能の障害により社
会での日常生活活動が著し
く制限されるもの

（別表 1－２）

太枠内は1種

愛
あい

の手
てちょう

帳　判
はんていきじゅんひょう

定基準表　 （0歳～ 6歳　就学前）

程　度
項　目

1度（最重度） 2度（重度） 3度（中度） 4度（軽度）

知能測定値

標準化された知能検査、
社会生活能力検査又は、
乳幼児用の精神発達検査
を用いた結果、算出され
た知能指数及びそれに該
当する指数について、右
の程度別に判定するこ
と。

知能指数及びそれ
に該当する指数が
おおむね 19以下。

知能指数及びそれ
に該当する指数が、
おおむね 20 から
34。

知能指数及びそれ
に該当する指数が、
おおむね 35 から
49。

知能指数及びそれ
に該当する指数が
おおむね 50 から
75。

運　動

運動機能の発達状況につ
いて、右の程度別に判定
すること。
0歳から1歳程度の乳幼
児で判定不可能のものは
｢程度不明｣ とすること。

運動機能がきわめ
て未発達なため起
座も不可能。

運動機能がきわめ
て未発達なため歩
行も不十分。

運動機能の発達が
年齢より全般的に
未発達。

運動機能の発達は
おおむね年齢相応。

社会性

大人、他の乳幼児、児童
との接触により対人関係
を理解し、集団的行動に
加わることのできる能力
について、右の程度別に
判定すること。

対人関係の理解が
不可能。

集団的行動がほと
んど不可能。

対人関係の理解及
び集団的行動があ
る程度可能。

対人関係の理解及
び集団的行動がお
おむね可能。

意思疎通

言語を通しての意思疎通
の可能な度合いについ
て、右の程度別に判定す
ること。
0歳～ 1歳程度の乳幼
児で判定不可能なものは
「程度不明」とすること。

言語による意思疎
通が全く不可能。

わずかで不完全な
単語だけのため、
意思疎通が不可能。

言語が未発達のた
め意思疎通が一部
不可能。

言語を通しての意
思疎通が可能。

身体的健康

身体の発達、その健康状
態又は合併症等に関する
健康上の配慮について、
右の程度別に判定するこ
と。

特別の治療、看護
が必要。

特別の保護が必要。 特別の注意が必要。 健康であり、注意
を必要としない。

基本的生活

食事、排泄、着脱衣、入
浴、睡眠等についての生
活上基本的な能力につい
て、右の程度別に判定す
ること。

常時、介助及び保
護が必要。

部分的介助と常時
の監督又は保護が
必要。

部分的介助と見守
りが必要。

介助や見守りをあ
まり必要としない。

（別表2－１）
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程　度
項　目

1度（最重度） 2度（重度） 3度（中度） 4度（軽度）

知能測定値

標準化された知能検査、
社会生活能力検査又は乳
幼児用の精神発達検査を
用いた結果、算出された
知能指数及びそれに該当
する指数について、右の
程度別に判定すること。

知能指数及びそれに
該当する指数が、お
おむね19以下。

知能指数及びそれに
該当する指数が、お
おむね20から34。

知能指数及びそれに
該当する指数が、お
おむね35から49。

知能指数及びそれに
該当する指数が、お
おむね50から75。

学習能力

知識の習得能力について、
右の程度別に判定するこ
と。

簡単な読み、書き、
計算も不可能。

簡単な読み、書き、
計算でもほとんど不
可能。

簡単な読み、書き、
計算が部分的に不可
能。

簡単な読み、書き、
計算がほぼ可能。

作業能力

絵画、製作、その他の作
業の能力について、右の
程度別に判定すること。

簡単な手伝いなど
の作業も不可能。

作業のうち簡単な
手伝いや使いが可
能。

指導のもとに作業
が可能。

単純な作業が可能。

社会性

対人関係の理解、集団行
動の能力について、右の
程度別に判定すること。

対人関係の理解が不
可能。

集団的行動がほとん
ど不可能。

対人関係の理解およ
び集団行動がある程
度可能。

対人関係の理解及
び集団的行動がお
おむね可能。

意思疎通

言語及び文字を通しての
意思疎通の可能な度合い
について、右の程度別に
判定すること。

言語による意思疎通
がほとんど不可能。

言語による意思疎通
がやや可能。

言語が未発達で文字
を通しての意思疎通
が不可能。

日常会話（意思疎
通）が可能。また
簡単な文字を通し
た意思疎通が可能。

身体的健康

身体の発達、その健康状
態又は合併症に関する健
康上の配慮について、右
の程度別に判定すること。

特別な治療、看護が
必要。

特別な保護が必要。 特別な注意が必要。 健康であり、特に
注意を必要としな
い。

日常行動

日常行動の状況について、
右の程度別に判定するこ
と。

日常行動に支障及び
特別な傾向があり、
常時保護及び配慮が
必要。

日常行動に支障があ
り、常時注意及び配
慮が必要。

日常行動にたいして
支障はないが、配慮
が必要。

日常行動に支障は
なく、ほとんど配
慮を必要としない。

基本的生活

食事、排泄、着脱衣、入
浴、睡眠等みずからの身
辺生活の処理能力につい
て、右の程度別に判定す
ること。

身辺生活の処理が
ほとんど不可能。

身辺生活の処理が
部分的に可能。

身辺生活の処理が
おおむね可能。

身辺生活の処理が
可能。

愛の手帳　判定基準表　 （6歳～ 17歳　児童）（別表2－ 2）
程　度

項　目
1度（最重度） 2度（重度） 3度（中度） 4度（軽度）

知能測定値

標準化された知能検査、
社会生活能力検査又は乳
幼児用の精神発達検査を
用いた結果、算出された
知能指数及びそれに該当
する指数について、右の
程度別に判定すること。

知能指数及びそれに
該当する指数がおお
むね0～19のもの

知能指数及びそれに
該当する指数がおお
むね 20～ 34 のも
の

知能指数及びそれに
該当する指数がおお
むね 35～ 49 のも
の

知能指数及びそれに
該当する指数がおお
むね 50～ 75 のも
の

学習能力

文字や数の理解、物事の
判断及び日常生活におけ
る教養、娯楽物等の利用
能力について、右の程度
別に判定すること。

文字や数の理解力の
全くないもの

文字や数の理解力の
僅少なもの

表示をある程度理解
し簡単な加減ができ
るもの

ラジオ、新聞等を
ある程度日常生活
に利用できる、給
料等の処理ができ
る

作業能力

作業能力、特に成人につ
いては、職業としての作
業能力の程度について、
右の程度別に判定するこ
と。

簡単な手伝いなど
の作業も不可能な
もの。特に成人に
ついては、職業能
力のないもの

簡単な手伝いや使
いは可能なもの。
特に成人について
は、庇護された環
境のもとで単純業
が可能なもの

指導のもとに作業
が可能なもの。特
に成人については、
指導のもとに自分
の労働により最低
生活が可能なもの

単純作業が可能な
もの。特に成人に
ついては、自分の
労働により最低生
活が可能なもの

社会性

対人関係の良否、理解、
集団行動の能力について、
特に成人については、一
般的社会生活の能力につ
いて、右の程度別に判定
すること。

対人関係の理解の不
能なもの。特に成人
については、社会的
生活の不能なもの

集団的行動のほとん
ど不能なもの。特に
成人については、社
会的生活の困難なも
の

対人関係の理解及び
集団的行動がある程
度可能なもの。特に
成人については､ 他
人の理解のもとに従
属的生活が可能なも
の

対人関係は大体良
く、集団的行動が
おおむね可能なも
の。特に成人につ
いては、従属的な
立場での社会的生
活が可能なもの

意思疎通

言語及び文字を通しての
意思疎通の可能な度合い
について右の程度別に判
定すること。

言語がほとんど不能
なもの

言語がやや可能なも
の

言語が幼稚で文通が
不可能なもの

言語及び簡単な文
通が可能なもの

身体的健康

身体の発達、その健康状
態又は合併症の有無等に
ついて、右の程度別に判
定すること。

特別の治療、看護が
必要なもの

特別の保護が必要な
もの

特別の注意が必要な
もの

正常で特に注意を
必要としないもの

日常行動

日常行動の状況について、
右の程度別に判定するこ
と。

日常行動に異常及び
特異な性癖があるた
め特別の保護指導が
必要なもの

日常生活に異常があ
り、常時注意と指導
が必要なもの

日常行動にたいした
異常はないが、指導
が必要

日常行動に異常は
なく、ほとんど指
導を必要としない
もの

基本的生活

食事、排泄、着脱衣、入
浴、睡眠等みずからの身
辺生活の処理能力につい
て、右の程度別に判定す
ること。

身辺生活の処理が
ほとんど不可能な
もの

身辺生活の処理が
部分的にしか可能
でないもの

身辺生活の処理が
大体可能なもの

身辺生活の処理が
可能なもの

愛の手帳　判定基準表　 （18歳以上　成人）（別表2－ 3）
あい てちょう はんていきじゅんひょうあい てちょう はんていきじゅんひょう

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う

162障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



程　度
項　目

1度（最重度） 2度（重度） 3度（中度） 4度（軽度）

知能測定値

標準化された知能検査、
社会生活能力検査又は乳
幼児用の精神発達検査を
用いた結果、算出された
知能指数及びそれに該当
する指数について、右の
程度別に判定すること。

知能指数及びそれに
該当する指数が、お
おむね19以下。

知能指数及びそれに
該当する指数が、お
おむね20から34。

知能指数及びそれに
該当する指数が、お
おむね35から49。

知能指数及びそれに
該当する指数が、お
おむね50から75。

学習能力

知識の習得能力について、
右の程度別に判定するこ
と。

簡単な読み、書き、
計算も不可能。

簡単な読み、書き、
計算でもほとんど不
可能。

簡単な読み、書き、
計算が部分的に不可
能。

簡単な読み、書き、
計算がほぼ可能。

作業能力

絵画、製作、その他の作
業の能力について、右の
程度別に判定すること。

簡単な手伝いなど
の作業も不可能。

作業のうち簡単な
手伝いや使いが可
能。

指導のもとに作業
が可能。

単純な作業が可能。

社会性

対人関係の理解、集団行
動の能力について、右の
程度別に判定すること。

対人関係の理解が不
可能。

集団的行動がほとん
ど不可能。

対人関係の理解およ
び集団行動がある程
度可能。

対人関係の理解及
び集団的行動がお
おむね可能。

意思疎通

言語及び文字を通しての
意思疎通の可能な度合い
について、右の程度別に
判定すること。

言語による意思疎通
がほとんど不可能。

言語による意思疎通
がやや可能。

言語が未発達で文字
を通しての意思疎通
が不可能。

日常会話（意思疎
通）が可能。また
簡単な文字を通し
た意思疎通が可能。

身体的健康

身体の発達、その健康状
態又は合併症に関する健
康上の配慮について、右
の程度別に判定すること。

特別な治療、看護が
必要。

特別な保護が必要。 特別な注意が必要。 健康であり、特に
注意を必要としな
い。

日常行動

日常行動の状況について、
右の程度別に判定するこ
と。

日常行動に支障及び
特別な傾向があり、
常時保護及び配慮が
必要。

日常行動に支障があ
り、常時注意及び配
慮が必要。

日常行動にたいして
支障はないが、配慮
が必要。

日常行動に支障は
なく、ほとんど配
慮を必要としない。

基本的生活

食事、排泄、着脱衣、入
浴、睡眠等みずからの身
辺生活の処理能力につい
て、右の程度別に判定す
ること。

身辺生活の処理が
ほとんど不可能。

身辺生活の処理が
部分的に可能。

身辺生活の処理が
おおむね可能。

身辺生活の処理が
可能。

愛の手帳　判定基準表　 （6歳～ 17歳　児童）（別表 2－ 2）
程　度

項　目
1度（最重度） 2度（重度） 3度（中度） 4度（軽度）

知能測定値

標準化された知能検査、
社会生活能力検査又は乳
幼児用の精神発達検査を
用いた結果、算出された
知能指数及びそれに該当
する指数について、右の
程度別に判定すること。

知能指数及びそれに
該当する指数がおお
むね0～19のもの

知能指数及びそれに
該当する指数がおお
むね 20～ 34 のも
の

知能指数及びそれに
該当する指数がおお
むね 35～ 49 のも
の

知能指数及びそれに
該当する指数がおお
むね 50～ 75 のも
の

学習能力

文字や数の理解、物事の
判断及び日常生活におけ
る教養、娯楽物等の利用
能力について、右の程度
別に判定すること。

文字や数の理解力の
全くないもの

文字や数の理解力の
僅少なもの

表示をある程度理解
し簡単な加減ができ
るもの

ラジオ、新聞等を
ある程度日常生活
に利用できる、給
料等の処理ができ
る

作業能力

作業能力、特に成人につ
いては、職業としての作
業能力の程度について、
右の程度別に判定するこ
と。

簡単な手伝いなど
の作業も不可能な
もの。特に成人に
ついては、職業能
力のないもの

簡単な手伝いや使
いは可能なもの。
特に成人について
は、庇護された環
境のもとで単純業
が可能なもの

指導のもとに作業
が可能なもの。特
に成人については、
指導のもとに自分
の労働により最低
生活が可能なもの

単純作業が可能な
もの。特に成人に
ついては、自分の
労働により最低生
活が可能なもの

社会性

対人関係の良否、理解、
集団行動の能力について、
特に成人については、一
般的社会生活の能力につ
いて、右の程度別に判定
すること。

対人関係の理解の不
能なもの。特に成人
については、社会的
生活の不能なもの

集団的行動のほとん
ど不能なもの。特に
成人については、社
会的生活の困難なも
の

対人関係の理解及び
集団的行動がある程
度可能なもの。特に
成人については､ 他
人の理解のもとに従
属的生活が可能なも
の

対人関係は大体良
く、集団的行動が
おおむね可能なも
の。特に成人につ
いては、従属的な
立場での社会的生
活が可能なもの

意思疎通

言語及び文字を通しての
意思疎通の可能な度合い
について右の程度別に判
定すること。

言語がほとんど不能
なもの

言語がやや可能なも
の

言語が幼稚で文通が
不可能なもの

言語及び簡単な文
通が可能なもの

身体的健康

身体の発達、その健康状
態又は合併症の有無等に
ついて、右の程度別に判
定すること。

特別の治療、看護が
必要なもの

特別の保護が必要な
もの

特別の注意が必要な
もの

正常で特に注意を
必要としないもの

日常行動

日常行動の状況について、
右の程度別に判定するこ
と。

日常行動に異常及び
特異な性癖があるた
め特別の保護指導が
必要なもの

日常生活に異常があ
り、常時注意と指導
が必要なもの

日常行動にたいした
異常はないが、指導
が必要

日常行動に異常は
なく、ほとんど指
導を必要としない
もの

基本的生活

食事、排泄、着脱衣、入
浴、睡眠等みずからの身
辺生活の処理能力につい
て、右の程度別に判定す
ること。

身辺生活の処理が
ほとんど不可能な
もの

身辺生活の処理が
部分的にしか可能
でないもの

身辺生活の処理が
大体可能なもの

身辺生活の処理が
可能なもの

愛の手帳　判定基準表　 （18歳以上　成人）（別表2－ 3）
あい てちょう はんていきじゅんひょうあい てちょう はんていきじゅんひょう
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精神障害者保健福祉手帳　障害等級判定基準（別表 3）

障害等級
障　　害　　の　　状　　態

精神疾患（機能障害）の状態 能力障害（活動制限）の状態

1級
（精神障害で
あって、日
常生活の用
を弁ずるこ
とを不能な
らしめる程
度のもの）

1 統合失調症によるものにあっては、高度の残遺状態又は高度
の病状があるため、高度の人格変化、思考障害、その他妄想・
幻覚等の異常体験があるもの
2気分（感情）障害によるものにあっては、高度の気分、意欲・
行動及び思考の障害の病相期があり、かつ、これらが持続し
たり、ひんぱんに繰り返したりするもの
3非定型精神病によるものにあっては、残遺状態又は病状が前
記 1、2に準ずるもの
4てんかんによるものにあっては、ひんぱんに繰り返す発作又
は知能障害その他の精神神経症状が高度であるもの
5中毒精神病によるものにあっては、認知症その他の精神神経
症状が高度のもの
6器質性精神障害によるものにあっては、記憶障害、遂行機能
障害、注意障害、社会的行動障害のいずれかがあり、そのう
ちひとつ以上が高度のもの
7発達障害によるものにあっては、その主症状とその他の精神
神経症状が高度のもの
8その他の精神疾患によるものにあっては、上記の 1～ 7に準
ずるもの

1調和のとれた適切な食事摂取ができない。
2洗面、入浴、更衣、清掃等の身辺の清潔保持
ができない。
3金銭管理能力がなく、計画的で適切な買物が
できない。
4通院・服薬を必要とするが、規則的に行うこ
とができない。
5家族や知人・近隣等と適切な意思伝達ができ
ない。協調的な対人関係を作れない。
6身辺の安全を保持したり、危機的状況に適切
に対応できない。
7社会的手続をしたり、一般の公共施設を利用
することができない。
8社会情勢や趣味・娯楽に関心がなく、文化的
社会的活動に参加できない。

（上記 1～ 8のうちいくつかに該当するもの）

2 級
（精神障害で
あって、日
常生活が著
しい制限を
受 け る か、
又は日常生
活に著しい
制限を加え
ることを必
要とする程
度のもの）

1 統合失調症によるものにあっては、残遺状態又は病状がある
ため、人格変化、思考障害、その他の妄想幻覚等の異常体験
があるもの
2気分（感情）障害によるものにあっては、気分、意欲・行動
及び思考の障害の病相期があり、かつ、これらが持続したり、
ひんぱんに繰り返したりするもの
3非定型精神病によるものにあっては、残遺状態又は病状が前
記 1、2に準ずるもの
4てんかんによるものにあっては、ひんぱんに繰り返す発作又
は知能障害その他の精神神経症状があるもの
5中毒精神病によるものにあっては、認知症その他の精神神経
症状があるもの
6器質性精神障害によるものにあっては、記憶障害、遂行機能
障害、注意障害、社会的行動障害のいずれかがあり、そのう
ちひとつ以上が中等度のもの
7発達障害によるものにあっては、その主症状が高度であり、
その他の精神神経症状があるもの
8その他の精神疾患によるものにあっては、上記の 1～ 7に準
ずるもの

1調和のとれた適切な食事摂取は援助なしには
できない。
2洗面、入浴、更衣、清掃等の身辺の清潔保持
は援助なしにはできない。
3金銭管理や計画的で適切な買物は援助なしに
はできない。
4通院・服薬を必要とし、規則的に行うことは
援助なしにはできない。
5家族や知人・近隣等と適切な意思伝達や協
調的な対人関係づくりは援助なしにはできな
い。
6身辺の安全保持や危機的状況での適切な対応
は援助なしにはできない。
7社会的手続や一般の公共施設の利用は援助な
しにはできない。
8社会情勢や趣味・娯楽に関心が薄く、文化
的社会的活動への参加は援助なしにはできな
い。

（上記 1～ 8のうちいくつかに該当するもの）

3 級
（精神障害で
あって、日
常生活若し
くは社会生
活が制限を
受 け る か、
又は日常生
活若しくは
社会生活に
制限を加え
ることを必
要とする程
度のもの）

1 統合失調症によるものにあっては、残遺状態又は病状があり、
人格変化の程度は著しくはないが、思考障害、その他の妄想・
幻覚等の異常体験があるもの
2気分（感情）障害によるものにあっては、気分、意欲・行動
及び思考の障害の病相期があり、その症状は著しくはないが、
これを持続したり、ひんぱんに繰り返すもの
3非定型精神病によるものにあっては、残遺状態又は病状が前
記 1、2に準ずるもの
4てんかんによるものにあっては、発作又は知能障害その他の
精神神経症状があるもの
5中毒精神病によるものにあっては、認知症は著しくはないが、
その他の精神神経症状があるもの
6器質性精神障害によるものにあっては、記憶障害、遂行機能
障害、注意障害、社会的行動障害のいずれかがあり、いずれ
も軽度のもの
7発達障害によるものにあっては、その主症状とその他の精神
神経症状があるもの
8その他の精神疾患によるものにあっては、上記の 1～ 7に準
ずるもの

1調和のとれた適切な食事摂取は自発的に行う
ことができるがなお援助を必要とする。
2洗面、入浴、更衣、清掃等の身辺の清潔保持
は自発的に行うことができるがなお援助を必
要とする。
3金銭管理や計画的で適切な買物はおおむねで
きるがなお援助を必要とする。
4規則的な通院・服薬はおおむねできるがなお
援助を必要とする。
5家族や知人・近隣等と適切な意思伝達や協調
的な対人関係づくりはなお十分とはいえず不
安定である。
6身辺の安全保持や危機的状況での対応はおお
むね適切であるが、なお援助を必要とする。
7社会的手続や一般の公共施設の利用はおおむ
ねできるが、なお援助を必要とする。
8社会情勢や趣味・娯楽に関心はあり、文化的
社会的活動にも参加するが、なお十分とはい
えず援助を必要とする。

（上記 1～ 8のうちいくつかに該当するもの）

障害者総合支援法の対象疾病一覧（別表 4）

令和３年 1 1月 1日からの障害者総合支援法の対象疾病一覧（366疾病）です。

しょうがいしゃそうごうしえんほう たいしょうしっぺいいちらん

○障害者総合支援法独自の対象疾病

せいしんしょうがいしゃほ け ん ふ く し て ち ょ う しょうがいとうきゅうはんていきじゅん
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精神障害者保健福祉手帳　障害等級判定基準（別表 3）

障害等級
障　　害　　の　　状　　態

精神疾患（機能障害）の状態 能力障害（活動制限）の状態

1級
（精神障害で
あって、日
常生活の用
を弁ずるこ
とを不能な
らしめる程
度のもの）

1 統合失調症によるものにあっては、高度の残遺状態又は高度
の病状があるため、高度の人格変化、思考障害、その他妄想・
幻覚等の異常体験があるもの
2気分（感情）障害によるものにあっては、高度の気分、意欲・
行動及び思考の障害の病相期があり、かつ、これらが持続し
たり、ひんぱんに繰り返したりするもの
3非定型精神病によるものにあっては、残遺状態又は病状が前
記 1、2に準ずるもの
4てんかんによるものにあっては、ひんぱんに繰り返す発作又
は知能障害その他の精神神経症状が高度であるもの
5中毒精神病によるものにあっては、認知症その他の精神神経
症状が高度のもの
6器質性精神障害によるものにあっては、記憶障害、遂行機能
障害、注意障害、社会的行動障害のいずれかがあり、そのう
ちひとつ以上が高度のもの
7発達障害によるものにあっては、その主症状とその他の精神
神経症状が高度のもの
8その他の精神疾患によるものにあっては、上記の 1～ 7に準
ずるもの

1調和のとれた適切な食事摂取ができない。
2洗面、入浴、更衣、清掃等の身辺の清潔保持
ができない。
3金銭管理能力がなく、計画的で適切な買物が
できない。
4通院・服薬を必要とするが、規則的に行うこ
とができない。
5家族や知人・近隣等と適切な意思伝達ができ
ない。協調的な対人関係を作れない。
6身辺の安全を保持したり、危機的状況に適切
に対応できない。
7社会的手続をしたり、一般の公共施設を利用
することができない。
8社会情勢や趣味・娯楽に関心がなく、文化的
社会的活動に参加できない。

（上記 1～ 8のうちいくつかに該当するもの）

2 級
（精神障害で
あって、日
常生活が著
しい制限を
受 け る か、
又は日常生
活に著しい
制限を加え
ることを必
要とする程
度のもの）

1 統合失調症によるものにあっては、残遺状態又は病状がある
ため、人格変化、思考障害、その他の妄想幻覚等の異常体験
があるもの
2気分（感情）障害によるものにあっては、気分、意欲・行動
及び思考の障害の病相期があり、かつ、これらが持続したり、
ひんぱんに繰り返したりするもの
3非定型精神病によるものにあっては、残遺状態又は病状が前
記 1、2に準ずるもの
4てんかんによるものにあっては、ひんぱんに繰り返す発作又
は知能障害その他の精神神経症状があるもの
5中毒精神病によるものにあっては、認知症その他の精神神経
症状があるもの
6器質性精神障害によるものにあっては、記憶障害、遂行機能
障害、注意障害、社会的行動障害のいずれかがあり、そのう
ちひとつ以上が中等度のもの
7発達障害によるものにあっては、その主症状が高度であり、
その他の精神神経症状があるもの
8その他の精神疾患によるものにあっては、上記の 1～ 7に準
ずるもの

1調和のとれた適切な食事摂取は援助なしには
できない。
2洗面、入浴、更衣、清掃等の身辺の清潔保持
は援助なしにはできない。
3金銭管理や計画的で適切な買物は援助なしに
はできない。
4通院・服薬を必要とし、規則的に行うことは
援助なしにはできない。
5家族や知人・近隣等と適切な意思伝達や協
調的な対人関係づくりは援助なしにはできな
い。
6身辺の安全保持や危機的状況での適切な対応
は援助なしにはできない。
7社会的手続や一般の公共施設の利用は援助な
しにはできない。
8社会情勢や趣味・娯楽に関心が薄く、文化
的社会的活動への参加は援助なしにはできな
い。

（上記 1～ 8のうちいくつかに該当するもの）

3 級
（精神障害で
あって、日
常生活若し
くは社会生
活が制限を
受 け る か、
又は日常生
活若しくは
社会生活に
制限を加え
ることを必
要とする程
度のもの）

1 統合失調症によるものにあっては、残遺状態又は病状があり、
人格変化の程度は著しくはないが、思考障害、その他の妄想・
幻覚等の異常体験があるもの
2気分（感情）障害によるものにあっては、気分、意欲・行動
及び思考の障害の病相期があり、その症状は著しくはないが、
これを持続したり、ひんぱんに繰り返すもの
3非定型精神病によるものにあっては、残遺状態又は病状が前
記 1、2に準ずるもの
4てんかんによるものにあっては、発作又は知能障害その他の
精神神経症状があるもの
5中毒精神病によるものにあっては、認知症は著しくはないが、
その他の精神神経症状があるもの
6器質性精神障害によるものにあっては、記憶障害、遂行機能
障害、注意障害、社会的行動障害のいずれかがあり、いずれ
も軽度のもの
7発達障害によるものにあっては、その主症状とその他の精神
神経症状があるもの
8その他の精神疾患によるものにあっては、上記の 1～ 7に準
ずるもの

1調和のとれた適切な食事摂取は自発的に行う
ことができるがなお援助を必要とする。
2洗面、入浴、更衣、清掃等の身辺の清潔保持
は自発的に行うことができるがなお援助を必
要とする。
3金銭管理や計画的で適切な買物はおおむねで
きるがなお援助を必要とする。
4規則的な通院・服薬はおおむねできるがなお
援助を必要とする。
5家族や知人・近隣等と適切な意思伝達や協調
的な対人関係づくりはなお十分とはいえず不
安定である。
6身辺の安全保持や危機的状況での対応はおお
むね適切であるが、なお援助を必要とする。
7社会的手続や一般の公共施設の利用はおおむ
ねできるが、なお援助を必要とする。
8社会情勢や趣味・娯楽に関心はあり、文化的
社会的活動にも参加するが、なお十分とはい
えず援助を必要とする。

（上記 1～ 8のうちいくつかに該当するもの）

障害者総合支援法の対象疾病一覧（別表4）

令和３年 1 1月 1日からの障害者総合支援法の対象疾病一覧（366疾病）です。

しょうがいしゃそうごうしえんほう たいしょうしっぺいいちらん

○障害者総合支援法独自の対象疾病

せいしんしょうがいしゃほ け ん ふ く し て ち ょ う しょうがいとうきゅうはんていきじゅん
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1 アイカルディ症候群 32 HTLV-1 関連脊髄症 63 完全大血管転位症 94 限局性皮質異形成

2 アイザックス症候群 33 ATR-X 症候群 64 眼皮膚白皮症 95 原発性局所多汗症〇

3 IgA 腎症 34 ADH 分泌異常症 65 偽性副甲状腺機能低
下症 96 原発性硬化性胆管炎

4 IgG4 関連疾患 35 エーラス・ダンロス
症候群 66 ギャロウェイ・モワ

ト症候群 97 原発性高脂血症

5 亜急性硬化性全脳炎 36 エプスタイン症候群 67 急性壊死性脳症　〇 98 原発性側索硬化症

6 アジソン病 37 エプスタイン病 68 急性網膜壊死　　〇 99 原発性胆汁性胆管炎

7 アッシャー症候群 38 エマヌエル症候群 69 球脊髄性筋萎縮症 100 原発性免疫不全症候
群

8 アトピー性脊髄炎 39 遠位型ミオパチー 70 急速進行性糸球体腎
炎 101 顕微鏡的大腸炎　〇

9 アペール症候群 40 円錐角膜　　　　〇 71 強直性脊椎炎 102 顕微鏡的多発血管炎

10 アミロイドーシス 41 黄色靭帯骨化症 72 巨細胞性動脈炎 103 高 IgD 症候群

11 アラジール症候群 42 黄斑ジストロフィー 73 巨大静脈奇形（頚部口
腔咽頭びまん性病変） 104 好酸球性消化管疾患

12 アルポート症候群 43 大田原症候群 74 巨大動静脈奇形（頚部
顔面又は四肢病変） 105 好酸球性多発血管炎

性肉芽腫症
13 アレキサンダー病 44 オクシピタル・ホー

ン症候群 75 巨大膀胱短小結腸腸
管蠕動不全症 106 好酸球性副鼻腔炎

14 アンジェルマン症候
群 45 オスラー病 76 巨大リンパ管奇形

（頚部顔面病変） 107 抗糸球体基底膜腎炎

15 アントレー・ビクス
ラー症候群 46 カーニー複合 77 筋萎縮性側索硬化症 108 後縦靭帯骨化症

16 イソ吉草酸血症 47 海馬硬化を伴う内側
側頭葉てんかん 78 筋型糖原病 109 甲状腺ホルモン不応

症
17 一次性ネフローゼ症

候群 48 潰瘍性大腸炎 79 筋ジストロフィー 110 拘束型心筋症

18 一次性膜性増殖性糸
球体腎炎 49 下垂体前葉機能低下

症 80 クッシング病 111 高チロシン血症 1 型

19 1p36 欠失症候群 50 家族性地中海熱 81 クリオピリン関連周
期熱症候群 112 高チロシン血症 2 型

20 遺伝性自己炎症疾患 51 家族性低βリポタンパ
ク血症 1( ホモ接合体 ) 82 クリッペル・トレノネー・

ウェーバー症候群 113 高チロシン血症 3 型

21 遺伝性ジストニア 52 家族性良性慢性天疱
瘡 83 クルーゾン症候群 114 後天性赤芽球癆

22 遺伝性周期性四肢麻
痺 53 カナバン病 84 グルコーストランス

ポーター 1 欠損症 115 広範脊柱管狭窄症

23 遺伝性膵炎 54 化膿性無菌性関節炎・壊疽
性膿皮症・アクネ症候群 85 グルタル酸血症 1 型 116 膠様滴状角膜ジスト

ロフィー
24 遺伝性鉄芽球性貧血 55 歌舞伎症候群 86 グルタル酸血症 2 型 117 抗リン脂質抗体症候

群
25 ウィーバー症候群 56 ガラクトース ‐ 1 ‐ リン酸ウリ

ジルトランスフェラーゼ欠損症 87 クロウ・深瀬症候群 118 コケイン症候群

26 ウィリアムズ症候群 57 カルニチン回路異常
症 88 クローン病 119 コステロ症候群

27 ウィルソン病 58 加齢黄斑変性　　〇 89 クロンカイト・カナ
ダ症候群 120 骨形成不全症

28 ウエスト症候群 59 肝型糖原病 90 痙攣重積型（二相性）
急性脳症 121 骨髄異形成症候群〇

29 ウェルナー症候群 60 間質性膀胱炎（ハン
ナ型） 91 結節性硬化症

30 ウォルフラム症候群 61 環状 20 番染色体症
候群 92 結節性多発動脈炎

31 ウルリッヒ病 62 関節リウマチ 93 血栓性血小板減少性
紫斑病
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122 骨髄線維症　　　〇 154 シュワルツ・ヤンペ
ル症候群 189 先天性魚鱗癬 224 単心室症

123 ゴナドトロピン分泌
亢進症 155 徐波睡眠期持続性棘徐波

を示すてんかん性脳症 190 先天性筋無力症候群 225 弾性線維性仮性黄色
腫

124 5p 欠失症候群 156 神経細胞移動異常症 191 先天性グリコシルホスファチジ
ルイノシトール（GPI）欠損症 226 短腸症候群　　　〇

125 コフィン・シリス症
候群 157 神経軸索スフェロイド形成を

伴う遺伝性びまん性白質脳症 192 先天性三尖弁狭窄症 227 胆道閉鎖症

126 コフィン・ローリー
症候群 158 神経線維腫症 193 先天性腎性尿崩症 228 遅発性内リンパ水腫

127 混合性結合組織病 159 神経フェリチン症 194 先天性赤血球形成異
常性貧血 229 チャージ症候群

128 鰓耳腎症候群 160 神経有棘赤血球症 195 先天性僧帽弁狭窄症 230 中隔視神経形成異常症
/ ドモルシア症候群

129 再生不良性貧血 161 進行性核上性麻痺 196 先天性大脳白質形成
不全症 231 中毒性表皮壊死症

130 サイトメガロウィル
ス角膜内皮炎　　〇 162 進行性家族性肝内胆

汁うっ滞症 197 先天性肺静脈狭窄症 232 腸管神経節細胞僅少
症

131 再発性多発軟骨炎 163 進行性骨化性線維異
形成症 198 先天性風疹症候群〇 233 TSH 分泌亢進症

132 左心低形成症候群 164 進行性多巣性白質脳
症 199 先天性副腎低形成症 234 TNF 受容体関連周

期性症候群
133 サルコイドーシス 165 進行性白質脳症 200 先天性副腎皮質酵素

欠損症 235 低ホスファターゼ症

134 三尖弁閉鎖症 166 進行性ミオクローヌ
スてんかん 201 先天性ミオパチー 236 天疱瘡

135 三頭酵素欠損症 167 心室中隔欠損を伴う
肺動脈閉鎖症 202 先天性無痛無汗症 237 禿頭と変形性脊椎症を伴

う常染色体劣性白質脳症
136 CFC 症候群 168 心室中隔欠損を伴わ

ない肺動脈閉鎖症 203 先天性葉酸吸収不全 238 特発性拡張型心筋症

137 シェーグレン症候群 169 ス タ ー ジ・ ウ ェ ー
バー症候群 204 前頭側頭葉変性症 239 特発性間質性肺炎

138 色素性乾皮症 170 ス テ ィ ー ヴ ン ス・
ジョンソン症候群 205 早期ミオクロニー脳

症 240 特発性基底核石灰化
症

139 自己貪食空胞性ミオ
パチー 171 スミス・マギニス症

候群 206 総動脈幹遺残症 241 特発性血小板減少性
紫斑病

140 自己免疫性肝炎 172 スモン　　　　　〇 207 総排泄腔遺残 242 特発性血栓症（遺伝性血栓
性素因によるものに限る。）

141 自己免疫性後天性凝
固因子欠乏症 173 脆弱 X 症候群 208 総排泄腔外反症 243 特発性後天性全身性

無汗症
142 自己免疫性溶血性貧

血 174 脆弱 X 症候群関連疾
患 209 ソトス症候群 244 特発性大腿骨頭壊死

症
143 四肢形成不全　　〇 175 成人スチル病 210 ダ イ ア モ ン ド・ ブ

ラックファン貧血 245 特 発 性 多 中 心 性
キャッスルマン病

144 シトステロール血症 176 成長ホルモン分泌亢
進症 211 第 14 番染色体父親

性ダイソミー症候群 246 特発性門脈圧亢進症

145 シトリン欠損症 177 脊髄空洞症 212 大脳皮質基底核変性
症 247 特発性両側性感音難

聴
146 紫斑病性腎炎 178 脊髄小脳変性症 ( 多

系統萎縮症を除く。) 213 大理石骨病 248 突発性難聴　　　〇

147 脂肪萎縮症 179 脊髄髄膜瘤 214 ダウン症候群　　〇 249 ドラベ症候群

148 若年性特発性関節炎 180 脊髄性筋萎縮症 215 高安動脈炎 250 中條・西村症候群

149 若年性肺気腫 181 セピアプテリン還元
酵素（SR）欠損症 216 多系統萎縮症 251 那須・ハコラ病

150 シャルコー・マリー・
トゥース病 182 前眼部形成異常 217 タナトフォリック骨

異形成症 252 軟骨無形成症

151 重症筋無力症 183 全身性エリテマトー
デス 218 多発血管炎性肉芽腫

症 253 難治頻回部分発作重
積型急性脳炎

152 修正大血管転位症 184 全身性強皮症 219 多発性硬化症 / 視神
経脊髄炎 254 22q11.2 欠 失 症 候

群
153 ジュベール症候群関

連疾患 185 先天異常症候群 220 多発性軟骨性外骨腫
症　　　　　　　〇 255 乳幼児肝巨大血管腫

186 先天性横隔膜ヘルニ
ア 221 多発性嚢胞腎 256 尿素サイクル異常症

187 先天性核上性球麻痺 222 多脾症候群 257 ヌーナン症候群

188 先天性気管狭窄症 /
先天性声門下狭窄症 223 タンジール病 258 ネイルパテラ症候群（爪膝蓋

骨症候群）/LMX1B 関連腎症
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259 ネフロン癆 294 ファロー四徴症 329 慢性特発性偽性腸閉
塞症 348 4p 欠失症候群

260 脳クレアチン欠乏症
候群 295 ファンコニ貧血 330 ミオクロニー欠神て

んかん 349 ライソゾーム病

261 脳腱黄色腫症 296 封入体筋炎 331 ミオクロニー脱力発
作を伴うてんかん 350 ラスムッセン脳炎

262 脳表ヘモジデリン沈
着症 297 フェニルケトン尿症 332 ミトコンドリア病 351 ランゲルハンス細胞

組織球症　　　　〇
263 膿疱性乾癬 298 フォンタン術後症候

群　　　　　　　〇 333 無虹彩症 352 ラ ン ド ウ・ ク レ フ
ナー症候群

264 嚢胞性線維症 299 複合カルボキシラー
ゼ欠損症 334 無脾症候群 353 リジン尿性蛋白不耐

症
265 パーキンソン病 300 副甲状腺機能低下症 335 無βリポタンパク血

症 354 両側性小耳症・外耳
道閉鎖症　　　　〇

266 バージャー病 301 副腎白質ジストロ
フィー 336 メープルシロップ尿

症 355 両大血管右室起始症

267 肺静脈閉塞症 / 肺毛
細血管腫症 302 副腎皮質刺激ホルモ

ン不応症 337 メチルグルタコン酸
尿症 356 リンパ管腫症 / ゴー

ハム病
268 肺動脈性肺高血圧症 303 ブラウ症候群 338 メチルマロン酸血症 357 リンパ脈管筋腫症

269 肺胞蛋白症（自己免
疫性又は先天性） 304 プラダー・ウィリ症

候群 339 メビウス症候群 358 類天疱瘡（後天性表
皮水疱症を含む。）

270 肺胞低換気症候群 305 プリオン病 340 メンケス病 359 ルビンシュタイン・
テイビ症候群

271 ハッチンソン・ギル
フォード症候群 306 プロピオン酸血症 341 網膜色素変性症 360 レーベル遺伝性視神

経症
272 バッド・キアリ症候

群 307 PRL 分泌亢進症（高
プロラクチン血症） 342 もやもや病 361 レシチンコレステロールアシ

ルトランスフェラーゼ欠損症
273 ハンチントン病 308 閉塞性細気管支炎 343 モワット・ウイルソ

ン症候群 362 劣性遺伝形式をとる
遺伝性難聴　　　〇

274 汎発性特発性骨増殖
症　　　　　　　〇 309 β ‐ ケトチオラー

ゼ欠損症 344 薬剤性過敏症症候群
　　　　　  　　〇 363 レット症候群

275 PCDH19 関 連 症 候
群 310 ベーチェット病 345 ヤング・シンプソン

症候群 364 レ ノ ッ ク ス・ ガ ス
トー症候群

276 非ケトーシス型高グ
リシン血症 311 ベスレムミオパチー 346 優性遺伝形式をとる

遺伝性難聴　　　〇 365 ロスムンド・トムソ
ン症候群

277 肥厚性皮膚骨膜症 312 ヘパリン起因性血小
板減少症　　　　〇 347 遊走性焦点発作を伴

う乳児てんかん 366 肋骨異常を伴う先天
性側弯症

278 非ジストロフィー性
ミオトニー症候群 313 ヘモクロマトーシス　　　

　　　　　　　　〇
279 皮質下梗塞と白質脳症を伴

う常染色体優性脳動脈症 314 ペリー症候群

280 肥大型心筋症 315 ペルーシド角膜辺縁
変性症　　　　　〇

281 左肺動脈右肺動脈起
始症 316 ペルオキシソーム病（副腎白

質ジストロフィーを除く。）
282 ビタミン D 依存性

くる病 / 骨軟化症 317 片側巨脳症

283 ビタミン D 抵抗性
くる病 / 骨軟化症 318 片側痙攣・片麻痺・

てんかん症候群
284 ビッカースタッフ脳

幹脳炎 319 芳香族 L- アミノ酸
脱炭酸酵素欠損症

285 非典型溶血性尿毒症
症候群 320 発作性夜間ヘモグロ

ビン尿症
286 非特異性多発性小腸

潰瘍症 321 ホモシスチン尿症

287 皮膚筋炎 / 多発性筋
炎 322 ポルフィリン症

288 びまん性汎細気管支
炎　　　　　　　〇 323 マリネスコ・シェー

グレン症候群
289 肥満低換気症候群〇 324 マルファン症候群

290 表皮水疱症 325 慢性炎症性脱髄性多発神経炎
/ 多巣性運動ニューロパチー

291 ヒルシュスプルング病
（全結腸型又は小腸型） 326 慢性血栓塞栓性肺高

血圧症
292 VATER 症候群 327 慢性再発性多発性骨

髄炎
293 ファイファー症候群 328 慢性膵炎　　　　〇
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別
表
5

手
当
の
所
得
制
限
基
準
額

（
所
得
限
度
額
は
、
金
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

本
人
の
所
得
限
度
額
（
円
）

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
限
度
額
（
円
）

扶
養
人
数

0
人

1
人

2
人

3
人

4
人

0
人

1
人

2
人

3
人

4
人

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

本
人
の
所
得
限
度
額
欄
に
同
じ
（
本
人
が
20
歳
未
満
の
障
害
者
の
場
合
）

難
病
患
者
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

6,
28
7,
00
0

6,
53
6,
00
0

6,
74
9,
00
0

6,
96
2,
00
0

7,
17
5,
00
0

障
害
児
福
祉
手
当

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
）

児
童
扶
養
手
当

（
全
部
支
給
）

49
0,
00
0

87
0,
00
0

1,
25
0,
00
0

1,
63
0,
00
0

2,
01
0,
00
0

2,
36
0,
00
0

2,
74
0,
00
0

3,
12
0,
00
0

3,
50
0,
00
0

3,
88
0,
00
0

（
一
部
支
給
）

1,
92
0,
00
0

2,
30
0,
00
0

2,
68
0,
00
0

3,
06
0,
00
0

3,
44
0,
00
0

特
別
児
童
扶
養
手
当

4,
59
6,
00
0

4,
97
6,
00
0

5,
35
6,
00
0

5,
73
6,
00
0

6,
11
6,
00
0

6,
28
7,
00
0

6,
53
6,
00
0

6,
74
9,
00
0

6,
96
2,
00
0

7,
17
5,
00
0

児
童
育
成
手
当

（
障
害
手
当
）

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

―
―

―
―

―
（
育
成
手
当
）

重
度
心
身
障
害
者
手
当

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

本
人
の
所
得
限
度
額
欄
に
同
じ
（
本
人
が
20
歳
未
満
の
障
害
者
の
場
合
）

（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
）

別
表
6

年
金
・
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
基
準
額

（
所
得
限
度
額
は
、
金
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

本
人
の
所
得
限
度
額
（
円
）

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
限
度
額
（
円
）

扶
養
人
数

0
人

1
人

2
人

3
人

4
人

0
人

1
人

2
人

3
人

4
人

障
害
基
礎
年
金

特
別
障
害
給
付
金（
２
分
の
1支
給
）
4,
72
1,
00
0

5,
10
1,
00
0

5,
48
1,
00
0

5,
86
1,
00
0

6,
24
1,
00
0

―
―

―
―

―
（
全
額
支
給
）

3,
70
4,
00
0

4,
08
4,
00
0

4,
46
4,
00
0

4,
84
4,
00
0

5,
22
4,
00
0

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

1,
92
0,
00
0

2,
30
0,
00
0

2,
68
0,
00
0

3,
06
0,
00
0

3,
44
0,
00
0

2,
36
0,
00
0

2,
74
0,
00
0

3,
12
0,
00
0

3,
50
0,
00
0

3,
88
0,
00
0

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

1　
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
は
、
本
人
が
20
歳
未
満
の
場
合
で
す
。

2　
障
害
基
礎
年
金
は
、
20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る
病
気
や
、
け
が
で
障
害
に
な
っ
た
方
の
場
合
で
す
。

障
害
基
礎
年
金
、
特
別
障
害
給
付
金
の
所
得
制
限
基
準
額
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
10
万
円
を
加
算
し
、
特
定
扶
養
親
族
及
び
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
控
除
対

象
扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
25
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

3　
対
象
と
な
る
方
の
所
得
か
ら
、
医
療
費
・
社
会
保
険
料
な
ど
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
り
、
所
得
限
度
額
以
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ね
ん
き
ん

い
り
ょ
う
ひ
じ
ょ
せ
い

し
ょ
と
く
せ
い
げ
ん
き
じ
ゅ
ん
が
く

て
あ
て

し
ょ
と
く
せ
い
げ
ん
き
じ
ゅ
ん
が
く

（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
）

対
象
と
な
る
方
の
所
得
か
ら
、
医
療
費
・
社
会
保
険
料
な
ど
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
り
、
所
得
限
度
額
以
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う
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別
表
5

手
当
の
所
得
制
限
基
準
額

（
所
得
限
度
額
は
、
金
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

本
人
の
所
得
限
度
額
（
円
）

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
限
度
額
（
円
）

扶
養
人
数

0
人

1
人

2
人

3
人

4
人

0
人

1
人

2
人

3
人

4
人

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

本
人
の
所
得
限
度
額
欄
に
同
じ
（
本
人
が
20
歳
未
満
の
障
害
者
の
場
合
）

難
病
患
者
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

6,
28
7,
00
0

6,
53
6,
00
0

6,
74
9,
00
0

6,
96
2,
00
0

7,
17
5,
00
0

障
害
児
福
祉
手
当

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
）

児
童
扶
養
手
当

（
全
部
支
給
）

49
0,
00
0

87
0,
00
0

1,
25
0,
00
0

1,
63
0,
00
0

2,
01
0,
00
0

2,
36
0,
00
0

2,
74
0,
00
0

3,
12
0,
00
0

3,
50
0,
00
0

3,
88
0,
00
0

（
一
部
支
給
）

1,
92
0,
00
0

2,
30
0,
00
0

2,
68
0,
00
0

3,
06
0,
00
0

3,
44
0,
00
0

特
別
児
童
扶
養
手
当

4,
59
6,
00
0

4,
97
6,
00
0

5,
35
6,
00
0

5,
73
6,
00
0

6,
11
6,
00
0

6,
28
7,
00
0

6,
53
6,
00
0

6,
74
9,
00
0

6,
96
2,
00
0

7,
17
5,
00
0

児
童
育
成
手
当

（
障
害
手
当
）

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

―
―

―
―

―
（
育
成
手
当
）

重
度
心
身
障
害
者
手
当

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

本
人
の
所
得
限
度
額
欄
に
同
じ
（
本
人
が
20
歳
未
満
の
障
害
者
の
場
合
）

（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
）

別
表
6

年
金
・
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
基
準
額

（
所
得
限
度
額
は
、
金
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

本
人
の
所
得
限
度
額
（
円
）

配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
限
度
額
（
円
）

扶
養
人
数

0
人

1
人

2
人

3
人

4
人

0
人

1
人

2
人

3
人

4
人

障
害
基
礎
年
金

特
別
障
害
給
付
金（
２
分
の
1支
給
）
4,
72
1,
00
0

5,
10
1,
00
0

5,
48
1,
00
0

5,
86
1,
00
0

6,
24
1,
00
0

―
―

―
―

―
（
全
額
支
給
）

3,
70
4,
00
0

4,
08
4,
00
0

4,
46
4,
00
0

4,
84
4,
00
0

5,
22
4,
00
0

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

1,
92
0,
00
0

2,
30
0,
00
0

2,
68
0,
00
0

3,
06
0,
00
0

3,
44
0,
00
0

2,
36
0,
00
0

2,
74
0,
00
0

3,
12
0,
00
0

3,
50
0,
00
0

3,
88
0,
00
0

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

3,
60
4,
00
0

3,
98
4,
00
0

4,
36
4,
00
0

4,
74
4,
00
0

5,
12
4,
00
0

1　
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
は
、
本
人
が
20
歳
未
満
の
場
合
で
す
。

2　
障
害
基
礎
年
金
は
、
20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る
病
気
や
、
け
が
で
障
害
に
な
っ
た
方
の
場
合
で
す
。

障
害
基
礎
年
金
、
特
別
障
害
給
付
金
の
所
得
制
限
基
準
額
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
10
万
円
を
加
算
し
、
特
定
扶
養
親
族
及
び
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
控
除
対

象
扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
25
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

3　
対
象
と
な
る
方
の
所
得
か
ら
、
医
療
費
・
社
会
保
険
料
な
ど
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
り
、
所
得
限
度
額
以
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ね
ん
き
ん

い
り
ょ
う
ひ
じ
ょ
せ
い

し
ょ
と
く
せ
い
げ
ん
き
じ
ゅ
ん
が
く

て
あ
て

し
ょ
と
く
せ
い
げ
ん
き
じ
ゅ
ん
が
く

（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
）

対
象
と
な
る
方
の
所
得
か
ら
、
医
療
費
・
社
会
保
険
料
な
ど
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
り
、
所
得
限
度
額
以
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う

169 障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



障害者福祉団体に加入すると…

① 各団体は、観光バスを使用して、年に数回レクリエーションを行い、相互の理解と
親睦を深めています。

② 障害者福祉団体は、おおむね障害別に組織されています。
日常生活上の身の回りの不安や困っていることなど、団体を通して区の福祉施策に
意見が反映されやすくなります。

③ その他、年間を通した各団体の活動の中から、家庭では体験しにくい外部との交流
を図りながら、社会活動に参加しています。
その活動費の一部を区が助成しています（対象団体のみ）。また、区民館の使用料の
減免や伊豆高原荘の宿泊料の免除、ヴィラ本栖の室料・中央会館の利用料金の減額
なども受けることができます。

④ 加入を希望する方は、団体役員名簿を参照の上、各団体へ直接申し込んでください。

別表 7

障害者福祉団体役員名簿（令和 5 年 4 月 1 日現在）

別表 8

障害者相談員（令和 5 年 8 月 1 日現在）

身体障害者相談員

知的障害者相談員

精神障害者相談員

しょうがいしゃそうだんいん

しんたいしょうがいしゃそうだんいん

ちてきしょうがいしゃそうだんいん

せいしんしょうがいしゃそうだんいん 

しょうがいしゃふくしだんたい かにゅう

しょうがいしゃふくしだんたいやくいんめいぼ

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う

団体名 役　　職 氏　　名 連絡先

中央区身体障害者
福祉団体連合会

会　　長 相　澤　俊　一 電話（3531）5532

中央区肢体不自由児者
父母の会

会　　長 桑　島　里　絵
 E メール
chuo.fukusi.soudan@gmail.com

中央区心身障害児・者の
進路と生活を考える会

会　　長 前　場　京　子 電話（3661）1446

中央区視覚障害者福祉協会 会　　長 河　和　　　旦 電話（3531）3048

中央区聴覚障害者協会 会　　長 堀　井　良　一 FAX（3531）7036

中央区精神障害者家族会 会　　長 室　田　淑　子 電話（6673）8081
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障害者福祉団体に加入すると…

① 各団体は、観光バスを使用して、年に数回レクリエーションを行い、相互の理解と
親睦を深めています。

② 障害者福祉団体は、おおむね障害別に組織されています。
日常生活上の身の回りの不安や困っていることなど、団体を通して区の福祉施策に
意見が反映されやすくなります。

③ その他、年間を通した各団体の活動の中から、家庭では体験しにくい外部との交流
を図りながら、社会活動に参加しています。
その活動費の一部を区が助成しています（対象団体のみ）。また、区民館の使用料の
減免や伊豆高原荘の宿泊料の免除、ヴィラ本栖の室料・中央会館の利用料金の減額
なども受けることができます。

④ 加入を希望する方は、団体役員名簿を参照の上、各団体へ直接申し込んでください。

別表 7

障害者福祉団体役員名簿（令和 5 年 4 月 1 日現在）

別表 8

障害者相談員（令和 5 年 8 月 1 日現在）

身体障害者相談員

知的障害者相談員

精神障害者相談員

しょうがいしゃそうだんいん

しんたいしょうがいしゃそうだんいん

ちてきしょうがいしゃそうだんいん

せいしんしょうがいしゃそうだんいん 

しょうがいしゃふくしだんたい かにゅう

しょうがいしゃふくしだんたいやくいんめいぼ

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う

対　象 氏　　名 連絡先

身　体　障　害 相　澤　俊　一 電話（3531）5532

肢体不自由児者 桑　島　里　絵 E メール  chuo.fukusi.soudan@gmail.com

視　覚　障　害 河　和　　　旦 電話  080（1125）6122

聴　覚　障　害 堀　井　良　一 FAX（3531）7036

対　象 氏　　名 連絡先

知　的　障　害

渡　邊　ふ志子 電話（3541）4952

前　場　京　子 電話（3661）1446

林　　　美智子　 電話（3533）2379

対　象 氏　　名 連絡先

精　神　障　害 室　田　淑　子 電話（6673）8081

精　神　障　害 内　山　久　子 E メール  chuo.tutuji.kazokukai@gmail.com

※早朝、深夜のご相談はご遠慮ください。
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別表 9

民生・児童委員、主任児童委員名簿（京橋地域）
（令和 5年 1 0月 1日現在）

別表 9

民生・児童委員、主任児童委員名簿（日本橋地域）
（令和 5年 1 0月 1日現在）

みんせい じ ど う い い ん しゅにんじどういいんめいぼ にほんばしちいきみんせい じ ど う い い ん し ゅ に ん じ ど う い い ん め い ぼ きょうばしちいき

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う

担 当 区 域 氏　名

八重洲二丁目、京橋一～三丁目 福　島　定　雄

銀座一丁目 2 ～ 11 番、二～四丁目 東　　　美穂子

銀座一丁目 12 ～ 28 番 鈴　木　雅　之

銀座五～八丁目、浜離宮庭園 田　島　啓　子

新富一丁目 伊　藤　正　章

新富二丁目 鈴　木　康　介

入船一丁目、二丁目 1 番、5 ～ 10 番 池　田　由美子

入船二丁目 2 ～ 4 番、三丁目、明石町 1 番　 箱　守　由　記

湊一丁目　 向　當　光　生

湊二丁目 1 ～ 9 番 大　塚　之　子

湊二丁目 11 ～ 16 番 鈴　木　英　子

湊三丁目 1 ～ 8 番　 廣　澤　　　廣

湊三丁目 9 ～ 18 番　 鈴　木　康　子

明石町 2 ～ 9 番、12 ～ 14 番 大　谷　のぶ子

築地一丁目 1 ～ 6 番、二丁目 1 ～ 10 番、三丁目 1 ～ 5 番 菅　野　玲　子

築地一丁目 7 ～ 13 番、二丁目 11 ～ 15 番、三丁目 6 ～ 17 番 伊　東　洋　子

築地四 ･ 五丁目 礒　野　京　子

築地六丁目 1 ～ 19 番 秋　山　真知子

築地六丁目 20 ～ 27 番 松　原　育　世

明石町 10･11 番、築地七丁目 1 ～ 9 番 雨　宮　優　子

築地七丁目 10 ～ 17 番 牛　嶋　智　春

築地七丁目 18･19 番 寺　田　　　伸

八丁堀一丁目、二丁目 1 ～ 19 番 清　水　　　学

八丁堀二丁目 20 ～ 30 番、三丁目 18 ～ 28 番、四丁目 8 ～ 14 番 久　保　邦　雄

八丁堀三丁目 1 ～ 17 番、四丁目 1 ～ 7 番 菊　田　佐智子　

新川一丁目 1・2 番、3 番 1 ～ 10 号、7 番 1 ～ 4 号、8 番、9 番 1 ～ 4 号
･10･14 号、15 ～ 25 番、29 ～ 31 番 岩　崎　　　滋

新川一丁目 3 番 (1 ～ 10 号を除く )、4 ～ 6 番、7 番 (1 ～ 4 号を除く )、9 番 (1
～ 4 号 ･10･14 号を除く )、10･11 番 
新川二丁目 1 ～ 8 番、9 番 1 ～ 10 号

松　岡　正　美

新川一丁目 12 ～ 14 番、26 ～ 28 番、32 番　　　　　　　　　　　 髙　本　眞左子

新川二丁目 9 番 11 号、10･11 番、18 ～ 22 番、28 ～ 32 番 松　本　好　江

新川二丁目 12 ～ 17 番、23 ～ 27 番 阪　口　美佐子

主任児童委員

京橋地域全域
藤　丸　麻　紀

徳　堂　康　彦
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別表 9

民生・児童委員、主任児童委員名簿（京橋地域）
（令和 5年 1 0月 1日現在）

別表 9

民生・児童委員、主任児童委員名簿（日本橋地域）
（令和 5年 1 0月 1日現在）

みんせい じ ど う い い ん しゅにんじどういいんめいぼ にほんばしちいきみんせい じ ど う い い ん し ゅ に ん じ ど う い い ん め い ぼ きょうばしちいき

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う

担 当 区 域 氏　名

日本橋本石町、日本橋室町一～四丁目、日本橋本町一・二丁目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　中　二　郎
日本橋本町三 ･ 四丁目　　　　　　　　　　　　　　　　      冨　田　佳　子
日本橋小舟町、日本橋小網町　　　　　　　　　　　　　      井戸田　幸　子
日本橋小伝馬町 欠　員
日本橋大伝馬町 欠　員
日本橋堀留町一丁目 原　　　摂　子
日本橋堀留町二丁目 欠　員
日本橋富沢町 川　端　利　勝
日本橋人形町一丁目 1 ～ 7 番、17 ～ 19 番、 
　　　　　　三丁目 1 ～ 7 番 津　田　　　章

日本橋人形町一丁目 8 ～ 16 番、 
日本橋蛎殻町一丁目 7 ～ 16 番 高　久　亮　一

日本橋人形町二丁目 1 ～ 3 番、11 ～ 20 番、32 ～ 36 番 荒　木　豊　美
日本橋人形町二丁目 4 ～ 10 番、21 ～ 31 番、37 番、 
　　　　　　三丁目 8 ～ 13 番 石　田　玲　生

日本橋蛎殻町一丁目 1 ～ 6 番、17 ～ 28 番　　　　　　　    　　 藤　牧　なおか
日本橋蛎殻町一丁目 29 ～ 39 番　　　　　　　    　　 欠　員
日本橋蛎殻町二丁目　 田　口　和　子
日本橋箱崎町 1 ～ 18 番、19 番（24 ～ 38 号を除く）、20 番 1 ～ 7 号、21 番 欠　員
日本橋箱崎町 19 番 24 ～ 38 号、20 番 8 ～ 16 号、22 ～ 44 番　　　　　　　    　　 小笠原　宣　夫
日本橋馬喰町、日本橋横山町 欠　員
東日本橋一丁目　                         　　　 小　越　潤　子
東日本橋二丁目 川　口　修一郎
東日本橋三丁目　                         　　　 五　味　まさみ
日本橋久松町、日本橋浜町一丁目 髙　野　大　輔
日本橋浜町二丁目 1 ～ 4 番、19 ～ 23 番、 
　　　　　三丁目 3 番 田　中　榮　子

日本橋浜町二丁目 5 ～ 18 番、31 ～ 42 番、60 ～ 62 番 植　田  朱　美
日本橋浜町二丁目 24 ～ 30 番、43 ～ 59 番、 
　　　　　三丁目 23 番 福　田　俊　子

日本橋浜町三丁目 1･2 番、4 ～ 22 番、26 番 4・12 号、27 番 横　山　彦　枝
日本橋浜町三丁目 24･25 番、26 番 5 ～ 11 号、28 ～ 45 番、 
日本橋中洲 9･10･12 番　　　　　　　　　    　　 欠　員

日本橋中洲 1 ～ 4 番 宮　下　一　雄
日本橋中洲 5 ～ 8 番、11 番 伊　藤　みつ江
八重洲一丁目、
日本橋一丁目 1 ～ 3 番、二丁目 1 ～ 3 番、三丁目 1 ～ 4 番 山　﨑　　　勇

日本橋一丁目 4 ～ 21 番、
　　　二丁目 4 ～ 16 番、 
　　　三丁目 5 ～ 15 番

小　村　眞　理

日本橋茅場町一丁目、日本橋兜町 奈　良　阿久利
日本橋茅場町二 ･ 三丁目 本　橋　慶　子

主任児童委員

日本橋地域全域
太　田　明　実
北　角　　　満
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別表 9

民生・児童委員、主任児童委員名簿（月島地域）
（令和 5年 1 0月 1日現在）

みんせい じ ど う い い ん しゅにんじどういいんめいぼ つきしまちいき

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う

担 当 区 域 氏　名

佃一丁目 1 ～ 10 番 村　上　久　子

佃一丁目 11 番 欠　員

佃二丁目 1 番 1 号、2 番 8 号 長谷部　千　春

佃二丁目 1 番 2 ～ 4 号、2 番 1 ～ 7 号、9 号 直　江　菜穂子

佃二丁目 2 番 10･11 号 欠　員

佃二丁目 3 ～ 5 番、11 ～ 13 番 福　井　啓　子

佃二丁目 6 ～ 10 番、15･16 番 木　元　須美江

佃二丁目 14 番、17 ～ 22 番 森　山　美枝子

佃三丁目 袖　山　千鶴子

月島一丁目 1 ～ 14 番（5 番を除く） 中　川　恭　子

月島一丁目 5 番 柳　瀬　佳　子

月島一丁目 15 ～ 21 番、25 ～ 27 番、二丁目 16 番 宮　田　優　美

月島一丁目 22 番（MID TOWER GRAND） 欠　員

月島二丁目 1 ～ 12 番 礒　田　晴　美

月島二丁目 13 ～ 20 番 (16 番を除く ) 薩　埵　　  稔

月島三丁目 1 ～ 12 番 仲　　　愛　弓

月島三丁目 13 ～ 26 番 大　矢　智　子

月島三丁目 27 ～ 32 番 濵　中　悦　子

月島四丁目 1 ～ 5 番 木皿儀　孝　子

月島四丁目 6 ～ 14 番、18 番 阿　部　むつ子

月島四丁目 15 ～ 17 番、19 ～ 21 番 脇　山　明　子

勝どき一丁目 1･2 番、13 番 角　山　比佐子

勝どき一丁目 3 ～ 7 番 赤　熊　弥　生

勝どき一丁目 8 ～ 12 番、三丁目 3 ～ 6 番 楢　崎　小夜子

勝どき二丁目 1 ～ 7 番、15 ～ 18 番 渡　邉　美希子

勝どき二丁目 8 ～ 14 番 飯　嶌　久　枝

勝どき三丁目 1･2 番、7 ～ 16 番 細　貝　和　世

勝どき四丁目 1 ～ 4 番、8 ～ 13 番 仲　佐　直　子

勝どき四丁目 6 番（勝どき東地区 A1 棟） 欠　員

勝どき四丁目 6 番（勝どき東地区 A2 棟） 欠　員

勝どき五丁目 1 番、5 ～ 7 番、8 番 10 号 小　原　昌　子

勝どき五丁目 2 ～ 4 番（3 番 1 号を除く）、9 ～ 12 番 黒　川　玄　子

勝どき五丁目 3 番 1 号（勝どきザ・タワー）～ 26 階 宮　下　美代子

勝どき五丁目 3 番 1 号（勝どきザ・タワー）27 階～ 欠　員

勝どき五丁目 8 番（10 号を除く）、13 番 町　村　米　子
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別表 9

民生・児童委員、主任児童委員名簿（月島地域）
（令和 5年 1 0月 1日現在）

みんせい じ ど う い い ん しゅにんじどういいんめいぼ つきしまちいき

資
料

し
り
ょ
う

資
料

し
り
ょ
う

担 当 区 域 氏　名

勝どき六丁目 1･2 番、3 番 1 号 ( ザ ･ トーキョータワーズ シータワー ) 中　西　幸　二

勝どき六丁目 3 番 2 号 ( ザ ･ トーキョータワーズ ミッドタワー ) 石　渡　みゆき

勝どき六丁目 5 ～ 7 番、豊海町 早乙女　道　子

晴海一丁目 1 ～ 5 番、6 番 3 ～ 6 号、7 番 1 号 中　島　静　枝

晴海一丁目 6 番 1･2 号、8 番 7 号 欠　員

晴海一丁目 7 番 2 号、8 番 5 号 守　屋　ゆ　か

晴海二丁目 3 番 2 号　( ザ ･ パークハウス 晴海タワーズティアロレジデンス ) 欠　員

晴海二丁目 3 番 30 号　( ザ ･ パークハウス 晴海タワーズクロノレジデンス ) 欠　員

晴海二丁目 2 番 42 号（パークタワー晴海） 欠　員

晴海二丁目 5 番 16 号 佐　野　美　惠

晴海三丁目（13 番 1･2 号、16 番 1 号を除く） 原　　　マツ子

晴海三丁目 13 番 1 号　(DEUX TOURS EAST 棟 ) 上　野　双　葉

晴海三丁目 13 番 2 号　(DEUX TOURS WEST 棟 ) 井　上　富士子

晴海三丁目 16 番 1 号　( ベイサイドタワー晴海 ) 欠　員

晴海四 ･ 五丁目 1 番 矢　田　美枝子

主任児童委員

月島地域全域

関　屋　衣　江

濱　川　浩　子

萩　原　裕　子
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名　　称 所　在　地 電　話・ファクス

中央区役所 築地 1 － 1 － 1 （3543）0211（大代表）

日本橋特別出張所 日本橋蛎殻町 1 － 31 － 1
日本橋区民センター 1 階 （3666）4251 ㈹　FAX（3666）4250

月島特別出張所 月島 4 － 1 － 1
月島区民センター 1 階 （3531）1151 ㈹　FAX（5560）1987

中央区保健所 明石町 12 － 1 （3541）5936 ㈹　FAX（3546）9554

日本橋保健センター 日本橋堀留町 1 － 1 － 1 （3661）3515　　FAX（3661）3503

月島保健センター 月島 2 － 10 － 3 （5560）0765　　FAX（5560）0747

シニアセンター 佃 1 － 11 － 1 （3531）7813　　FAX（3531）7814

福祉センター
　 　 　 　 ふれあい作業所

明石町 12 － 1
中央区保健所等複合施設内
晴海 1 － 4 － 1
月島第三小学校等複合施設
地下１階

（3545）9311　　FAX（3544）0888
　

（3532）1577　　FAX（3532）1568
　
　

子ども発達支援センター ゆりのき 明石町 12 － 1
中央区保健所等複合施設内 （3545）9844　　FAX（3545）9660

中央清掃事務所 京橋 1 － 19 － 6 （3562）1521　　FAX（3562）1504

京橋図書館 新富1 － 1 3 － 14
本の森ちゅうおう （3551）2151　　FAX（3551）2711

日本橋図書館 日本橋人形町 1 － 1 － 17
日本橋小学校等複合施設 6・7 階 （3669）6207　　FAX（3669）6253

月島図書館 月島 4 － 1 － 1
月島区民センター 3 階 （3532）4391　　FAX（3534）0370

教育センター 明石町 12 － 1
中央区保健所等複合施設 5・6 階 （3545）9201　　FAX（3545）9027

総合スポーツセンター 日本橋浜町 2 － 59 － 1
浜町公園内 （3666）1501　　FAX（3666）1503

月島スポーツプラザ 月島 1 － 9 － 2 （3534）5883　　FAX（3534）5886

（社福）中央区社会福祉協議会

　管理部庶務課

八丁堀 4 － 1 － 5

（3206）0506　　FAX（3206）0601

　在宅福祉サービス部推進課 （3206）0603　　FAX（3523）6386

　地域ささえあい課 （3523）9295　　FAX（3206）0601

ファミリー・サポート・センター （3206）0120　　FAX（3523）6386

　成年後見支援センター
　「すてっぷ中央」 （3206）0567　　FAX（3523）6386

　ボランティア・区民活動センター （3206）0560　　FAX（3206）0601

　障害者就労継続支援（B 型）
　施設「さわやかワーク中央」 東日本橋 2 － 27 － 12

両国郵便局合同建物４～６階
（3865）3661　　FAX（3865）3662

　障害者就労支援センター （3865）3889　　FAX（3865）3662

別表 10

主な関係機関
名　　称 所　在　地 電　話

日本橋税務署 日本橋堀留町 2 － 6 － 9 （3663）8451
京橋税務署 新富２－６－１ （4434）0011
中央都税事務所 新富２－６－１ （3553）2151
中央警察署 日本橋兜町 14 － 2 （5651）0110
久松警察署 日本橋久松町 8 － 1 （3661）0110
築地警察署 築地 1 － 6 － 1 （3543）0110
月島警察署 晴海 3 － 16 － 14 （3534）0110

中央年金事務所 明石町８－１
聖路加タワー1階 （3543）1411

晴海郵便局 晴海 4 － 6 － 26 0570（943）844
日本橋郵便局 日本橋 1 － 18 － 1 0570（943）301
京橋郵便局 築地 4 － 2 － 2 0570（943）844
銀座郵便局 銀座 8 － 20 － 26 0570（943）914
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名　　称 所　在　地 電　話・ファクス

中央区役所 築地 1 － 1 － 1 （3543）0211（大代表）

日本橋特別出張所 日本橋蛎殻町 1 － 31 － 1
日本橋区民センター 1 階 （3666）4251 ㈹　FAX（3666）4250

月島特別出張所 月島 4 － 1 － 1
月島区民センター 1 階 （3531）1151 ㈹　FAX（5560）1987

中央区保健所 明石町 12 － 1 （3541）5936 ㈹　FAX（3546）9554

日本橋保健センター 日本橋堀留町 1 － 1 － 1 （3661）3515　　FAX（3661）3503

月島保健センター 月島 2 － 10 － 3 （5560）0765　　FAX（5560）0747

シニアセンター 佃 1 － 11 － 1 （3531）7813　　FAX（3531）7814

福祉センター
　 　 　 　 ふれあい作業所

明石町 12 － 1
中央区保健所等複合施設内
晴海 1 － 4 － 1
月島第三小学校等複合施設
地下１階

（3545）9311　　FAX（3544）0888
　

（3532）1577　　FAX（3532）1568
　
　

子ども発達支援センター ゆりのき 明石町 12 － 1
中央区保健所等複合施設内 （3545）9844　　FAX（3545）9660

中央清掃事務所 京橋 1 － 19 － 6 （3562）1521　　FAX（3562）1504

京橋図書館 新富1 － 1 3 － 14
本の森ちゅうおう （3551）2151　　FAX（3551）2711

日本橋図書館 日本橋人形町 1 － 1 － 17
日本橋小学校等複合施設 6・7 階 （3669）6207　　FAX（3669）6253

月島図書館 月島 4 － 1 － 1
月島区民センター 3 階 （3532）4391　　FAX（3534）0370

教育センター 明石町 12 － 1
中央区保健所等複合施設 5・6 階 （3545）9201　　FAX（3545）9027

総合スポーツセンター 日本橋浜町 2 － 59 － 1
浜町公園内 （3666）1501　　FAX（3666）1503

月島スポーツプラザ 月島 1 － 9 － 2 （3534）5883　　FAX（3534）5886

（社福）中央区社会福祉協議会

　管理部庶務課

八丁堀 4 － 1 － 5

（3206）0506　　FAX（3206）0601

　在宅福祉サービス部推進課 （3206）0603　　FAX（3523）6386

　地域ささえあい課 （3523）9295　　FAX（3206）0601

ファミリー・サポート・センター （3206）0120　　FAX（3523）6386

　成年後見支援センター
　「すてっぷ中央」 （3206）0567　　FAX（3523）6386

　ボランティア・区民活動センター （3206）0560　　FAX（3206）0601

　障害者就労継続支援（B 型）
　施設「さわやかワーク中央」 東日本橋 2 － 27 － 12

両国郵便局合同建物４～６階
（3865）3661　　FAX（3865）3662

　障害者就労支援センター （3865）3889　　FAX（3865）3662

別表 10

主な関係機関
名　　称 所　在　地 電　話

日本橋税務署 日本橋堀留町 2 － 6 － 9 （3663）8451
京橋税務署 新富２－６－１ （4434）0011
中央都税事務所 新富２－６－１ （3553）2151
中央警察署 日本橋兜町 14 － 2 （5651）0110
久松警察署 日本橋久松町 8 － 1 （3661）0110
築地警察署 築地 1 － 6 － 1 （3543）0110
月島警察署 晴海 3 － 16 － 14 （3534）0110

中央年金事務所 明石町８－１
聖路加タワー1階 （3543）1411

晴海郵便局 晴海 4 － 6 － 26 0570（943）844
日本橋郵便局 日本橋 1 － 18 － 1 0570（943）301
京橋郵便局 築地 4 － 2 － 2 0570（943）844
銀座郵便局 銀座 8 － 20 － 26 0570（943）914
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JR 運賃の割引 ･･･････････････139
視覚障害者日常生活情報点訳
　などのサービス
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障害者スポーツ体験会･････････ 93
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就学奨励････････････････････101
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手話通訳者の設置･････････････ 82
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　スポーツ・レクリエーション ◆す
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さ
く
い
ん

さ
く
い
ん

179 障害者福祉のしおり　令和5年12月発行



◆せ
生活福祉資金貸付制度･････････ 92
精神障害者都営交通乗車証････138
精神障害者保健福祉手帳･･･････ 22
精神障害者保健福祉手帳
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タクシー運賃の割引･･････････140
単身者向け都営住宅･･････････106
単身者用車いす使用者向け
　都営住宅･･････････････････107
◆ち
地域福祉コーディネーター･････ 13
知的障害者位置情報サービス
　費用助成･･･････････････････ 72
中央区かえで学級････････････103

･･････････････ 88

中央区社会福祉協議会･････････ 17
中央区バリアフリーマップ･････ 94
中央区ホームページ･･･････････ 88
中央区役所･･･････････････････ 17

中央小学校・日本橋小学校・
　月島第三小学校　温水プールの
　無料入場･･････････････････147
駐車禁止の対象除外･･･････････ 67
中等度難聴児発達支援事業･････ 62
聴覚障害関係図書などの
　貸し出し・閲覧など･････････ 84
聴覚障害者コミュニケーション
　機器の貸し出し･････････････ 83
聴覚障害者に特化した支援事業
　･･･････････････････････････ 85
聴覚障害のある方のための講習など
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◆つ
通級指導学級（小学校）
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手当の所得制限基準額････････168
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　奉仕員の養成･･･････････････ 99

総合スポーツセンター・月島スポー
　ツプラザ・築地社会教育会館
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都立公園駐車場の無料利用････148
都立公園などの無料入場･･････148
◆な
難病医療費助成･･･････････････ 36
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虹のサービス協力会員の募集

･･･････････････････････････ 97
「虹のサービス」（区民どうしの
　たすけあい家事サポート）････ 49
日常生活用具購入費の給付･････ 51

日中活動系・就労支援・
　授産施設一覧･･････････････124
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年金・医療費助成の所得制限
　基準額････････････････････169
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発達促進保育････････････････102

ハローワーク飯田橋（飯田橋
　公共職業安定所）･･･････････108
ハンディキャブ（リフト・
　スロープ付き自動車）
　運転ボランティア募集･･･････ 97

バリアフリートイレの
　設置してある公衆便所･･････121

避難行動要支援者対策････････156

ハンディキャブ（リフト・
　スロープ付き自動車）の
　貸し出し
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電話・ファクス料金の助成･････ 70
電話リレーサービス ････････････ 85
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東京障害者職業センター･･････111
東京障害者職業能力開発校････110
東京都ガイドセンター･････････ 79
東京都児童相談センター･･･ 15, 19
東京都障害者休養ホーム･･･････ 96
東京都障害者スポーツセンター
　･･･････････････････････････ 95

東京都心身障害者福祉センター
　･･･････････････････････ 13, 19
東京都手をつなぐ育成会
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都営住宅募集優遇抽せん制度･･105
特別区民税・都民税
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　よる納税申し込み･･･････････ 77
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障
　平成28年４月１日、全ての国民が障害の有無によって分け隔てられることなく、お互
いに人格と個性を尊重し合いながら、共に生きる社会の実現を目指して、「障害を理由
とする差別の解消の推進に関する法律」が施行されました。
　この法律では、国や地方公共団体、会社やお店などの事業者に対して「不当な差別的
取扱い」を禁止し、「合理的配慮の提供」を義務付けています。
　中央区では、全ての中央区職員が遵守する「中央区における障害を理由とする差別の
解消の推進に関する規程」を策定しました。

【対象となる障害者】
　身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）その他の心身の機能の障害がある
人で、障害や社会的障壁によって、継続的に日常生活や社会生活に相当な制限を受けて
いる全ての人を対象にしています。

【不当な差別的取扱いの禁止】
　障害のある人に対して、正当な理由なく、障害を理由として、サービスの提供を拒否
したり、提供にあたって場所や時間帯を制限したり、障害のない人にはつけない条件を
つけることを禁止しています。

【合理的配慮の提供】
　障害のある人から、社会的障壁を取り除いて欲しいという意思が伝えられた時に、負
担が過重でない範囲で対応することが求められています。

障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう



このコードは、視覚に障害のある方のための
音声コード（Uni-Voice）です。
専用の読上装置やスマートフォンアプリなどで
読み取ると、記載内容を音声で聞くことができます。
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しゃかいさんか

  8　教育・保育
きょういく ほ い く

11　施　設
し　 せ 　 つ

12　税の軽減など
ぜい けいげん

13　公共料金などの割引
こうきょうりょうきん わりびき

14　防　災
ぼ  う  さ  い

資　料
し  り  ょ  う

※各マークの色については実際の色とは一致しない場合があります。

　障害に関するマークは、国際的に定められたものや法律に基づいているもののほか、障害者団体が独自に提唱してい
るものもあります。そのうち、代表的なものを紹介します。
　各マークの詳細・使用方法などは、各関係団体にお問い合わせください。

義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または妊娠初期の方など、援助や配慮
を必要としていることが外見から分からない方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知
らせることで、援助を得やすくなるよう、東京都が作成したマークです。
東京都福祉局障害者施策推進部企画課　電話  03-5320-4147　FAX  03-5388-1413

各警察署

身体内部に障害のある方を表しています。内部障害・内部疾患は外見から分かりにくいため、様々な誤解を
受けることがあります。そのような方の存在を視覚的に示し、理解と協力を広げるために作られたマークです。
特定非営利活動法人ハート・プラスの会　https://www.normanet.ne.jp/̃h-plus/

視覚障害者の安全やバリアフリーを考慮した建物・設備・機器などにつけられている世界共通のマークです。
信号機や音声案内装置、国際点字郵便物、書籍、印刷物などに設置・添付されています。
社会福祉法人日本盲人福祉委員会　電話  03-5291-7885　FAX  03-5291-7886

聞こえが不自由なことを表すと同時に、聞こえない人・聞こえにくい人への配慮を表すマークです。また、
自治体、病院、銀行などが、聴覚障害者に援助をすることを示すマークとしても使用されています。
一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会　FAX  03-3354-0046

肢体不自由であることを理由に運転免許に条件を付されている方が運転する車に表示するマークです。（努力
義務）このマークをつけた車に幅寄せや割り込みを行った場合には、道路交通法違反となります。
各警察署

身体障害者補助犬法の啓発のためのマークです。身体障害者補助犬とは盲導犬、介助犬、聴導犬のことを言
います。身体障害者補助犬法に基づき、不特定多数の方が利用する施設（デパートや飲食店など）では、補
助犬の受け入れが義務づけられています。
東京都福祉局障害者施策推進部企画課　電話  03-5320-4147　FAX  03-5388-1413

ヘルプマーク

ハート ･ プラスマーク

オストメイトマーク
オストメイト（人工肛門・人工ぼうこうを造設した方）を示すシンボルマークです。
オストメイト対応のトイレなどの設備があることを示す場合などに使用されています。
公益社団法人日本オストミー協会　電話  03-5670-7681　FAX  03-5670-7682

聴覚障害者標識（聴覚障害者マーク）

盲人のための国際シンボルマーク

耳マーク

身体障害者標識（身体障害者マーク）

ほじょ犬マーク

障害者のための国際シンボルマーク
障害のある人々が利用できる建築物や公共輸送機関であることを示す、世界共通のマークです。
車いすを利用する方だけでなく、障害のあるすべての方のためのマークです。
公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　電話  03-5273-0601　FAX  03-5273-1523

聴覚障害であることを理由に運転免許に条件を付されている方が運転する車に表示するマークです。（義務）
このマークをつけた車に幅寄せや割り込みを行った場合には、道路交通法違反となります。

障害に関するシンボルマークについて
しょうがい かん

障
害
者
福
祉
の
し
お
り

記入日　年　月　日

障害のある方が
このカードで支援を求めます

しえん もと

しょうがい かた


